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プロローグ


「アベル……本気なんですか？」


「もちろん。一撃だ」


ルンの街、『赤き剣』が定宿じょうやどとしている高級宿『黄金の波亭』の中庭。そこで、涼とアベルが向き合っている。


アベルは、赤く輝く愛剣から突きを繰り出す体勢で。対峙たいじする涼は、顔をしかめて。


「知っていますか？　僕は魔法使いなんですよ？」


「ああ、だからこそだ」


アベルは、話しながらも呼吸を整えている。宣言通り、必殺の一撃を繰り出すために。


「アベル、見損ないました！」


「御託はいい！　リョウも構えろ！」


「くっ……仕方ありません。〈アイスウォール〉」


「いくぞ！　剣技：刺突孤峰しとつこほう」


神速の踏み込みから、目にもとまらぬ突き。


パリンッ。


「馬鹿な！」


アベルが新たに身に付けた『剣技』は、涼の氷の壁を貫いた。


闘技：完全貫通の上位技とも言うべき、剣技：刺突孤峰。アベルほどの剣士であっても、ようやく最近になって使えるようになった剣技だ。


自慢の氷の壁を貫かれて、崩れ落ちる涼。


立ちはだかる氷の壁を貫き、傲然ごうぜんと立つアベル。


二人の姿は、そのまま結果の違いであり、心の違いでもある。


「まさか剣で貫かれるなんて……」


「自分の成長を、感じられるというのはいいものだな」


両膝をつき、悔しそうに地面に拳を叩きつける涼。闘技：完全貫通では、傷もつけられなかった氷の壁を貫く剣技を完全に身に付け、成長を実感したアベル。







    
  
  




簡単に言うと、涼は、アベルの新剣技の力を測るために駆り出されたのだ。


何度か地面を叩いた後、涼は顔を上げ、立ち上がった。その表情は決意に満ちている。


「アベル、さっきの剣技を、もう一度放つがいいです」


「え？　いや、さすがに剣技を連発すると疲れ……」


「御託はいいです！　氷の壁の恐怖を味わいなさい。〈積層アイスウォール10層〉」


涼が唱えた瞬間、氷の壁が生じた。だが、この魔法は積層。そう、だんだんと積み重なっていく技。積み重なるということは、分厚さを増して……アベルを襲った。


「おい、ばか、やめろ！」


分厚さを増しながら、自分に向かってくる氷の壁を横っ飛びでかわすアベル。


そして呟いた。


「そんな氷の壁、貫けるわけないだろう……」


結局、アベルが『黄金の波亭』での晩御飯を涼に奢ることによって、場は丸く収まった。






「もう無理、もう動けない……」


涼がそんな呟きを残して、『黄金の波亭』に部屋をとり、泊まっていったのは仕方なかったのかもしれない。なにせ、四人前食べたようだし……。


◆


王都騒乱から戻った、ルンにおける涼の生活は、規則正しいものであった。


たまに、アベルに呼び出されて、新技の実験台になることもあったが……それでも、比較的、規則正しいと言っていいだろう。


午前中は錬金術と魔法に明け暮れ、午後は騎士団演習場でセーラと模擬戦を行い、夕方お風呂に入ってご飯を食べた後は、寝るまで錬金術と魔法に時間を費やし……。


そこに、時々、午前中からセーラがやって来てリビングで本を読む。午後は飽食亭などでご飯を一緒に食べて、そのまま騎士団演習場へ。


そんな日々が続いていた。






王都で天才錬金術師ケネスに教えを請こい、ルンの街に戻ってきてからも錬金術の習熟に真摯しんしに取り組んだ結果……。


「ふふふ、ついに手に入れましたよ！」


涼は、思わず怪しげな笑いを漏らしてしまった。


「どうしたリョウ？」


それを見て、セーラが怪訝けげんな顔をする。


「セーラ、ちょっと外に出て、見てください」


涼はそう言って、セーラを外に誘った。


「〈残像８〉」


涼が唱えると、三十メートルほど先に、八体の、涼の外見をした『もの』が浮かび上がる。


「おぉ！　リョウが八人いる！」


「空気中に、水蒸気や氷の粒を使って、僕を映し出してみました。いえ、それはいいのです。問題はそれじゃなくて……」


そう言いながら、涼は頭の中にイメージを浮かべる。


「〈フローティングマジックサークル〉」


すると、涼の周囲に、八つの魔法陣が地面と垂直に、残像に相対するような形で浮かび上がる。


そして、それぞれの魔法陣から〈アイシクルランス〉が発射されて、残像を貫いた。


「おぉ！」


その光景は、とても幻想的なものであり……。セーラは初めて見た光景に驚き、涼は努力の結晶に満足した。


「リョウ、綺麗な魔法だな！」


「でしょう？　あれ……？　魔法？　錬金術じゃ……」


「錬金術？　錬金術だったか……？　う～む、私の知らないやつだな。でも、とっても素晴らしかったぞ」


セーラは、弾けるような笑顔で、涼の努力を褒めてくれた。


錬金術なのか、魔法なのか、よく分からないが……どっちにしろ、セーラが笑顔で褒めてくれたからいいか。


涼はそういう奴である。


『ファイ』における一般的な錬金術とは、魔法式や魔法陣によって魔法現象を引き起こすものだ。その際に、魔法式や魔法陣を錬金道具に刻み込んだりするのだが……。どうも涼は、そうしなかったらしい。そのことに気付くのは、まだ先のことである。


ちなみに、ようやく〈アイシクルランス〉を一発放つことができる魔法陣を、浮かべることができるようになった……ただそれだけだ。当然、魔法陣を浮かべなくとも、今までやれていたことであり、戦力的な増強は全くない。そう、一ミリもない。


だが、それでいいのだ。カッコいい、あるいは綺麗というのは、とても大切なことなのだ！






涼はその日の夕方、久しぶりに冒険者ギルドに向かった。ルンの街に戻ってきた日に、そのままアベルと顔を出して以来、約一カ月ぶりのギルドだ。


残念ながら、途中にクレープ屋台はない。ルンに戻ってくる前に、いなくなっていたらしい。


「リョウに来てもらったのは他でもない」


ニーナがお茶を淹れて下がると、ヒューが早速切り出した。


「例の魔石が、全て売れた」


いつもよりも小さな声で、ヒューが告げる。顔は、不気味なほどに笑っていて……それなりに慣れた涼から見ても、すごく不気味だ。


「出処がばれないように売りさばいたから少し時間がかかったが、リョウの元に振り込まれる最終的な金額は、これになる」


そう言うと、ヒューは、一枚の紙を渡した。


そこには、金額が書いてあり……。


「じゅ、十一桁……」


百億を、軽く軽く超える金額が記入されていた。


「ああ。もちろん、税金や手間賃など全部差っ引いて、アベルの分ももちろん省いて、その金額だ。けっこうな金額になっただろ？」


ヒューはそう言うと、まさにこれがドヤ顔、という表情を浮かべ、椅子に深く座り直した。


「まさかこれほどとは……。一年くらいは豪遊できますね」


「いや、どんだけ金遣い荒いんだよ」


涼の冗談に、ヒューはきちんとつっこんだ。


「まあ……船でも造らない限りは、十分生きていけそうです」


「船？」


「ウィットナッシュで見た……」


「あれは……もう一桁、上だからな」


ヒューはため息をつき、首を振りながら答えた。


「え……」


「あの船、レインシューター号の建造費は、三千七百億フロリンだ」


「高いですね……」


「まあ、そうだな……」


二人同時に、ため息をついた。


ああいう船は、個人で造るものではありません。






涼は、せっかくギルドに来たし、お金も入ったため、贅沢ぜいたくをすることにした。


そう。ギルド食堂での食事だ。


ギルドへの報告ピークも過ぎ、夕食時の食堂にはそれなりに人がいる。


涼が座る場所を探していると、遠くから涼を見つけて、手を振っている者がいた。『十号室』のアモンだ。もちろん、同じテーブルに、ニルスとエトもいる。


「けっこう、混んでいますね」


涼は椅子に座りながら言った。


「リョウ、ギルドにいるの、珍しいな」


ニルスが日替わり定食を食べながら言う。


「冒険者が、冒険者ギルドにあんまり顔を出していないというのも、ある意味凄いことだよね」


エトが、微笑ほほえみながら言う。食べているのは、焼き鳥セットのようだ。


「今日はちょっと呼び出しを受けまして……」


涼は、日替わり定食を注文した。


「リョウさん、いつも錬金術で家に籠こもってますもんね」


アモンは、新メニューのピッツァらしい。


「ピッツァ？」


涼は慌てて二度見した。アモンの前にあるのは、まぎれもなくピッツァ……マルゲリータに見える。


「ええ、新メニューらしいのですが、美味おいしいです。帝国で流行はやっていたらしくて、ついにルンの街にも広がったということみたいですよ」


アモンは八分の一を切り出し、涼に手渡してくれた。


涼はそれに感謝し、一口食べる。紛れもない、ピッツァマルゲリータ！


しかも……。


「美味しい！」


「ですよね！　これは街全体でも流行りますね」


涼が思わず言い、アモンが何度も頷きながら同意する。


「俺ら、明日から数日間、依頼で街を離れるからな」


それで、安さと美味しさが自慢の、ギルド食堂でのディナーになったらしい。


普段はどうしているのか……。


「自炊」


一言そう言って、エトが笑った。三人で家を借りて暮らしているのなら、それが一番安上がりなのかもしれない。


「ルンから、片道一日くらいの場所にある、コナという村に行くんです」


「コナ……」


アモンの説明に、反応してしまう涼。コナと聞けば、ハワイのコナコーヒーを思い浮かべる。


地球にいた頃は、趣味というほどの趣味も無かった涼であるが、コーヒーは大好きで、日によって気分によって、飲み分けたりもしていた。そのため、いつの間にか味にうるさくなってしまったが、その中でもお気に入りトップスリー豆の一つが、ハワイコナだった。


会社に、冒険者デロングに似た名前のコーヒーメーカーを導入したのは、涼の父であったが、それも涼のコーヒー好きに影響したのかもしれない。本当に美味しいコーヒーを淹れてくれたからだ……全自動で！


「ええ。コーヒーという飲み物のもとになる豆を、栽培している村なんですよ」


「コナコーヒー！」


アモンの続けての説明に、先ほどとは比べ物にならない反応をしてしまう涼。


そしてそれを見て、少しだけ悪そうな顔をした剣士のリーダーがいた。


「リョウ、そのコーヒーの木に、最近見慣れない虫がつくようになって、しかも村では怪異も起きているらしいんだ。それで、Ｄ級・Ｅ級依頼としてあがってきたやつを俺たちが受けた……のだが……」


「のだが？」


少しだけ悪そうな顔をした剣士ニルスは、そこでいったん言葉を切る。それに反応してしまう涼。


「村は、ルンだけじゃなくて、カイラディーの街にも依頼を出していて、そっちでもＤ級パーティーが依頼を受けているらしい……」


「うん？　それって、村は、どちらかを取り下げるように、ギルドから言われるでしょ？」


涼は、依頼規定を思い出しながら答える。


「ああ。だが、お金をどちらにもきちんと払うから、できるだけ早く、そして確実に解決してほしいと交渉したらしいんだ。それで、コーヒーの有名ブランドにもなってきているコナからの依頼ということで、特例が認められた」


「なんという政治力」


ニルスの説明に、涼は舌を巻いた。


なんとなく、牧歌的なのんびりした雰囲気の村、という先入観を勝手に抱いだいていたが、違うのかもしれない。冒険者ギルド二つを相手にまわして交渉し、自分たちの主張を認めさせたのだから。


「そのために、いつの間にかギルド対抗の様相を帯びているらしい……」


「依頼を受けた時は、全然そんな空気じゃなかったんだけどねえ。わずか一日で、がらりと変わって……」


ニルスの言葉を、エトが困った顔をしながら補足する。


「なんというか……負けられない戦いだな」


「分かります！　時に、負けられない戦いというのはありますよね！」


涼は共感した。そう、負けられない戦い……負けてはならない戦いはあるのだ。


「そんな現地で飲むコーヒーは、格別の美味さらしいぞ」


ニルスは、ダメ押しの情報を提示する。


「でしょうね～」


涼は、その味を、その香りを、その光景そのものを想像し、幸せそうな顔をした。


「どうだ、リョウも行かないか？」


そして放たれた決定打。


「ええ、行きます」


その瞬間、ニルスの手も、エトの手も、アモンの手も、机の下で、ぐっと拳が握られたことを、涼は知らない。


三人共、経験から、涼がいればたいていの依頼が楽になることを知っている。しかも今回は、なぜか対抗戦。


失敗は許されない。


想定外の、強力な助っ人を手に入れることに成功し、『十号室』の三人は安堵した。







コナ村へ


「コナを我が手に　手にいっれろっ♪」


「なんで侵略者の歌を歌ってるんだ」


涼が歌う歌詞に、ダメ出しをするニルス。


「最近、ニルスのつっこみが、アベルに似てきた気がするのです……」


「アベルさん、はんぱねーっす！」


涼が言ったアベルという単語に反応するニルス。そんな会話を聞きながら、エトとアモンは笑いながら歩いている。


ルンの街からコナ村に至る道中。明け方にルンの街を出て、夕方にはコナに着く予定だ。


「見たことのない虫がつくのはともかく、怪異というのが気になりますね」


アモンが誰とはなしに問いかけるように言う。


「そうだよね。魔物の名前が何かしらあがっているわけじゃなくて、ただ怪異だもんね。一体何がいるのやら」


エトが首を傾げながら答える。


「何がいても、俺が斬る！」


ニルスが、脳筋なセリフを吐く。


彼がパーティーリーダーだ。


ニルスの方を、ちらりと見ながら、涼は確信した。パーティーリーダーに必要な能力は、知能ではなく、メンバーのモチベーションを保つ力なのだと。


「リョウ、今何か、すごく失礼なことを考えただろ」


「ナ、ナニヲイッテルノヤラ」


ニルスの鋭い指摘に、しどろもどろな口調になる涼。それでもニルスが鋭い視線で涼を見てくる。何も言わずに逃れることはできないようだ。


「ニルスのパーティーリーダーとしての資質について、凄いなと感じていただけですよ」


涼は堂々と言った。嘘はついていない。


「お、おう。そういうことなら、まあ……」


ニルス、ちょろい。


そう思ってちょっとだけ悪い顔になったところを、エトとアモンが見ていた。


「リョウが……」


「何か悪いことを考えていましたね」


二人は、本当に小さな声で囁ささやき合った。






そんなこんなで、村に着いた四人。時刻は午後二時。予定よりも少し早く着くことができた。


そこは村……村なのだが、かなり人口が多いように見える。道に面した場所には、住居が並んでいる。村の奥には、広大なコーヒー農園が広がっているのが見えた。


「聞いてはいたが、これほどとは……」


ニルスが呟く。


「人口は五千人を超えてるから……ほぼ街だね」


エトが呟く。


「どうして、村のままなのでしょうね」


アモンが普通の大きさの声で言う。


「それは、ここが王室直轄地ちょっかつちだからですよ」


三人は驚いて振り返った。


涼は、誰かが近付いてきているのが分かっていたので驚かなかったが、王室の直轄地であることに驚いた。


（国王陛下もコーヒーがお好き？）


後ろから声をかけた人物は、壮年、四十代半ばほどの男性であった。


高い身長に、しなやかさを感じさせる歩き方、肌は褐色かっしょくで目は黒、髪の毛は栗色。


農家という雰囲気ではないと涼が感じたのは、その着ている服も関係したかもしれない。薄いが、とても仕立てのいいシャツと、七分丈のズボン、そして足元はサンダル。


「おっと失礼。私は、このコナ村に代官として派遣されております、ゴロー・ガンダと申します。ゴローとお呼びください」


（ゴロー？　日本人ぽい名前だけど……顔のつくりはラテン系？　彫りが深い感じ）


「これは失礼いたしました。我々は、ルンの街の冒険者『十号室』の者です。私がニルス、そして、エト、アモン、リョウです。我々が、こちらの村からルンの街に出された依頼を、受諾させていただきました」


ニルスがそう言うと、エトが鞄から依頼受諾書を取り出し、ゴローに渡した。


ゴローはそれを確認する。


「はい、確かに確認いたしました。まずは、代官所へどうぞ。そちらで説明をさせていただきます。また、宿泊所がありますので、皆さんには、そちらに泊まっていただくことになります」


そういうと、ゴローは先に立って歩き出した。


「ご存じでしょうが、この依頼はカイラディーの冒険者ギルドにも出しております。そちらからも冒険者の方が来られるのですが、夕方までには到着される予定です。そのため、申し訳ないのですが、説明はそちらが到着してから一緒に、という形でさせてください」


「分かりました。どうぞお気遣いなく」


ゴローのお願いに、丁寧に答えるニルス。こういう依頼人との受け答えは、きちんとできるようになっている。


（そこは、脳筋であっても大丈夫なのですね）


なぜか、上から目線で頷く涼。かなり失礼だ。


「泊まっていただく宿泊所ですが、この村はその性質上、王都などから官僚や貴族が来ることがけっこうあります。そういう場合の宿泊に使われる場所なのですよ」


「そんな場所に、我々が泊まっても大丈夫なのですか？」


ゴローの説明に、若干慌てて答えるニルス。


「もちろんです。その辺りの差配も、代官である私の一存で可能ですから。せっかくあるのに使わないのは、もったいないでしょう？」


少し笑いながら、そう説明するゴロー。


代官などというものは、冒険者や庶民に対して威張り散らすイメージを持っていた涼は、そんな態度をとらないゴローに対して好感を抱いた。もちろん、威張り散らすイメージの代官も、涼の勝手な想像であり、そんな代官に実際に会ったことはない。






一行は、代官所に到着した。


代官執務室に隣接する代官会議室に入る。代官が会議を開いたり、各部門からの報告を受けたりする部屋で、かなり大きな円卓が置いてあった。


「そちらにお掛けください」


ゴローはそう言うと、中央正面の席に座る。


四人は右手の席。空いている左手の席には、後から来るカイラディー組が座るのだろう。


四人が座ると時を置かずに、飲み物が運ばれて来た。もちろん、コナコーヒーだ。


「コナに来ていただいたからには、まずコナコーヒーを飲んでいただかないと。話はそれからです」


ゴローは、いい笑顔を浮かべてコーヒーを勧める。部屋はたちまちコーヒーの香りに満たされた。


四人の分だけではなく、もちろんゴローの分もある。ゴローはそれを手に取ると、顔の前に持って行き、香りを大きく吸い込む。


その頃には、四人もそれぞれカップを手に取り、香りを嗅かいだり、ちょっと飲んだりしていた。


（やはり、地球のハワイコナとは違う……。違うけど、とっても美味しい。雑味がほとんどないのは、丁寧に欠点豆を取り除いてから焙煎ばいせんした証拠。ああ……やはり、真摯にコーヒーと向き合っている人たちがいる……。そして抽出は、ドリップ式ではない……プレス式だ。フレンチプレスって言ってたっけ……。母さんたちが生きてた頃は、これだった……）


涼は懐かしい思い出に浸りつつ、コーヒーを飲んでいた。


ゴローは、それを興味深い目で見ている。他の三人が、おっかなびっくりといった感じで飲んでいるのに比べて、かなり様になっているからだ。ゴローの目が惹ひかれるのは当然であった。


だが、そこで質問したりはしない。ゴローは、そんな無粋なことはしない。


食べ物、飲み物、それらが持つ味や香りは、過去の思い出を蘇よみがえらせてくれる効能があることを、ゴローは知っている。


そこには、時として、他人が踏み込むべきではない思い出もある。だからこそ、そんな無粋な質問はしない。


ゴロー・ガンダという男は、非常に優秀な男であった。






一時間ほど、とめどない話をしていると、カイラディーの冒険者が到着したという連絡が入った。


「では、私は迎えに出てきますので、皆さんはこちらでお待ちください」


そう言うと、ゴローは部屋を出て行った。


残された四人はひそひそと話し合う。


「代官はまともな人だったね」


「ええ、すごくよかったです」


「あとは、カイラディーの冒険者だな」


エトとアモンはゴローを褒め、ニルスはカイラディーの冒険者の心配をした。


「この村、王家の直轄地だったのですね。どうりで、二つの冒険者ギルドに依頼を出せるわけです」


「あ……」


涼が感想を言うと、ニルスが絶句し何も言えなくなっていた。


「ニルス……リョウに伝え忘れてましたね？」


エトが苦笑しながら、その理由を指摘した。


「ひどい……」


涼は円卓に突っ伏した。






そんなことをしている間に、ゴローがカイラディーの冒険者を連れて戻って来た。


「こちらが、カイラディーのパーティー『竜のアギト』、そしてそちらが、ルンのパーティー『十号室』の方々です」


男性三人、女性二人の、合計五人からなる『竜のアギト』。


男性四人からなる『十号室』。


それぞれ、無難に自己紹介を行い円卓に着いた。


そして、当然のようにコナコーヒーが運ばれてくる。十号室の四人にも、再び振る舞われた。


再び涼は、その香りと味を堪能する。十号室の三人も、先ほどよりは慣れた感じ……を必死に見せている。


ただ……カイラディーの『竜のアギト』の五人は、誰も口をつけなかった。


その様子には、さすがにゴローも気付く。


「コナコーヒーは、お気に召しませんでしたか」


威圧するでもなく、下手したてに出るでもなく、平静な雰囲気で五人に問うゴロー。


答えたのは、リーダーと思おぼしき剣士であった。


「いや、コーヒーの問題ではない。こいつらと同じ場所で、飲んだり食ったりしたくないだけだ」


それを聞いた時、涼は思わず噴き出しそうになってしまった。コーヒーが口に入っていたので、噴き出さなくて良かった。


それより、ニルスがキレないか心配して横を見たのだが、ニルスは自分を抑えている。


依頼人の前で、感情を抑制することができないなど三流。


実は、アベルがニルスに、徹底して叩き込んだのだ。涼はそのことを知らないために、ニルスが爆発しなかったことに驚いたが、エトとアモンは小さく頷く。


ニルスは、確実に成長していた。


竜のアギトのリーダーが言った時、ゴローの目がほんの少しだけ細くなったのに気付いたのは、エトだけであった。


そして、心の中でため息をついた。


（最初から、依頼主に不快な感情を抱かせてどうするんだい。これは、相当に困ったパーティーなのかもなぁ）


「分かりました。それでは、今回の依頼について説明を始めます。最後に、質問を受けます」


そう言うと、ゴローは依頼内容を説明し始めた。


「今までに見たことのない虫が発生し、コーヒーの木がやられています。現在、全体の五パーセントほどが被害に遭っています。虫の特定……は難しいでしょう。以前、王都から専門家を呼んで見てもらったのですが、特定できませんでしたから。現状、一匹ずつ目で捜して手で取って潰す、という方法をとっています。何かいい方法があれば、教えていただきたい。それが一つ。もう一つは、村から人がいなくなることが続いているので、それの解決です」


そこまで言うと、ゴローは円卓の上に、村の地図を広げた。


「これは村の地図ですが、失踪しっそうした者たちを最後に見た場所は、東の森の入口付近が多いということが分かっています。ただ、この東の森は非常に深く、多くの魔物が棲すんでいます。これまでは、村の近くまで魔物が来たことはありませんでした。そのため、失踪の理由が魔物なのか、別の何かなのかは、分かっていません。魔物であった場合は、その魔物の討伐を。別の理由であれば、その別の理由とやらを調べてほしい、というのが今回の依頼になります」


そこで一呼吸入れてから、ゴローは続けた。


「質問があればどうぞ」


ゴローが問うと、『竜のアギト』のリーダー剣士が手を挙げて発言した。


「こいつらと、協力してやれる気がしない。俺たちが失踪者の方をやり、こいつらに虫の方をやってもらう方が効率がいい」


（いますよね、最初から敵意むき出しの人。こんな人たちを送り込んできた、カイラディー冒険者ギルドの意図を知りたいです）


涼は表情に出さないように気を付けながら、心の中で考えていた。


「こちらとしては、どのように進めようと一向に構いません。ただ、村と村人の生活には迷惑を掛けないようにお願いします。ここは、王室直轄地です。村人は、国王陛下の直臣と同じだと認識しておいてください」


ゴローは、最後の一文は非常に重々しく、そして会ってから初めての、厳しい口調であった。


さすがに、『竜のアギト』のメンバーも表情を強張こわばらせる。


「それで、『十号室』の方々は、そういう分担でよろしいのでしょうか？」


ゴローが、元の温和な雰囲気に戻り、ニルスに問う。


ニルスはエトの方をチラリと確認。エトが小さく頷くのを確認すると、答えた。


「ああ、それでかまわない」


その答えに驚いたのは、『竜のアギト』のメンバーであった。


反対して、突っかかってくると思っていたのだ。無理だと分かっている虫の調査……。およそＤ級冒険者の仕事ではない。


とはいえ、『十号室』側が受け入れた以上、分担は決定した。






説明が終わると、ゴローは再び、コナコーヒーを勧めてきた。


もちろん、『十号室』の四人はいただく。


再び飲むことを拒否した『竜のアギト』のメンバーのために、ゴローは秘書官を呼び、宿泊所などの案内を命じた。


竜のアギトが出ていき、コーヒーが届き、ゴローをはじめ五人がゆっくりと飲み始める。


当初の予定では、この部屋での説明の後、両パーティー一緒に宿泊所の説明などに連れていく予定だったのであろう。効率を考えれば、それ以外に考えられない。だからこそ、この部屋での説明も両パーティー一緒に行われたわけだし。


だが、パーティーの相性は最悪であった。


主に、竜のアギト側からの一方的な反発ではあるが……。


だからこそ、再びコーヒーを勧めれば『十号室』は残るし、『竜のアギト』は先に出ていくことになるだろうと。


（中々にスマートな分け方です）


などとちょっと偉そうに、コナコーヒーを飲みながら涼は考えるのだった。


「両パーティー一緒に、というのは今後の予定からは、外しておきますね」


ゴローがコーヒー片手に、苦笑しながら言う。


それを聞いて、苦笑いを浮かべる四人。


すいません、と謝るのも何か違うし……かと言って、あいつらが悪い！　と泡を飛ばしながら相手のいないところで非難するのも何か違うし……。


苦笑いを浮かべるしかない。


十五分ほどかけて、ゆっくりとコーヒーを飲み干した五人。


その後、ゴローが宿泊所と食堂を案内して、利用時のいくつかの注意事項を伝えた。


「失踪が相次ぎ、村人の中に不安が広がっているのは事実です。ただ、幸か不幸か、人口の多さがそれを緩和しています。これが、人口の少ない、普通の村であれば不安にさいなまれた村人ばかりになっていたでしょう」


ゴローはそこで一度言葉を切って、真剣な表情になって言葉を続ける。


「今回の依頼、いろいろと、難しい問題ばかりだとは思うのですが、どうかよろしくお願いいたします」


四人に頭を下げるのであった。


◆


「さて、午後四時。日の入りまで三時間弱だな。どうするか」


ニルスが、お気に入りの懐中時計を見ながら言う。


「とりあえず、一度農園の方に行ってみない？　働いている人から、何か話を聞けるかもしれないから」


エトが提案し、他の三人もそれに賛成した。


農園は、村の奥。入ってきた時に見えた、広大なコーヒー農園だ。コーヒー好きな涼も、さすがにコーヒー農園に入ったことはない。


そこには、人の背丈ほどのコーヒーの木が、一メートルから一メートル半ほどの間隔で、見渡せる先までずっと列をなしている……。


そんな、圧倒される光景が広がっていた。


「凄い……」


涼が思わず呟く。


農民たちが、コーヒーの木から、熟うれた実だけを手作業で収穫している。


遠くの方では、風属性の魔法使いが、エアスラッシュ系の魔法で木と木の間の草を刈っている……なんというファンタジー！


「よし、行くか」


涼以外の三人は、涼ほどには感動しなかったようだ。そのことに、少しだけ落ち込む涼であった。






農民たちとのいくつかの話し合いの後、例の虫を見せてもらうことになった。とは言っても、見つけ次第潰しているので、新たに捜すところからだ。


四人を案内したのは、成人したばかりのタッカという青年であった。タッカは、虫がよく付いている辺りの木を見て回る。


三分後、四人はタッカに呼ばれた。


「この虫です」


タッカが指さす先に、小指の爪の半分ほどの大きさの体、広げた足まで入れても小指の爪程度の大きさの、真っ黒い虫がいた。


「足がいっぱいありますね」


涼がぼそりと呟く。


「リョウ？」


ニルスがその呟きを耳にし、涼に質問した。


「足が十本もあります」


「ほんとですね」


アモンも虫を覗き込んで呟く。


「そういえば、虫って足は六本のが多いか？　でもクモは足が八本あるよな？」


ニルスは知っている虫を思い浮かべ、その中でクモに行きついた。


「ええ。クモはカブトガニとかサソリの仲間だと習いました」


「サソリって、尻尾に毒があって、おっきいハサミがある、砂漠にいるやつですよね。ずっと昔、おじいちゃんから、お酒漬けにされたのを見せられたことがあります。クモってあれの仲間なのですか……」


アモンが昔のことを思い出しながら……少し震えている。怖かったらしい。


（毒の強いやつをお酒に漬ける風習は、いろんなところにあるんだな～）


涼が思ったのは、そんな感想であった。


三人がそんなことをしゃべっている間、エトは虫を見て、じっと黙ったままだ。


「エト？」


そんなエトに、涼が声をかける。


「え？　ああ、リョウ。ちょっと小さすぎて……もう少し大きければいいのですが……」


エトは目を凝らし、虫に近付きながらそんなことを言っている。


「水属性魔法に、ちょうどいい魔法があります」


（〈氷レンズ〉）


そう頭の中で唱えると、掌大てのひらだいの氷の凸レンズが生成された。


はじめの頃は、十五分以上かかっていた氷のレンズ生成が、今では、ほぼ一瞬でできるようになったのだ。涼は、自分でその成長を噛かみしめた。


「これを通して見ると、大きく見えますよ」


「これは……」


エトはそれだけ言うと、じっくりと黒い虫を見始めた。


たっぷり五分ほどたって、エトは顔を上げる。涼に氷レンズを返してから、一つ頷いて三人に告げた。


「虫の正体が分かったかもしれない」


◆


「魔人虫である可能性が高いと思います」


エトは代官執務室に戻り、代官ゴローにはっきりと告げた。


「魔人虫？　初めて聞きました。それはどのような……」


ゴローは、聞いたことのない虫の名前にとまどいながらも、詳しい内容を促す。


「封印された魔人が復活する時、その力を集めるために動き出す、眷属けんぞくの一つです」


「魔人……」


（魔人！）


口に出して言ったのはゴローで、その言葉の響きには、畏怖がこもっていた。


心の中で言ったのは涼で、その言葉の響きには、歓喜がこもっていた。


（デビルとか魔王……魔王子だっけ？　そんなのは出てきたけど、とっても弱くてがっかりでした……。この『ファイ』における本命は、魔人の方だったのですね！）


魔王や魔人は異世界転生ものの定番！


だが、どちらかが強くて、他方は弱い。あるいはどちらかしか出てこないことがほとんど。


ついに、その魔人も出てきたことで、涼のテンションは一気に上がっていた。


「ただ、私も神殿で学んだだけですので、専門の方に見ていただく方がいいと思います」


「そうですね。以前呼んだ専門家は、虫の専門家でした。まさか、魔人関係の専門家が必要だったとは……」


ゴローは深いため息をついた。そして、なにがしかを閃ひらめき、頭を上げる。


「エトさん。中央神殿の伝承官なら、魔人の伝承に詳しいでしょうから、この魔人虫についても分かるでしょうか？」


「ええ。神殿で、最も詳しい方の一人だと思います」


「よかった。今、伝承官の一人がカイラディーの街に逗留とうりゅうしているはずなので、すぐに来てもらいましょう。私の知り合いでもあるので、無理をしてでも来てくれるはずです」


そういうと、ゴローは急いで手紙をしたため、鳥便で、大至急カイラディーに送るように秘書官に渡した。


「とりあえず、これで後は返事待ちです」


そう言うと、ゴローは深く息をついた。


「それにしても、虫の件がこうも早く片付くとは。神官の方がいるパーティーでよかった」


そういうと、ゴローは笑顔を浮かべた。


「いえ……」


エトは少し照れている。


「こうなると、先ほど両パーティーで仕事の分担をしましたけど、結果的に、この分担ですごくよかったということになりますね。『竜のアギト』の方には、神官はいませんでしたよね」


『竜のアギト』のパーティー編成は、男性剣士、女性斥候、男性斧使い、男性魔法使い、女性弓士で、神官はいない。


「冒険者の神官は、決して多くはないので」


エトは頷きながら答えた。


◆


役目を果たした四人。


到着後、わずか二時間足らずでいちおうの解決を見たわけで……そこだけ見れば、非常に優秀な結果と言える。


もちろん、実際には明日以降、伝承官による確認と、虫そのものの駆除などもあるのだが、とりあえず、今日のところはお仕事終了だ。


「まずは、風呂だな！」


「おぉ！」


ニルスの号令に、歓声のように答える三人。


そう、この宿泊所は貴族や官僚も泊まるため、大浴場完備となっている。週末には、村人にも開放されるらしい。


（設備の維持には、一番いい方法ですね。使っていないと、いざという時に壊れているなんて、よくあることですし）


涼の中での、ゴローの評価が更に上がった。






そして、お風呂の後は夕食。


代官などの食事も、ここの料理長が手掛けているということを、ゴローから聞いていた四人の期待は、いやがうえにも高まる。


はたして……。


「美味い！」


「美味しい！」


「すごいですね！」


「肉も魚も、どっちも好きです！」


ニルス、エト、アモン、そして涼も、全員が満足する夕食が提供されていた。


それを遠くから眺め、うんうんと頷く料理長。


さすが冒険者の四人。かなり多めの料理だったのだが、ぺろりとたいらげた。普段は、小食のイメージのある神官エトも、ルンの街から歩き、昼も干し肉で済ませていたこともあったのだろうか、完食であった。


食後はもちろん、コナコーヒーで締める。






四人がまったりと食後のコーヒーを満喫していると、五人の冒険者が入ってくる。カイラディーの冒険者『竜のアギト』の面々であった。


「チッ」


音高く舌打ちする剣士。


もちろん、それは『十号室』の四人の耳にも聞こえた。


涼が心配したのはニルスだ。説明の時は、依頼者ゴローの前だったからキレなかったが、ここはそうではない。キレる可能性がある。


そう思い、ニルスを見る。


だが、ニルスは何事も無かったかのように、コーヒーを飲んでいる。他の二人も同様だ。


（大人だ！）


涼は、三人の成長に感動していた。


最初の十秒だけ。


「知ってるかリョウ。弱い犬ほどよく吠える。無能な冒険者ほど舌打ちをする」


（いや、知らないし！　後半、絶対、今作ったでしょ！）


ニルスの大きすぎるセリフに、涼は心の中でつっこみを入れた。


「なんだと、こら！」


当然、そんなことを言われて、『竜のアギト』の面々が黙っているわけはない。一気に気色けしきばむ五人。女性二人も、男性同様に喧嘩っ早い感じ……朱に交われば赤くなるのか……。


涼は、小さく首を振った。


「さて、では部屋に帰るか。料理長、ごちそうさま」


「ごちそうさま」


お行儀よく、『十号室』の面々はごちそうさまを言って、席を立った。


いきりたつ五人を完全に無視して、食堂を出ていく『十号室』の四人。


「おい、こら、待てっつってんだろうが」


そう言って、竜のアギトの剣士が、最後尾にいた涼の肩を掴もうとした。


その瞬間……。


ガラガラバッシャーン。


ものすごい音を立てて、剣士が転んだ。瞬間的に、彼の足元が氷になっていたことに気付いた者は、誰もいない。剣士は転ぶ時、近くにあった椅子と、テーブルの上にあった花瓶なども巻き込み、それはもう悲惨な状態であった。


「大丈夫ですか？　滑ると危険ですからね」


そう大声で言いながら、止まる気配もなく涼は食堂を出ていった。


後には、どこにもぶつけようのない怒りをはらんだ五人と、思いっきり顔をしかめて厨房から食堂を見ている料理人たちが残された。


とりあえず、プロの仕事として、料理人たちは五人に対して夕食を提供したが、執事は後にこう証言した。終始、不満そうな顔であったと。






翌朝、『十号室』の四人は、ゆっくり起きだした。


『竜のアギト』は、朝早くに朝食を済ませて、東の森に行ったということを、執事に聞いた四人は、顔を見合わせて頷きあった。面倒の種は去ったと。


四人は、とても豪勢な朝食を、ゆっくりと、時間を贅沢に使いながら平らげ、食後のコーヒーまでいただいた後で代官所に向かった。十時くらいに来るようにと、昨夜のうちに連絡が来たからである。


会議室に通されると、ゴロー以外にもう一人いた。


（白い神官ローブじゃなくて、神官の服……でも、マントの紋章もんしょうは初めて見る紋章ですね。あれが伝承官……）


涼は心の中で思った。


見たところ、ゴローと同じくらいの年齢、背はそれほど高くなく、体もほっそりしている。


涼のような、ほっそり見えるが筋肉はついているというわけではなく、あまり筋肉がついていない……どちらかと言うと、エトのような感じだ。


「ああ、来てくれましたね。ラーシャータ、こちらが先ほど話したルンの街の冒険者、『十号室』の方々です」


ゴローは、ラーシャータと呼んだ男に四人を紹介する。


「みなさん、こちらが、中央神殿の伝承官、ラーシャータ・デブォー子爵です」


「……子爵？」


そう呟いたのはエト。


「どうも初めまして。そう、神殿にいるのに爵位を持っているのは変だよね。これにはいろいろと事情があってね。そのうちお話ししますよ。で、例の虫の件ですが……」


「はい、こちらになります」


涼はそう言うと、脇に抱えていた氷の箱を置いた。その中には、昨日捕まえた黒い虫が入っている。


「ほほぉ、これはこれは。虫も興味深いですが、正直それ以上に、この氷の箱の方が……。あなたは水属性の魔法使いですか？」


「はい」


ラーシャータの問いに、涼は頷いて答えた。


「この箱を見て、『氷の女神と氷雪の帝王』の伝承を思い出しましたよ。一万年以上昔のお話で……」


「すまんがラーシャータ、その前に、この虫を頼む」


ラーシャータが物語を話し始めようとするのを、ゴローが遮さえぎって黒い虫に意識を向けさせる。


「おっと、そうだった。すまんすまん」


ラーシャータはそう言って笑った。


そして、虫を見て、口の中で呟きながら何かを確認しはじめた。






三分ほどそんな時間が過ぎ、ラーシャータは涼の方を見て言った。


「この氷の箱を、開けてもらえるかい」


「はい」


涼は、箱のふたを取る。


すると、ラーシャータは箱の中に手を伸ばし、虫を掴むと、掌の中で握りつぶした。そして、手を広げる。


「ふむ……伝承通り、赤い体液……」


広げた手の中には、潰れた死骸しがいと、そこから漏れ出た血を思わせる赤い体液がついていた。


「伝承通りということは……」


「うむ、魔人虫で間違いないな」


ゴローの問いに、ラーシャータは頷いて答えた。


「伝承にある『南に封じられた魔人』、であろうな。再生し、起き上がる力を集めているということなのだろう」


ラーシャータは、何事か考えながら言う。


「分かった。まずは王都に報告する。確認者の名前として、お前と、あとエトさんの名前も書かせていただきますが、よろしいですね」


「ああ」


「はい、かまいません」


ゴローの問いに、ラーシャータとエトは頷いた。


「エト、魔人って、強いの？」


「え……」


涼は横にいたエトに、小さな声で尋ねた。その問いは、想定外だったのであろう、エトは驚いた声をあげる。


「強い……のだろうとは思うけど、よく分からないというのが実際のところだと思う。この数百年、現れたという記録は無かったはず……」


エトはそう言うと、伝承官ラーシャータの方を向いた。


「そう。君が……エト君だったね、エト君が言う通りだ。前回討伐された記録として残っているのは、九五〇年前。もちろん、それ以外にも討伐されて、あえて記録が残されていない可能性はあるけどね、様々な大人の事情から。今回の魔人は、多分その九五〇年前の奴だろう」


「今回の魔人は？」


「そう。王国に伝わる魔人の伝承では、封じられた魔人は二体。一体が、今回の『南に封じられた魔人』。もう一体が、『東に封じられた魔人』。東の方は、恐ろしい強さだったという伝承が、かなりたくさん残っている。王国東部だけではなく、現在のハンダルー諸国連合にかかる地域にも、その被害は及んだらしい」


ラーシャータは、手を顎に当てて、少しだけ考えてから言葉を続ける。


「それを考えると、今回の件……追加で戦力が派遣されてくる可能性があるか？」


「騎士団とか……？」


「魔法団とか……？」


「高位冒険者とか……？」


「勇者とか……」


ニルス、エト、アモンが可能性のある追加戦力を言い、最後に涼が付け加えると、『十号室』の三人が、ものすごい勢いで涼を見る。


口を開いたのはニルスであった。


「リョウ、今代の勇者がいるのは西方諸国だ。さすがに、ここにはこねぇよ」


ニルスは自信満々に断言する。


「ふふふ、ニルス、情報が古いですね。実は、勇者ローマンとそのパーティーは、つい最近まで王都にいたんですよ？」


涼は、それを上回る自信満々さで断言する。仮にも一緒に戦ったのであるから、自信満々なのは当然なのだ。


「マジで!?」


大きく目を見開いて問い返すニルス。


「そういえば、この前の王都騒乱では、勇者も中央神殿地下の防衛に協力してくれたらしいね。リョウ君はよく知っていたね」


伝承官ラーシャータは、頷きながらそう言った。


「でも……もう王都を発ってだいぶ経つから……さすがに今回はこないと思うよ」


「そうですか、それは残念です」


涼は全く思ってもいないことを言う。


勇者ローマンはいい奴である。それは間違いない。心こころ根ねも、勇者にふさわしい。彼は、王都騒乱の後、何度も涼に模擬戦を挑んできた。本当に、何度も何度も。終わりの方では、さすがの涼も、少しめんどくさくなっていたのは内緒だ。


自分は、何度もセーラと模擬戦をするのに、勇者との模擬戦はめんどくさがる。涼はひどい奴である。






五人で、そんなことを話していると、代官ゴローが会議室に戻ってきた。


「王都、ルン、カイラディーに、簡単な報告書を送る手配をしました」


（今の短時間で？）


驚いたのは涼だ。三十分程度しか経っていないのに、それだけの報告を終えてしまったというのは、かなり凄いことではないだろうか。


「昨日のうちに、魔人虫らしいとエトさんに言われていましたからね。報告書は、ほぼ書き上げていたんですよ。今日の確定事項を記入して、〈転写〉をしてもらって、同じ内容のものを関係各所に送っただけです」


そう事もなげに言うと、にっこり笑った。


「仕事のできない俺と違って、相変わらず優秀だな、ゴロー。まだ王都に戻る気はないのか？」


ラーシャータは、ゴローの方を向いて問いかける。


「まだ戻るつもりはないですね。私は、この村が大好きですし。なにより、コナコーヒーは大好きですからね」


ゴローが言ったそのタイミングで、扉が開き、六人分のコナコーヒーが会議室に運ばれてきた。会議や報告が終わったらコーヒーを飲む。それは、まさに至福の時間……。


◆


「さて、俺は一度カイラディーに戻るよ」


至福の時間が終わると、ラーシャータは言った。


「もしかして……」


ゴローは、言いい淀よどむ。


「そう、そのもしかしてだ。仕事を途中で放り出してきたからな」


そう言うと、ラーシャータは大笑いした。


「それは悪かったな」


「いいってことよ。おかげで、魔人虫を実際に見ることができたんだから。後は、魔人そのものへの対処も、ぜひ見ておきたいから……仕事を終わらせて、すぐに戻ってくる」


そう言うと、ラーシャータは「見送り不要」と言って、会議室を出ていった。


「仕事ができないとか言っていましたが、あれは嘘です」


少し微笑みながら、ゴローは説明を始めた。


「彼は一度、還げん俗ぞくしています。つまり、神官を辞めたのです、子爵家を継ぐために。しかし、彼の伝承官としての資質は余人をもって代えがたいとされ、王室と神殿が特別に、還俗したままでの伝承官への復帰を許可しました」


「それは……考えられないくらい凄いことですね……」


ゴローの説明を受けて、一番驚いたのは神官エトだ。


「そんなに凄いことなのか？」


「ええ。普通、あり得ないことです。聖人とか聖女でも滅多にない特例、と言えば想像がつきます？」


「ああ……。ものすごくあり得ないことだというのは、理解できた」


エトのたとえ話に、ニルスも滅多にないということを理解したらしい。


ラーシャータの伝承官としての資質は、聖人や聖女以上に希少なものだということ。そう、中央諸国において、爵位を持ったまま神官になることは、本来ありえないことなのだ。


「さて、とりあえず虫の問題はいったん棚上げです。報告まで終わったので、今後の動きは王都が決めることになるでしょうから。そうなると、残った問題は、失踪事件なのですが……」


そこまで言って、ゴローは明らかに苦い表情になった。


「『竜のアギト』は、皆さんを敵視していますよね……」


深くため息をつく。


「はい……すいません」


エトが頭を下げる。


「いえ、皆さんに責任があるわけではない……ないですよね？　以前、『竜のアギト』と揉めたとかそういうことは……」


「ないですね。ここに来て、初めて会いましたし」


ゴローの確認に、ニルスが答える。


「そもそも、カイラディーの冒険者と会うこと自体が……」


そこまで言って、ニルスの言葉が止まった。


「ニルス？」


涼が、妙な表情になったニルスに問いかける。


「いや、カイラディーとの関係って、俺ら……うちの村の依頼受けた時だけだろ。もしかして、それに関係するのかな？」


「ええ、それは私も考えていたんだけど。重傷者を出して撤退したパーティーか、門前払いをしたパーティーの可能性……」


「ああ」


エトの可能性の提示に、アモンと涼が異口同音に頷く。


横で、何も問わずに聞いているゴローに対して、エトが簡単に説明を行った。簡単に言えば、逆恨みだと。


「なるほど。『竜のアギト』が、そのパーティーだった可能性はあるのかもしれません。まあ、そうだとしても、皆さんには問題はないわけで……。本当は、皆さんにも、失踪事件の方に加わっていただいた方がいいのでしょうが、森の中で何かあっても困りますから……。とりあえずは、皆さんは待機しておいてください。ルンの街にも報告はしてありますので、何か連絡があるかもしれませんし」


こうして、十号室の四人は、代官公認の、つかの間の休息を手に入れたのであった。






代官所に連絡が来たのは、それから二日後。


大会議室に、『十号室』と『竜のアギト』、両方の面々が呼ばれた。


そこには、既に、カイラディーから戻った伝承官ラーシャータもいた。ゴローの隣に座っている。


「王都から連絡が来ました。現在の所、王都から戦力が送られることは無いとのことです。代わりに、ルンならびにカイラディーの冒険者ギルドに対して、王国政府から戦力派遣の依頼を発注する。つまり、ルンとカイラディーから、追加で冒険者が派遣されてくるということですね」


つまり来るのは、高位冒険者。


アモンの予測が正解であった。


アモンが、何度も頷いている。それを横に見て、ちょっとだけ悔しそうなニルス。


だが、それ以上に納得できない人物がいた。もちろん、『十号室』の四人ではなく、『竜のアギト』のリーダー剣士だ。


「納得できるかそんなの！　これは俺らの依頼だ。それを後から来る奴らに……それも他の街の冒険者にかすめ取られるとか……ふざけるな！」


（気持ちは分かるけど、依頼主の前で言うセリフじゃないでしょう）


依頼経験が少ない涼ですらそう思ったのだ。『十号室』の他の三人の考えは、推して知るべし。


「ドゴンさん。口を慎みなさい。これは王国政府の決定です。あなた方の依頼者である私たちの、さらに上位者による決定です。それは王室の決定も同然ですよ。王室に逆らうということが、大逆の罪に問われるというのは理解しているでしょう？」


ゴローは、とても低い声で、これまで『十号室』の四人も聞いたことのない低い声で、剣士ドゴンの発言をたしなめた。


大逆とまで言われれば、さすがの剣士ドゴンも鼻白はなじろむ。そしてその後は、顔面蒼白がんめんそうはく。


だが、何かを言わないわけにはいかなかった。追い込まれ、このままではまずい、という判断はできたのだ。しかし……その判断の結果が無言ではなく稚拙な反論であったのが、問題ではあったのだが。


「そもそも、木についていた虫が、魔人虫とかいうこと自体、嘘なんじゃないか？　そこの、ルンのやつらが、自分たちの功績稼ぎに出まかせを言っている可能性が高いだろう。そいつらの言うことなんて信じられるか！」


その理不尽な指摘を聞いて、『十号室』の四人が最初に思ったのは、「あちゃ～」であった。


ムカつきや、言い返してやる、などではなく……。


何に対して「あちゃ～」なのかと言うと……。


「あの虫が、魔人虫だと特定したのは私だ。中央神殿で伝承官の役を賜たまわっている」


「あ、あんたが、そいつらと結託して魔人虫をでっち上げたってことか！」


（支離滅裂、無茶苦茶だな、剣士ドゴン……。追い詰められたら、いろいろ仕方ないのかな）


涼は心の中で、剣士ドゴンのために祈ってあげた。


「私は神官だが……名前は、ラーシャータ・デブォー子爵という。分かるな？　子爵位を持つ、れっきとした貴族だ。そんな口の利き方はしない方がいいぞ」


「な……貴族……」


剣士ドゴンだけでなく、『竜のアギト』の他の四人も、驚いて言葉を続けられなくなった。


沈黙が会議室を占拠した。


しばらくしてから、代官ゴローが口を開く。


「ルンならびに、カイラディーから追加の戦力が到着するまで、現状維持とします。それ以降の行動は、到着する方々によって変わってきますので、その後に決めましょう。両パーティーとも、それまで村の中でお過ごしください。拘束期間が延長されますので、その分の追加報酬は出させていただきます」


最後の一文を聞いて、『十号室』の四人が小さくガッツポーズを……心の中でしたことは内緒である。


以上で、会議は終了し、いつものようにゴローはアフター会議のコーヒーを誘う。そして、いつものように『竜のアギト』の五人はそれを断り、会議室を出ていった。


◆


残されたゴロー、ラーシャータ、そして『十号室』の四人。


コーヒーが届くと、ラーシャータが口を開く。


「ゴロー、なんだ、あの『竜のアギト』の連中は。そりゃあ、この『十号室』の彼らほどフレンドリーであれとは言わんが、さすがにあそこまで酷ひどい冒険者は、初めて会ったぞ」


『十号室』の四人は、フレンドリーらしい。四人は顔を見合わせて苦笑した。


「ああ……。正直、カイラディー冒険者ギルドの評判が、日に日に落ちていてね……依頼を出す時にも不安だったんだが、的中してしまったね。彼らのような冒険者を寄越すようでは……」


ゴローは何度も首を振りながら答える。


「カイラディーの冒険者ギルドって、ダメなんだ？」


「俺らが寄った時に対応した人は、まともだったがな……サブマスターの……」


「ランデンビアさんだね」


涼が囁くように問うと、ニルスが半端に答え、エトが補足する。


だが、そんな小声での会話も、この人数だと聞こえてしまうらしく、苦笑しながらゴローが言った。


「サブマスターのランデンビアさんは、カイラディーの良心みたいな方だったのです。ですが、半年前にアクレの街のギルドに、ギルドマスターとして赴任されました。そこから、カイラディーの冒険者ギルドは目に見えて悪く……」


そこで、深いため息をついた。


アクレは、南部最大の街で、ハインライン侯爵領の領都だ。そこのギルドマスターということは、かなりの栄転と言えるだろう。


だが、優秀な人が去った組織というのは、えてして悲しい状態になるわけで……。


「まあ、そういうこともあって、今回の依頼はカイラディーとルンの両方に出したのです。この村からだと、わずかにカイラディーが近いのですけど、さっきみたいな理由があるので。それで、手違いを装ってルンの街にも、ね」


代官ゴロー、できる男だ。






さらに二日後。


コナ村は、何事もなく静かに時が流れていた。


村人は、時折現れる魔人虫を見つけては、駆除……木から剝はがして潰す。『十号室』の四人はそれを手伝い、時々訓練し、時々コーヒーを飲み、また手伝う……。


『竜のアギト』の五人は、毎日、なぜか東の森に入っていっていた。


「なあ、あの五人、依頼主の意向とか……」


「シィッ！」


ニルスが何事か言いかけるのを、涼が口の前に指を一本立てて、止めた。


「な、なんだ？」


「それ以上、言ってはいけません。ニルスが言うと、それがフラグになる可能性があります」


「ふらぐ……ってなんだ？」


「言葉が、現実になる恐ろしい現象です。例えば、ニルスはニーナさんに振られる……」


「おい、なんだと！」


涼の言葉に、ニルスが怒る。


「嫌でしょう？　そういう風に、言葉というのはとても大切なものなのです。むやみに変な言葉を吐くのはやめましょう」


「よく分からないが……やめる」


全くフラグの説明になっていないが、涼は嫌な予感がしたのだ。ニルスにあれ以上しゃべられたら、何か起きそうな予感が……。もちろん、涼の勝手な思い込みであるが。






だが、思い込みは時として現実となる。


その日の午後、最初の追加戦力がカイラディーから到着した。


それを待っていたかのように、『竜のアギト』の五人が、涼たちの前に現れた。新たに到着した五人を伴って。


『十号室』の四人は、誰しもが嫌な顔をしている。こんな状況、嫌な予感しかしないのだ。


真っ先に口を開いたのは、剣士ドゴンであった。


「こちらは、カイラディーのＣ級パーティー『五連星』の皆さんだ。カイラディーでも、一番のベテランパーティーだ」


（Ｃ級でベテランってことは、Ｂ級に上がる実力がないってことじゃないか……）


涼は心の中で毒づく。


男性五人のパーティーで、全員三十代半ば。


（五人揃って悪人面）


失礼なことを涼が考えていると、『五連星』の槍士が口を開いた。


「お前ら、Ｄ級パーティーらしいな。ってことは、上位である俺らＣ級パーティーの言うことは絶対だよな」


「そうなの？」


涼が、横のエトに聞く。


「規則としてあるわけではないけど、慣例だね。護衛依頼とかを一緒に受けた場合、上位パーティーのリーダーが仕切るでしょう。ああいうやつ」


エトは忌々いまいましさを込めながら答えた。エトがそういう言い方をするのは非常に珍しい。たいていの場合、淡々と、飄々ひょうひょうとしているからだ。


「そういうわけだ」


エトの答えを聞いて、先ほどの槍士が口元をニヤリと歪ませて言った。


「で、俺ら、移動してきて疲れてるんだわ。ちょっと、足揉んでくれねえか」


そういうと、何がおかしいのか、他の四人と『竜のアギト』の五人は、大笑いした。


「ふざけやがって」


ニルスが小さな声を絞り出す。


「あ～ん？　何か言ったか、お前」


槍士が脅すように言う。


涼が、ニルスの前に出て言う。


「えっと、分かりました」


「おい、リョウ！」


ニルスが驚いて、涼の腕を後ろから掴む。


涼はそれを無視して続ける。


「ただ、本当にあなた方がＣ級なのか分からないのですが……」


「なんだと、こら！」


「なので、ちょっとギルドカードを見せていただいてよろしいですか？」


「おう。確認したら揉めよ」


「ええ、確認できたら、揉みますよ」


涼は大きく頷いた。


槍士は、ギルドカードを出しながら涼の方に歩み寄り……転んだ。


「ぐうぉっ」


それはもう、派手に。


もちろん、涼の〈アイスバーン〉だ。もしかしたら、対人でいちばん使っている魔法なのじゃないかとすら思う……。


「大丈夫ですか？」


涼は、心配したふりをして、声をかける。もちろん、声をかけるだけで、駆け寄ったりはしない。


「くそっ、突然滑りやがった。なんだってんだ」


そう言いながら、槍士は起き上がろうと足に体重をかけて……また転んだ。


「ぐはっ」


「だ、大丈夫ですか？」


涼は、再び心配したふりをして、声をかける。


二度目ともなると、さすがに『十号室』の三人は理解し始める。


これは涼の仕業だと。


さらに、三度目の転倒が起きて、三人は確信した。原理は分からないが、涼がやっていると。


だから、乗ることにした。


「大丈夫ですか？」


涼以外の三人も、転んだ槍士に声をかける。


もちろん、本当に心配そうに。ここで求められるのは、真実を語る言葉ではなく、見る人を欺あざむく演技力。


「くそ……いったい、なんだってんだ……」


槍士は立ち上がれない。


自然の氷よりも、異常に滑る氷である……瞬間的に、槍士の足の裏に発生している氷は。


フローリングの床の上に、ビー玉を大量に転がして、その上を靴で歩いてみる……まず確実に転ぶ……それと同じような状況に、槍士は陥っているのだ。


はっきり言って、地獄。


さすがに、カイラディーの九人全員、普通の状況ではないことに気付き始めていた。何が起きているのか理解できないが、少なくとも普通のことではない。


そう、それこそ、呪いのような何か……。


「なあ、リョウ。これって、どういう落としどころっつーか、決着の仕方を狙っているんだ？」


ニルスが、隣にいる涼に囁く。


槍士が立ち上がろうとするたびに転がり続ける。カイラディーの九人も何か恐ろしいものでも見るように、当たらず障らず腫れものに触るような態度をとっている。


そんな状況からは、涼がこの先どうしようとしているのか、ニルスには全く見えてこなかったのだ。


もちろん、涼はこの先のことは考えていない。


なので……。


「ルンから追加戦力の人が着くまで、このまま……？」


などと言う。


「マジか……」


それは、ニルスでもさすがに無謀だろうと思う。


いつ着くのか、誰も知らない。そもそも、今日着く保証もない。


その間、ずっとこれというのは……ムカついた相手とはいえ、さすがに槍士に憐あわれみを覚え始めていた。


「それにしても……」


涼が小さな声で囁く。


ニルスは、涼の言葉に耳を澄すまして聞こうとする。


「ルンの街からは、誰が来るんでしょうね」


「今話すべき内容は、本当にそれなのか？」


ニルスは、場違いな話題にため息をつく。


だが……。


「『赤き剣』とか来ませんかね？　魔人討伐の可能性があるんですから、ギルドの最高戦力を送るでしょう？」


アモンが、その話題に乗っかった。


『十号室』最年少でありながら、いつもなぜか最も常識的なことを言うアモンが、今回はこの急激な話題転換に乗っかったのだ。


ニルスにとっては、ある意味ショックであった。


（アモンまで、リョウに毒されたか……）


かなり失礼なことを考えるニルス。


だが……。


「『赤き剣』は西部の依頼に行ってたはずだから……戻ってきてれば来るかもしれないけど、どうかな～」


エトまで、この話題に乗っかった。


ニルスは、パーティーリーダーとして、深い、本当に深いため息をつく。そして思ったのだ。


（乗るしかないのか、この大波に……）


そして、乗った。


「大穴で、『風のセーラ』という線も」


「それはない」


三人から全否定されるニルスであった。






カイラディーの槍士、彼の救世主が現れたのは、三十分後。


ルンの冒険者ギルドの紋章をつけた馬車が二台、代官所に到着した。槍士が滑り続けている地面の、すぐ横にだ。


最初の一台から、強面こわもて巨漢の男が降りてくる。


「ヒューさん？」


「ギルドマスター……？」


涼とアモンが囁くような声で呟いた。


続けて降りてきたのは、若い剣士。


「ローマン……」


二台目からも、涼が見たことのある西方諸国の人たちが降りてきた。


総勢八人。


ギルドマスター、ヒュー・マクグラスと、勇者ローマンとそのパーティー。それが、ルンの冒険者ギルドが送り出した追加戦力だったのだ。


「おう、ニルスたちじゃねぇか。出迎えご苦労……ってわけじゃなさそうだな」


そう言うと、一人地面に転がり、半ば立ち上がるのを諦めた槍士を、ヒューは見た。


「何やってるんだ？」


「立ち上がろうとしています」


ヒューの言葉に、涼が的確に答える。


「あ、ああ……なんか分からんが、いろんな訓練方法があるからな。俺らのことは気にしないで続けてくれ」


そう言うと、そのまま去ろうとする。


「ま、待ちやがれ」


立ち上がることは諦めたが、逆に鬱屈うっくつした感情を抱いてしまったカイラディーの槍士。


「俺らは、カイラディーのＣ級パーティー『五連星』だ。この依頼は、俺たちカイラディー冒険者ギルドが仕切る。口を出すなよ」


どこから見ても、強面巨漢のヒュー・マクグラスは、高位冒険者に見えると思うのだが、滑り続けた槍士からは、そんな冷静な判断力は奪われていた。


「おう、そうかい。お前さんたちが、カイラディーの冒険者か。俺は、ルンの冒険者ギルドでギルドマスターをしているヒュー・マクグラスだ。残念ながら、この依頼は、俺が仕切ることになる。悪く思うなよ」


「ギルドマスター……？」


「マクグラス……って、あの英雄マクグラス？」


「マスター・マクグラス……本物かよ」


カイラディーの冒険者たちの間に、囁きが、さざ波のように広がっていく。


「有名なんだな、ギルドマスター」


ニルスが、涼に小さな声で囁く。


「大戦の英雄ですからね」


涼が、同じくらい小さな声で返した。


「あと、こっちが、今代の勇者ローマン殿と、そのパーティーだ。たまたまルンの街に滞在していたので、協力してもらうことになった。よろしくな」


ヒューは、さらに爆弾を落とす。


だが、もはやカイラディーの冒険者たちの処理能力を超えていたらしく、芳かんばしい反応は得られなかった。


「……は？」


これだけだ。


むしろ、『十号室』の三人の方が反応した。


「勇者って……マジか」


「勇者と共同戦線」


「剣士なら、学ぶものがたくさんありそうです」


ニルス、エト、アモンはそれぞれの言葉で、驚きを表現する。


そして、そんな勇者ローマンが『十号室』の四人の元に近付いてきた。


「リョウさん、お久しぶりです」


「あ、はい、お久しぶりです……」


ローマンは、涼の前で頭を下げて丁寧に挨拶をする。


涼は、おざなりな言葉ながら、頭を下げて応じた。


「リョウさん、勇者と知り合いらしいです」


「リョウならあり得るよね」


「いつもの、リョウはなんでそんな人と知り合いなんだよ、というあれだな。俺はもう驚かないぞ」


アモンは素直に驚き、エトは納得顔で頷き、ニルスは何度も首を横に振りながら、驚かないぞを連発していた。


◆


「マスター・マクグラス自ら合流していただけるとは。これほど心強い援軍はありません！　しかも勇者パーティーまで加わってもらえるとは……感謝いたします」


代官ゴローは、ルンからの追加戦力を迎えた時、本当に嬉しそうな表情を見せた。


「カイラディーの方が、あんなのだったから、余計にでしょうね」


涼はぼそりと呟く。


だが、隣には聞こえていた。


「あんなの？」


隣は、ギルドマスター、ヒュー・マクグラスであった。


そこで、ヒューはハッと気付く。


「リョウ、まさかお前、カイラディーの冒険者と衝突とかしてないだろうな？」


「してるわけないでしょう。ヒューさんは、僕のことをいったいなんだと思っているんですか」


いかにも心外だ、という表情で、やれやれと首を振る涼。それを見て、『十号室』の他の三人が、ちらりと視線を交わしあったのは内緒だ。


「そうか、何も無いならいいんだ」


そう言って、ヒューは何度も頷いた。


◆


「魔人が眠る場所に関して、いくつか目星がついているとか」


コーヒーを飲んで一息ついてから、ヒューはラーシャータにむかって言った。


「はい。中央神殿の方で過去の資料を分析した結果、この村の東に広がる森であることは確かなようです。その中で、三カ所ほど、候補が挙がっています」


「なるほど。ただ……正直、代官としては穏便に済ませたいのではないですかな？」


ラーシャータが答え、ヒューは代官ゴローの心内を慮おもんぱかる言葉を吐く。


「全くその通りです。魔人そのものに恨みがあるわけではありませんから。あの、魔人虫さえ木につかなければ、そっとしておきたいですね。寝た竜は起こすな、という感じです」


ゴローは深く頷きながら答える。


「もう一つ。村人の失踪の件については、どこまで進んでいるのでしょう？」


「それについては、カイラディーの『竜のアギト』の方々が取り組んでくださっていましたが……特に目新しい発見はありませんでした」


ゴローの答えに、ヒューは顎に手を当てて考え込む。


（失踪者は十二人。後半では、村人総出で捜索が行われたが、失踪者はもちろん、亡骸なきがらすらも見つからず、と報告書にあったが。魔物の住む森だぞ？　亡骸すら見つからないというのは、どういうことだ？　想像したくはないが、魔物に襲われたのなら、遺体の一部は転がってたりするだろ？　やはり、魔物以外の何か、あるいは誰かに連れ去られたか）


ヒューは、上がってきていた報告書から、いくつかの可能性を持って臨んでいた。


見た目は強面巨漢の、脳まで筋肉、通称脳筋の典型に見えるヒュー・マクグラスであるが、実際は頭脳労働も苦手としていない。そうでなければ、Ａ級冒険者になどなれないのだ。


どんな分野でもそうだが、一流までなら、賢くなくても到達できる。だが、超一流には、賢くなければ到達できない。


スポーツも、芸能も、そして冒険者も。


「正直、失踪者の事件は厄介な感じがします。少し、調査態勢を立て直しましょう。明日の午前中にでも、カイラディーの冒険者たちと相談したいので、連絡をお願いできますか」


「分かりました。では……明日の朝九時に、このフロアにもっと広い大会議室がありますので、そちらで話し合うことにしましょう。彼らにも伝えておきます」


だが、次の日。大会議室に、カイラディーの冒険者は誰一人現れなかった。






「なんで、誰も来ないんだ？」


思いきり顔をしかめて、ヒューは大会議室を歩き回っている。


時刻は朝十時前。


涼たち『十号室』の四人と、ローマンたち勇者パーティー七人は、一時間近くここで待たされていた。


そこへ、息を切らせて代官ゴローが飛び込んでくる。


「マスター・マクグラス、彼らは朝早くに森に潜ったそうです」


「なっ……」


あまりといえばあまりな報告に、ヒューは絶句した。


「もうしわけありません。昨日、直接執務室に呼んで、九時からの会議を伝えたのですが……。なんでこんなことに」


ゴローは、何度も首を横に振りながらため息をつく。


「まあ……この件は自分たちで解決する、と啖呵たんかきっていましたからね……。行ってしまったものは、仕方ないでしょう。帰ってきたら、その場で怒鳴りつけてやります」


ヒューもため息をついた。そして、『十号室』と勇者パーティーの方を向いて言った。


「悪いな。そういうわけで、今日のところは解散だ」


それだけ言うと、ヒューは近くの席に座り込んだ。


「これは、リョウさんと模擬戦をやれ、という神の思おぼし召めしに違いありません」


「違いあります」


勇者ローマンは涼に模擬戦を挑み、涼はすげなく断った。


「なぜ……」


「いや、王都でさんざんやったでしょう……」


ローマンが目を大きく見開いて理由を問う。涼は、当然という顔をして言った。


「リョウとローマンの模擬戦って……。お前たち、村を破壊するなよ？」


ヒューが、驚きの表情を浮かべながら二人に言う。


「いや、模擬戦で村を破壊するとか……僕らをなんだと思ってるんですか」


「ええ、ただの剣戟けんげきですよね」


涼が信じられない言葉を聞いた、と言わんばかりの表情でヒューを見て、ローマンも苦笑しながらそれを肯定する。


ただし、その後に、ちょっとだけ言葉が付け加わった。


「リョウさんが魔法を使って模擬戦をしたら、村は滅びるでしょうけどね」


「おい！」


涼とヒューが同時につっこんだ。


涼は「そんなわけないだろう」の意味で。


ヒューは「そんなことになるのかよ」の意味で。


隣で聞いていた『十号室』の三人は、同じことを考えていた。


（リョウに、模擬戦の相手を頼むのは、絶対やめよう）






お昼を少し過ぎた頃。


「きゃあああああ」


虫の除去作業を手伝っていた『十号室』の四人の耳に、女性の悲鳴が聞こえた。


「どっちからだ？」


「東です。森の方」


四人は傍らに置いておいた武器を手に取り、急いで悲鳴が聞こえた方角に走る。途中で、同じく悲鳴を聞いたらしい勇者パーティーも合流した。


着いた場所には、村の女性が尻もちをついて座り込んでいる。その視線の先には、血まみれの人間たち。


「とりあえず、全員の脈を診てください」


勇者パーティーの聖職者グラハムが、パーティーメンバーと『十号室』の四人に呼びかける。


「ある」


「あるぞ」


「すごく弱いけど、あるみたい」


「……ない」


そんな声が、聞こえる。


血まみれの人間たちは、カイラディーの冒険者たちであった。『竜のアギト』五人、『五連星』五人の十人だったはずだが、そこにいたのは七人だけ。


しかも、戻って来た七人のうち、すでに二人の脈がない。


「一番危険な状態なのは彼ですね。それと、こっちの彼。この二人は私が治します。エトさんは、三番目に危険そうな、あの人をお願いします。あとの二人は命の危険はないでしょうから、誰かポーションをお願いします」


さすがの聖職者グラハム、見事なトリアージだ。多数のけが人が出た場合に、適切な治療の優先順位をつけるのは、最も重要で、それでいて最も難しいことの一つでもある。


涼は素直に感心した。


それだけ多くの修羅場を経験してきたのであろう……様々なノウハウを身に付けている、それは冒険者として、この上ない財産であり、強力な武器だと言える。


そう思いながら、涼はいつもの鞄から自家製ポーションを取り出す。


「この……ああ、剣士ドゴンには、僕がポーションを飲ませます」


そう言って、涼はポーションをドゴンの口から飲ませた。


命に別条はなかったとはいえ、見える範囲だけでもかなりの傷を負っている。それが、ポーションを飲んだ瞬間、回復していく。


いつ見ても、不思議な光景だと、涼は思うのだ。


「すまん……助かった」


昨日までの、傲慢ごうまんで、敵対的な態度など欠片もない様子で感謝した『竜のアギト』リーダーの剣士ドゴン。


「いいってことです」


聖職者グラハムの適切なトリアージと〈エクストラヒール〉、神官エトの連続〈ヒール〉によって、息のあった五人は無事命をつなぎとめた。


その頃には、ヒューや代官ゴローも現場に到着し、救護態勢の確立がなされていた。


重傷者三人は、命は救われたが流した血の多さから、まだしばらくは絶対安静が必要ということで、救護室に寝かされる。


比較的軽傷であった、剣士ドゴンを含めた二人は、報告を兼ねてすぐに大会議室に連れて行かれた。もちろん、十号室の四人も、勇者パーティーもそれに付いていく。何が起きたのかは、誰しもが気になるところだったのだから。


◆


「俺たちは罠にかかりました」


剣士ドゴンの言葉に、眉をひそめたのはヒューだけではなかった。聖職者グラハム、土属性の魔法使いベルロックといった、比較的年齢の高い冒険者が眉をひそめる。


もちろんそれは、村人が仕掛けていた罠に間違ってかかりました、などという意味ではない。さすがに、Ｆ級で冒険者なりたてならともかく、Ｄ級、Ｃ級冒険者でそんな罠にかかる者はいやしない。


つまり、罠にかかりましたというのは、「罠を設置し、そこに人間を誘導することができる知的な何か」がいるということを表しているのだ。


（罠を作る魔物といえば、まずはスパイダー系。あれはやっかいなやつが多い。なにより毒を持つのが多いからな。他には、蟻地獄ありじごくとかか？　だが砂地に生息するやつだから森にはいないだろう。……森って、まさかケンタウロスってことはないよな？　王国南部は完全に生息域から離れてはいる……が……可能性はあるか。後は、あまり知られていないが、シャドーストーカーか。森は鬱蒼うっそうとしているらしいから、可能性はあるが……あれとはやり合いたくないな。あまりに厄介すぎる。こう考えていくと、やはり面倒な相手ばかりだな）


次々に、罠を設置する魔物を頭の中でリストアップしていくヒュー。さすがは、元Ａ級冒険者だ。


「それで、どんな罠だったんだ？」


「落とし穴です」


その答えは、先ほどの三人を中心に、衝撃的なダメージを与えた。


「馬鹿な……」


その言葉を呟いたのは誰であったか……ヒューかグラハムか……。


落とし穴。


人が作る罠の中では、最も初歩的で比較的簡単に設置できる罠と言える。


罠の多くは、相手を拘束するためか、移動能力を奪うために設置されるものだ。そのため、拘束する道具や移動能力を奪う武器系の物を調達して、設置する必要がある。しかし、落とし穴はそんなものがなくとも効果を発揮する。


穴そのものが、移動阻害を引き起こすからだ。


だが、難しい点がある。


それは、罠の隠蔽いんぺい。


落とし穴がそれなりの効力を発揮するためには、広く深く穴を掘らなければならない。そしてその穴を、見えないように隠す必要がある。この隠蔽のハードルが最も高い罠が、落とし穴だと言っても過言ではない。


現代地球におけるテレビや動画では、落とし穴の隠蔽に薄いウレタンやスポンジのマットを敷いてその上にカモフラージュを施すが、『ファイ』の森の中にはそんなものはない。


代わりに、細い枝などを組み合わせて、その上に落ち葉などを敷き詰めてのカモフラージュになる。かなり細かな作業が必要かつ、対象が踏む前に枝が穴の中に落ちないように組み合わせるのも、なかなか高度な思考が必要となるのだ。


それをやった魔物がいる？


経験豊富であり、多くの魔物と戦ってきた経験のある者であればあるほど、信じられない一言なのだ。


設置された罠が、落とし穴だったというのは。


とはいえ、いくつか疑問がある。


「そもそも、お前たちにも、『五連星』の方にも、斥候がいただろう？　なぜ罠に気付かなかった？」


ヒューのその質問に、剣士ドゴンは首を横に振って答えた。


「それが分からないのです。先頭と最後方に斥候、中央に魔法使いという探索隊形だったのですが……落とし穴には、斥候を含め、隊の前方三人が落ちました……」


そう答えると、ドゴンは唇を噛んで下を向いた。その後の光景を思い浮かべたのかもしれない。


（感覚を狂わす何か……魔法か毒物系の何かを仕掛けられたか？　だが、罠を張って、魔法や毒物で感覚を狂わす魔物なんて、聞いたことがないんだが……）


ヒューは、できるだけ表情には出さずに、思考を進めていた。


「ドゴン、思い出すのは辛いかもしれんが、お前さんも冒険者だ。報告の重要性と、仲間の仇を討つためには詳細な情報が必要であることは分かるな？　前三人が穴に落ちた後どうなったかを、説明してくれ」


努めて冷静に、ヒューはドゴンに言った。


変に同情すると、意固地になってしまう冒険者もいる。特に前衛職にそんな冒険者が多いことを、剣士出身のヒューはよく知っている。


「三人が穴に落ちた後、残った七人は、彼らを助け出そうと穴の周りに集まりました。今思えば、その間、そして救出に入るまで攻撃が無かったのは、タイミングを見計らっていたからだと思います。人の身長の二倍ほどの深さの穴でしたので、紐を取り出したり救出の準備にとりかかりました。その時に襲われたのです。救出準備はしていましたが、もちろん警戒は怠おこたっていませんでした。ですが……敵が強く……」


「それで、その敵というのはなんだった？」


今まで以上に、静かに、落ち着いた声音でヒューは尋ねた。


「人間……に見えました。ただ、ひとっとびで木の上に乗ったり、身体能力が桁違いで……武器も持っていませんでした。伸びた爪で攻撃してきて……あの眼、あの赤く……真っ赤に染まった眼……あれが……」


そこまで言うと、ドゴンは顔を覆って、うずくまった。


「赤い眼と伸びた爪……」


聖職者グラハムが、思い切り顔をしかめて呟く。


その小さな呟きに促されたのだろうか、剣士ドゴンはうずくまったままだが顔を上げ、言った。


「五連星リーダーのジョーさんが言ってました。あれはヴァンパイアだと」


それは、経験の浅い『十号室』の四人も、勇者パーティーの比較的若い面々をも驚かせるのに十分な単語であった。






ヴァンパイア。


ファンタジー史上、最も有名な怪物の一つ。黄昏たそがれの存在、魔物の主、あるいは不死者の王。


そう、不死者の王は決して骸骨ではないのだ！　ヴァンパイアこそが不死者の王なのだ！


と、涼は声を大にして主張したかった……。そんなことを言える雰囲気ではないので、黙っていたが。


ヴァンパイア、あるいはそれに類するものは、地球においても古代から存在している。


それこそ、洋の東西を問わず。


涼も含めて多くの人が抱くイメージは、近代ヨーロッパにおいて形成されたイメージだ。特に、ブラム・ストーカー著『吸血鬼ドラキュラ』によるところが大きいのは言うまでもない。


（きっとブラム・ストーカーは、異世界から地球に転生した人物だったに違いない！　Ｊ・Ｒ・Ｒ・トールキンのように！）


もちろん、涼の妄想である。


ドラキュラのモデルとなった、ドラクレシュティ家のヴラド三世、通称ヴラド・ツェペシュ自身は、本来ヴァンパイアのイメージには近くない。せいぜい肖像画の雰囲気と、敵のオスマン兵を串刺しにして晒さらした行為が、吸血鬼的な……その程度だと、涼は思っている。


隣の超大国オスマン帝国から、弱小な故国ワラキア公国を守り抜くために全力を尽くした、英雄とさえいえる人物なのだ。






「今、ヴァンパイアと、言ったか？」


ゆっくりと、確認するようにドゴンに問うたのは聖職者グラハム。これまで、全ての質問をヒューに任せ、聞き役に徹していたグラハムが、初めて口を挟んだ。


ヒューも、今までと雰囲気の変わったグラハムをチラリと見る。


「俺には判断はつきませんでしたが、ジョーさんはそう言っていました」


剣士ドゴンは頷きながらそう言った。


「マスター・マクグラス、そのジョーというのは生還した中には……？」


「あんたが助けた、一番の重傷者、あの槍士がジョーだ」


グラハムの問いに、ヒューは答えた。


「彼か。命に別条はないが……意識が戻るにはしばらくかかるか。話せるようになったら、直接聞きたいことがある」


「ああ。話せるようになったら、あんたを呼ぶよ、グラハム」


今日のところは、会議は終了となり、ドゴンら二人は、救護室で看病を手伝いたいと申し出て去って行った。


涼は、勇者ローマンに向けて、おいでおいでをする。


「どうしました、リョウさん」


ローマンは素直な性格なため、すぐに涼の元に来てくれた。


「さっき、グラハムさんは、ヴァンパイアって名前が出た途端、雰囲気が変わったんだけど……何かあったの？」


涼は、グラハムとヴァンパイアの間に何かあったのかを、ローマンに確認するために呼んだのだ。もちろん、その個人的な感情が、今後の作戦に悪い影響を与えるといけないと思って、先に聞こうとしているのである。


決して、ただの好奇心ではありません。ええ、ありませんとも。


「ああ……。西方諸国では、ヴァンパイアというのは特別な種族なんです。悪の化身と言いますか……特に、教会は何度もヴァンパイア狩りを行ってきましたから……」


実際にはそれだけではないのであろう。ローマンは、なんとなく言いにくそうな表情をしている。


ここは無理に聞くのは悪手。


「なるほど。よく分かりました。ありがとうございます」


涼がそう言うと、ローマンはちょっとだけホッとした表情になって、部屋を出ていった。


◆


代官執務室。


代官ゴローと伝承官ラーシャータが向かい合って座っている。


「ヴァンパイアとはな……」


「ラーシャータ、魔人とヴァンパイアに繋がりはあるのか？」


ラーシャータが独り言のように言い、ゴローがそんなラーシャータに尋ねた。


「あの後、それをずっと考えていたんだが……私の知る限りの伝承には、その二つの関係を示すものは全く無い」


ラーシャータが知らないということは、王国内の伝承には、魔人とヴァンパイアの関係を示すものは無いのだろう。


「行方不明になった村人たちを捜すのに、何度か山狩りというか、私を含めてかなりの数が森に入ったのだが……。ヴァンパイアに出会わなくて運が良かった、ということなのかな」


一歩間違えば、村を壊滅させたかもしれない山狩りを思い出し、ゴローは顔をしかめながら言った。


「まあ、そう考えるなら、このタイミングで分かって良かったんじゃないか？　援軍の中に、かのマスター・マクグラスがいるなんて普通無いぞ？　しかも、勇者パーティーもとか……。間違いなくゴローは運がいいんだ。そこは自信を持てよ」


「なに、その励まし方」


そういうと、二人は笑い合った。






十号室の四人は、宿泊所の食堂にいた。もちろん、四人の前には、コナコーヒーが置かれている。


「まさかヴァンパイアが出てくるとはな」


こちらも、似たような口火の切り方であった。


口火を切ったのが、ニルスである点が意表をついていたかもしれないが、口調は重々しい。


「ニルスはヴァンパイアを知っているのですか？」


涼は少し意外に思った。


エトがヴァンパイアに詳しいなら理解できるが、ニルスがというのは……。


「ああ。人間の生き血を啜すする、怖い奴だ」


「そうですよね、ニルスに何かを期待した僕が間違っていました」


「おいリョウ、それは失礼すぎるんじゃないか」


やはりな答えに、ガクンと頭を傾げる涼、そんな涼が吐いたセリフに憤慨するニルス。


それを見て微笑んでいるアモン。


だが、いつもなら一緒に微笑んでいるエトが笑っていないことに涼は気付いた。


「エト？　やはりニルスの答えに呆れかえって……」


「俺のせいかよ！」


涼の指摘に、やはり憤慨するニルス。


「いや、ごめん。別にニルスに呆れてはいない」


エトは苦笑しながら、会話に参加してきた。


「勇者パーティーの……グラハムさんだっけ、あの人の表情が気になって」


エトは少し首を傾げながら言った。


「そういや、かなり食いついていたよな。ヴァンパイアに何か恨みでもあるのかな」


「どうだろう。中央諸国ではそれほどでもないけど、西方諸国においては……特に西方教会はヴァンパイアに対する敵意がすさまじいってのは、神殿にいた時に聞いたことがある」


ニルスも、大会議室でのグラハムの様子を思い出しながら言い、エトは教会的な背景ではないかと答えた。


「ヴァンパイア狩り、みたいなのがあったらしいからそれかな？」


涼が言いながら思い出したのは、地球における魔女狩りや、異端審問いたんしんもんの歴史だ。


もちろん、魔女狩りそのものは、キリスト教が成立するはるか以前から行われていたし、中世以降の魔女狩りも、キリスト教会が主導したものはそれほど多くないというのは、歴史学において定説化しているらしい。


では誰が行ったのか？


民衆が主導したのだ。


民衆が、つい昨日まで隣に住んでいた人たちを、魔女として告発して火あぶりにして……。


悲しいが、そんなことを起こしてしまうのが人間なのだ。


「うん、何度も起きているね。中央諸国においては、ヴァンパイアの目撃例自体が、この百年間で数例しかないんだ。だから、今回のも、本当にヴァンパイアであれば数少ない目撃例の一つになる。それだけに、神殿にもどう戦えばいいのか、どういう攻撃が有効なのかという資料は少ないんだよね」


エトはいろいろと考えながらなのだろう、いつもよりもゆっくりと喋っている。


「今回の戦いにおいて、グラハムさんの持っている知識が、必要になる部分は出てくるかもしれないね。多分、その辺りはギルドマスターの方が、うちらよりも深く考えてそうだけどね」


そういうと、苦笑して締めくくった。






翌日朝。


五連星の槍士ジョーが目を覚ましたという報告を受けたヒューは、勇者パーティーから聖職者グラハム、『十号室』から神官エトを連れて、救護室を訪れようとしていた。


だが、エトの後ろに、コソコソしながらついてきている、コソコソしながらちゃんと隠れようとしているようには見えない水属性の魔法使いを、ヒューは見つけた。


「なあ、リョウ……いや、そこで、なぜ見つかった！　みたいな表情をするのはおかしいだろう。絶対見つかるわ」


「ぜひ、僕も連れて行ってほしくて……」


その涼の言葉を聞いて、ヒューはたっぷり十秒間、腕を組んで考えた。


そして、傍らのグラハムに問う。


「グラハム、リョウはこう言ってるんだが、連れて行っていいか？」


「先日、王都の神殿地下での戦闘で、リョウさんのお手並みは拝見しました。非常に優秀な魔法使いだとお見受けしました。ですので、今回の件でも力を貸してもらえるのはありがたいですね」


「おお、おお、えらい高い評価だな。ならリョウもついて来い」


そういうと、ヒューを先頭に、四人はジョーが休む救護室に向かうのであった。


「マスター・マクグラス……」


槍士ジョーは、先頭で入って来たヒューを見て呟いた。


「おう、生き残って良かったじゃねえか」


「……迷惑をかけた」


「それは俺より、〈エクストラヒール〉でお前の四肢欠損まで治してくれた、こっちのグラハムに言うべき言葉だ」


ヒューはそう言うと、ジョーにグラハムを示した。


「そうか、あんたが……。助かった、感謝する」


ジョーは頭を下げて感謝した。そして問いかける。


「仲間は……？」


「ああ……。村に着いた時に、すでに二人は事切れていた。生き残りは、両パーティーで五人だ」


ヒューは、努めて冷静に告げる。


「そうか……」


ジョーも覚悟はしていたのであろう。そのことを聞いても、取り乱したりはしない。


だが、両拳を握りしめ、腕がわずかに震えているのをヒューは見逃さなかった。悔しさを押し殺しているのだ。






誰も言葉を発することがないまま、一分ほどが過ぎる。


ジョーが多少落ち着いたのを確認して、ヒューが口火を切る。


「ジョー、思い出すのが辛いのは分かるが、それでもあえて問いたいことがある。経緯については、昨日のうちにドゴンに聞いた。俺たちが確認したいのは一点だけだ。襲ってきた奴らに関して、お前はヴァンパイアだと言ったらしいな」


「ああ……」


ヒューが問い、ジョーが短く答えた。


「グラハム、聞きたいことがあるんだろう？」


「マスター・マクグラス、感謝する。ジョーさん、あなたがそいつらをヴァンパイアだと判断した根拠を聞きたい。以前に、どこかでヴァンパイアを見たことが？」


ジョーに問いかけるグラハムの言葉は、昨日の大会議室の時と比べて、非常に落ち着いている。エトも同じ感想を持ったのであろう。エトと涼は、視線を交わし合って小さく頷いた。


「ヴァンパイアを見たことは無い。俺がヴァンパイアだと言ったのは……昔、神殿にいたダチから聞いたのと同じだったからだ。赤い眼、伸びた爪、人を超える身体能力……」


ジョーは、いろいろなものを思い出しながら、ゆっくりと語った。


その話が途切れたところで、グラハムが奇妙な質問をした。


「君たちを襲った奴らの服装はどうだった？　貴族のような服装をしていたか？　そして靴を履いていたか？」


「服装？　……ボロだったな……農民や漁民が着るような。少なくとも貴族が着ているような服ではない。靴は……そうだな、木に飛び乗った奴は裸足はだしだった。なぜそんなことを聞くんだ？」


「いや、よく分かった。貴重な情報だった、ありがとう」


ヒューもエトも、もちろん涼も、それ以上質問することなく、救護室を後にした。


◆


「服……靴……いったいどんな意味があったんだろう」


本当に小さな声で、エトが呟く。だが、隣を歩いていた涼には、その呟きは聞こえていた。


「きっと、本物のヴァンパイアは貴族風のいで立ちで、靴もきちんと履いているのです。つまり、ジョーたちを襲ったのはヴァンパイアに似た何か……」


涼がそう口にしたのは、頭の中に『ドラキュラ伯爵』のイメージがあったからに他ならない。それ以外の理由は全くない。


だが、涼の声は、本当に小さかったエトの呟きに比べて、若干大きかった。それは、前を歩いていた聖職者グラハムにも聞こえたのだ。


グラハムは急停止し、目を大きく見開き、涼の方にぐりんと顔を向けて言った。


「リョウさん、どこかでヴァンパイアに会ったことが？」


「い、いや、ないです……」


その顔の迫力は、涼を驚かすのに十分なものであった。ちょっとだけだが、涼は怖かった。


「そうですか……。それにしては、なかなか的確です。ヴァンパイア共は、貴族を気取ったかのように、服装にこだわります。そして、自分たちで力仕事などは絶対にしません。ヴァンパイアの代わりに、それら一切をさせられるのがヴァンパイアの眷属です。西方諸国ではストラゴイと呼んでいます。そして、さっきのジョーたちが出会ったのは、このストラゴイでしょう」


「もしかして、そのストラゴイというのは、ヴァンパイアが人に噛みつくと……」


「ええ。ヴァンパイアに噛みつかれた人間が、ストラゴイになります」


グラハムは、顔をしかめ、額ひたいに深い皺しわを作りながら涼の質問に答えた。


「グラハムさん。そのストラゴイになった人たちを人間に戻す方法は……」


「ありません。残念ながら」


エトの問いに、今まで以上に沈痛な表情になってグラハムは答えた。


「あの……ついでに一つ質問があるのですが……」


涼は、もうこの際、気になっていることを聞いてしまおうと思って、グラハムの方を向いて言った。


「なんでしょう？」


「さっきのストラゴイと、本物のヴァンパイアの、それぞれの魔法特性を知りたいです」


「魔法特性？」


「はい。苦手な属性はなんだとか、例えば光属性は苦手だとか、逆にどの属性魔法を使うことができるのかとかを……」


「ああ、なるほど」


グラハムは、一つ頷いて答えた。


「そこの食堂で、座って話そうぜ」


ヒューはそう言うと、さっさと食堂に入った。そして……。


「コーヒー四つ」


勝手に注文して座ってしまった。


地球にもたまにいる上司であるが、「コーヒー四つ」という言葉は『ファイ』で聞くと、とても新鮮に涼の耳には聞こえた。


（なんかいいな）


大したことではないのだが、ちょっとだけニヤけてしまう涼であった。






「まず、ストラゴイですが、陽の光は苦手です。苦手ですが、行動できないわけではありません。そう……能力がだいたい半分程度になるという研究があります。ただ、今回は鬱蒼とした森の中ということなので……」


「ああ、だから被害者は東の森なんだな。そして、村にまでは出てこない」


グラハムの説明に、ヒューがかぶせた。


「そうだと思います。もちろん、夜や雨、曇りであれば森の外でも普段通り活動できるのでしょうけど。あと、魔法に関してですが、光属性が苦手などという話は聞いたことがないですね。ストラゴイは、魔法を行使することはできないのですが、特に弱点となる属性もありません」


グラハムは一息でそこまで説明すると、コーヒーを一口飲んだ。


「また、体内に魔石も持っていないため、確実に倒すには、首を刎はねるしかありません。首を刎ねれば確実に死にます」


そういうと、グラハムは右手を首の前で横に引く仕草をする。


首を刎ねる仕草は、世界が違っても共通しているらしい。


「それで、ヴァンパイアの方ですが……魔法の弱点が無いのはストラゴイと同じなのですが、全属性行使できます」


「え……」


「全属性？」


エトと涼が絶句する。


それを見て、グラハムは開示した情報が誤解を生んだことを理解する。


「すいません、全属性とは言っても、一個の個体が全属性を行使できるわけではありません。個体ごとに、行使できる属性が違います。火属性の魔法を使うヴァンパイアもいれば、土属性を使うヴァンパイアもいる、という感じです」


「人間みたいだな」


「ええ」


ヒューの感想に、顔をしかめてグラハムが同意した。


「教会の教えの中で、ヴァンパイアは『闇に生まれた人』という教えを掲げている宗派もあります。ヴァンパイアも、体内に魔石は持っていないため、魔物だとは分類できません。ですが、長い歴史の中で人に敵対してきた種族ということもあり、西方諸国の人間の多くが様々な感情を抱いていますね。また、奴らは貴族制度を取っていると言いますか……上は公爵から下は男爵まで分かれています。概おおむね、階級がそのまま強さに当てはまると考えてもらっていいです」


グラハムは、冷静に説明を続ける。


「伯爵以上は、相当な化物です。とはいえ、ここ百年以上、西方諸国でも伯爵以上のヴァンパイアとの遭遇例はほとんどないと言われています」


誰も一言も発せず、グラハムの説明を聞いている。中央諸国の者にとってみれば、かなり貴重な情報なのだ。


「ヴァンパイアは、どんな魔法を使うか対峙してみるまで分かりませんが、どのヴァンパイアも種族特性と言いますか……全属性に対して魔法抵抗が極めて高いです」


「全属性抵抗……」


グラハムの説明に、思わず涼がゲーム的知識を呟く。


「そのため、ヴァンパイアとの戦いは、魔法職は支援に回り、近接職が倒していくということになります」


「つまり、ローマンとヒューさんに期待ということですね！」


「俺か……現場離れてだいぶ経つんだが……」


涼の言葉に、ヒュー・マクグラスは大きなため息をついて言った。


だが……。


「あの、リョウさんも剣で……」


「僕は魔法使いですから！」


王都で、剣士で勇者のローマンと剣での模擬戦を散々行っていた涼が、近接戦の要員に入っていないことにグラハムが首をかしげて問いかけ、それに堂々と魔法使い宣言をして胸を反らして答える涼。


「そう言えばリョウは、セーラと剣で模擬戦をやっているんだろ？　そこらの騎士など足元にも及ばないんじゃ……」


「僕は魔法使いですから!!」


ルンで、天才剣士アベルすら上回るといわれる剣の使い手、セーラと模擬戦を散々行っていた涼が、近接戦の要員に入らないのは変だろうとヒューは問いかけ、それに堂々と魔法使い宣言をして再び胸を反らして答える涼。


「そもそも……本物のヴァンパイアがいるんでしょうか」


不毛な問答を、一息で切り裂く問いを放ったのはエトであった。


「ストラゴイがいるのは確かなようですが、ヴァンパイアは結局確認されていないのですよね」


「確かに確認されていません。ですが、ストラゴイはヴァンパイアがいなければ生み出されませんし、そのヴァンパイアが何らかの理由で死ねば、ストラゴイたちも死にます。つまり、ストラゴイがいるということは、最低でも一体のヴァンパイアは近くにいると考えるべきです」


エトの問いに、グラハムは何度か頷きながら答える。


全属性の魔法抵抗を持つ厄介なヴァンパイアがいることは、確定したのだ。


「一体でも、厄介な相手であることに変わりはありませんがね」


グラハムは小さな声で呟くのであった。






その後四人は、代官執務室で、事の経緯を代官ゴローに報告した。


ゴローの横には、ラーシャータも座っている。


「そういうわけで、ヴァンパイアがいて、眷属たるストラゴイも最低十体はいるらしい」


「失踪した者たちは、つまり……」


「おそらくは、ストラゴイになってしまっている……」


ゴローは沈痛な面持ちで確認し、ヒューは頷きながら答えた。


ヒューも、ギルドマスターとして人を従える身だ。庇護ひごすべき者たちがそんなものに変えられていたら……その無念たるや想像を絶する。


ゴローの中で無念さがある程度消化されるまで、ヒューは何も言わずコーヒーを啜って待った。


「分かりました。それで、ヴァンパイアたちの本拠地は、東の森の中ですか？」


ゴローは三十秒ほどで立ち直り、尋ねた。


ヒューは逡巡しゅんじゅんしているようで、グラハムの方を向いて、答えを促した。


「そう……可能性はゼロではないのですが……正直、可能性は高くないですね。ストラゴイが住む場所はバラバラですが、ヴァンパイアは家に住む傾向があります。森の中に、打ち捨てられた館や村があるならともかく、そういうのは無いという話でしたから……。東の森の向こう側というのは、何があるのでしょうか」


グラハムはいろいろ思い出しながら、答えているようだ。


森の向こうを問われると、ゴローは戸棚から一枚の大きな地図を取り出して、机の上に広げた。


「これが、コナ村周辺の概略図ですが……東の森はかなり大きいです。その向こう側となると……漁村があるだけですね。王国の最外縁。モモル男爵の領地だったはずです。男爵自身は王都に住んでいらっしゃって、この漁村と、かなり離れた場所にある荘園しょうえんは、荘園領主代理が入って管理をしていたはずです。グラハムさん、まさか……」


「あくまで可能性です。すでにその漁村がヴァンパイアの手に落ちている可能性がある、というね」


ゴローもグラハムも、顔をしかめながら会話している。


小さな漁村とはいえ、数十人の人間が住んでいる。彼らが全員ストラゴイになっていたら……。それを考えると、ゴローもグラハムも顔をしかめてしまうのは当然だろう。


「どちらにしろ、漁村に行って確認する必要がある」


ヒューは、そう言い切った。


「森を通らないで、コナ村からその漁村に行くには……。森の南側は海岸までせり出しているので、海路を通ることになりますがお勧めしません。非常に難しい海流で、海には魔物もいるらしいです。漁民たちが持っている、海の魔物避けがないと、難しいでしょう」


（なにそれ！　海の魔物避けとかあるの!?）


内心興奮したのは涼だ。これはぜひ、漁村で見せてもらわねば。涼のチェックリストのトップに、海の魔物避けが記された。


その間も、ゴローの説明は続く。


「現実的な選択は、森の北側を回って行くことです。そのルートですと、漁村に行く前にモモル男爵の荘園を通ることになりますが」


「荘園か。話は聞きたいが、冒険者を受け入れてくれるか……？」


ヒューが懸念を表明する。


「そうですね……領主代理次第ですね、その辺は」


「ならば、私が一緒に行こうか」


そう言ったのは、ラーシャータだ。


「こう見えても、子爵位を持つ貴族だ。仮にも、男爵荘園の領主代理であれば、協力を拒むようなことはないと思うが？」


それは非常に妥当な論理であった。


「ありがたい。ぜひ頼む」


「うむ。心得た。これで少しは、私も村の役に立てるな」


そう言うと、ラーシャータは大笑いした。


（こういう貴族の人なら素晴らしいんだけど……。皆がこんなに素晴らしい人格を持ってるわけじゃないんだろうなぁ）


涼は、独断と偏見で、貴族に関しての感想を思い浮かべていた。


「あと、村の防衛には、ドゴンたちを置いていく。もうしばらくすれば、救護室にいた連中も戦えるようになるだろう」


「ああ、それはありがたい。何も起きないに越したことはありませんが……何が起きるか分かりませんしね」


ヒューの提案に、代官ゴローは嬉しそうに頷いた。


森の中にいるのが、ヴァンパイアとその眷属であると分かってしまうと、村の防衛能力の低さが気になってしまう。しかしそう思っても、簡単にどうにかできることではない。


村人の中には、多少は戦える者もいるが、ヴァンパイア相手となると……さすがに無理がある。そこに、カイラディーの冒険者は残してもらえると聞けば、喜ぶのは当然であろう。


確かに、彼らの素行には眉を顰ひそめる点もあったが、死線をくぐったことによって変化したのではないかと、ゴローは思っていた。






エトと涼は宿泊所に戻り、食堂でニルスとアモンに事の経緯を説明した。


「ヴァンパイアに魔法が効かないというのであれば、俺ら剣士の出番だな！」


ニルスは出番を喜ぶように言う。


だが、涼は無言のまま、あからさまに視線を泳がせる。


「なんだ、リョウ。何か言いたいことでもあるのか？」


「いえ……多分、前線はローマンとヒューさんの二人になる気が……」


「え……」


涼の予測に、ニルスは固まる。


「確かに、あの二人はすごそうですもんね。片や勇者、片や大戦の英雄」


アモンが頷きながら言う。


「お、俺らだって……俺らだって……俺ら……」


だんだんとニルスの声が小さくなっていく。


「ニルス、前線だけが戦場ではありません！　後衛を守るのも、剣士の大切な役割です！」


涼がニルスを励ます。


「お、おう、そうだよな！　俺は、役立たずってわけじゃないよな！」


なんとかニルスは立ち直った。


ルンの、若手の成長株として知られる『十号室』ではあるが、それでも相手が勇者ローマンや、英雄マクグラスでは勝負にならない。


今はまだ、一つ一つ、実績を積み重ねていく段階なのだから……。


（この三人を守るのが、今回の僕の役割な気がしてきました）


勇者パーティーとヒュー・マクグラス……どうみても涼の必要性はない。


だが、この三人は……。


涼は、心の中で一つ頷くのであった。







ヴァンパイア・カリニコス


翌朝、ヒュー・マクグラス率いる遠征隊一行はコナ村を出発し、何事もなく午後三時に、モモル男爵の荘園に着いた。


（おそらく、この荘園もすでにヴァンパイアに落とされていて、領主代理は眷属になっているに違いありません。そして、罠に嵌まった一行は、強制戦闘イベントに駆り出されるのです！　百人を超える眷属に囲まれた一行に対して、ヴァンパイアがこう言うのです。「罠に嵌まりおったわ、愚か者どもが。わーはっはっはっは」）


というようなことを考えながら、涼は荘園の前に立った。その表情は、うっすらと笑っている……。


当然、十号室の三人は、その表情に気付き、囁き合った。


「リョウさんの表情……」


「うん、間違いなくあれは……」


「心の中で、またよからぬことを考えているな」


アモン、エト、ニルスは付き合いが長いだけに、そんな涼の心はお見通しなのだ。


「なあ、リョウ」


ヒューが、突然、涼に呼びかけた。


「はい、なんでしょう」


涼はすぐに表情を引き締め、真面目に答える。


「なんか、変なこと考えていないか？」


「いいえ、何も」


長い付き合いがなくとも、涼の変化を感じ取る辺り、さすがは元Ａ級冒険者。もちろん、涼は何事もないように、お澄まし顔で答えているが。


領主館は、荘園の規模通り、それほど大きくはなかった。


ちょっと裕福な商人の家程度で、出迎えた荘園領主代理もごく普通の、五十代半ばの事務官といった雰囲気の男性。


どこからどう見ても、正常な人間だ。


そんな領主代理を見た瞬間、涼の肩が落ち、わずかにうな垂れたのを、『十号室』の三人は見逃さなかった。何も起きなくて残念……その涼の無念を、三人は感じ取る。


「やっぱりよからぬことを考えていた」


ニルスの呟きは、誰にも聞こえなかった……。


◆


「子爵様、それはまことですか？」


近くに、ヴァンパイアが棲みついた可能性がある。その確認に、漁村まで行きたいので領主代理として許可してほしいと、ラーシャータが問うたことに対する答えだ。


領主代理ケーンカンは、モモル男爵が男爵位を貰う前、裕福な商人であった頃から商会に仕つかえていた番頭だったそうだ。モモルの叙爵により、王国最外縁のこの荘園と漁村の管理のために領主代理に任じられて、派遣されて来たと。


「しかし、あの漁村は……」


そこまで言って、領主代理ケーンカンは言い淀んだ。


「何か問題でも？」


ラーシャータは、できる限り高圧的にならないよう、友好的な協力を取り付けるために笑顔を浮かべながら問う。


「いえ、問題と言うわけではなく……実は、すでにモモル男爵領ではなくなっているのです」


「どういうことでしょう？」


ケーンカンの説明によると、王都の方で話し合いがあったらしく、モモル男爵は件の漁村を王家に返上する代わりに、王都における土地を拝領した。その結果、漁村は領主代理の管理下から外れたと。


「それが、だいたい一年前です」


（最初の失踪と思われるのが、十カ月前……。関係あるのかもしれん）


話を聞きながら、ヒューは頭の中で考えていた。


このケーンカンの管理を離れたタイミングで、ヴァンパイアが漁村に手を出してきたのであれば……今まで尻尾を掴まれなかったのも分からないではない。


王国最外縁の漁村、しかも他国と国境を接しているわけではない土地にまで、王家は代官を派遣したりはしない。徴税官は年に一度、派遣されてきて納税額の決定を行うが……それ以外では、ほぼノータッチだったであろう。


「しかし、漁村とはいえ、行商などは訪れるのではないか？」


ラーシャータが、疑問に思ったことを聞いている。


「その漁村は、男爵領になる前から、村民が船を出して買い付けに行っていたらしいです。そのため、私が訪れなくなって以降は、外からは誰も村に行っていない可能性も……確かにあります」


領主代理ケーンカンは、顔をしかめながら、小さく何度か首を振って答えた。


「なるほど、よく分かった。聞く限り、代理殿や男爵の責任が問われることは無いと思う。私も、中央への報告の際は口添えをさせてもらうから、安心なされよ」


「ありがとうございます、子爵様」


ラーシャータが口添えを約束し、ケーンカンは深々と頭を下げて感謝を示した。


◆


「この一本道を三時間……」


一行は荘園に一泊し、翌朝、漁村に向かって出発した。到着は三時間後、昼前の予定だ。


もし、漁村がすでにヴァンパイアの手に落ちていたとしても、ストラゴイとの戦闘で有利に立ち回れるような時間の到着を計画したのであるが……。


「思いっきり曇ってますよね」


涼が空を見上げながら言う。


「そうだな……。グラハム、これだけ曇ってると、ストラゴイの能力ってのは……」


「全く落ちませんね。十全の能力が発揮されるでしょう」


ヒューの問いに、グラハムは苦笑しながら答える。


「参ったな……」


ヒューは、曇った空を恨めしそうに見上げ、その後、視線を涼に戻した。


「リョウ、お前さんなら、ストラゴイ相手にどう戦う？」


特に、深い意味があって問うたわけではないのであろう。だが、その答えを聞いて、問うたことを後悔した。


「村全体を凍らせます。水属性魔法に、ちょうどいい魔法があります。それは〈パーマフロスト〉と言いまして……」


「うん、絶対にやるなよ。仮にも王家の直轄領だからな。本当にやりそうだから、たちが悪い」


◆


「ヒューさんに聞かれて、完璧な提案をしたのに、なぜか拒否されました」


涼は十号室の三人と一緒に歩きながら、愚痴をこぼした。


「どんな提案を？」


優しいエトが尋ねてくれる。


「よく聞いてくれました。ヒューさんが、ストラゴイとどう戦うかと聞いたので、村全体を凍らせる、って答えたんです。ちょうどいい魔法がありますって。でも、なぜかそれは使うなと……。すごく効果的なのに」


涼は何度も首を横に振りながら、世の無常を嘆く。


「俺がギルドマスターでも同じように言うわ。村ごと凍らせるとか……」


「でも、そうすれば下手に反撃されないですよ？」


「もし、眷属になっていない、まともな人間がいたら……」


「大丈夫です。凍らせても死ぬわけではないので、ちゃんと解凍すれば問題ありません！」


涼は自信満々に言い切った。


「あ、ああ……そうか……」


ニルスは額に手を持っていって、何度か小さく頷いた。その顔は、そうだ涼はこういう奴だった、そう言いたげだ。


「まあ、村ごと凍らせるのはともかく、ストラゴイと対峙したら足を止める必要はあるよね。人間をはるかに超えた動きをするらしいし」


エトが現実的な対処を考える。


「以前、俺の村のクエストをやった時に、リョウが氷の紐みたいなやつで、魔物の手と足を縛っただろう。あれじゃダメなのか？」


「あまりにも相手の動きが速いと、極きまらない可能性がありますね」


ニルスが思い出しながら提案するが、涼が首を振って否定する。


「なので村を丸ごと……」


「だから、それはダメな」


涼の再提案は、ニルスが間髪を容れずに却下した。


「動きの速い相手の足を止める……戦闘における永遠のテーマですね」


最年少のアモンが、一番しっかりした意見を述べるのは、もはやお約束であった。






あと三十分ほど歩けば、漁村に到着するであろうという距離になって、涼の〈パッシブソナー〉に反応があった。遠くから、一行を観察する者が出てきたのだ。


涼は、それとなくヒューの元に移動する。


グラハムと話しながら歩いていたヒューが、それに気付いた。


「ヒューさん、偵察者がいます。二体」


その報告は、勇者パーティーの斥候モーリスを驚かせた。


「うそ!?」


「三百メートルほどの距離を保っていますね。水属性魔法で分かりました」


さりげなく水属性魔法の優秀性をアピールする涼。


「恐るべし、水属性……」


涼の想定通り、斥候モーリスは驚き、呟いた。


「偵察者がいるということは、漁村自体がまともな状態ではない可能性が高まったということか。マジで、村民全員がストラゴイにされているかもしれないってのか」


ヒューは、顔をしかめながら首を何度か振る。


「なあ、グラハム。本当に、ストラゴイになった奴らは、もう人間には戻れないのか？」


「残念ながら。西方諸国でも、昔、非人道的ではありますが実験を行いました。王家の子息がストラゴイになったからだったと思いますが。多くのストラゴイの解剖かいぼうも行われました。ですが、脳そのものが変性しているとかで、戻せなかったのですよ。主たるヴァンパイアが死ぬと、眷属も死にます。そういう、魔法的な繋がりができてしまった上に、身体変性も起きているので、どうにも……」


グラハムは、苦々しい表情を浮かべながら悔しそうに語った。


「そうか……仕方ないのか」


ヒューはそう言うと、立ち止まって、一行に向かって言った。


「全員聞け。ストラゴイが向かって来たら、躊躇ちゅうちょなく倒せ。逡巡するな。迷えば、その迷いが仲間を死地に追いやるぞ」


決して大きな声ではない。


だが、聞くものすべての腹にドスンと重く響く声。


そんな声であった。






三十分後、漁村の入口の広場に着いた一行が見たのは、仕立てのいい服を着て、偉そうに中央で椅子に座る、見た目三十歳前後の男。







    
  
  




その左右に陣取る男女……とはもはや言えない、おそらくあれがストラゴイなのであろうという者たちであった。


「不意打ちで襲えばいいのに。ヴァンパイアって馬鹿正直なのですね」


涼の呟きが聞こえたのは隣のニルスだけであったが、ニルスが顔をしかめながら小さく首を振ったのは、内緒である。


先に口火を切ったのはヴァンパイアであった。


「ようやく来たか。存外時間がかかったではないか」


上から目線で偉そうな口調だ。


「ほう。俺たちが何のために来たか分かっていると」


「当然だ。我を討伐しにであろう。それなりに強い冒険者であると嬉しいのだがな」


「それはあれか。強い人間の方が、眷属にした時に高い能力を持った奴になるからか」


「よく分かっているではないか」


ヒューの答えに満足したのであろう。ヴァンパイアは笑いながら答えた。


「我が眷属となるものに、先に名乗っておこうか。我が名はカリニコス、ハスキル伯爵である」


「伯爵だと……」


グラハムの呟きは、誰にも聞こえないほど小さかったが、彼が受けた衝撃はかなりのものであった。


西方諸国は、その歴史上、ヴァンパイアと激しい抗争を繰り返してきた。それこそ、千年を遙かに超える長き戦いである。


だが、それもここ百年、下火となっていた。


理由は、ヴァンパイアの数が減ったからだ。減った理由は分かっていない。


しかも、伯爵以上どころか、子爵級のヴァンパイアすら滅多に遭遇しなくなった……一般にはそう言われている。


一般に公開されない情報の中にはいろいろとあるが、グラハムですら、伯爵級との対峙はそう多くないことを考えると、今回の遭遇はかなり稀有けうな例と言える。


子爵級、伯爵級のヴァンパイアの討伐を行う場合、事前にかなりの情報を収集して事に臨む。だが、今回は事前情報が全くない。そのため、勇者と英雄という最高級の人間側戦力を揃えながら、グラハムの中に一抹の不安が宿った……。


「お前さんの眷属になるつもりはないから名乗るつもりもない。ただの、ヴァンパイアを討伐に来た冒険者だ」


ヒューはそういうと、剣を抜いた。


それを合図に、ローマンをはじめ前衛が武器を抜き、後衛が杖などを構える。


「ふむ。ならば名も知らぬ眷属として、死ぬまで使われるがいい」


ヴァンパイア・カリニコスがそう言うと、ストラゴイが一斉に動き出した。


こうして、当初想定された森の中ではなく、漁村において、ヴァンパイア討伐戦が開始された。






ストラゴイの数は、ざっと六十体を超える。


そのうちの半数が一斉に襲ってきた。


「ローマン、俺たちはヴァンパイアを討つぞ！」


ヒューはそういうと、襲ってくるストラゴイを突破して、一番奥で待ち受けるヴァンパイアに向かって走っていく。それに続いて、勇者ローマンも突っ込んでいった。


残された十人で、ストラゴイを迎え撃つ。


「〈ストーンジャベリン〉」


「〈エアスラッシュ〉」


「〈ファイアージャベリン〉」


勇者パーティーの魔法使い三人が、次々と攻撃魔法を放った。


だが……。


「馬鹿な！」


「当たらない……」


「なんだ、あのスピードは」


かなりのスピードを誇る攻撃魔法が、全てかわされる。西方諸国でも、さすがにこんな経験をしたことはない。


そんな、魔法をかわしながら近付いてくるストラゴイに対する最終防衛ラインは、『十号室』の二人の剣士、ニルスとアモンだ。二人の剣もかわされるのだが、左手に着けた小盾を上手く使いながら、近寄るストラゴイと渡り合っている。


そんな状況の中、ストラゴイのスピードに付いていけるのは、エンチャンターのアッシュカーンと斥候のモーリスであった。


エンチャント〈パーティーヘイスト〉によってスピードを底上げされ、さらに元々がスピードに自信のある二人。少しずつではあるが、ストラゴイへ打撃を与えていた。


そんな中、涼は何をしていたのか？


もちろんさぼっていたわけではなく、後衛の中でも最後衛である回復職エトとグラハム、そして戦闘に加わらない伝承官ラーシャータを、〈アイスウォール〉を駆使して守っていた。


その合間に、素早く動くストラゴイを、〈アイスバインド〉で縛れないかを試していたのであるが……。


「やはり、生成が間に合わない……」


涼の〈アイスバインド〉の生成は、すでに一秒もかからない。ゼロコンマ数秒という世界なのであるが、それでも捕らえきれないのだ。


「目で追って、認識してからの生成だから間に合わないのか」


人間の視野角は、真正面を見た場合だと右側に三十五度、左側に三十五度、合計で七十度しかない。頭を振れば片側百度を超えるが、ストラゴイのスピードを追うのに、頭を振って追う余裕はない。


「目以外で奴らを認識できれば……」


〈パッシブソナー〉や〈アクティブソナー〉は、認識スピードという点では決して速くない。


もっと直接的な、ストラゴイの体の一部の何か……例えばストラゴイの体内にある水分などを捕捉できれば……。


とはいえ、接触し、体内をソートした相手であるならともかく、正面を動き回る相手の体内の水分を認識するのは、今の涼でも不可能だ。


「僕が準備した水で濡らしてしまえば……いけるかな？」


涼がブツブツと呟いているのは、すぐ側にいるエトとグラハムは気付いていた。


二人も、適時指示を出しながら……特にグラハムは、前線に出ているローマン以外のパーティー全員に指示を出しながら、チラチラと涼の様子を窺っている。


そんなグラハムに、涼は小さな声で囁く。


「一瞬、雨を降らせます」


エトには、もはや言わない。『十号室』の三人は、水や氷の何かがあれば、もうそれは涼がやったことだと認識するからだ。今更、驚いたりもしない……多分。


だが、慣れていない勇者パーティーは違う。


そのために、一言声をかけたのであるが、グラハムが何か反応する前に、すでに涼は唱えていた。


「〈スコール〉」


本当に、一瞬だけ、辺り一帯に雨が降る。


その雨は、ぎりぎりローマンとヒューが戦っている前線には降らない範囲で、だが後衛とその周辺のストラゴイはびしょ濡れになった。


しかも、後衛に向かってきていたストラゴイたちは、最初は三十体ほどであったが、いつの間にか五十体にまで増えている。


それら全てがびしょ濡れになった。


涼の水で濡れた相手なら、視覚によらず魔法的に認識可能だ。正確には、ストラゴイを認識するのではなく、ストラゴイにまとわりついている水を認識しているのであるが。


その水を認識し、凍るのをイメージする。


「〈氷結〉」


ストラゴイの表面に付いた水が凍り始め、それを核にして、空気中の水分がくっついて氷が拡大。一瞬のうちに、五十体のストラゴイたちが氷にまみれ、動きが遅くなった。


もちろん、そんな隙を逃す勇者パーティーの面々ではないし、経験を積んできた『十号室』の前衛二人でもない。


だんだんと、動くことすらままならなくなっていくストラゴイたちの首を、次々と刎ねていった。


「なんとか、なったか……？」


氷まみれになったストラゴイ五十体全ての首を落とし、ニルスがようやく言葉を吐く。


後衛の戦いはなんとかなったが、本当の戦いは、むしろここからであった。






前線。


勇者ローマンとヒューは、ヴァンパイア・カリニコスと、その側近とも言える二体のストラゴイと対峙していた。


そこに至るまでの、八体のストラゴイはまさに瞬殺。


だが、この二体は今までの相手とは全く違っていた。そもそも、着ているものが違う……。


「元冒険者か……」


ヒューが呟く。


「正解だ」


だが、その呟きが聞こえたのであろう。カリニコスはニヤリと笑って答えた。


生前の冒険者であれば、勇者と英雄相手に戦って、二合ともつことはなかったであろう。だが、ストラゴイとなり、身体能力を限界以上に引き出された現在、技の拙つたなさをスピードとパワーで補っている。


「我も暇つぶしをするか」


カリニコスはそう言うと、掌から赤い剣を生成する。


「ブラッディソード……」


その赤い剣を見て、今度はローマンが呟く。


「それも正解だ。ヴァンパイアのことをよく分かっているじゃないか。中央諸国の冒険者にしては珍しいな」


カリニコスは、まだ勇者ローマンたちの素性には気付いていない。


前線に出てきたローマンとヒューは、ストラゴイにした冒険者よりも強いというのは理解しているため、早々に参戦したのだ。決して、暇つぶしのためではなかった。


カリニコスはローマンと一対一の状態になり、ヒューが元冒険者二体を引き受ける形となる。


カリニコスの剣術は、かなりハイレベルなものであった。少なくとも、ローマンが簡単に打ち負かせるほどの差は、二人の間にはない。


であるならば、人間に比べてはるかに持久力が高いと言われるヴァンパイアだ。時間が経てば経つほど、カリニコス有利となるであろうと思われた。


この時までは、カリニコスは余裕に満ちていた。


彼の余裕を打ち砕いたのは、後衛に襲い掛かったストラゴイたちの動きが鈍り、次々と首を落とされていく光景を目にしてからであった。


「何が起きている……」


まさか五十体を超えるストラゴイが、冒険者を誰一人倒すことなく全滅させられるのは、さすがに想定外であった。


その光景をチラリと見たヒューもローマンも、正確に何が起きたかは分からなかったが、目の前のヴァンパイアが動揺しているのは理解していた。


であるならば、そこにつけ込むのは戦の常道。


主たるカリニコスの動揺は、眷属たる元冒険者たちにも及ぶ。


ヒューは、ほんのわずかに動きの鈍った元冒険者二人、剣を持った腕をそれぞれ斬り飛ばし、そのまま間髪を容れずに二体の首を斬り落とした。


まさに神業。


視界の端で捉えていたローマンも舌を巻く剣技。


（さすが、英雄と名高い元Ａ級冒険者……）


「おのれ……まさかこれほどとはな」


絞り出すように言ったのは、ヴァンパイア・カリニコス。


カリニコスはそう言うと、瞬間的に身体能力を高めたのか、ローマンですら認識するのが難しいほどのスピードでバックステップし、ローマンとヒューから少し距離をとる。


そして小さく唱えた。


「〈スレイブ〉」


その瞬間、ローマンとヒューの頭の中に霞かすみのようなものがかかり、意識が寸断された。ローマンは歯をくいしばって耐えているが、ヒューは思わず片膝をつく。


その光景は、後衛陣十人の目にも映っていた。


「なんだ？」


ニルスが思わず口に出したが、誰も明確に答えることはできない。


もし、カリニコスが唱えた〈スレイブ〉という言葉が聞こえていれば、涼は分かったかもしれない。


だが、その言葉が聞こえずとも、聖職者グラハムの頭には閃くものがあった。


「まさか闇魔法……」


そう呟くと、杖を構えて唱える。


「〈イビルプロテクション〉」


ほんのわずかに空気が歪ゆがみ、グラハムを中心に半径五メートルほどの半球が生成される。


「急いでこの中へ」


少し離れていたニルスとアモンに呼びかけると、二人は転げるように半球の中に入った。そして、前線を見やる。


「一体何が起きている」


「おそらく、闇属性魔法の〈スレイブ〉。対象を、自分の意のままに操る厄介な魔法です」


ニルスが誰ともなく問うと、グラハムが答えた。


「じゃあ、あの二人は……」


「ローマンは、おそらくレジストするでしょう。勇者の魔法抵抗力は、人類最高峰です。ですが……伯爵級ヴァンパイアの闇属性魔法など、ローマン以外に抵抗できる者はいません。聖者や聖女ですらも不可能です。おそらくマスター・マクグラスも……」


エトの問いに、グラハムは顔をしかめながら答える。


「つまり、ローマンとヒューさんを相討ちにさせると」


そう言ったのは涼だ。


涼は、王都からルンへの帰り道、闇の神を信仰する神官に、同じように〈スレイブ〉を掛けられ、操られそうになったことを思い出していた。


あの時、アベルは精神干渉系魔法などに抵抗するアイテムをつけていて、〈スレイブ〉が効かなかった。


「ヒューさんは、精神干渉系魔法に対抗するアイテムは……？」


もしかしたらヒューもその手のアイテムを……そう思ってグラハムに聞いたのだが。


「それは、おそらく望めません。その系統のアイテムは、西方諸国でも中央諸国でも、国宝級です。元Ａ級冒険者で、英雄と名高いマスター・マクグラスですら身に着けてはいないでしょう……」


グラハムは首を振りながら答える。


（そんなアイテムをつけていたアベルっていったい……）


涼の脳裏に疑問がいくつも浮かんだが、とりあえず今はそんな場合ではない。


「〈スレイブ〉を解除する方法は？」


「かけた術者を倒す以外にはありません」


風属性の魔法使いのアリシアが問い、グラハムが答えた。今までで、最も苦い顔をしながら。


そんな話をしていた後衛陣から、片膝をついていたヒューが立ち上がるのが見えた。


「ヒューさん！」


勇者ローマンは、立ち上がるヒューの雰囲気が、今までと違うことに気付いた。


今までは、強さをオブラートに包んで飄々とした感じであったのだが、立ち上がったヒューは、攻撃性の塊、あるいは剥き出しの強さを振りかざす存在に感じる。


そんなヒューが、ローマンと目が合うと、間髪を容れずに剣で斬りかかった。


雰囲気の変化を感じ取っていたローマンに、油断は無かった。もし油断していれば、ただその一撃で終わっていたであろう、それほどの剣閃。


（さすが英雄と呼ばれた剣士、『剣を極めし者マスター』マクグラス）


おそらく、スピードとパワーではローマンが上であろう。だが、数合合わせただけで分かる……圧倒的な技量の差。


王都で打ち合ったアベルにも、技量でローマンは上回られたが、それでも、あのまま推移していれば勝てたであろう。


だが、目の前の男は違う。


ローマンの高速の打ち込みを、完璧に流す。


剣を入れるタイミング、角度、受け流してからの反撃、全てが圧倒的。


（ほんの少しでもミスれば、一気に破綻する）


ローマンは、今まで味わったことのない重圧にさらされながら剣を振るった。






『勇者』ローマンと『英雄』マクグラス。


この二人の剣戟は、何も関係ない者たちが見れば、圧倒的なエンターテイメントであったろう。


いずれも、西方諸国、中央諸国を代表する剣士。実は、関係者たちですら目を奪われていた。


「凄いな……」


魔法使いであり、剣の戦いなど全く興味のない火属性魔法使いゴードンですら、目を奪われる剣戟。


剣士のニルスは、なぜか泣いていた。


たとえ命のやり取りであったとしても、人は素晴らしいものの前には、無条件に感動してしまうのかもしれない。


この先、二度と見ることなどないであろう、最高峰の剣士同士の戦い。それを見ることができただけでも、ニルスの剣はワンランク上がるであろう。


本物というのは、それほどの影響力を持つのだ。


だが、それとは対照的に、二人の剣戟を見ている剣士もいた。


アモンだ。


一瞬の動きも見逃すことなく、じっと見続けている。その腕と足がほんのわずかに動き、頭の中では自分の体で動いた場合をシミュレートしている……そのことに気付いたのは、涼だけであったが。


その涼も、最初は二人の剣戟に見惚れていた。


だが、十合打ち合った辺りから、ローマンの負けが見えてきた。そうなると、見惚れてばかりはいられない。もしここで勇者が死んだら……。


そう、以前ローマンとアベルが打ち合った際に、二人を止めた理由である。


『勇者には、魔王を倒してもらわなければ困る』


ローマンが死ぬのはもちろん、ストラゴイになってしまうのも困る。


しかし、ヒューの技量はローマンのスピードとパワーを上回る。


おそらく、涼以外の者たちの目には互角に映っているであろう。


それほどの差しかない。


だが、それは確実な差。


ローマンには覆すことができない差。


であるなら、後衛の誰かが、何かをするしかない。


（あの隠された神殿で受けた〈スレイブ〉……アベルはアイテムで打ち破ったけど、僕は自分自身で抵抗しきりました。セーラが言っていた、邪気を祓はらうとかの効果だと思うのです。そしてそれは、僕の周りにも効果はあるはず……。セーラが僕の周りにいてくれるのはそれが理由……僕の魅力ではない）


そこでなぜか落ち込む涼。


だが、すぐに立ち直る。


（いや、それも含めて僕自身なのだから、むしろ、それは僕の力！　ニルスの村の守護獣様も、ちょっと近付いただけで寿命が延びたって言ってたし……。よし、やろう）


涼は腰に差していた村雨を、刃を出さない状態で手に持つ。


そして叫んだ。


「ローマン！　僕とスイッチです」


「え？」


突然、後衛から聞こえた涼の言葉に、ローマンは理解が付いていかなかった。


「僕と入れ替わるのです。合図で後方に退いて。三、二、一、スイッチ」


その瞬間、ローマンは大きく後方に飛ぶ。


当然、ヒューはそれを追撃するが、突然現れた涼が、氷の刃の生じた村雨でヒューを突く。


突く。突く。突く。


涼が、突きの連撃でヒューの突進をしのぎ、ローマンは無事に後方に退いた。


そして、剣戟は、涼対ヒューへと代わる。


その光景に驚きながらも、入れ替わったのを見たヴァンパイア・カリニコスはうっすらと笑って言った。


「未だ〈スレイブ〉発動中だ。若造剣士にはなぜか効かなかったが、貴様は我が奴隷となるがいい」


「お断りです」


涼は一瞬の遅滞も無く、ヒューとの剣戟を続ける。


隠された神殿の時は、初めての経験ということもあり、〈スレイブ〉を掛けられた瞬間膝をついたが、今回は〈スレイブ〉の空間に出てきても、全く動きを止めることなく戦い続けていた。


ヒューとの剣戟が、五合、十合と重ねられていくにしたがって、さすがにカリニコスも異変に気付き始める。


「貴様……なぜ平気なのだ」


「さあ？　体質じゃないですか？」


カリニコスの問いに、小馬鹿にしたように答える涼。


「ふざけるな！　我は伯爵ぞ。伯爵の〈スレイブ〉に耐えられる人間など、そうそういてたまるか！」


「さっき、若造剣士に効かなかったじゃないですか」


カリニコスとそんな会話をしながらも、涼はヒューの剣をさばいていく。


元々、ヒューを剣で倒すつもりはない。自分を守り切ればいい。そして、守るのは得意だ。


圧倒的なスピード、パワー、そして超絶技巧を誇る〈風装〉を纏まとったセーラ相手ですら、最近では二時間近く均衡を保てるようになっている。


ヒューであっても、そう簡単には、涼の鉄壁の防御を抜くことはかなうまい。






トータル二百合を超えた辺りであろうか。


ついに、涼が望んだタイミングが来た。


ヒューは、大きく空ぶると、そのまま片膝をついてうな垂れた。


「ど、どうしたのだ？」


カリニコスは、何が起きたのか理解できていない。


ヒューの横薙ぎを、涼がかわしただけにしか見えなかった。実際に起きたのも、ヒューの横薙ぎを、涼がかわしただけなのだが……。


ヒューが片膝をついたのは、別の理由。


それは……。


「くそったれが……」


涼の前で、片膝をついてうな垂れた男から、小さな呟きが漏れた。


顔を上げると同時に、その左手から何かが飛ぶ。


飛んだ物は短剣。


飛んだ先はカリニコスの眉間。


カリニコスは、その短剣をブラッディソードで払いのける。だがそれは、ヒューの罠であった。


短剣を飛ばすと同時に、自分も一気にカリニコスとの距離を詰める。カリニコスが短剣を払った時には、すでにヒューは間合いに入っていた。


まさに剣閃という言葉がぴったりな光の筋が四つ。ヒューの剣によって描かれる。


カリニコスの両腕、両足が斬り飛ばされた。


「ぐはっ」


さすがのヴァンパイアも、斬られたら痛みを感じるらしい。


「おのれ……。だが、無駄だ。我はすぐに回復する……む？　なぜ動かない」


カリニコスは斬り飛ばされた腕や足を見る。本来なら、すぐに体に戻ってくっつくのかもしれないが、そんな気配は全くない。


「無駄だヴァンパイア。俺が持つのは聖剣ガラハット。貴様らのような再生能力を封じる剣だ」


ヒューは、足を失い背の低くなったカリニコスを見下ろして言った。


「聖剣だと？　中央諸国で聖剣を持つ冒険者などわずかしかいないはず……」


「よく知っているじゃないか、俺がそのうちの一人だ。自己紹介が遅れたな。俺の名はヒュー・マクグラス。ルン冒険者ギルドのギルドマスターだ」


ヒューは、馬鹿丁寧にお辞儀をして名乗った。


「大戦の英雄……。まさか、初手からそんな大物が乗り込んでくるとは……我の認識が甘かったか」


カリニコスは、はた目にもがっくりとした。


（〈アイスウォールパッケージ〉）


そんな様子を見せるカリニコスに対して、涼は未だ警戒を解いていなかった。


ラノベ的知識から、無数のコウモリになって逃げていくヴァンパイアや、死ぬ間際の呪詛、あるいはもっと直接的な自爆に巻き込むなどがあるかもしれないと、勝手に想像していたからだ。


『最悪を想定し、最善を望む』


どんな場面にも通用する、まさに至言。


イギリスの政治家であったディズレーリの言葉だ。本来、政治家というものは優秀なものなのだ。


そう、本来は……。






涼の〈アイスウォール〉に囲われたヴァンパイア。


「さて。ハスキル伯爵と言ったか」


ヒューは、四肢を斬り飛ばされ、がっくりと頭を垂れたヴァンパイア・カリニコスに声をかける。


その頃には、後衛陣もやってきた。


もちろん、聖職者グラハムが展開する〈イビルプロテクション〉の範囲内だ。斥候モーリスは、範囲外でも問題の無い涼とヒューを不思議そうに見ているが。


「ハスキル伯爵カリニコスである」


さすがに、いつまでも頭がっくりというわけにもいかないのであろう。顔を上げて、カリニコスは名乗った。


「お前たちの勝ちだ。ヴァンパイアの殺し方も知っているのであろう？　さっさと我を殺せ」


カリニコスは、いっそ堂々と告げる。


「我々は知りたいことがある。ぜひ、それを教えてもらいたい」


ヒューは、すぐに殺さない理由を明確に告げた。


それを聞いて、カリニコスは口の端を大きく歪めて言う。


「我が答えるとでも？」


だが、その答えもヒューの想定内であったのだろう。一瞬の淀みも無く、表情を変えるでもなく、言葉を繋げていく。


「ハスキル伯爵。仮にも伯爵を名乗るのであれば、貴族の矜持きょうじというものがあるだろう。俺たちは、あんたを完璧に倒した。一人の犠牲もなく手勢をすべて倒し、あんたの闇属性魔法すらも打ち破った。そんな相手に対して、情報の一つも渡さないというのは……選良として思うことは何もないのかな？」


伯爵を名乗る、そのプライドに対しての働きかけ。


交渉において、相手が最も大切にしているものを引き合いに出すのは基本中の基本だ。


普通は、相手が最も大切にしているものが何かを探り出すのが難しいのであるが、今回はその強烈な自尊心が戦う前から表れていたために、簡単に掴むことができていた。


「貴族の矜持か……」


カリニコスはそう呟いた。


「まさか、人間に貴族のなんたるかを諭さとされるとは思わなかったわ……。よかろう、全てとはいかぬが、答えてやろう」


胸を反らし、カリニコスは力強い声で答えた。


ヒューの策は当たったのだ。


「まず聞きたいのは、なぜこの漁村を支配下に置いたのかだ」


「答えてやるとは言ったが、聞き方を少しは考えよ。そんな漠然とした質問では答えようがないわ」


ヒューの問いに、カリニコスは呆れたようにため息をつきながら答える。


「そうか？　思っていることを全部答えてくれていいのだが？」


「姑息こそくなことを。我にも答えられぬことはある。まあ……この漁村を支配下に置いたのは、たまたまだ」


カリニコスは特に表情を変えることも無く答えた。


「たまたまね。で、お前さんの後に、ヴァンパイアが続いてやってくるのか？」


「それはない。我は……国を追われた。追われた理由など問うなよ。よくある権力闘争に負けただけだからな。海路で移動するつもりだったのだが、嵐にあいこの漁村に流れ着いた」


肩をすくめて答えるカリニコス。


「なぜ村人をストラゴイにした？」


「ああ、そこは昔からの、人間と我らとの見解の相違だ。人は、豚や鶏を飼育して、その肉や卵を食らうであろう？　だからといってそれを責めたりはすまい？　我らヴァンパイアが人間に対して行うのも、それと大差ない。人間からすれば許されぬことかもしれぬな。だが、豚や鶏も、人間を許さぬと思うぞ」


（そう……『ファイ』においては、人間は決して強者ではない。僕がいた頃の地球においては、人間は基本的に強者だったけど、ここでは……ドラゴンやグリフォンを見たら、人間より強い生き物はいっぱいいるな、って思いますよね。ヴァンパイアから見た人間も、強者ではないんでしょう）


そんなことを涼は考えていた。


（ヴァンパイアは、この一人だけ。後続もなし。となると、他に確認すべきは一つだけか）


ヒューは、カリニコスが語った事柄を整理した後で、言葉を続けた。


「この地に眠る魔人について、知っていることを話してもらおう」


その質問をした瞬間、ほんの少しだけカリニコスの眉が動いたのをヒューは見逃さなかった。


一瞬で元に戻ったが、たっぷり数秒間無言が続く。


そして、カリニコスは大きくため息をついてから語りだした。


「この広場からちょうど西、森の中、十五分ほど入っていったところに洞窟どうくつがあり、その奥に石の棺ひつぎがある。おそらくその中にいるもののことであろう？」


「おそらく？」


ヒューは首をかしげて問う。


「棺の中は見ておらぬ。それこそ昨日、棺に手をかけた瞬間に、魔力を半分奪われたわ。それで、中に何か恐ろしいものがいることは分かった。何がいるのか知りたいとも思わなかったから、そのまま出てきたが……」


そこで一度、カリニコスは顔を歪めて言葉を切り、一呼吸おいてから続けた。


「放置してあるが、おそらくは……近いうちに出てくるであろうよ」


「なんだと？」


「我の魔力を奪ったことによって、回復を早めてしまったようでな。お主ら人間たちには悪いことをしたかな」


そういうと、口の端を大きく歪めて声を立てずに笑った。


「なんということを……」


そう呟いたのは、伝承官ラーシャータであった。






「さすがに、我も血が足りなくなってきおったわ。そろそろ、とどめを刺せ」


カリニコスの言葉は、最初に比べてかなり小さくなっていた。顔色は、元々青白かったために変わらないのだが、死期が迫っているのは確かなようだ。


「俺から聞きたいことは以上だ。誰か聞いておきたいことは？」


そう言いながら、ヒューは聖職者グラハムを見る。だが、グラハムは首を横に振った。特に聞きたいことは無いと。


「あ、誰もいないなら、僕が質問していいですか？」


涼は右手を挙げて、ヒューに許可を求める。


「ああ、いいぞ」


ヒューは一つ頷き、カリニコスの正面の場所を涼に譲る。


「ハスキル伯爵は先ほど、国を追放されたと仰いました。ヴァンパイアの国の場所を教えてください」


その質問が、一行の間を通り過ぎた後、多くの者が目を見開いた。


確かに、国から追放されたと言った……それってヴァンパイアの国ってことか、と。


「ふん。我も口を滑らせたわ。誰も聞かぬから安心しておれば……。小僧、最後の最後で面倒な質問をするな」


自嘲じちょう、その言葉がしっくりくる表情であった。


『国を追放された』


ただこの一文に、人間にとってかなり深刻な意味が含まれていたのだ。


少なくとも中央諸国においては、ヴァンパイアの国の存在は知られていない。その国を追放されて、ヴァンパイアが一人この地にやって来ているということは……地の果てなどではなく、近隣のどこかにヴァンパイアの国がある可能性が高いということであろう。


それは由々しき問題だ。


「確かに質問に答えるとは言うたが、小僧の質問には答えられぬ。さすがにそれは、かつての同胞たちを危地に追いやることになりかねぬ。追放した者どもには恨みはあるが、それ以外の者たちを裏切ることはできぬからな」


「そうですか、残念です」


カリニコスの答えに、涼は特に抵抗せずに引き下がった。どうせ言わないであろうと思っていたからだ。


確認したかったのは一つだけ。


『実際にヴァンパイアの国があり、しかもそれは近隣にあるらしい』


地の果て、あるいは西方諸国や東方諸国などにあるのであれば、目の前の伯爵は答えたであろう。


だが、答えを拒んだこと自体が、『近隣にある』その証左となっているのだ。


もちろん、涼は、ヴァンパイアの国を滅ぼしたいとか考えていたわけではなく、ただの好奇心から聞いただけだ。


そんな涼にだけ聞こえるほど小さな声で、カリニコスが呟いた。それは、ヴァンパイアの国の誰かに対してであったのかもしれない。


「必ず詠唱を唱えて、弱い魔法を発動するように百年かけて導いたのではなかったのか。こいつら、誰も詠唱していなかったぞ」


涼は質問を終え、カリニコスの正面の場所を他の人に譲るために移動している途中であった。だが、そんな涼の耳に、そんな呟きは入ってきた。


「え？　それはいったい……」


だが、言いかけた涼の言葉は、グラハムによって遮られた。


「では、私がこのヴァンパイアにとどめを刺します。リョウさん、氷の壁を取り払ってください」


涼は、自分に言われたために、カリニコスに尋ねるタイミングを逸してしまった。そして、カリニコスを覆っていた〈アイスウォール〉を解除する。


カリニコスは、自分の正面に来たグラハムの格好を見て……おそらくは、首から下げた西方教会の象徴を見て、小さく鼻を鳴らした。


「西方教会の司祭もいたとは……ああ、〈イビルプロテクション〉を唱えていたのはお前か」


「残念ながら間違いだ、ヴァンパイア」


グラハムはそう言いながら、杖から何かを引き抜いた。


涼はそれを見て思った。


（仕込み杖！）


その驚きによって、先ほどのカリニコスの呟きは頭の片隅から消え去ってしまった。だって、その杖は、まるで座頭市ざとういちのような……杖の中から直刀が現れたのだから！


「私は司祭ではない。大司教だ。大司教グラハムだ」


グラハムはそう言うと、直刀を構える。


「大司教グラハム……？　まさか……異端審問庁長官……ヴァンパイアハンター……マスター……グラハム……」


カリニコスの目は驚愕きょうがくで大きく見開かれていた。


「残念ながら間違いだ、ヴァンパイア。マスターではない、ドクター・グラハム。ヴァンパイア学のな」


カリニコスの目は、驚愕から憤怒ふんぬをたたえたものへと変化していた。


「貴様に……。これまで、どれほどのヴァンパイアが貴様に殺されたか……」


その瞬間、グラハムの直刀がカリニコスの首を刎ね、間髪を容れずに心臓も刺し貫いた。


「お前で、二百五十六体目だ」


聖別された武器で、首を刎ね、心臓を貫く。


それが、西方教会が公にしているヴァンパイアの殺し方。グラハムが行った方法は、完璧にそれに沿っていた。


「ゴードン、首、胴体、四肢全てを燃やしてください」


グラハムは、火属性の魔法使いであるゴードンに指示を出す。こうして、ヴァンパイア・カリニコスは、完全に消滅した。


◆


「なんつーか、すごかったな、グラハムさん」


「ええ。ニルスより、遙かに凄い剣さばきでした」


「そこじゃねえよ！」


ニルスの感想に、涼が変な形で乗っかり、ニルスがまたつっこむ。


「でも、ニルス……もう終わった気になってるのかもしれませんけど、今回の本当の目的は、魔人ですよ？」


涼が普段のテンションで言った言葉……数瞬後、ニルスは理解すると、大きく目を見開いて、涼を見た。


「確かに……そうだったな」


そもそも、ルンの街からヒュー・マクグラスと勇者パーティーが来たのは、存在が確実視された魔人に対処するためだ。ヴァンパイア騒動は、後から発覚した事実に過ぎない。


「ストラゴイの遺体を焼いて、少し休んだら魔人の洞窟に行くぞ」


ヒューの声が響いたのであった。






魔人の洞窟はすぐに見つかった。


「入口そのものの封印が、なんらかの理由で解けたようじゃな。そのために、地震か何かで洞窟の入口を閉ざしていた岩が動き、この洞窟が露あらわになったようじゃ」


石の専門家とも言える、ドワーフの土属性魔法使いベルロックが、洞窟の入口を調べて説明した。


「九五〇年もの間、封印が機能していたということの方が凄いな。封印し続けるのにも魔力が必要になるのだが、その魔力はどこから供給されていたのか……」


ヒューは、ベルロックの説明を聞いてから、改めて洞窟の入口を見て呟く。


（その答えはおそらく、錬金術。強力な魔力を持つものを封印する時に、封印されるものの魔力を利用する方法がある……って『ハサン』の黒ノートに書いてありました）


涼は心の中で、そう結論付けた。


もちろん、『ハサン』が遺した黒ノートは、誰にも見せないし教えるつもりもないため、錬金術にそんな技法があることを、ここで言うつもりもない。


しかも『ハサン』はその方法は「ある種の外法げほう」、つまり正常な錬金術の使い方ではないとも書いているのだ。封じ込められるものの同意を得ずに、強制的にその魔力を使って封じ込める……確かに、優しく言っても非人道的だ。


そんな危険な使い方があるなどと言ったら、涼が迫害される可能性がある！


もっとも……現在の涼の錬金術のレベルでは、未だその外法的なものは使えないが。


涼は、森に入った時から〈パッシブソナー〉を使用していた。


森の入口付近には、普通の動物も魔物の反応もあったのだが、この洞窟に近付くにつれてその反応は減り、洞窟の周囲三百メートルほどは、全く反応がない。


（野生の生き物が危険だと認識するモノが、この中にはいるということですよね）


涼はそう思いながら、一行のリーダーであるヒューを見た。


すでに抜き身の剣を手にしている。さすが元Ａ級冒険者、尋常ならざる雰囲気を感じとっているのかもしれない。


一行は、ゆっくりと洞窟の中に入った。洞窟内の距離は短く、すぐに広間らしき場所に出る。広間の奥に、いかにもという石の棺が鎮座しているのが見える。


「見たところ、物理的な罠は無いけど……」


斥候モーリスが報告する。


「ヴァンパイアが、棺に触ると魔力を奪われたと言ってましたからね。さて、どうしたものでしょうか」


聖職者グラハムがそう言いながら、ヒューの方を向く。


「こういうのは出たとこ勝負だからな……正直ノープランだ」


ヒューは肩をすくめながら答える。


だが、それがきっかけだったわけではないのだろうが、石棺が突然光りを放ち始めた。


「なんだ？」


異常な事態であることは子供でも分かる。


さらに石棺が振動を始めた。


それに合わせて、洞窟自体も振動を始め、天井から石がパラパラと落ちてくる。


「いかん！　全員洞窟の外に出ろ！」


ヒューが叫び、全員が外に向かって走った。


最後のヒューが飛び出るのと同時に、広間と洞窟が崩落。


一行が唖然あぜんとしている中、崩落した場所から、先ほどと同じように光が放たれた。


「嫌な予感がする」


「むしろ、嫌な予感しかしねぇ」


風属性の魔法使いアリシアと、火属性の魔法使いゴードンが呟く。


魔法使いは、魔力の流れに敏感である。光の中心にいる『モノ』が、強大な魔力を持ち合わせていることを、いやがおうでも感じさせられているのだ。


そして……崩落した岩が弾け飛んだ。


「〈アイスウォール〉」


涼が、一行の前面に氷の壁を生成し、飛んできた岩を防ぐ。


今まで以上の魔力によるプレッシャーが一行を襲う。ここまでくると、魔法使いでなくとも理解させられる。


化物がいると。


岩が弾け飛び、砂埃すなぼこりが収まってくると、光っているモノがうっすらと認識できるようになってきた。


「……人？」


そう呟いたのは誰であったか。


だが、呟いた者だけではなく、誰しもがそう感じた。大きさは、人と変わらないと。


そして、『人』は、浮いた。


五メートルほどの高さまで浮き上がると、誰の目にも明らかになった。


それは、光り輝く美女。


腰まで届く淡い紫の髪、白い肌、目は閉じられ瞳の色は確認できないが……。


「綺麗……」


「浮いている……」


「風魔法か……」


（違う。これは風属性魔法じゃない）


アリシア、ゴードン、ベルロックが呟いたが、涼は心の中で否定した。


毎日のように、風属性魔法のエキスパートたるセーラと模擬戦をしている涼だから分かる。目の前の『人』が展開しているのは、少なくとも風属性の魔法ではないと。


もちろん、火でも土でも、そして水でもない。おそらく光でも闇でもないだろう。


つまり、無属性。


無属性の魔法で浮いているのだ。


涼の体が震えた。


（重力を操っている……？）


異世界モノの定番として、いわゆる重力魔法的なものはよく出てくる。この『ファイ』にそれがあっても、決して不思議ではない。


不思議ではないのだが……さすがに、現代地球の科学で全く解明されていない現象を引き起こす魔法を目の前で見せられれば、興奮するのは当然であろう。


実際は、悪魔レオノールが『次元収納』や『封廊』による空間跳躍などを見せているのだが、その時には全然興奮しなかった涼。だが、目の前の、ある種『反重力』とも言うべき現象の表出は、体が震えるほどの興奮を覚えた。


そう、やはり重力なのだ。全ての鍵は重力にある……。


ほんのかすかな、ほんのわずかな思考の閃きが囁く。


だけど、まだ足りない。


ただの重力では、まだ足りない。


何か大切なものが、まだ足りない……。


意識下での思考と、無意識下での思考が混ざり合う。


目の前の魅力的な光景が強制する……混ざり合い。


涼は、食い入るように見入った。


それは涼だけではなく、一行全員であったが。






どれほどの時が流れただろうか。


おそらくは数秒、長くとも十数秒程度であっただろうが……。


浮いている『人』はついに目を開く。


その瞳は、金色に輝いていた。


ようやくそこで、一行に動きがあった。


聖職者グラハムが杖を構えたのだ。


今にも攻撃を仕掛けようかという魔力の高まりを涼は感じ、思わず叫んだ。


「攻撃しちゃダメです！」


その叫びに驚くグラハムと一行。


浮いている『人』は、一瞬涼の方を見て、わずかに微笑んだように見えた。







    
  
  




そして、さらに浮き上がり、西の方へと飛んでいった。


その光景を、誰も動けずに見送るだけであった。






たっぷり二分間、誰も動かず、声を出すこともできないまま時間が過ぎる。


最初に口火を切ったのは、聖職者グラハムであった。


「リョウさん、なぜ止めたのですか」


非難する口調ではない。確認するため、であろうか。


「あそこで攻撃すれば……反撃で全員が死ぬと思ったからです」


嘘ではない。


それだけの力の差を感じたし、手を出すべきではないとの判断は正しかったと思う。


だが、それだけでもない。


もっと、重力を操っている姿を見たかった、というのもあるだろう。自分が使える、使えないではなく、光り輝きながら浮いているその姿は、美しかったのだ。


それともう一つ……ほとんど忘れていた感覚があった。


この洞窟に入ってからずっと、涼は〈パッシブソナー〉をオンにしたままであった。そのため、あの魔人を〈パッシブソナー〉を通して感じたのであるが、それは以前にも感じたことがある感覚だったのだ。


それはいつか？


ほんの数瞬前に思い出した。


アベルと、ロンドの森を移動していた時、前にアサシンホーク、後ろにグレーターボアに挟まれたことがあった。


最終的には、アベルがボア、涼がホークを倒して事なきを得たのであるが、その戦闘が始まる前、アサシンホークよりもさらに奥に、これまで感じたことのない魔物の存在を、涼はソナーで感じ取っていた。


結局、その魔物は接触することなく去っていったのであるが……その魔物と、先ほどの魔人の感覚が極めて近かったのだ。


おそらく、同じ生物であろうと思えるほどに。


つまり、ロンドの森には魔人がいる？


また一つ、解けない謎が増えた瞬間であった。


「まあ……俺らが、どうこうできる相手じゃなかったのは確かだな」


ヒューが、まとめるように言う。


「あれが……魔人ですよね」


「伝承には、光り輝くなどという記述はなかったけど……あれが魔人でなかったら、そっちの方が恐ろしいね」


神官エトの確認に、伝承官ラーシャータは頷きながら答えた。


「見えなくなるほど西の方へ飛んでいったな……」


「魔人虫を連れて去ってくれたのならいいんですが」


ニルスの言葉に、涼が感想を述べる。


魔人を倒すことが目的ではなく、あくまでコーヒーの木につく魔人虫を排除するのが、今回の依頼の根幹なのだ。


「コナ村に帰ってみないと分からんな、それは。よし、戻るか」


ヒューの号令一下、一行は村への帰途に就いたのであった。


◆


大量のコナコーヒーと、フレンチプレスをお土産に貰って、ルンに帰還して一週間後。


涼を含めた『十号室』の面々とヒューは、冒険者ギルドの前にいた。目の前には、旅立つ勇者パーティーがいる。


「世話になったな」


ヒューが、勇者ローマンと握手をしながら声をかける。


「いえ、こちらこそ。いろいろといい経験をさせていただきました」


ローマンは頭を下げながら答えた。


「西方諸国においでの際は、ぜひお越しを……」


「いや、西方諸国と一口に言っても広すぎるだろ」


ローマンの言葉に、ヒューが苦笑しながらつっこむ。


「他の皆は、魔王を倒せばバラバラになるかもしれませんが、私は西方教会に所属しているでしょうから、教会にグラハムを訪ねてください」


ヒューとローマンの苦笑を受けて、折衝せっしょう役でありパーティー最年長である聖職者グラハムが提案した。


「分かった。大司教だもんな。かなり高位じゃないか」


ヒューは頷きながら、ローマンがヴァンパイア・カリニコスに告げた言葉を思い出して言う。


「魔王を倒すまでは、ただの聖職者です」


グラハムは少しだけ微笑んで答えた。


◆


大司教。


中央諸国の神殿機構には無い階位だ。


例えば、地球におけるキリスト教のカトリック教会なら、かなりの高位聖職者となる。頂点に教皇を戴いただき、その下に枢機卿すうききょう、その下に大司教。さらに下に、司教、司祭と連なっていく。


歴史的にも、大司教の地位は高く、強い。


もちろん現時点で、西方諸国における大司教の地位が正確にどれほどのものであるかは、涼も知らない。だが、ヒューの言い方からしても、かなり高位であることは確からしい。


◆


勇者パーティーを送り出した後、『十号室』の四人は、そのままギルドマスター執務室に呼ばれ、応接セットに座っていた。


目の前には、もちろんコナコーヒーが淹れてある。


「今回の件だが、王室と神殿から箝かん口こう令が発せられた。その一切に関して、口外は禁止だ。口外したことが知られれば、牢ろうに入ることになるから気を付けろよ」


ヒューがそう告げ、『十号室』の四人は頷いた。


ヴァンパイアと魔人が絡んでいるのだ。箝口令が敷かれるであろうことは容易に想像できる。


「代わりにと言ってはなんだが、報奨金がかなり増額された。まあ、口止め料だと思って受け取っておけ。もう、口座に入っているはずだ」


「おぉ！」


報奨金の増額は嬉しい。特にお金に困っていない涼ですら、嬉しいものだ。






『十号室』の四人も去ったギルドマスター執務室。


「魔人……ヴァンパイア……。なんとか解決した……。大海嘯だいかいしょう後のダンジョンも、ようやく正常化したし、これでしばらく静かに暮らせるな」


そういうと、いつもの書類作業に取り掛かるヒューであった。


◆


「ハスキル伯爵カリニコスが消滅したというのは事実か？」


「はい、事実にございます。『水晶』にて確認されました」


そこは、ただ『書斎』と呼ばれている部屋であった。


学校の体育館並みの広さに、数多くの書架が並んでいる。壁は、床から天井まで本が並び、さながら、ヨーロッパの美しい図書館の一つに取り上げられそうな『書斎』だ。


図書館ではなく書斎であるため、公おおやけに開かれた場所ではない。ただ一人、この建物の主のための部屋であり、この建物の主のための書籍群。


報告を聞くその主は、見た目は二十歳を越えたあたりであろうか。


白すぎる肌を持つ、若い男性であった。だが、その落ち着きぶりは、悠久の時を経験したかのような……そんな雰囲気を醸かもし出している。


「消滅した場所は？　西方諸国のどの国だい」


「いえ、西方諸国ではございません。中央諸国ナイトレイ王国南部にございます」


そこで、初めて主は本から目を上げ、報告者の方を見た。


「王国南部？　それは困ったね……」


手を顎に当て、少し考えてから指示を出した。


「経緯を知りたいな。中央諸国の者に、我らを消滅させる方法を知る者がいるのかどうか、確認しておいた方がいいだろう。あるいは、西方諸国の者が流れてきて消滅させたのか……」


「かしこまりました」


「必ず、『表』の者たちにやらせるように。『裏』の者を動かして、もしものことがあっては取り返しがつかないからね」


報告者が一礼して出て行った後、主は呟いた。


「闇属性を操る伯爵級が消滅とは……。まともな相手じゃないね」


数回首を小さく振った後、再び本を読み始めた。


◆


ルンの宿屋『黄金の波亭』。


その扉をくぐる一人の水属性の魔法使い。


「いらっしゃいませ」


宿の女将さんが、そのなじみの客に声をかける。魔法使いの客は、ロビーに隣接している食堂の方を見て、そこに目的の人物を見つけた。


アベルは、食堂の椅子に座り、本を読んでいる。


その向かいの席に、一人の魔法使いが座った。


「やあ、リョウ、どうした？」


アベルは本から顔を上げずに挨拶する。


「アベル……信頼って、どうやって形成されていくか知っていますか？」


「藪から棒に、なんだ？」


涼が、突然先の見えない話をし始めたからであろう、アベルは顔を上げて問いかける。


「そこに必要なのは成功体験です。まず、実績を積み上げていくことが必要です。そうすれば、『彼に任せておけば大丈夫』『彼となら上手くやれるだろう』あるいは『彼でも無理なら他の誰にもできないだろう』、そう思うようになります。そして、実際にやってみて、あるいはやらせてみて、想定通りになることを何度も繰り返して経験する。そうやって信頼は醸成じょうせいしていくのです」


「お、おう……」


ここまで来ても、全く先の見えない話に、アベルはとりあえず頷いておいた。


「しかして、信頼を失うのはどういう場合か。失敗体験では、すぐに信頼を失うということにはなりません。ですが、嘘をついたりだましたりすると、一瞬で信頼は失われます」


「確かにな……」


未だに先の見えない話だが、涼の言っている内容には同意できるため、アベルは頷いた。


「そこでアベルに確認したいことがあります」


涼は、そこであえて言葉を切った。


「な、なんだ？」


アベルは、なんとなく居心地の悪さを感じながら、先を促す。


「アベルは、精神干渉系の魔法を弾くアイテムを身に着けていますね？」


「ああ、身に着けている」


アベルは、平静のネックレスというアイテムを、肌身離さず身に着けている。それは、精神干渉系の魔法に抵抗し、毒による悪効果も消し去る非常に効果の高いアイテムだ。


「それは国宝級のアイテムだと聞きました。たかがＢ級冒険者のアベルが、そんなものを身に着けているなんておかしいです！」


「たかがというが……いちおうＢ級冒険者というのは、国内でもトップクラスの実力者ということだぞ？」


アベルは、背中に冷や汗をかきながら反論する。


「ですが、元Ａ級冒険者のヒューさんですら、持っていないアイテムですよね」


「う……」


涼は、冷酷な警察官が犯人を追い詰めるかのように、舌鋒ぜっぽう鋭く迫っていく。右手は、かけてもいない眼鏡を、くいっと上げたジェスチャーをしている。


もちろん、アベルにはその意味は通じていないが。







    
  
  




「Ｂ級冒険者のアベルが、国宝級のアイテムを持っている理由を僕は考えました。いくら考えても、どう考えても、一つの結論しか導くことはできませんでした。その結論とは……」


ここで、あえて涼は一呼吸入れる。


アベルはその圧迫感に、必死に耐えた。


「アベルが、実は盗賊で、お城の宝物庫から盗み出したという結論です」


「だから、その結論は間違っていると言ったろう！」


以前、涼が言った結論の繰り返しであった。


「でも、それしか考えられないのです！　そもそも、アベルは剣士なのに斥候並みに手先が器用で、罠を見つけるじゃないですか？　それもおかしいですよ。でも、元々が宝物庫にも盗みに入るような盗賊だと考えれば、全てのつじつまが合います！」


涼は、どうだ！　という感じでアベルを見ている。


どうだ、と言われてもなんとも答えようのないアベルからすれば、どうしようもないのだが……もういっそ、本当のことを言おうかという欲求に駆られる。


涼であれば、アベルの正体を触れ回ることもないであろうし、知ったからといってこれまでの態度がくるりと変わるようなこともないと思うからだ。


「はぁ……、分かった、リョウには真実を告げよう」


アベルは顔をしかめながら一息つき、そしてゆっくりと顔を上げ、涼を正面から見た。


「俺は、現国王スタッフォード四世の次男アルバート。アルバート・ベスフォード・ナイトレイ。今は、経験を積んだりするためとか、まあいろいろあって冒険者をしている。で、このネックレス、平静のネックレスは確かに国宝級だが、王家の人間だけが着けることを許されている特別なネックレスだ。まあ……そういうことだ」


アベルは、全部言ってしまってすっきりした顔をしている。


だが、言われた涼は、すっきりしない顔をしている。


「アベル……嘘をつくにしても、もう少し上手くつくべきです。さっき言ったでしょう？　嘘をつけば、それだけで信頼は失われるのですよ……。全く、人の話を聞かないのもダメだと思うんですよね」


「全部ホントのことなんだが……」


全く信じていない涼。


困惑するアベル。


「このことを知っているのは、ギルマスと『赤き剣』の面々……ああ、セーラとフェルプスもか。それくらいだから、言って回るのは勘弁してくれ」


「言うわけないでしょう。僕が嘘つき呼ばわりされますよ……」


「いや、信じられないかもしれないが、事実だぞ？　今言った連中に聞けばいいだろ？」


「誰もかれも、アベルがすでに買収済みなんでしょう？　よくある手です」


「なんでだよ！」


意を決して真実を告げたアベル……だが、全く信じていない涼。


人間関係というのは、げに難しきものである。







間章　隠された神殿


南部最大の街アクレ。


ニルス、エト、アモンの『十号室』三人は、ルン冒険者ギルドの指名依頼で、この街に来ていた。


まだＤ級に上がって日も経っていないパーティーに、指名依頼が来るというのはかなり稀なことだ。


もちろん、指名依頼は、普通の依頼に比べれば報酬も高いし、ギルドへの貢献度も高くなる。最低でも、指名依頼一つ成功で、普通の依頼二つ成功と同等のポイントになると聞けば、気合も入るというものだ。


三人はアクレの街に着くと、真っ先にアクレ冒険者ギルドに向かった。


簡単な依頼内容はルンで説明されたが、詳細な説明がアクレで行われると言われたからだ。到着していきなり「移動して」と言われる可能性も否定できない以上、宿をとる前にまずギルド、は依頼遂行中の冒険者としては常識と言える。


世界には、常識を知らない水属性の魔法使いもいたりするが、『十号室』の三人は、それなりに依頼をこなしてきて、それなりに慣れてきていた。


社会に出ると分かる、常識の大切さ……。


ギルドの受付で、ルン冒険者ギルドからの紹介状と冒険者カードを提示すると、奥の応接室に通された。


待たされたのは、わずか二十秒、男が入ってきた。


「やあ、よく来てくれました。ギルドマスターのランデンビアです」


知的な雰囲気を漂わせた、現役時代は、間違いなく魔法使いか神官だったであろうという感じの男性である。


「『十号室』のニルスです。こっちがエトとアモンです」


「以前、カイラディーで依頼して以来ですよね。どうぞお座りください」


かつて、カイラディーでサブマスターをしていたのが、このランデンビアだ。コナ村の代官ゴローが言うところの、カイラディーの良心。


そんなランデンビアが席を勧め、完璧なタイミングでギルド職員が四人分の紅茶を持ってきた。


「依頼内容と経緯については、聞かれていますかね？」


「簡単には聞いてきましたが、できれば今一度、詳しく伺えればと」


ランデンビアの問いに、パーティーを代表してリーダーの剣士ニルスが答える。この辺りは、さすがに経験を積んできているため、如才じょさいない。


「分かりました。事の起こりは、うちのＣ級パーティー『六華』が、祠ほこらを見つけたことからでした」


「祠……」


呟いたのは、神官エト。


「ええ。書類上は『祠』と記したのですが、『六華』の神官は、隠された神殿であろうと言うのです。しかし、彼女自身は、隠された神殿を見た経験はないため、誰か詳しい人物に確認してもらうべきだと。今、アクレには分かるものはいないし、王都から呼ぶには時間がかかりすぎるしで、ルンのマスター・マクグラスに相談したら、皆さんを紹介されました」


「なるほど」


ニルスは頷いて、隣に座るエトを見た。


「そうですね。それこそ、カイラディーで受けた依頼の時に、『隠された神殿』を見たので……」


エトもその視線を受けて頷いて言った。


「確かに。報告書を読みましたよ。で、今回は、その隠された神殿と思われる場所から半日ほどの所にアゾーン村というところがあるのですが、皆さんには、まずそこに行ってもらいます。そこで、現在別の依頼を受けている『六華』と合流してもらって、彼らに神殿まで案内してもらう、という形になります」


「『六華』の皆さんは、別の依頼をこなしながら、神殿まで行ってくださる……？」


エトが、少し心配そうな感じで確認する。


「ああ、皆さんの懸念は分かります。依頼の途中で、別の依頼もとか、嫌ですよね。ただ、今回彼らが受けている依頼は、神殿の件とも関わっているので問題ないですよ。その分、ギルドからの報酬も上乗せすることになっているので……かえって、彼らは喜んでいましたから」


「それなら良かったです」


ニルスが大きく頷いて答えた。その横で、エトとアモンも頷いた。






二日後、アゾーン村の宿。


アゾーンは村ではあるが、南部最大都市アクレへの農産物供給の中継地点としての地位を築いており、かなり大きな村と言える。また、商人を中心に宿泊する者が多いため、宿泊施設が充実しているのが特徴でもあった。


その一つ、『月と星の宿』の、いわばラウンジ的な場所で、『六華』と『十号室』の顔合わせが行われていた。


「俺が『六華』のリーダー、バンダッシュ、剣士だ」


「私が火属性魔法使いのアッシュ、こっちが、妹の風のナッシュ、土のカッシュ」


「神官のテレンスよ。それと、盾使いのゴーリキー」


ゴーリキーは、小さく頷いただけであった。


『赤き剣』のウォーレンといい、このゴーリキーといい、盾使いは無口な人が多いのかもしれない。


『十号室』の三人も、一通り自己紹介をした後、エトが更に付け足した。


「テレンスさん、お久しぶりです」


「やっぱり！　エトって、あのエトよね？　五年ぶり？　もう！　昔みたいに、テレンス姉って言ってくれていいのに」


「いや、さすがにそれは……」


エトは真っ赤になっている。それを興味深そうに見るニルスとアモンと、『六華』のバンダッシュ。


「昔、中央神殿に入って最初にお世話になったのが、テレンスさんで……」


「まだあの時は、十歳？　九歳だったっけ？　親元を離れてピーピー泣いてたエトを……」


「わーわーわー」


昔話をするテレンスを、声をあげて遮るエト。


普段は、あまり見られないエトの姿を、アモンは興味深そうに見ている。


「小さい頃の話をされるのは、誰しも恥ずかしいものだな」


「はい……」


バンダッシュとニルスは、小声でそんな会話を交わした。


「でも、隠された神殿の確認にエトのパーティーが来てくれたのはよかったわ。よく分からない人たちだったら、いろいろと面倒だしね」


「確かにな」


テレンスが言い、『六華』の剣士バンダッシュが大きく頷きながら答える。


「以前組んだカイラディーの……いや、やめよう。それより、例の神殿だが、報告ではここから半日と言ったんだが、村の人に近道を案内してもらってな。実は、片道二時間で着くことが分かった」


「おぉ」


ニルス、エト、アモンが嬉しそうに声をあげる。半日が二時間になったのだ。これは相当な時間短縮であろう。


「で、今から行くわけだが……途中森を横切るが、レッサーボアすら出ないような森らしいから、多分問題はないと思う」






隠された神殿までの移動中、『十号室』の三人は、『六華』が受けている依頼について話を聞いていた。


「つまり、最近、アゾーン村の周辺で牛やヤギが、よくいなくなると」


「ああ、そういうことだ。まあ、普通、そういう系統の探索依頼というのは、ギルドにはこない。村だって、金がかかることはしたくないしな。だから、探索依頼なんてのは、ほとんど金を出してくれる神殿系しかないわけだが……今回の探索依頼は、領主様直々の依頼なんだ」


「アゾーン村の……領主様？」


「正確には、アゾーン村の南にある荘園領主様、らしい。なんとかいう……男爵の……」


「ヘイワード男爵ね」


剣士バンダッシュが思い出せず、火属性魔法使いのアッシュが補足する。


「まあ、ギルドとしては、きちんと金を払ってもらえれば問題ないからな。男爵様の依頼なら、貴族だし、余計に問題ないと」






バンダッシュが言った通り、アゾーン村から二時間で到着した。


「ああ、確かにこれは……」


入口から少し入っただけで、エトは言った。


祠と違って、正面に祭壇と思しきものもある。祭壇の周りを見て回ると、割れた水晶の破片のようなものが散らばっていた。


「これって……」


「ええ。割れたやつだろうね」


アモンが指摘し、エトが頷いて答えた。


ニルスが生まれた村にあった隠された神殿、その中にあった割れた水晶のような球体……その破片だろうとエトは判断したのだ。


そして、祭壇の周りをさらに見て回ると、刻まれた紋章が見つかった。


「火……」


エトが呟く。


「つまり、ここは火の、隠された神殿ということね」


神官テレンスが言った。


エトやテレンスですら、なぜ中央神殿が、『隠された神殿』の探索に報酬を出しているのかは知らない。これまでに、そんな神殿から、何かが見つかったという報告、発表なども聞いたことがないのだ。


とはいえ、冒険者としては、ちゃんと報告すれば報酬が貰えるためそれはそれでいいか、と割り切っている……特にテレンスは。


「そういうわけでバン、ここは火の隠された神殿だということが確認されたわ」


「そうだな。これで、俺らも『十号室』の君らも、報酬ゲットだ」


テレンスがバンダッシュに言い、バンダッシュが嬉しそうに十号室の三人にも言う。


これが、ウィン・ウィンだ。






そこから片道二時間かけて、一行はアゾーン村に戻った。


だが戻った村は……四時間前とは、全く異なった様相を呈していた。


阿鼻叫喚あびきょうかん。


アゾーン村の状況を一言でいえば、その四字熟語がぴったりであろう。


村のあちこちには、何か鋭くて巨大な刃物によって切断されたかのような死体が転がり、村人や商人たちは混乱の極みにあった。


「おい、何があった！」


剣士バンダッシュが、城門付近に倒れていた衛兵を見つけて尋ねる。同時に、テレンスが、その衛兵の傷を〈ヒール〉で癒す。


「ワイバーンだ……ワイバーンが現れた」


衛兵は、ようやく口にできた。


「ワイバーンだと……」


バンダッシュはそれだけ言うと、何も言えなくなった。無論、彼だけではない。そこにいた全員が、無言になった。






ワイバーンは、他の魔物たちとは格が違う。


〈風の防御膜〉と呼ばれる風属性魔法によって、常時、攻撃を弾く。その上、不可視の風属性攻撃魔法〈エアスラッシュ〉や〈ソニックブレード〉は、人間の魔法使いが放つ攻撃とは、比較にならないほどに巨大で強力だ。


そう、一撃で複数人の体を切断してしまえるほどに。


それほどに強力な魔物であるため、討伐の際には、かなりの準備が必要となる。


Ｃ級以上の冒険者が、最低でも二十人、しかも魔法使いが多めに集められる。


ワイバーンが疲れて〈風の防御膜〉が消えるまで、一切の攻撃が通じない。そのため、ワイバーンのスタミナを削るために、魔法攻撃をし続けなければならないからだ。


一行は代官所に向かった。緊急時、中心となって対応するのは、この村の場合は代官所だ。


だが……そこはすでに、瓦礫がれきと化していた。


「ひどい……」


そう呟いたのは、長姉で火属性の魔法使いのアッシュ。


「やっぱり、ワイバーンの〈エアスラッシュ〉は強力ね」


そう言ったのは、次姉で風属性の魔法使いのナッシュ。


「他に比べて徹底的に破壊されている……攻撃、または反撃して、ワイバーンの怒りを買った……」


末妹で土属性の魔法使いのカッシュが、見てきたかのように言った。三姉妹の中で、最も論理的な思考に長けているのが、末妹カッシュだ。


「どう見ても、生存者はいないな」


剣士バンダッシュの呟きに、ニルスも頷く。それほどに、徹底的に破壊されている。


「ここにいると、同じ輩だと思われる」


末妹の呟きと同時に、遠くから声が上がった。


「また来たぞ！」


その声が聞こえて五秒も経たないうちに、ワイバーンは代官所に達していた。


そして、一行を見つけた。


まだ殺し損ねたやつらがいたか、とでも言いたげな視線を向けてくる。


「いかん。全員ゴーリキーの後ろへ」


バンダッシュが叫ぶ。


三姉妹とテレンスが即座に反応し、少しだけ遅れて『十号室』の三人も盾使いゴーリキーの後ろに入る。ゴーリキーも、バンダッシュが叫ぶと同時に、いつも背負っている巨大な盾を構えた。


瞬間、音が聞こえ……。


ガキン。


盾に、何か硬いものが当たったかのような音が響く。


「絶対、〈エアスラッシュ〉の威力じゃないよ……」


風属性の魔法使いのナッシュが囁くが、〈エアスラッシュ〉である。


「距離が相当近い」


末妹のカッシュが、盾についたスリットから覗き、〈エアスラッシュ〉を放つワイバーンまでの距離に言及した。


「そうね、普通は五十メートル以上の高さから、ワイバーンは魔法を放ってくるのよね。それが、あれは……十メートル程度？」


「なんでだ？」


火属性魔法使いのアッシュが説明し、剣士バンダッシュが質問する。


「さあ？　長い距離の〈エアスラッシュ〉を放てない個体なのか……あるいは、人間が切り刻まれるのを近くで見るのが好きなのか……」


どちらにしろ、これほど近距離から放たれれば、避けようはない。ゴーリキーの盾で防いでいるからいいものの、このままではジリ貧だ。






だが、しばらくすると飽きたのか、ワイバーンは飛び去った。とは言っても、アゾーン村の他の場所を破壊しているわけだが。


「十メートル……あの高さまで飛べれば、なんとかなりそうなんだよな……」


バンダッシュが呟くように言う。


その時、視線の先が風属性魔法使いのナッシュに行ったのは偶然だ。だが、視線を当てられたナッシュは、何度も首を横に振って言う。


「私、飛べないよ？」


「いや、そんなことは一言も言ってない……」


「バンの視線がそう言ってたもん！　風属性魔法使いも、空を飛んだりはできないからね！　呪文はあるけど、あれ、普通は浮かないからね！　そりゃあ、王都のイラリオン様とかなら空に浮くらしいけど……普通、浮いたり飛んだりできる魔法使いとか、いないからね！」


次妹ナッシュの言葉に、姉のアッシュも、妹のカッシュも頷く。


「普通は魔法使いは飛べないそうですが、飛べそうな人が頭に浮かびました」


「水属性だから……なんじゃないか？」


「うん。『水属性魔法に、ちょうどいい魔法があります』とか言いながら飛びそうだよね」


『十号室』の三人は、小さな声でそんなことを話している。


もちろん、彼らの前で、涼が飛んだりしたことはない。だが、涼ならやってしまいそうだという認識を、三人は持っていた。


しばらくすると、手をポンと打つ音が聞こえた。


「いい方法を思いついた」


剣士バンダッシュが自信ありげな様子で言う。


「こういう時のバンは、ちょっと……」


「こらテレンス、神官のくせに、人の気持ちを折るようなことを言うな」


テレンスがため息を吐きながら言い、バンダッシュが気色ばんで反論する。


「いちおう聞きましょう。それで、バン、どんな方法？」


アッシュがバンダッシュに、話を促す。


「要は十メートルの高さまで上がれればいいわけだ。しかもそれが剣士なら、一撃で目から剣を突き刺せば倒せるかもしれん。というわけで、俺をゴーリキーに投げ上げてもらう！」


「なるほど」


バンダッシュの意見に、好意的な声をあげたのは、同じ剣士のニルスだけであった。


三姉妹は、全員、何度も首を振り、テレンスはため息を吐き、投げ上げ役のゴーリキーですら眉をひそめて小さく首を振る。


エトとアモンは、懸命にも、表情を変えずに誰かが口を開くのを待っている。


「えっとね、バン。自分の体格を、ちょっと見てごらん」


長姉アッシュが、明確に、呆れた口調で告げる。


バンダッシュは、身長一八五センチ、体重八十五キロの堂々たる体躯たいくだ。前衛の剣士は、総じて体格がいい。ニルスも、同じような体格。『赤き剣』のアベルは、例外的に剣士としてはかなり細身であるが。


盾使いのゴーリキーは、さらに一回り大きい。身長二メートルオーバー、体重九十五キロ。まさに巨漢。


だが、その巨漢であっても、堂々たる体躯のバンダッシュを、十メートルの高さまで投げ上げられるかと言われれば……さすがに無理であろう。


「ああ……無理か？」


バンダッシュはそう言いながら、ゴーリキーを見る。ゴーリキーは無言のまま、首を横に振る。


「私なら、どうでしょうか」


そんな声をあげたのは、アモンであった。


アモンも剣士であるが、はっきり言って、大きくはない。身長百七十センチ、体重六十キロ……十六歳という、まだ成長途中の体だ。


アモンが見つめるのはゴーリキー。


ゴーリキーは、アモンを上から下まで何度も眺めた後、一つ頷いた。


「いや、しかし……」


焦ったのはバンダッシュ。


自分が飛ぶ前提での作戦であり、飛ぶ人間が非常に危険であることを最も認識している。それを他のパーティーの、しかも、おそらくまだ成人前の後輩剣士に押し付けるのは、さすがに抵抗がある。


「やらせてください！」


アモンは、強い決意をもって言う。


ニルスとエトは無言のまま視線を交わす。そして、二人とも小さく頷いた。


「アモン、本当にやれるのか？」


「はい」


ニルスの静かな問いに、アモンも落ち着いて答える。


昂たかぶらず、だが気合に満ちた表情。


ニルスはパーティーリーダーとして、『六華』のリーダー、バンダッシュの方を向いて言った。


「バンダッシュさん、アモンにやらせてください」


「ニルス……」


思わず問い返しそうになったバンダッシュだが、ニルスの表情から、パーティーメンバーへの信頼と自信があるのを見て取った。


実際のところ、他に方法はない。


時間を掛ければ、どこからか連絡がついて、アクレの街から冒険者や騎士団など追加戦力が来る可能性はあるが……それまで、この村はもたないだろう。そして、自分たちも、それまで生きていないだろう。


ジリ貧になるくらいなら、賭けてみるのもいいのかもしれない。


「分かった。アモン、頼んだ」


それが、バンダッシュの下した判断であった。


◆


「〈エアスラッシュ〉を放った直後に飛ぶのが理想だけど……それですら、また魔法を放ってくる可能性はあるからね」


「はい」


アッシュが、アモンとゴーリキーに、飛ぶタイミングの説明をしている。


「私たち姉妹の魔法を三連で当てれば、あの馬鹿みたいな威力の〈エアスラッシュ〉も消すことはできるわ……まあ、一回だけだけどね」


「よろしくお願いします」


アモンは礼儀正しく聞き、感謝の言葉も述べている。


少し離れた所で、神官テレンスが神官エトに小さな声で尋ねていた。


「エト、あのアモンって子、実際のところ、どうなの？」


「大丈夫です、やれますよ」


テレンスの心配げな言葉に、エトは自信をもって答える。


「やれないようなら、ニルスと全力で止めてますよ。でも、今回のやつ、アモンならやれます。アモンは剣の才能があるみたいですし、胆力も三人の中では一番あります」


「エトがそこまで言うのなら、本当に大丈夫なのかもね」


まだ、全幅の信頼というにはほど遠いが、先ほどよりは、はるかに信頼した眼差しで、テレンスはアモンを見た。


まだ十六歳、成人してもいないのに、やけに落ち着いて見える。


（なるほど、任せていいのかも）






「来た」


バンダッシュが、ワイバーンの接近を告げた。


テレンスが軽く右手を上げて、タイミングを計る。


そして、ワイバーンが射程に入った瞬間に振り降ろすと、テレンスとエト、二本の光の筋がワイバーンに向かって奔はしった。


光属性魔法における、数少ない攻撃性魔法〈ライトジャベリン〉。もちろん、ワイバーンにはダメージは与えない。あくまで牽制けんせいであり、挑発だ。


案の定、あからさまな敵意を見せ、ワイバーンが一行に向かって〈エアスラッシュ〉を放った。


それを迎え撃つ、三姉妹の三種類のジャベリン。命中し、ワイバーンの〈エアスラッシュ〉消滅。


「行きます！」


アモンは言うと、ゴーリキーに向かって跳んだ。ゴーリキーは、アモンの両足首をしっかりつかむ。そして自身を中心に回転する。


いわば、ハンマー投げ……ハンマーの代わりがアモンだ。


一回転。


二回転。


そして、三回転目！


勢いよく投げ出されるアモン。一直線にワイバーンに向かって飛んだ。


その時……。


「魔法がくる！　アモンよけて！」


想定以上に高い連射能力。


風属性魔法使いナッシュが地上から叫ぶ。風属性ということで、他の者よりもワイバーンの魔法生成に関して鋭敏な感覚を持っている。


しかし、彼女の叫びは、高速飛行中のアモンには届かない。


だが、アモンの目には、ワイバーンが発する魔法がはっきりと見えていた。そして、空気を切り裂きながら近付く不可視の〈エアスラッシュ〉も、周囲の景色との僅かなずれを捉え、認識していた。


剣を鞘さやから走らせ、その勢いのまま薙ぎ払う。


シュン。


そんな音を発して、剣が〈エアスラッシュ〉を両断した。


「斬った……」


その光景を地上から見ていた、風属性魔法使いのナッシュが呆然と呟く。


その間にも、アモンは飛び続け……ついに、剣を伸ばせばワイバーンの頭に届く距離に達した時、ワイバーンが目を閉じたのが見えた。


地上でバンダッシュと話し合った時に、目から剣を突き刺し脳に達するのが、成功率が高いと言われ、アモンもそのつもりだった。それが、ワイバーンを地上に落とした後の止めの刺し方として、よく使われる方法だからだ。


だが、目の前のワイバーンは、目を閉じた。


一般的なワイバーン討伐で、魔力を使い切った状態のワイバーンなら、瞼まぶたの上からでも闘技を使えば貫けるかもしれないが、今回はそうではない。


アモンは、まだ闘技は使えないし、剣も『ちょっといい普通の剣』だ。無理すれば折れる。


ではどうすればいいのか？


魔物の弱点として、耳というのがある。だが、ワイバーンの耳は……よく分かっていない。


となると、狙うは……。


「鼻！」


一瞬でアモンは決断し、飛んだ状態から、体をひねる。


その勢いのまま、直接剣をワイバーンの鼻に突き刺した。一気に、肩口までずぶりと突き刺す。


突き刺さった瞬間、ワイバーンは雷に打たれたかのように大きくびくりと震え、目を見開き……急速に目から力が失われていった。


そして、墜ちた。


アモンは、脳にまで深く突き刺さった剣を抜き取るのは諦め、腕を鼻から抜き取って、体をひねってワイバーンの上方に移動する。


その上で、落下しながら地上の様子を観察する余裕があった。


落下地点に向かって走ってくる男たちが見える。アモンはそれを確認すると、ワイバーンの巨体を蹴って、空中に身を躍らせた。


両手両足を開いて、落下。


地上に叩きつけられる前に、二人の剣士と一人の盾使いが広げた布の中に、狙い違わず落ちることに成功したのであった。







西部の暗闘


ナイトレイ王国は、大きく五つに分かれている。


王都クリスタルパレスのある中央部、それを囲むように、北部、東部、南部、そして西部。


北部は、さらに北にあるデブヒ帝国と、東部は、東にあるハンダルー諸国連合と境を接している。南部と西部は、王国の南西にある小国と接している。


王国の仮想敵国たる、帝国や連合と接している北部や東部の貴族たちは、比較的強力な騎士団を抱えている。それに比べると、南部や西部の軍事力は決して高いとは言えない。


もちろん、南部のルン辺境伯やハインライン侯爵のような例外はあるが。


西部において、大貴族として真っ先に名前が拳がるのはホープ侯爵であろう。現在のホープ侯爵はマーカス・ハグリット。五十代後半という年齢は、当主としては脂の乗り切った、あるいは成熟したという形容詞がぴったり当てはまるのかもしれない。


実際、ホープ侯爵領は、非常に豊かな領地だと認識されている。


代々、ホープ侯爵領は、農業の盛んな地域として知られ、王国西部だけでなく、王都を抱え比較的人口密度の高い中央部にも、多くの食料を供給してきた。最近では、商業全般が盛んとなり、領地の発展に拍車がかかっている。






ホープ侯爵領の都ロゼンジ。その侯爵邸の侯爵執務室に、一人の客が招き入れられた。


「おババ様、お久しぶりですな」


「マーカス卿、ご無沙汰しておったな」


現れたのは、エルフ西の森の大長老の一人、リュン、通称おババ様であった。西部の大貴族ホープ侯爵マーカス・ハグリットからも、おババ様と呼ばれているのだ。なにせ、二千年以上生きているわけで……。


「今日は、王都からの戻りとか。例の騒乱に遭遇されたのですな。エルフ自治庁は激戦だったと聞きました」


「うむ。さすがに今回は死ぬかと思ったわ」


二人の前に出されたコナコーヒーを飲みながら、マーカス卿が話を振る。おババ様は、苦笑しながら答えた。


「セーラのおかげでなんとかなったが……。うちの者たちも、もっと鍛えねばならんと痛感させられたわ」


「セーラ殿と言えば、南部ルンの街でしたな。精強をもってなるルン騎士団の剣術指南役とか。拠点をロゼンジに移して、うちの騎士団も鍛え上げてもらいたいものです」


マーカス卿は、冗談とも本気とも判別がつかない口調で言う。騎士団を強くしてほしいというのは本音である。というより、それはほとんど全ての領主が願っていることでもあるのだろうが……。


「気持ちは分かるが無理であろうな」


「それほどにルンを気に入られて？」


「うむ。まあ、最近はルンそのものというより、気に入った男ができたようじゃ」


「ほう！　それはそれは。ついに、『エリザベスの生まれ変わり』と呼ばれたセーラ殿が、婿取りですか。おババ様としても嬉しいでしょう」


マーカス卿は嬉しそうに笑った。西の森と隣接し、長きにわたって良い関係を続けているホープ侯爵領としても、有力なエルフとして名前が広がり始めているセーラが、婿を連れて西の森に戻って来るならばそれは喜ばしいことだ。


だが、おババ様は首を傾げて答えた。


「さてな……。あの婿候補殿は、西の森に収まりきる者とは思えんが」


「ほほぉ」


マーカス卿は興味深げな視線だ。


だが、おババ様はあえて話題を変えることにした。


「時にマーカス卿、わしが戻ってきたのも、西の森から連絡があったからじゃ。なにやら、西部が騒がしいとか」


おババ様に問われて、マーカス卿は顔をしかめて頷いた。


「ええ。あちこちで破壊工作が行われております。政情不安を煽あおっておりますな」


「その首謀者は……」


「帝国です」


マーカス卿ははっきりと答えた。そして、情報を補足する。


「それも、我がホープ侯爵領に入り込んだのは、影軍」


「なんと……。影軍……帝国第二十軍と言えば、皇帝の切札であろう。じゃが、なにゆえこの西部に？　帝国とも境を接しておらぬのに」


「ええ、そこが不思議なのです。しかも、ランシャス将軍自らが来ているようです」


「ランシャス将軍……。二十軍の司令官自ら？　厄介じゃな」


「はい。彼らは、破壊工作と共に街中での戦闘も得意としています。いくつか手を打っていますが、効果が出るにはもうしばらくかかりそうです」


マーカス卿はため息をついた。ホープ侯爵領騎士団も、決して弱くはない。また守備隊も、王国領主たちの中では、かなり鍛えられている方であろう。


だが、相手が悪い。


開けた平原での戦いならともかく、森や市街地といった障害物の多い場所での戦闘に特化しているといっても過言ではない、それが帝国第二十軍。通称影軍。しかも今回、司令官であるランシャス将軍自ら乗り込んできているとなれば……。


目的が何か分からないが、何にせよ、本気であるということは分かる。


「本当に……いろいろと厄介です」


マーカス卿は小さく首を振りながら呟き、それを聞いたおババ様も頷くのであった。


◆


ホープ侯爵領の都ロゼンジ外縁に、馬に乗った六人の冒険者がいた。


ルン所属Ｂ級パーティー『白の旅団』、ヒュー・マクグラスに言わせれば『一軍』という、主力メンバー六人。『白の旅団』は、四十人もの冒険者を抱える巨大パーティーであるが、この六人はその中の最精鋭であり、全員がＢ級冒険者だ。


槍士である団長フェルプス・Ａ・ハインライン、副団長シェナ、双剣士ブレア、土属性魔法使いワイアット、神官ギデオン、そして斥候ロレンツォ。この六人が、『白の旅団』最精鋭である。


「いやあ、アクレからけっこう馬を飛ばしてきたけど、疲れるもんだな」


「そう言うわりには……はぁ、元気ですね……はぁ、ブレアは」


「そりゃ、魔法使いに比べれば鍛えているからな」


「くっ……」


双剣士ブレアが、息も絶え絶えな様子の魔法使いワイアットを、憐れみのこもった目で見る。馬鹿にしているわけではなく、本心から大変そうだと、可哀そうに思っているのだ。


歩きではなく馬に乗っての移動ではあったが、常歩ならともかく、駆ける馬に乗ると騎手もかなりの体力を使う。しかも乗り慣れていないと、いつもは使わない筋肉を使うため、疲労も倍増……近接職に比べればどうしても体力の面で劣る魔法使いや神官などは、かなり消耗してしまう。


だが……。


「なんで、ギデオンは神官なのに元気なんだ？」


魔法使いワイアット並みに体力がないと思われている神官ギデオンは、全く疲れていないように見える。もしかしたら、双剣士ブレア以上に元気にすら……。


「小さい頃から馬に乗るのは好きでしたから」


微笑みを浮かべて答えるギデオン。


「むぅ……フェルプス団長といい、ギデオンやワイアットといい、貴族の子弟ってのは全く……。ん？　そういや、ワイアットも男爵家の三男だろう？　なんで馬に乗り慣れていないんだ？」


「小さい頃から……はぁ、苦手だったんです……」


貴族の子弟にもいろいろあるらしい。


◆


ホープ侯爵領の都ロゼンジは、城壁に囲まれた中心部がいわば貴族街であり、市街地をはじめ人口のほとんどが暮らす外縁部は、柵もなくいわば剥き出しだ。そのため、近年の商業発達による人口の増加により、外へ外へと街が広がっていた。


『白の旅団』が入った郊外の一軒家も、広がりつつあるロゼンジ外縁の一部だ。


「侯爵邸が予定通りなら、早速、今夜から動く」


団長フェルプスが告げると、四人は無言のまま頷いた。何をすべきかは理解している。


「変更があるかどうかは、ロレンツォ待ちってことですね」


「ああ。もうすぐ戻ってくるはずだけど……」


双剣士ブレアの確認に、フェルプスが頷いたところで、ちょうど扉が開き、斥候ロレンツォが戻ってきた。


そして、どこかで受け取ってきたらしい手紙をフェルプスに渡す。一読したフェルプスの眉がひそめられる。


その間、誰も口を挟まない。無駄口をたたくことの多い双剣士ブレアですら、黙ったまま待つ。


「予定変更。今夜、第五食糧庫への襲撃があるらしい。そこを横撃おうげきする」


フェルプスが告げ、五人全員が頷いた。


頷いたが、一人首をひねっている。土属性魔法使いのワイアットだ。


「団長、第五食糧庫って、城外にあるやつですよね？」


「そう、これだけ城外だね。残りの四つの食糧庫は、全て城内だけど」


ロゼンジは、侯爵邸や貴族街は城壁の内側、すなわち城内にある。城外に市街地や民衆の住居、あるいは農地も広がっている。第五食糧庫だけ、残りの四つの食糧庫から離れているのだ。


「他の四つを狙った方が、まとめて襲撃しやすいのに」


「そう、ワイアットの言う通りなんだ。何か裏があるのかもしれないね。あるいは、この第五食糧庫が特殊なのか……。少なくとも、私たちの持っている情報では全然足りない」


ワイアットの疑問に、フェルプスも同意した。


「単純に、城外にあって襲撃しやすいからとかじゃないんすか？」


双剣士ブレアが意見を出す。


それに対して顔をしかめて一瞥いちべつし、小さく首を振るワイアット。


当然、ブレアは怒る。


「おい、こら、魔法使い。なんだその態度は！」


「剣士は単細胞だという通説が……」


「ねーよ、そんなの！」


カツンッ。


冷たく響いた音は、決して大きくない。


だが、一瞬で空気が変わった。


「わ、悪かった」


「すいませんでした」


すぐに謝るブレアとワイアット。


その相手は、無言のまま二人を睨みつける副団長シェナ。先ほどの音が、シェナが怒って出したものであることを二人は理解している。


もちろん、フェルプスは笑顔のまま何も言っていない。これが、この六人それぞれの役割であることを理解し、受け入れているから。


「とりあえず、第五食糧庫の応援に回る。十分な守備兵が配置されるみたいだから、我々の役割は、撃退した襲撃者たちを追い、その隠れ家を突きとめること。襲撃者たちが強い場合には、もちろん守備隊の応援に回るからそのつもりで」


「はい！」


◆


ロゼンジ市街地にある、帝国第二十軍隠れ家。


司令官ランシャス将軍は、顔をしかめたままロゼンジの地図を睨みつけている。


先ほどまでは、将軍の下に次々と報告が届いていたが、今は静かだ。求めていた報告は、一通りそろった。


「閣下、食糧庫襲撃隊、準備完了いたしました」


「ガミンガム、難しい役割だが頼んだぞ」


「はっ！　お任せください。名誉挽回の機会を与えていただき感謝いたします！」


ガミンガムはそう言うと、敬礼した。


「ルンでの失態、挽回してみせよ」


「承知！」


ガミンガムは部屋を出ていった。これから隊を率いて、危地に赴く。だが、その顔は絶望ではなく喜びに満ちていた。


かつて、王国南部ルンの街で、自分たちに目をつけた剣士と魔法使いを、暗がりに引きずり込んで襲撃しようとしたが、返り討ちにあう失態を演じた。なんとか牢から脱出したが、何の抵抗もできずに生きたまま捕縛されたこと自体が、帝国第二十軍にあっては大失態といえる。


本来なら、他軍に回されて一生飼い殺しということすらあり得たのに、未だ第二十軍に残り、隊を率いて作戦に参加できるのだ。


喜びに満ちているのは当然だろう。


たとえそれが、帰還の難しい任務であったとしても……。






その夜。ロゼンジ第五食糧庫周辺。


「隊長、やはり、かなりの守備兵が伏せられています」


「そうか。だが、やることは変わらない。手はず通りに」


「はっ！」


ガミンガムの指示で、動き出す食糧庫襲撃隊十人。その中には、ガミンガム小隊としてルンの街に潜入し、捕縛された者たちもいる。他の者たちも、失態を演じ第一線を外されていた者たちばかりだ。


しかし、全員が、生きては戻れない任務に従事すると知りながら、自ら参加の意思を示して、この作戦に身を投じた。


彼らには、命よりも大事なものがあった。


それは、帝国第二十軍の誇り。


そんなものは、愚かなプライドだと断じる者もいるであろう。理解できない者も多いであろう。


だが、他人の評価などどうでもいいのだ。


彼らが、自分で選んだ道なのだから。






しばらくすると、第五食糧庫の右手から炎が上がった。同時に響き渡る声。


「敵襲！」


炎と声によって、伏せられていた守備兵たちが動き出す。


だが、今度は食糧庫の左手から炎が上がる。そちらからも……。


「敵襲だ！」


攻撃側の利点は、いつ、どこを攻撃するかを選択する権利を持っているという点だ。


もちろん、『第五食糧庫』を襲撃するのだが、その敷地は広く、建物も多い。さらに、敷地内に点在する建物のために、見通しが良いとは決して言えない。


その建物はほとんどが倉庫なのだが、かなり密集しているため、守備兵は数の多さを活かしきれないでいた。


さらに、あちこちで上がり始める炎。


炎で照らされた場所と、炎の光が届かない場所。その差は、人の視覚を惑わす。


完全に暗ければ、それに合わせて人の目は調整されるのだが、炎の明るさがそれを阻む。結果、目は闇に慣れない……。


「ぐはっ」


「うっ……」


「強い……」


倒されていく守備兵。彼らのほとんどは、どこから攻撃されたのかさえ分からないまま、命を絶たれていった。


炎をつけて回って派手に動く襲撃隊だが、決して正面から守備兵を襲いはしない。闇に潜む第二十軍食糧庫襲撃隊は、通称通り、影の軍隊だったのだ。


第五食糧庫に投入された守備兵は二百人以上いたのだが、その数を活かせていなかった。炎に翻弄ほんろうされ、襲撃隊に翻弄され……指揮系統もあってないようなものとなっていく。


当然であろう。どこで何が起きているのか理解していないばかりか、襲撃隊の規模すら把握できていないのだ。


そんな状況で、どんな指示を出せと？






翻ひるがえって、襲撃隊の指揮を執るガミンガムは、ほぼ正確に状況を把握していた。それは、全てを見通せたからではなく、当初の予定通りに計画が進み、守備兵が混乱していたからに他ならない。


そのため、異常に気付くのが少し遅れた。


「新たな炎が上がらない？」


ガミンガムは呟く。


予定では、次々と炎が上がるはずなのだ。そのための道具を、襲撃隊は全員持っている。だが、新たな炎が上がらないということは……。


「敵に狩られているということか」


顔をしかめながら、認めたくないことを認める。


夜陰に紛れ、炎に紛れ、混乱の中での市街戦。まさに、帝国第二十軍が最も得意とする状況にある中で、味方が狩られる……。にわかには信じられないが、そう考えるしかない。


おそらく、狩っているのは守備兵ではないのだろう。


「雇われた冒険者か？」


「正解だ」


カキンッ。


声が聞こえた瞬間、ガミンガムは体をひねりざま、剣を抜いて振った。声の主は、それを剣で受けたらしい。


「団長が言った通りの場所にいやがった。ということは、お前さん、指揮官だろ？」


両手に剣を持った男が、笑いながらガミンガムに問いかける。


もちろん、ガミンガムは答えない。ガミンガムが潜んで、全体の状況を観測していたことまで見越しての攻撃であるなら、どうしようもない。


しかも目の前の冒険者が、かなりの手練てだれであることは、対峙してすぐに理解した。おそらく、自分では勝てない。


（もっと燃やし、混乱させ、時間を稼ぎたかったのだが仕方がない。これだけ派手にやれれば、役割を果たせたはず……。あとは、死ぬだけ）


ガミンガムはそう考えると、うっすら笑った。


「殺すな。本当の目的を吐かせる」


その声が聞こえた瞬間、ガミンガムは雷に打たれたように感じた。本当の目的……これが陽動作戦であることがばれている？　まずい、すぐに死ななければ。


だが……指一本動かない。自決用の毒を飲むことができない。


なぜ……。


「さすがシェナの針……瞼すら動かせんだろう？」


目の前の双剣士が言った言葉で、ガミンガムはようやく理解した。針で動きを止められたことに。


（まずい。このままでは、影軍の本当の襲撃対象が、ホープ侯爵であることを吐かされてしまう……）


◆


ホープ侯爵邸。食堂。


ホープ侯爵マーカス・ハグリットと、おババ様が食後のコーヒーを飲んでいる。


「そういえば、ご子息、セドリック殿の顔が見えぬが？」


「あれは、最近ずっと政庁の方に詰めている。この屋敷は城内だが、政庁は城外、市街地にあるからな。あちらの方が、いろいろと対処しやすいらしい」


「帝国の破壊工作への対処か。厄介じゃのう」


マーカスが笑いながら答え、おババ様は小さく首を振りながら感想を述べる。


「何事も経験というが、今回の件もセドリックには良い経験になるやもしれん」


「マーカス卿はまだ五十代であろう？　引退を考えるには早過ぎじゃ」


「いや、若いうちから経験を積ませたいというだけだ。まあ、引退を考えんでもないが……」


「わしなど、もう二千年を越えておるのじゃぞ。そろそろ引退を考えるのはわしの方じゃ……」


「エルフと人間を比べても意味がないかと」


おババ様の愚痴に、苦笑しながら答えるマーカス。


だが、その瞬間、表情が変わった。


それはマーカスだけではなく、おババ様もだ。


「何か起きましたな」


「うむ。建物に、嫌な空気が入ってきた」


マーカスは立ち上がると、壁に掛けてあった剣を二振り取った。そして、一本をおババ様に投げて渡す。


「マーカス卿、この屋敷の守備戦力は？」


「執事、侍女たちも一通りの武芸は修めているが……」


「この入ってきた者どもは……」


「うむ、強いな。近衛が二十人ほどいるが、対抗できるのは、それくらいであろうかな」


マーカスが言うのと同時に、隣室に控えていた近衛兵四人が抜身の剣を持って入ってきた。


「閣下、敵襲です！」


「人数は？」


「詳細は不明。ただ、三十人を下回ることはないかと」


「影軍三十人以上か。これは厳しいの」


近衛兵の報告に、苦笑するマーカス。


だが、すぐに思い出したように言う。


「おババ様は、関係ない……」


「今さら逃げろなどと言うでないぞ！」


食い気味に言葉を被せるおババ様。


「いや、しかし……」


「セーラほどではないが、剣だって使えるわい。伊達に長く生きておらん」


そこで一度言葉を切って、さらに続けた。


「狙いはお主の命じゃろう、マーカス卿」


「否定はしません」


「近衛兵、マーカス卿を守れよ。わしが突っ込む」


おババ様が言い切った瞬間、食堂の扉が開かれ、何かが飛び込んできた。


間髪を容れずにおババ様も飛び込み、飛び込んできた二つの影と交差する。


噴き上がる血しぶき。崩れ落ちる二体の影。


さらに続いて入り込む影。斬り伏せるおババ様。


だが……。


カキンッ。


「くっ……」


正面からの強力な斬撃を受け止め、その勢いを殺すために大きく後方に跳ぶおババ様。それに合わせて、影が十体、食堂に侵入した。


影の先頭に立つのは、強者の雰囲気を纏う男。


「ランシャス将軍、自ら襲撃部隊を率いるか」


おババ様は、あえて言葉にして口に出した。情報収集と共に、援軍到着のための時間を稼ぐのは、襲撃を受けた側の常道。


「先ほどの手並み、なかなかのものと思ったが、エルフか……。やはり油断ならぬ種族よ」


「褒め言葉として受け取っておこう」


ランシャス将軍の言葉に、おババ様が答える。


もう一度、おババ様の顔を見たランシャス将軍が、怪訝な表情になる。


「エルフはずっと若いままと聞いていたが……」


そこで、何かを思い出したのか、目を見開いて言った。


「まさか、大長老か」


「正解。じゃが遅い。〈風ふう爪そう閃せん〉」


おババ様が唱えた瞬間、影軍襲撃部隊員たちの足が、見えざる風によって斬り裂かれた。動けなくなる襲撃部隊。それは、ランシャス将軍すらも例外ではない。


同時に、床を蹴って飛び込むおババ様。


驚くほど鋭い剣閃が、機動力を奪われた襲撃部隊員の命を絶っていく。だが、襲撃部隊員の中でも、ランシャス将軍を筆頭に多くの経験を積んだ者たちは、急いで、だが慌てずにポーションを開ける。そして、自らの足に振りかけた。


たちまち回復していく足の傷。


その様子を見て、再び、おババ様は後方に跳んだ。


「五人しか倒せんかったか」


「あれだけの時間で、影軍の五人を倒すとは……。大長老の風魔法は厄介すぎる」


顔をしかめ、少し悔しそうに言うおババ様。想定以上の犠牲に、苦虫を嚙み潰したような表情になるランシャス将軍。


「あのエルフには俺が当たる。他で、ホープ侯を殺せ」


「承知！」


ランシャス将軍が指示を出し、それを受ける襲撃部隊。


指示を出しざま、ランシャス将軍は、おババ様の間合いを侵略し、剣戟が始まった。


「厄介な……」


「エルフ相手には、近接戦しかあるまいよ」


おババ様がぼやき、ランシャス将軍がニヤリと笑って剣を振るう。


「この距離ならば、弓はもちろん、エルフ得意の風属性魔法も使えまい」


「それは否定せぬ」


おババ様は答えながら、ちらりとホープ侯爵の方を盗み見る。影軍四人に対して、ホープ侯自身も剣を振るって、近衛兵四人となんとか戦っている。


だが……。


「障害物のある室内も、影は強いのかい」


「当然だ」


顔をしかめっぱなしのおババ様と、うっすら笑みを浮かべながら戦うランシャス将軍。


ホープ侯の周りも、なんとか守っているが押されている。一人多いにもかかわらずだ。一人ひとりの戦闘力が違い過ぎる。


おババ様としても、魔法などで援護したいが、目の前のランシャス将軍は、そんな隙を見せはしない。ホープ侯爵マーカス・ハグリットは、すでに肩で息をしながら戦っている。誰がどう見ても、限界が近い。


元々、マーカスは武の人ではない。もちろん、大貴族の当主であるため、若い頃から一通り武芸を修めはした。だが時間と共に、技術は衰えないが持久力は失われる。五十代後半ともなれば、仕方ないであろう。


そして、ついに……。


「ぐっ……」


「閣下！」


剣を飛ばされたマーカスが、深い手傷を負い、片膝をつく。


そこにとどめを刺そうと襲撃者が襲いかかるが、近衛兵が体をぶつけて止める。


ギリギリで保たれていた均衡が一気に、そして完全に崩れた。


倒し倒され、あっという間に双方の数が減る。残ったのは、片膝をついたまま立ち上がれないマーカスと、一人の襲撃者。


守る者がいなくなり、自らも守れなくなったマーカス。そこに剣を振り上げる襲撃者。


だが……。


「なっ……」


声は、襲撃者の口から漏れた。その背中に突き立つ剣。おババ様が投げた剣だ。


同時に、片膝立ちのマーカスの右手が閃き、短剣が襲撃者の胸に突き立った。


しかしそれは、別の均衡が破れるきっかけともなる。


「うぐっ」


くぐもった声が漏れたのはおババ様。


マーカスを守るために剣を投げたおババ様を、そのまま見逃すランシャス将軍ではない。一息にその背中を袈裟懸けさがけに斬り下ろす。


「影が、これほどの損害を被るなど記憶にないわ」


おババ様を斬ったランシャス将軍ではあるが、その表情は苦々しい。自らが育て上げ、皇帝からも帝国の切札と称賛された第二十軍が、記憶にないほどの損害を出したのだ。苦々しくもなろうというもの。


「だが、ようやくだ」


その声に合わせたかのように、扉が開き、新たな四つの影が飛び込んできた。他の階を制圧していた襲撃部隊だ。


「援軍じゃと……」


斬り伏せられ、床に横たわったままのおババ様が、その光景を見て呟いた。まさに絶望的な光景。


「ホープ侯、帝国のために死んでいただく」


ランシャス将軍を、無言のまま睨み返すホープ侯爵マーカス・ハグリット。


次の瞬間。


窓が割れた。


飛び込んでくる白と赤、二筋の光。


ランシャス将軍が、剣を振り上げたまま大きく後方に跳んだのは、考えての行動ではなかった。冷静であれば、剣を振り下ろしてマーカスに致命傷を与えた後で、後方に跳んだかもしれない。だが、百戦錬磨の将軍の冷静さを一瞬で奪うほどの圧力、殺意を感じたのだ。


しかし、その動きがランシャス将軍の命を救った。


彼以外の、四人の襲撃部隊は一瞬で血祭りにあげられたのだから。三人は槍に斬り裂かれ、残る一人は剣で首を貫かれて、その場に沈んだ。


形勢が逆転する。


「馬鹿な……」


ランシャス将軍の口から思わず漏れる声。


確かに、大勢が決し、油断がなかったとは言わない。言わないが……まさに一瞬で、影軍四人が倒されるなどあり得ない。しかも、相手は……二人？　近衛兵や騎士の類ではない。


「冒険者か……」


「ええ。ランシャス将軍。お初にお目にかかります。ルンのＢ級冒険者、フェルプス・Ａ・ハインラインとシェナです。どうぞ、お見知りおきを」


優雅にお辞儀をし、そう名乗りを上げたのはフェルプス。隣のシェナは、油断なく剣を構えている。


「聞いたことがあるぞ。元王国騎士団長ハインライン侯爵の長男が、冒険者をしていると。だが南部のはずだ。ここは西部ホープ侯爵領。なぜここにいる」


「もちろん依頼されたからですよ。こちらのホープ侯爵から直々にね」


二人が会話をしているうちに、廊下から剣戟の音が聞こえ始めた。


「援軍か」


「予定では、あなたを包囲して捕らえるつもりだったのですが……」


フェルプスが言った瞬間、ランシャス将軍の両手が閃き、そこからホープ侯に向かって、何かが飛んだ。


合計四本の短剣。


フェルプスの槍と、シェナの剣が全て弾く。


同時に、ランシャス将軍は走り出し、扉を蹴破らんばかりに開けると、廊下に出た。そこでは、襲撃部隊と、四人の冒険者が戦っていた。


「撤収！」


ランシャス将軍の短い命令で、煙が廊下に立ち込めた。


結局、ランシャス将軍の捕縛は成功しなかった……。


◆


「はぁ～」


内務省から戻って来た主任研究員にして男爵、ケネス・ヘイワードは、深い、深いため息をついた。


「おかえりなさい」


すかさず、部下である副主任ラデンが紅茶を淹れる。


「ああ、ありがとう」


ケネスはそういうと、座って、紅茶を一口飲む。


「ヴェイドラの開発は、今月も凍結のままです」


「そうですか……」


ケネスが苦々しげに言い、ラデンも深いため息を吐いた。






ここは王立錬金工房。


様々な錬金道具の製作、研究開発が行われており、ケネスはその中心の一人だ。


そのため、ヴェイドラ以外にも様々な研究開発を進めており、仕事には事欠かない。それらの仕事も進めているのだが、国の存亡にかかわるヴェイドラの開発は喫緊きっきんの問題であるとケネスは思っていた。


もちろん、王都騒乱によって混乱した王都の諸機能が、未だ回復していないことは理解している。だが、だからこそ、進めなければならないのだ。


世界は決して優しくない。


弱点があれば、そこを集中的に攻めてくる……隣国とはそういうものなのだ。男爵とはいえ、一介の研究員で錬金術師に過ぎないケネスにはどうにもならない……。


ふと、ケネスは左隣の席を見た。


そこは、空席。


かつて、ケネスと共にいくつもの錬金道具を開発し、ケネスと共に天才錬金術師の名をほしいままにした男が座っていた席。


ケネスは未だ二十代そこそこであるが、その席にいた彼は、すでに六十歳を越えていた。


積み重ねた実績、ケネスに並ぶ発想力、それら全てにケネスは憧れ、心の中では師とすら仰いでいた。


彼の本籍は魔法大学にあったため、この錬金工房へは出向扱いであったが、ケネスはよく可愛がってもらったのだ。自分の孫ほどの年齢でありながら、自分の知識と経験をスポンジのように吸収していくケネスを見る目は、いつも優しかった。


だが……。


「フランクがいなくなって、もう二年……」


フランク・デ・ヴェルデ。


かつて、ケネスと並ぶ天才錬金術師と呼ばれた男の名である。







インベリー公国再び


ハンダルー諸国連合の南にあるインベリー公国。それは、『大戦』の結果、完全独立を果たした国。


そのインベリー公国のＣ級冒険者であり、同時に公国の諜報員的仕事を請け負うこともある男、それがコーンだ。


彼は、涼と共にジュー王国第八王子ウィリー殿下をナイトレイ王国に送り届けた後、インベリー公国から、ハンダルー諸国連合ジェイクレアへの潜入指令を受けた。


そしてジェイクレア潜入後、様々な諜報活動の結果、閉鎖都市イーストで新兵器が開発されているとの情報を得る。その新兵器の詳細を調べるのが、新たな依頼となっていた。


ハンダルー諸国連合首都ジェイクレアから東へ十五キロ。


閉鎖都市イースト。


連合政府直轄都市であり、閉鎖都市の名が示す通り、一般の国民はもちろん、貴族ですら特別な許可を得た者しか入ることができない街。


そんな閉鎖都市イーストへの潜入は困難を極めたが、そこは経験豊富なコーン、なんとか潜入を果たし、今日にも兵器工房で情報を得ることができそう、というところまで来ていた。






コーンの中には、一つの大きな疑問があった。


この世界で『兵器』と言えば、多くの場合、錬金術によって生み出されるものだ。


王国や帝国は、錬金術においても超一流。だが、ハンダルー諸国連合の錬金術は、はっきり言って大したことはない。


かつて、連合の錬金術を支えていたのは、属国であったインベリー公国であった。だが、『大戦』によってインベリー公国が完全に独立し、どちらかと言えば連合の敵に回った現在、連合の錬金術のレベルが高いはずはないのだ。


だが、新兵器が開発されているという。しかも実戦投入間近。インベリー公国がこれまで掴んだ情報を総合すると、戦局を左右する強力な兵器であることは確かだと。


それほどの兵器を生み出す錬金術を、連合はどこから手に入れたのか。


もっとはっきり言うと、そんな錬金術師をどこから連れてきたのか。


それが、コーンの疑問であった。


「まあ、潜入できれば分かる……か」


そんな独り言を呟き、コーンが操る荷馬車は兵器工房入口に到着した。


兵器工房となってはいるが、兵器の試射のためか、広大な敷地だ。


その工房入口では、毎回厳しいチェックを受ける。


「まいど。コロンパンです」


「おお、コロンか。いつもご苦労だな」


コロンは、コーンの偽名だ。


「うちはありがたいですよ。倒れた親父の治療費、かなりかかったので、稼がせてもらわないと」


そういうと、コーンはいつも通り、荷馬車の入口をめくり上げ、衛兵が調べやすいようにする。


コーンは、自身の潜入調査のため、道具などは何も持ちこまない。そのため、どれほど詳しく調べられても痛くもかゆくもなかった。


「よし、問題無し」


たっぷり五分間、衛兵二人で、箱や樽を開けて調べられた。


「コロン、今日も第一搬入口か？」


「いえ、今日は第五搬入口に持ってくるように言われているのですが……」


コーンがそういうと、衛兵たちの雰囲気が変わった。


「第五か……。そうなると、お前ひとりで行かせるわけにはいかんな。二人、コロンに付いていけ。コロンも場所を知らんだろ？」


「ええ、助かります。昨日、第五にと言われたんですが、場所知らないしどうしようと思ってたところだったんですよ」


もちろん嘘だ。


場所は完璧に把握している。


だが、第五搬入口のある通称『第五エリア』に入る外部業者は、必ず衛兵が付き添うことも調査済みだ。


「コロンのパンは美味いからな。それにしても、ついに第五にまで進出とは恐れ入ったな」


そういうと、工房衛兵隊長は笑った。






コロンパン……このパン屋自体は、コーンが作った店でもブランドでもない。二十年前から閉鎖都市イースト内にある、小さいながらも評判のパン屋だ。


だが、その実態は、属国時代からインベリー公国情報部が設置、運営しているパン屋。普段は、決して表の諜報活動に使われることはなく、怪しい人の出入りすらない普通の街のパン屋を装ってきた。


だが、今回は特に本国情報部からのお達しがあった。


曰く、全ての諜報資源を費やしてでも、情報を確保せよ。


つまり、二十年間ばれずにきたコロンパンという諜報拠点を失ってもいいから、新兵器の情報を集めろと。


閉鎖都市の情報拠点など、数十年かけなければ確保できないものだ。それを失ってでも手に入れなければならない情報……話を聞いた時には、さすがのコーンも驚きを禁じ得なかった。


まさに、国の存亡をかけた諜報と言える。






第五エリアは、兵器工房の中でも最も奥まったエリアであり、他の四つのエリアとは隔絶した場所だ。兵器工房で働く者たちの中でも、特別な資格と審査を経た者だけが、ここで働くことを許される。


「いつ来ても、ここは物々しいな」


「ああ。工房の中でも、ここは別格だからな」


コーンに付き添う衛兵が、そんなことを言いながら荷馬車の前を歩いている。


「ここって、特別なんですか？」


コーンが、二人の話に乗っかるようにして質問する。


「特別だ。コロンも下手な行動はするなよ。攻撃魔法を放てる衛兵とかもいるからな」


「それは、怖いですね」


衛兵の一人がコーンのためを思って、注意してくれる。


第五エリア内には、物見塔とでも呼ぶべき、高さ十メートルほどの石造りの塔があちこちに建っている。それぞれの塔には複数の衛兵がおり、エリア内を監視していた。


（あそこから弓を射られるのは厄介だな）


コーンは、もしもの場合の逃走ルートを考えながら、衛兵の後ろを馬車で付いていく。


第五エリアに入ってからも、第五エリア専門の衛兵による数回の検査が行われた。その後、ようやく第五搬入口に到着することができたのだ。


「ものすごい検査でした……」


「だろ？　ここは特別なんだって。搬入口には、もっとたくさんの衛兵がいるぜ。もちろん、その先には入れないから、搬入口でパンは渡すことになるな」


付き添いの衛兵は、そんなことを教えてくれた。


ここでコーンの計画が、だいぶ崩れる。


（搬入口に多くの衛兵って……それはまずいな。奥まで行けないと情報は手に入らないよな……多分。あとは、運しだいか……）


第五搬入口で、付き添いの衛兵が手続きをして、馬車ごと搬入口に入る。そこには、三十人近くの衛兵が待ち受けていた。


（なんだ、この数は……）


さすがに、これは想定外であった。


これまで何度か入ったことのある第一、第二搬入口は、どちらもせいぜい二人程度の衛兵しかいなかったのだが、ここはその十倍以上……。


「よし、荷物を降ろすぞ。お前がパン屋だな。降ろすのと運ぶのは俺たちがやる。お前は中身が何かを、その都度言え」


「は、はい」


コーンは返事をし、言われた通りに中身を伝えていく。


残り箱二つとなったところで……。


「あ、その小さい箱は特別製で、なんでも『ドクター』という方の特別注文だと、昨日第一搬入口で言われたのですが……」


そう言うと、衛兵たちの雰囲気がザワッと変わった。


「マジか……。他には何か言われなかったか？」


三十人の衛兵の隊長と思しき人物が尋ねる。


「温かい状態で、直接届けろと」


コーンはそういうと、辺りを見回した。多くの衛兵が小さく首を振っている。


「ああ、やっぱり……」


隊長の呟きが聞こえる。


（これは……脈ありか？）


コーンは、少しだけ期待して待つ。


「しょうがない。ドクターの仰せだ。俺が連れて行く。他に二人、ついて来い。パン屋、その箱を持ってお前もついてこい」


コーンは慌てて、小さめの箱、錬金道具で保温機能のある、コロンパンにも一個しかない特別製の箱を持って、隊長の後に付いていく。


（俺の運も、まだまだ捨てたもんじゃないな）


心の中でそう呟きながら。






コーンが連れて行かれた部屋は、搬入口からはかなりの距離があった。扉の上には、第一整備室の札。両開きの扉は、かなり大きい。


衛兵隊長はその扉をノックして、中からの返事を待たずに入っていく。


箱を持ったコーンもそれについて入っていった。


「ドクター、パン屋が来たので連れてきましたよ。ここは部外者を入れちゃダメなんですから、無理な要望はやめていただき……」


「おお、ついに来たか！　さあ、こっちへ」


隊長の小言を、ドクターと呼ばれた初老の男性は遮り、コーンを呼ぶ。隊長はいつものことなのだろうか、ため息を一つついただけであった。


「昨日、所長のところで食べた特製コロンパン、あれは傑作だった。その箱は、保温の錬金箱だろう？　よしよし、要望通り。さあ、一つくれ」


『ドクター』の年齢は六十代半ばであろうか、長く伸びたままの白髪に、同じように髭も白く伸びている。研究機関で、白衣と呼ばれているらしい服を着ているのだが、杖を持たせれば立派な魔法使いに見えるであろう。


初老と呼べる年齢であるにもかかわらず、目には力強さがあり、背筋もピンと伸び、接する者にある種の威圧感を与えるタイプの人物だ。


だが、それ以上にコーンが驚いたのは、『ドクター』と呼ばれた人物そのものであった。


それは、他国の人間であるコーンですら顔を知り、名前を知る人物。つまり、国の中枢近くに長くいる人物ということ。


だが、ここにはいるはずのない人物。


そう、本来、『ドクター』がいるべきは、連合ではなく王国。兵器工房ではなく錬金工房、または魔法大学。


ナイトレイ王国を代表する二大錬金術師の一人にして、『匠たくみ』の二つ名を持つ男。


それが、目の前の男、天才錬金術師フランク・デ・ヴェルデであった。


「うん、これこれ。本当に美味い。ちゃんと注文通り三個、ある？　そうかそうか、では残り二個は受け取ろう」


そう言うと、ドクターことフランク・デ・ヴェルデは、手つかずの二個の特製コロンパンを受け取って、部屋備え付けの保温箱に入れた。


「よし、これでまだ頑張れるな。パン屋……確かコロンだったか？　明日も注文を……」


「ドクター、連日はダメです」


ドクター・フランクが明日の分を注文しようとすると、衛兵隊長が止めた。


「むぅ、ケチだのぉ。規則なのは分かっているが……なら、明後日な。今日と同じ三個」


「は、はい、注文承りました」


そういうと、コーンは頷いて了承した。


そして、ふと横を見た。


そこは、壁全面が透明な水晶製の窓になっており、窓の向こうの部屋の奥に……。


（あれは……）


「おい、パン屋、行くぞ」


「あ、はい」


隊長に促され、コーンは部屋を出た。窓の向こうの光景を、脳裏に焼き付けながら。


◆


閉鎖都市イースト裏通りにあるコロンパン。生クリームパンやジャムパンなど、ひと手間かけたパンが人気なパン屋だ。


その地下室に、コーンはいた。


「コーン、報告を」


目の前にいるのは壮年を通り越して、初老に差し掛かろうかという男で、店の常連には店主だと思われている男だ。


だが、最近体調を崩しており、代わりに次男坊であるコーンが手伝っている、という話になっていた。


そんなコーンが報告を始めた。


「第五エリアへの潜入に成功した。奥で、新兵器と思われるものの実物を見た……だが……」


そこでコーンは言い淀んだ。


「なんだ、はっきり言え。お前の報告に国の命運が懸かっているんだぞ」


決して声を荒げたわけではない。だが長い間、この任務に就きながら心も壊さず、国に報告し続けてきた実績から来る自信であろうか、店主の声には言い知れぬ圧力があった。


「分かっているんだが……なにぶん新兵器だからな。基本的に初めて見るものだろう？」


「ふむ、言いたいことは分かる」


コーンの言い訳じみた言葉に、店主は小さく頷いた。


「だが、伝え聞くところと、俺の経験から考えるに、あれは……連合の新兵器は、ゴーレムだ」


コーンが言葉を切っても、店主は何も話さない。


しばらくそのまま……。しびれを切らしたのはコーンであった。


「おい、聞いているのか？」


その言葉に、思考の沼に沈んでいた店主は跳ね起きた。


「ああ、すまん。ゴーレム……と言ったな？」


「ああ、ゴーレムだ。全長二メートル半、オーガくらいの大きさの、四本足。上半身は人間のような胴体に、二本の手と頭があった」


コーンのその報告に、店主は唸うなった。






中央諸国において、人工のゴーレム製造に成功した国はない。


もちろん、野生のゴーレムはいる。滅多に出会うことはないし、形も様々。かつて、涼とアベルがロンドの森からの帰還途中で出会ったのは、外見はまるで岩のゴーレムであった。


そんな風に、野生のゴーレムはおり、その中には極めて稀だが、生き物に見えるものもいるという。


さらに、中央諸国においては人工ゴーレムが作られた例はないが、西方諸国においては『ゴーレム兵団』とも呼ばれるゴーレムの軍団がある。


その話は、吟遊詩人ぎんゆうしじんなどによって一般にも流布されており、コーンも知っていた。


今回のものは、四本足ではあるが、上半身は人間的でもあり、コーンが思い描いてきた人工ゴーレムに近いものだ。そのために、新兵器はゴーレムだと報告した。


「で、そのゴーレムの素材と数は？」


「素材は不明。表面は、遠目には金属に見えた。数は二十体ほど。ただし、その場で見たのが二十体ほどなだけで、それ以上の可能性もある」


「最低二十体の金属ゴーレム……」


店主の声は、消え入るように小さくなっていく。


西方諸国のゴーレムは、噂では、一体でＢ級冒険者五人の戦闘力に匹敵するという。もし、それと同程度であれば、二十体のゴーレムはＢ級冒険者百人に匹敵……。


「どこの超大国だ……」


想像したくない光景であるが、少なくとも本国に知らせなければならない。


だが、これまで、中央諸国のどの国も不可能であった人工ゴーレムの製造。これを成し得るには、生半可な錬金術師では不可能だ。連合の錬金術のレベルが決して高くないことを考えると……。


「中心となった錬金術師は誰だ？　それも見たのであろう？」


「ああ、見たよ。これは、かつて見かけたことがあるから間違いない。ナイトレイ王国の天才錬金術師フランク・デ・ヴェルデだ」


「馬鹿な……」


コーンが告げた名は、百戦錬磨の店主にとっても、さすがに衝撃的であった。


フランク・デ・ヴェルデと言えば、今代を代表する錬金術師であり、普通、そのレベルの錬金術師は、一生国外に出ることは禁止される。


その才能は国の宝だからだ。


非人道的と言われようが……帝国に比べれば、かなり甘いと言われる王国であっても、その程度の措置はとっているであろう。


そんな才能が、敵国で、しかも兵器開発の中心にいるというのは、にわかには信じられない。


だが、判断するのは彼の仕事ではない。それは本国が行うこと。


ここにあるよりも、詳細で広範な情報が本国の情報部には集まっているはずだ。


「分かった。本国に連絡する。ご苦労だった」


そういうと、店主は連絡用の文章をしたため始める。


地下室を出たコーンは一伸びすると、呟いた。


「我が第二の故郷も、厳しいことになりそうだ」


◆


コーンが、第五エリアから情報を持ち帰って四日後。


インベリー公国公都アバディーンにある公城の一室で、インベリー公ロリス・バッジョは報告を受けていた。


「つまり、フランク・デ・ヴェルデ製作の、最低二十体の人工ゴーレムが連合の新兵器ということか」


「はい、そうなります」


報告をするのは、インベリー公国情報部長官ジョゼッペ・サリエリ。


「なんとも嬉しくない報告だな」


ロリスは顔をしかめながら言った。


それも当然であろう。


そもそも、連合と公国の戦力差は十倍以上の開きがある。その上さらに、人工ゴーレムなどという新兵器が出てくれば、戦争となった場合、とても勝ち目はない……。


そして、すでにのっぴきならぬ情勢であり、今日にも連合から宣戦が布告されると思われる。


そのため、王国に援軍の打診をしているが反応は芳しくない。王都騒乱の件は、当然ロリスも報告を受けており、王国騎士団など援軍を期待するのが難しいということは理解できている。


だが、それにしても、王国の動きは想像以上に鈍い。


「やはり、他国などあてにならぬということか」


ロリスの呟きはサリエリ長官の耳にも聞こえた。


もちろん、その言葉の意味するところは完璧に理解している。


「我が国独自の防衛力として、グリーンストームがございます」


サリエリ長官が力強く断言する。


「まあな。ゲッコーが魔石を調達してくれたから、なんとか間に合ったが……。だが、一基であろう？　核部分は二基分あるが、あの大きな魔石二個でようやく一基が動くという燃費の悪さ。結局、動かせるのは一基だけ。さて、どこに設置するか……」


「当初の設計であれば移動式で、戦場にまで持っていけたのですが……」


サリエリ長官が悔しそうな顔で言う。


「仕方あるまい。連合の動きが予想以上に早かったのだ。いろいろ間に合わぬのは、やむを得ぬ」


ロリスは小さく首を振り、報告書を見た。


「連合の展開可能戦力は二十万。帝国国境と王国国境に兵を残すとして、我が国に差し向けてくる戦力は六万か……。そのうち騎士団が五千、魔法団が二百、冒険者が千。残りが徴兵した民と」


インベリー公ロリス・バッジョは、報告書に書かれた内容を呟く。


「こちらは、騎士団五百、魔法団三十、冒険者は……せいぜい百。民をかき集めても一万にはのるまい……」


作戦は既に決定している。


これまでに、何度も公国軍の中枢において、机上演習を繰り返して練ってきた。確かに、ロリスの目から見ても、これ以外に手があるとは思えない。だが問題は、その作戦ですら、上手くいかない可能性が高いということだ。他に比べればまだまし、という程度にすぎない。


そこで、ノックの音が響く。


「殿下、ゲッコー殿が参られました」


「通せ」


インベリー公国を代表する大商人ゲッコーは、非公式に公国政府の貿易大臣という噂すらある人物。そして、ロリスが最も信頼する男の一人であった。


「殿下、お呼びにより参上いたしました」


「ああ、ゲッコー、連合の新兵器の概要が判明した。ありていに言って、公都は守り切れん。フィオンの準備を整えたら、すぐに逃げろ」


あまりと言えばあまりの言葉だ。


頭の回転の速さでは、公国でもトップクラスのゲッコーですら、話を理解するのに数瞬かかった。


「焦土しょうど戦略で抵抗するしかないと？」


焦土戦略とは……。


敵をできる限り自国の奥深くまで引き入れる。途中の街や村は先に破壊しておき、民も逃がしておき、敵の補給線を徹底的に引き延ばす。さらに延びた補給線を局地戦で何度も寸断して前線に物資が届かないようにし、侵略軍の将兵が心身ともに限界に達したところで反撃に転じて勝利する。


しかし、敵を倒すことができたとしても、街や村はボロボロになり、民の生活も非常に苦しくなる。戦後の復興は、恐ろしいほどの困難さを伴うものとなるであろう。


為政者ならば、最も採用したくない戦略の一つであるが……それしかない。


ロリスはそう判断した。


参謀たちが提示した作戦の中でも、最も過酷な作戦。


ロリス・バッジョは、国のトップであり、優秀な情報部を抱える国の支配者であるがゆえに、一般に知られている以上に西方諸国のゴーレム兵団についての詳細な情報を持っている。


今回の人工ゴーレムを作った者が、どこかの有象無象うぞうむぞうであれば、西方のゴーレム兵団ほどの力はあるまいと判断したかもしれない。


しかし製作者は、かのフランク・デ・ヴェルデ。


十年前まで、『天才錬金術師』という言葉は、彼のためにあった言葉だった。


その後、ケネス・ヘイワードという若き天才が出てきたが、それでもフランク・デ・ヴェルデの名が色あせることはなかった。むしろ、フランクとケネスは互いに切磋琢磨せっさたくまし、王国の錬金術を二十年早めたとさえ言われたのだ。


そんな天才が作っているとなれば、決して西方諸国のゴーレムに劣るものではないだろう。つまり、公都までで連合の進軍を防ぐことはできない。ロリスは腹をくくった。


そのために、ゲッコーを呼び、逃げるように指示したのだ。


「国全土を使っての焦土戦略にならざるを得ん。為政者としては失格の烙印を押されるであろうがな」


ロリスは自虐的に言い、皮肉めいた笑いをあげる。


そして、笑いを収めてから言葉を続けた。


「ゲッコー、この戦いに勝ったら、復興に最も必要となるのはお主ら商人たちだ。国内の物資は枯渇し、民は飢えるであろう。一刻も早く他国からの物資の搬入が必要になる。そのためにも、逃げておいてほしいのだ」


ロリスは、ゲッコーとその商会を信頼していた。若い者たちは他国に逃がすであろう。いや、すでに逃がしているかもしれないが、それでも戦いが終われば復興を手伝ってくれるに違いないと。


「分かりました。幸運にも、農業大国である王国とは太い繋がりがございます。復興に関してはお任せください」


ゲッコーは力強く断言した。


今、ロリスが最も欲しい言葉が、それであると分かっていたからだ。


「頼む」


ロリスは頭を下げた。






ゲッコーらが部屋を出ていき、ロリスは一人になった。


目の前には、インベリー公国とハンダルー諸国連合が描かれた地図がある。その地図を見ながら、小さい声で、だが力強く、ロリスは言い切った。


「我々は、二度と、奴隷には戻らない」






ロリスの部屋を出たゲッコーは、足早に歩いて公城を出た。


「ゲッコーさん！」


表に出たところで、走ってきてそう呼びかけたのは、ゲッコー商会護衛隊長のマックスだ。


「大変です！　先に送り出した子どもたちが……」


◆


その日、涼はいつものように、セーラと一緒に『飽食亭』でお昼ご飯を食べてから、領主館に向かった。騎士団演習場で、ほとんど日課となっている模擬戦を行うためだ。


だが、二人が着いた領主館は、明らかに普段と違って、慌ただしい様子。


セーラが、近くの騎士に尋ねる。


「何があった」


「あ、セーラ様、リョウ殿。先ほど王都から知らせが参りました。ハンダルー諸国連合が、インベリー公国に宣戦を布告したそうです」


どちらもナイトレイ王国が境を接する国である以上、王国に無関係ということはないであろう。涼はその知らせを聞くと、明らかに動揺した。


「リョウ？」


これほどに動揺する涼を見るのは、セーラも初めてだ。


「いえ……インベリー公国には、僕の弟子たちがいるので……」


「弟子？」


涼の言葉は、さすがのセーラも想定外の言葉。同じ言葉を、オウム返しすることしかできなかった。


「ゲッコー商会で働いている子たちで……商人の卵だから戦場に出ることはないとは思うのですが、連合が、もし公都にまで迫るようなことがあれば……」


「リョウ、落ち着け」


そういうと、セーラは涼の両手を強く握った。


握っただけで、それ以上は何も言わないし、何もしない。


だが、それだけで涼の動揺は不思議と静まっていった。


「ありがとう、セーラ」


涼は少しはにかみながら、セーラから手を離した。


「あっ」


セーラが本当にごく小さく、ほとんど声にならないレベルで出した声は、誰の耳にも届かずに消えていく。


「うん、大丈夫。ゲッコーさんなら、子供たちを戦場から遠ざけるはず。他国に逃がす可能性もある……。子供たちも、毎日練習していれば、〈アイスウォール〉はもっと硬くなっているはず。あれなら、自分の身を守るのには最適だから、大丈夫。うん、大丈夫」


自分を納得させるために、何度も、大丈夫を繰り返す涼。


「リョウの〈アイスウォール〉……」


セーラも見せてもらったことがあるが、たとえ一枚であっても簡単に割れる代物ではないことを知っている。


そんなものを使える商人の卵たち……ちょっと末恐ろしい気がしたのは内緒である。


そんな二人の側を、イーデン小隊長が通りかかった。イーデンは、王都騒乱時、王都に滞在していたルン騎士団の移送隊隊長だ。


「イーデン！」


「セーラ様、リョウ殿。聞かれましたか、宣戦布告の件」


「ああ、今聞いた。それで、騎士団の参戦はありそうなのか」


セーラは参戦の有無を確認する。


一介の騎士であれば分からないであろうが、イーデンは小隊長の中でも先任であり、高い立場である。そのため、詳しい情報を持っている可能性は高い。


「いえ、騎士団の参戦は無さそうです。王都の王国騎士団も壊滅しており、ルンを含め、王国からの騎士団の参戦はおそらくは……」


「そうか……」


セーラは涼の方を見る。


「僕は、一人でも行きます」


涼はすでに決断していた。


弟子たちが危険にさらされているかもしれないのだ。ここで行かないで、もしものことがあったら……おそらく一生後悔する。それは分かっていた。


「リョウ、待った。すでに国境は封鎖されているはずだから、個人で国外に出るのは難しい。おそらく、冒険者の有志を募って、義勇軍が派遣されるはずだ。ギルドで、傭兵依頼が出される。それなら国境を越えることができるから、ギルドに行ってみた方がいい」


セーラも、涼がなんとしてもインベリー公国に行くであろうことは、確信していた。そうであるなら、より確実に到着できる方法がいい。


「なるほど。ありがとうセーラ。今からギルドに行ってみる」


そう言うと、涼は踵きびすを返そうとした。


だが、その前に柔らかな感触に包まれる。


セーラが抱きついてきたのだ。


「セーラ？」


「戦場では何が起きるか分からない。本当は私も付いていきたいが、騎士団指南役である以上、今回は勝手には動けぬ。だから……気を付けて。絶対に戻ってきて……」


涼の肩に顔をうずめたセーラが、どんな表情をしているのかは、涼には分からない。


だが、こんな時に言う言葉は、古今東西決まっている。


「必ず戻ってくる。約束するよ」


「うん……」


涼は約束し、セーラは頷いた。


腕をほどいて、距離をとった時には、セーラはすでに笑顔を浮かべていた。


そして、その笑顔のまま言う。


「いってらっしゃい」


「いってきます」


涼はそう答え、冒険者ギルドに向かうのであった。






冒険者ギルドは混雑していた。


連合が公国に宣戦布告したニュースで騒がしくなり、冒険者に対する『傭兵依頼』が出されるに及んで、その喧騒けんそうは頂点に達したのだ。


冒険者ギルドに出される傭兵依頼、これは所属国が依頼者となる。そのまま義勇軍として出兵してもらうため、命の危険を伴う依頼であり、報酬は高い。


ナイトレイ王国の傭兵依頼の場合、移動中ならびに戦場での食料は国が準備する。その上で、危険手当も含めた日当が一人五万フロリン以上出る。


ただし、誰でも参加できるわけではなく、Ｃ級以上の冒険者という制限がつく。低レベルな冒険者が戦場に行っても、簡単に死ぬだけだから仕方ないと言えよう。


ちなみに、涼は未だＤ級冒険者だ。






涼が冒険者ギルドに着いた時には、傭兵依頼が出された直後のピークは過ぎていた。だがそれでも、ロビーには多くの人だかりができ、そこかしこで冒険者たちが話しており、混雑している。


Ｃ級以上の冒険者たちは、自分たちが行く戦場について話し合い、Ｄ級以下の冒険者たちは、いつか自分たちも戦場に立ち、一攫千金いっかくせんきんの夢を掴む……そんなことを語り合っている。


そもそも、冒険者にとっては命のやり取りは日常茶飯事である以上、戦場に行くことに抵抗感はない。


むしろ、そこには名誉と褒賞が落ちている、くらいの感覚なのだ。


だって、このルンのギルドマスター自身が、そうやって大戦の英雄になったのだから。


いつかは自分たちも！　そう思うのは、ある意味、自然であろう？


そんな冒険者たちの間を縫ぬって、涼はカウンターに辿り着く。そこには、ピーク時の人だかりを捌さばききった百戦錬磨の受付嬢たちが、多少の疲労感をにじませながらプロの仕事をしていた。


涼は、受付嬢ニーナの窓口に立った。


「ニーナさん、傭兵依頼に申し込みたいのですが」


「え……」


涼の言葉を聞いて、ニーナは言葉に詰まった。


ニーナはプロの受付嬢だ。ルンの街に所属する、ほぼ全ての冒険者のランクを把握している。その知識によれば、涼の冒険者ランクは……。


「リョウさんはＤ級なので……Ｃ級以上だけが受けられる傭兵依頼は、受けられません」


「え……」


ニーナの言葉を聞いて、今度は涼が言葉を失った。


だが、それで諦める涼ではない。


今回は、弟子たちの命が懸かっている……かもしれないのだ。


「なら、今すぐ、僕をＣ級にしてください」


「そ、それはさすがに無理です……」


ニーナも、涼の規格外の戦闘能力の噂は聞いている。受付嬢であるから、冒険者たちの様々な話は自然と入ってくるからだ。


もちろん、だからと言ってえこひいきをしたりはしない。


だが、いつもは飄々としている涼が、これほど必死になるのには何かの理由があるのだろうとは思った。


普通の冒険者であれば、お金や名誉が理由となるかもしれない。


しかし、涼がかなりの大金をギルドに預けているのは知っている。正確な金額は知らないが、一生遊んで暮らせる額であるらしいとは聞いている。そして、名誉にもほとんど頓着とんちゃくしない人物であることも理解している。


そんな涼が、なぜか今回は……。


「僕はなんとしても、インベリー公国に行かねばならないのです。弟子たちの命が懸かっていますから」


涼の必死の訴えで、ようやくニーナは理解することができた。


『弟子のため』


それは確かに必死になる理由としては十分だ。


だが……。


「ですが、規則は曲げられません……」


ニーナとしてはそう言うしかない。残念ながら、仕方ない。


「分かりました。ちょっと、ヒューさんと話をさせてください」


そう言うと、涼は奥の扉に向かい始めた。


「あ、リョウさん、ちょっと待って」


涼は向かい始めたかと思ったら、もう扉の前についていた。瞬間移動かと思うほどに。


ニーナは、ドライミストのような、粒子が小さすぎて濡れない霧が、一瞬、涼の後ろに揺蕩たゆたったのには気付かなかった。声をかけた時には、涼はすでに扉をくぐっていた。


◆


ルンの冒険者ギルドマスターであるヒュー・マクグラスは、いつも以上に忙しく、そのために機嫌も良くなかった。


傭兵依頼が出されたのだから、当然と言えば当然だ。


そんなヒューの執務室がノックされる。


「入れ」


緊急な用件であるなら、ギルド職員はノックもせずに入ってくる。かと言って、この時間に誰か外部の者と会う予定は入っていない。


訝しみつつも、相手が誰なのか分からなければ対応のしようがないため、入れ以外の対応はとれるはずもない。


「失礼します」


入ってきたのは涼であった。


「リョウ？　いったいどうした？」


「ヒューさんにお願いがあります。僕をＣ級にしてください」


「……は？」


◆


「お前さんが行きたい理由は分かった。だが、今回ばかりは無理だ」


ヒューは書類を見ながら答える。その書類は、涼のギルド記録。依頼の解決から貢献、その他もろもろの情報が記載されている。


それを確認したうえで、まだＣ級には上げられないと判断したのだ。


「う……。僕も、それなりに貢献していると思うのですが……」


涼は、依頼を受けた数は少ない。だが、一つ一つの依頼での貢献度は大きいはずである。そう主張する。


「まあな。だが、そもそもＣ級ってのは、簡単になれるランクじゃないんだ。Ｃ級というのは一流冒険者だ。Ｃ級に上がれずに、Ｄ級のまま引退する冒険者の方がはるかに多い。だからこそ、Ｃ級に上がるには厳密な規定があって、ギルドマスターであってもそれを無視する権限は持っていない」


「誰が、その権限を持っているのですか？」


「誰も持っていない。たとえ公爵閣下や国王陛下であったとしても、規定をクリアしない限りＣ級以上には上がれない。絶対に曲げられないのは解決依頼数と成功率。Ｄ級になってからの、解決依頼数百件以上、成功率九八％以上。これは絶対だ」


ヒュー・マクグラスは言い切った。


「むぅ……」


ここまで言われては、さすがに涼であっても、ごり押しが不可能であることは分かる。


思わず本音が口から漏れた。


「やはり、力ずくで国境を突破するしかないか。全部凍らせれば、なんとかなるはずです……」


涼の呟きほどの独り言がヒューの耳には届いていた。


「いや、マジで、そういうのはやめてくれ」


ヒューは少し慌てながらも、涼の軽挙妄動を止めた。







    
  
  








結局、涼はＣ級に上がることができず、『傭兵依頼』を受けることもできないまま、意気消沈し、トボトボという表現がぴったりの様子で、ギルド受付に戻った。


だが、戻った受付前は騒然としていた。元々、傭兵依頼の件で騒々しかったのだが、それとは別の理由だ。


「急げ、ポーションか〈ヒール〉をかけてやれ！」


「水！　水を汲んできてくれ！」


冒険者たちの、そんな声が聞こえる。


見ると、一人の体格のいい男性が、入口を少し入った辺りで倒れている。体中傷だらけの上、疲労困憊ひろうこんぱいの態ていだ。


着ている服は、商人たちが旅用によく選ぶ服。だが、その体格からだろうか、命のやり取りをしてきた者特有のすごみを、周りの冒険者たちに感じさせていた。それはすなわち、ある種の仲間の匂いでもある。


だから、自然と、冒険者たちは救いの手を差し伸べたのだ。


何度も〈ヒール〉をかけてもらい、水を飲むと、男はかなり回復したようで、自分が何のためにここに来たのか思い出したようだった。


「リョウ！　水属性魔法使いのリョウを捜している！　どこに行けば会える？」


そう叫んだのだ。


叫んだ内容を理解した冒険者たちは、一斉に一人の方を見た。


今、ギルドマスターの部屋から戻ってきた涼を。


「え？　あれ？　シャーフィー？　どうしてここに？」


倒れていたのは、元暗殺者シャーフィーだった。確か、現在は心を入れ替えて、ゲッコー商会の護衛隊で働いているはず……。


「リョウさん、頼む！　子どもたちを助けてくれ……」


◆


一般的に、ナイトレイ王国において馬車と言った場合、大きくとも四頭立てだ。つまり、馬四頭で引く。


だが、この馬車は六頭立て馬車。ルンの街で手に入る最も速く、耐久力のある大きな馬車を、涼が大金を積んで買い上げた。


持ち主がすぐに頷かないために、涼が無表情のまま、次々と金貨の入った袋を机の上に置いていく光景は、横で見ていたシャーフィーの胃を痛くした。怪我をしたせいではないはずだ。持ち主も、顔を青くしていたため、思考停止していただけの可能性が高い……。


こうして、最高の馬車を手に入れた涼は、最高の御者も手に入れる必要性を感じた。涼は、もちろん馬車の運転はできない。シャーフィーはできるが、移動しながら馬車の中で、涼に状況の説明をしてもらわねばならない。となると、別に、最高の御者を確保する必要がある。


涼にはあてがあった。知人の中に、ルンの街で最高の御者の一人がいる。その人物には、お金よりも、心からの願いを正直に、まっすぐに話した。


子どもたちを、弟子たちを助けにいきたい。だから、手伝ってほしいと。


最高の御者は、無言のまま頷き、今、手綱を握って御者席に座ってくれている。


その人物は、ルンの冒険者、Ｂ級パーティー『赤き剣』に所属し、不倒の二つ名を持つ盾使い、ウォーレンという名前だ。


ちなみに、その最高の御者の同僚が、三人ほど、馬車の中には乗っている。剣士と、神官と風属性の魔法使いだが、気にする必要は、ないはずだ……。


◆


「シャーフィー、詳しく説明してもらってもいいですか？」


馬車が走り始めて、巡航速度に入ったところで、涼は切り出した。


「ああ。ゲッコーさんの命令で、商会で働いている子どもたち……未成年の子たちは、ナイトレイ王国に脱出することになったんだ。戦況に関係なく、連合が宣戦を布告して、すぐにインベリー公国の公都を発った。それで、レッドナルまでは順調に行けたんだ」


そこで、シャーフィーは水を飲む。数回の〈ヒール〉をギルドでかけてもらったために、傷は癒えているが、それまでに流した血液が多いため、まだ全快はしていない。


「レッドナル？」


涼は聞いたことのない街の名前だったので、聞き返す。


「インベリー公国西部国境の街だ。王国の街レッドポストと、連合の街ジマリーノと接している」


シャーフィーの代わりに、剣士が答えた。御者をしてくれているウォーレンの同僚だ。名を、アベルという。一緒に乗っている、リーヒャとリンが女子同士で話しているため、寂しいのだろう。


涼は、海よりも広く深い心で、アベルが会話に加わるのを許してやった。


「なんか、言いたげだな？」


「気のせいです。さあ、シャーフィー、続きを」


アベルのジト目質問を、軽く受け流して、涼は先を促す。


「あ、ああ。え～っと、そうだな……レッドナル、インベリー公国西部国境の街、レッドナルに到着したんだが、その時にはもう、連合が国境を封鎖していた。公国と王国の間にも兵を出して、王国の守備兵と膠着こうちゃく状態でな」


「その段階で、もう国境を封鎖？」


「ああ。俺ら以外にも、王国に逃げようとしていたが、レッドナルで止まらざるを得なかった者たちはけっこういた。俺らは、馬車四台、大人は俺を含めて四人だが、他に二十人の子どもたちがいたから、強引な突破は難しいと判断した。翌日、南の方に移動して、道は悪いがそれだけに封鎖は緩いだろうと思われるところを抜けようと話し合った」


「妥当だな」


シャーフィーの説明に、アベルが応答して会話が進んでいく。


「だが、その夜……レッドナルが襲撃された」


「むぅ……」


呻うめくような言葉を発したのは涼だ。ずっと顔をしかめている。


「当然、レッドナルも国境の街だ。高い城壁に丈夫な門もあり、兵たちで守りも固められていた。王国から援軍が来るとしたら、レッドポストからレッドナルを通って、公国内へと進むだろう？　だから公国としても、レッドナルの確保は絶対ということで、けっこうな兵がいたように思う。だが、俺らが宿で気付いた時には、すでに城門は破られ、多くの連合兵が侵入した後だった」


「裏切りか何かで、内側から城門を開けさせたか……」


「おそらくはな」


アベルの推測に、シャーフィーは同意して頷く。戦争が始まる前から、レッドナル内に潜入させていたのだろう。


「俺たちは逃げた。水属性魔法を使える子たちが、氷の壁で他の子たちも守りながら。侵入した連合兵が多くて、何度も交戦したが、なんとかなったんだ。あの子たちは、よく鍛えられていた」


「当然です。僕の弟子ですから」


そう言った瞬間だけ、涼の表情は優しかった。


「だが、最後の最後で、あいつらが現れて……」


シャーフィーはそこまで言うと、俯うつむいた。俯いたまま、何度か呼吸を繰り返す。自分の中で、話すために、説明するために心の整理を行っているのだ。


しばらくして、ようやく口を開いた。


「攻め手側の指揮官だと思われる魔法使いが、あの子たちの氷の壁を撃ち破った」


「なっ……」


シャーフィーの言葉に、涼は大きく目を見開いて絶句した。確かに、子どもたちの〈アイスウォール〉は一重だ。だがそれでも、涼直伝の氷の壁であり、簡単には破れない。


「剣士の……闘技：完全貫通でも破れないくらい、子どもたちの〈アイスウォール〉は硬かったはずです」


「ああ、それは俺も知っている。実際に、マックスさんが放った闘技：完全貫通を、エヴァンスの〈アイスウォール〉が弾き返したのを見たからな」


エヴァンスは涼の弟子の中で最年長の十六歳だ。ゲッコーが、将来は良い商人になると太鼓判を捺す人材であり、涼の弟子五人の中でも、かなり飲み込みが早い。またマックスは、ゲッコー商会の護衛隊長で、いわばシャーフィーの上司といえる。


「あの魔法使いは……別格だ。土属性の魔法使いだが、奴一人に、子どもたちの氷の壁が全て撃ち破られた」


「なんという……」


「俺が知る最高の魔法使いは二人だ。かつての教団の首領と、リョウさん、あんただ。だが奴は……あんたたちにも匹敵する強さだと思う。だから俺は、わざわざルンの街まで来た」


「首領……そう、『ハサン』ですか。そういえば、彼も土属性の魔法使いでしたね」


涼は思い出して一つ頷いた。暗殺教団の首領、彼は自らをハサン・サッバーフの生まれ変わりだと名乗っていた。涼と死闘を繰り広げたが、最後は部下……弟子の裏切りにあって命を落とした。


『ハサン』は錬金術にも秀でており、彼がまとめた黒ノートは、その希望によって涼が引き継いでいる。もっとも、あまりにも難解な内容であるため、未だ自分のものにはできていないのだが。


「あの、『ハサン』にも匹敵するとなれば、子どもたちの〈アイスウォール〉が破られたのは仕方ありません。で、シャーフィー、あなたもその魔法使いに倒されたのですか？」


「いや、俺は別のやつだ。剣士だ」


「剣士？」


シャーフィーが、チラリとアベルの方を見て言い、アベルも何か感じるところがあったのだろう。小さく呟く。


「その剣士は、紺色のマントにオレンジ色の髪……」


「まさか……」


「そして、赤く光る魔剣を持っていた」


「まさか……」


「さっきの魔法使いは、そいつのことをこう呼んでいた。炎帝と」


「炎帝フラム・ディープロード……」






しばらく、馬車の中を沈黙が支配した。


アベルは涼の方を向くと、おもむろに、そして深々と頭を下げて言った。


「リョウ、すまなかった」


「え？　なんでアベルが謝るんですか？」


涼は訝しげな表情で、首を傾げる。


「あの時、炎帝の息の根を止めておくべきだった。そうすれば、今回のことは防げたかもしれん」


「ああ、いや、それは違いますよ。今回の件、アベルのせいではありません。責任をとるべきは、その土属性魔法使いと炎帝です」


涼ははっきりと言い切る。そして、質問を続けた。


「シャーフィー、倒された後、子どもたちはどうなったんですか？　そしてあなたは？」


「ああ、俺はけっこう深い傷を負って気を失ったんだが、その前に魔法使いの声が聞こえた……」


だが、そこまで言ってシャーフィーは、その先を続けるのを逡巡する。


一度、涼の顔を見た。そして、すぐに視線を逸らす。よほど、言いにくいようだ。しかし、言わないわけにはいかない、それは理解している。


「多分、連れて行かれた」


「連れて行かれた？　民間人を？」


涼が首を傾げたまま問う。兵士なら捕虜ほりょにすることもあるだろう。だが、民間人を捕まえる意味は？　ゲッコー商会の者だと分かって、交渉に使うため？　いや、ゲッコー商会と交渉するような必要性はないだろう。


「多分、あの子らが魔法使いだからだ」


「魔法使いだから？　なんでです？」


「あいつは言ったんだ。面白い子どもたちを手に入れたと」


バキッ。


シャーフィーが言った瞬間、大きな音が弾けた。弾けた瞬間には、誰も、何の音なのかは理解できなかった。しばらくして分かったのだ、氷が割れた音だと。


涼が怒り、瞬間的に発生した氷が、瞬間的に割れた音なのだと。


「リョウ……」


「ええ。ええ、分かっています……。ここで怒ったところでどうしようもありません」


アベルが声をかけ、涼は適切な言葉で答えた。だが、その強張った表情から、怒っているのは誰の目にも明らかだった。そして、意思の力で怒りを抑え、落ち着こうとしているのも。


「子どもたちに手を出したら……僕は許しません」


涼のその言葉に、アベルはゾッとした。


それは、驚くほど感情が籠もっていなかったから。感情が、砕けてしまったかのように。


何の感情もない、激した言葉。


アベルですら、初めての経験であった。


◆


以前、涼が護衛として加わったゲッコー商隊は、ルンからレッドポストまで十二日間かかった。一日三十キロ移動していたと仮定すると、旧街道を通るルートは、三百六十キロあるらしい。


今回それを、昼夜十二時間で走り抜けた。


そこには、できる限り馬に負担をかけないで、全力に近い疾走をさせたウォーレンの御者の腕、時々〈ヒール〉で馬の疲労を抜いたリーヒャの光属性魔法、〈スライド〉という風属性魔法で、空気の壁を作り馬の疲労を軽減したリンの協力があればこそであった。


「『赤き剣』には、本当に優秀な三人の冒険者がいますね」


涼は、アベルの方をチラリと見てそんな言葉を吐く。


「おい、俺は役に立ってないと言ってるのか」


「いえ、別に……」


アベルの抗議に、スッと目を逸らす涼。


アベルは文句を言っているが、心の中では喜んでいた。少なくとも表面上は、涼の調子が戻ったからだ。


怒りは、力を増大させるが、繊細せんさいさを奪う。


作戦の遂行には、繊細さも必要だ。


一行はレッドポストの、最上級の宿に入った。午前十一時にルンを発ち、午後十一時に到着。そんな時間から入れる宿は、最上級か最安値の宿だ。涼は、迷わず最上級の宿を選ぶ。


ナイトマネージャーと呼ばれる、夜番の総支配人がちゃんといる。馬車ならびに馬のケアと、強行軍を支えてくれた三人のために、部屋の手配を頼む。


「ウォーレン、本当にありがとうございました」


涼は、丁寧に頭を下げた。心の底から、感謝して。


ウォーレンは、いつも通り笑顔で頷いた。


「リーヒャとリンも、ありがとうございました。部屋で、回復に努めてください」


「ええ、分かったわ」


「リョウ、頑張って！」


リーヒャとリンも応援した。


涼、アベル、そしてシャーフィーは、そっとレッドポストの街を抜け出した。


◆


「襲撃されたのは、レッドナルの街だった。襲撃したのは、ジマリーノに駐留していた軍だと思う」


シャーフィーが説明する。


「だろうな。例の炎帝、フラム・ディープロードは、以前ヴォルトゥリーノ大公の所にいた。ジマリーノは、ヴォルトゥリーノ大公国の街だしな」


「まずは国境封鎖の状況を探りましょうか」


三人は、国境付近に展開する連合軍を洗い出した。


「レッドナル近辺に散開さんかいしていますね。伏兵ふくへいって感じでしょうか」


「国境を越えてくる王国軍に打撃を与えるつもりなんだろう」


アベルが分析し、涼が行動指針を出したその時、遠目にレッドナルの街が見えた。だが、そこは……。


「煙か？」


「城壁の中から、かなりの煙が上がっていますね」


「城門は無事ですが……」


アベルも、涼も、そしてシャーフィーも、出した結論は同じであった。


「レッドナルは連合の手に落ちた」


「子どもたちがいる可能性は、ジマリーノの方が高そうです……」


「ジマリーノに潜るのがいいと思う」


三人はジマリーノに向かった。


「問題は、どうやってジマリーノに入るかです」


涼が問題を提起する。連合は、戦争状態にある。そんな連合の、国境の街であるジマリーノの警備が非常に厳しくなっているであろうことは、涼でも分かる。


実際、城壁の周りにも多くの火が焚たかれ、兵士が配置されているのが見える。


「仕方ありません。アベルが単騎特攻をかけて……」


「却下だ」


「なぜ……」


「どうせ、最も美しいのは自己犠牲の精神だ、とか言うんだろう。前回もそんなことを言ったろうが」


「そのまま、ジマリーノの敵兵全員を倒しても、もちろんいいんですよ？　遠慮しないでやっちゃってください！」


「すまん、俺には無理だ……」


「アベル、口ほどにもないですね」


「なんだろう、この理不尽さは……」


涼は冷静さを取り戻し、いつもの軽口が戻ってきた。アベルは、そのことは喜びつつも、言われた内容には納得できない。


「仕方ありません。シャーフィー、恨むならアベルを恨んでください」


「……え？」


シャーフィーには、意味が分からなかった。


◆


「火だ！　かがり火が倒れたぞ！　急いで消せ！」


「なんで、こんなに早く広がるんだ！」


城壁外の兵たちが、慌てて水を運ぶ。照らすために、かなりの数のかがり火が焚かれていたが、突然、数本が倒れたのだ。そして、火が一気に広がった。それはもう、不自然なほどに、一気に。


火消しのために、人がいなくなったところで、三人は城壁に近付いた。


「〈アブレシブジェット６〉」


涼が開けた穴を通り抜けて、三人はジマリーノの街に侵入した。






「シャーフィーが犠牲になって、兵を引き付けると思ったのですが……」


「兵を引き付けるだけなら、俺が犠牲になる必要はないと思うんですよ、リョウさん。あんな風に、火を倒してちょっと大きく広げればいいだけなんで」


「さすが元暗殺者。煙玉といい、いろんな道具を持っていますね」


「人知れず潜入するには、意識を逸らすのは常道でしょう？」


シャーフィーの言葉を聞いて、涼はアベルの方を向いて言う。


「聞きましたかアベル。元暗殺者ですらこのくらいできるのです。アベルともあろう者が、この程度のこともできないなんて、恥ずかしいと思わないのですか！」


「うん、全く意味が分からんから、恥ずかしくないな」


涼の弾劾だんがいを、アベルは華麗にかわした。そして、シャーフィーに問う。


「さっきの、リョウが城壁に開けた大穴、なんか隙間を塞いで元からあったみたいにしたが、あれも特殊な道具か？」


「ええ。隙間埋めの錬金道具ですね。首領が得意だった土属性魔法のやつです」


シャーフィーはそう言うと、一度懐にしまった道具を見せた。それは、油性ペンのような形状で、先の方から隙間を埋める粘土のようなものが出てくるらしい。


「便利ですね。今度、ケネスに言って、量産してもらいましょう。利益は、僕とケネスで半々に」


涼のその呟きは、他の二人には聞こえなかった。






三人が向かったのは、街の中心から少しずれた辺りだ。


ジマリーノの街は、シャーフィーは初めてだが、涼とアベルは二度目。前回も夜で、いろいろ大変だった覚えがある。


隣接するレッドナルを陥落させたことによって、ジマリーノも最前線の一つになったと認識されたのだろう。街中を歩く一般人は、ほとんどいない。夜中の十二時であれば、それも仕方ないのかもしれないが……。


到着したのは、酒場だった。そう、前回と同じ酒場。


アベル、涼、シャーフィーの順で中に入る。扉は開いていたし、営業もしているようだが、客は誰もいなかった。


「いらっしゃい」


カウンターでカップを磨いていたマスターが声をかけた。前回は、扉をくぐっても何も言われなかったが、今のように他の客がいなければ、声をかけるのかもしれない。しかも、入ってきた人物が……。


「ん？　兄さん方、久しぶりだな」


「覚えていたか」


「当然だろ。そっちのローブの兄さんが、大盤振る舞いしてくれたからな」


マスターがそう言うと、涼は照れたように笑った。


「俺はビールを」


「わ、ワインを」


「ミルクをジョッキで。それとサイコロステーキを！」


何かを聞くにしても、とりあえず注文するのは酒場の礼儀だ。アベルもシャーフィーも、もちろん涼も理解している。


◆


「さすがに客がいないな」


「戦争になっちまったからな。しかも隣のレッドナルを陥落させちまっただろ。いくら楽観的なジマリーノの町衆でも、夜飲み歩くのは控えるわな」


アベルが言うと、マスターは苦笑しながら答えた。だが、そこで思い出したことがあったらしい。


「そういえば、兄さんたちは王国の人だったよな。いろいろ大丈夫なのか？」


「ああ、さっき街に来たばっかりなんだ」


「さっき？　こんな時間に？　ああ、いや、忘れてくれ。いろいろあるわな」


マスターはそう言うと、自己完結させた。酒場のマスターは、好奇心旺盛だと命が短くなる職業に違いない。


三人とも、すでに飲み物は届いている。そこに、待ちに待ったものが……。


「へい、サイコロステーキ、お待ち！」


「おぉ！　これですよ、これ！　お肉を食べて元気にならないと！」


涼はそう言うと、右手にフォーク、左手にジョッキミルクを持って食べ始めた。それはそれは、美味しそうに。それを、厨房の料理人が嬉しそうに見ている。自分が作ったものを美味しそうに食べてもらえれば、誰しも嬉しいものだ。それは、プロの料理人であってもだ。


「マスター、ちょっと尋ねたいことがあってな」


「ああ、構わねえよ。今回も、大金貨一枚のミルクを、ジョッキで頼んでもらってるしな」


「十万フロリンのミルク……？」


アベルの問いにマスターは頷き、シャーフィーはミルクの金額に驚愕する。そして、横で美味しそうにサイコロステーキとミルクを口に運ぶ涼を、何か恐ろしげなものであるかのように見る。


「まずは……そうだな、レッドナルを陥落させた軍は、この街に駐留しているのか？」


「ああ、している。連合軍第三独立部隊とか言うらしい。千人くらいだな、確か」


「それを率いている奴は分かるか？」


「いや、それは分かんねえな。ただ、東門近くにある第二守備隊兵舎にいるぜ。あそこはできたばっかりで、かなり大きな牢獄もある施設なんだ。独立部隊に渡す際に、けっこうな人数の囚人を移動させていたらしい」


「なるほど」


マスターの説明に頷くアベル。そのアベルは、涼、シャーフィーとも視線を交わす。涼もシャーフィーも頷いた。


まずは、そこだ。


そこで、涼が何かに気付いた。扉の方を見る。


「どうした、リョウ」


「人が来ます。来るんですが……この反応は、知っている人です」


「敵か？」


「大丈夫。敵ではありません」


アベルの問いに、涼が答えた。


さすがに、戦場であるため、ジマリーノに入ってからずっと、〈パッシブソナー〉はオンにしたままだ。


そして、店の扉が開いた。


入ってきたのは、二人の女性。先頭の、亜麻色の髪に薄い水色の瞳の女性は知っている。その右後ろにいる女性剣士も知っている。だが、いつも、三人で行動していた……左後ろに、女性の魔法使いがいたはずだが……。


「お久しぶりです、赤の魔王さん。それと、赤き剣士さん」


亜麻色の髪の女性はそう言うと、軽く頭を下げた。


「え～っと、赤き剣士はアベルのことですよね。剣、赤く輝くし。で、赤の魔王……って、もしかして、僕です？」


涼が周りを見回し、どう見ても赤の魔王に該当しそうなのが自分しかいないことを認識し、尋ねる。


「はい。この国境一帯では、そう呼ばれています。炎帝の部下やここの守備兵が、広めてしまったみたいですよ」


「なんという風評被害。僕は水属性の魔法使いなのに……。青の魔王の方がいいです」


「魔王呼びなのはいいのか……」


涼が風評被害を嘆き、アベルが呆れる。


「うちの、赤い仮面と赤いマントをつけていたからですね」


「そうでした。あの時は助かりました、ありがとうございました」


前回、涼は正体を隠すために、彼女たちに仮面とマントを借りたのだ。そう、彼女たち、『暁の国境団』に。


◆


「今回、仲間が街中を見張っていたのですが、そこでお二人を見つけました。酒場に入っていったと。これこそ天の啓示と思い、こうして伺った次第です」


「天の啓示？」


亜麻色の髪の女性の言い回しを、大げさだと思いアベルが問い返す。亜麻色の髪の女性は、あることに気付く。


「ああ、すいません。その前に、私、名乗ってすらいませんでした」


「多分だが、フローラ・レッジェーロ・ヴィーギだろ」


アベルが言うと、フローラは大きく目を見開いた。


「ヴォルトゥリーノ大公の娘だな」


「はい。驚きました。どうして……」


「前回、炎帝にかまをかけた」


「ああ……フラム……」


炎帝のフルネームは、フラム・ディープロードだ。フローラは、苦笑しながら小さく首を振る。


「父の命で、私を連れ戻しに来ていたんです」


「今回は違うんだよな」


アベルは本題に入った。フローラは頷いて言葉を続けた。


「はい。それもご存じなんですね。彼は連合軍の一部として、この国境付近に展開しています」


「俺たちは、その炎帝と、一緒に行動している土属性の魔法使いを捜している」


「やはり天の啓示でした！」


「もしかして、あんたたちもか？」


フローラの言葉に、アベルが驚く。


「私の護衛、ナラが……攫さらわれました」


フローラはそう言うと、チラリと左後ろを見た。今、そこには、護衛の魔法使いはいない。


「もちろん、奪い返すべく攻撃したのですが……失敗しました。私たちの前に立ちはだかったのが、炎帝フラム・ディープロードと、その魔法使いでした」


「その魔法使いの名は知っているか？」


「はい。ファウスト・ファニーニ。まだ若いですが、連合一の土属性魔法使いで、錬金術師でもあります」


「魔法使いで錬金術師……」


フローラの言葉を聞いて呟いたのは涼だ。顔をしかめている。捕まった弟子たちのことを思い浮かべているからだ。


「俺たちの、というかそこのリョウの弟子である魔法使いの子どもたちも、多分そいつに捕まっている。それを俺たちは助けにいく」


「なるほど。ですが、うちのナラといい、その子どもたちといい……なぜ魔法使いを攫っていくのでしょう」


「分からんが、どうせろくなことじゃない」


アベルは独断と偏見で切って捨てる。涼も大きく頷く。子どもたちを、力ずくで連れて行く者など、まともなわけがない。


そして、二陣営は合同作戦会議に入った。






「『暁の国境団』には、陽動作戦をお願いします。もちろん、全員である必要はなくて、僕らと共に敵の本拠地に突入する人も歓迎します」


「承知しました。フローラ様、ジギバンたちに陽動作戦に回ってもらいましょう。我々と三姉弟が、こちらに付いていく形でどうでしょうか」


「ええ。それでいいわ」


涼の提案に、護衛剣士カラが作戦を立て、フローラが承認した。戦闘関連は、基本的にカラが作戦を立てるようだ。


「ですが、陽動で向こうに向かうのは、街の守備兵だけだと思います。その本拠地にいる独立部隊なる者たちは、動かないのではないですか？」


「ええ、動かないでしょう」


剣士カラの指摘に、涼は頷く。


「それでも、大丈夫だと？」


「大丈夫です。本拠地へは、まずうちのアベルが突入します」


涼の説明で、フローラとカラがアベルを見る。アベルは反論せずに、顔をしかめたままだ。合同作戦会議に入る前に、涼からアベルにその意図は伝えてあるため、いつものような反論はない。


「その裏で、捕らわれている人たちをまず解放。そこに、子どもたちやナラさんがいればそのまま撤収します。いなければ、解放した人たちを安全な場所に連れて行ってください」


「承知しました。それで、赤の魔王、いえリョウさんはどうされるので？」


剣士カラが思わず魔王呼びしてしまう。この国境一帯では、かなり涼＝赤の魔王の認識ができあがっているようだ。風評被害、恐るべし。


「その牢獄などにいないということは、例の魔法使いの近くに連れて行かれているのでしょうから、そこに向かいます。僕とシャーフィーで奪い返してきます」


涼がはっきりそう言い切ると、シャーフィーも大きく頷いた。


この中で、一番責任を感じているのはシャーフィーであろう。子どもたちを思う気持ちは、もちろん涼も大きいが、それとはまた違うのだ。


自分がもっと強ければ、もっと上手くやっていれば、子どもたちが攫われることはなかっただろう。それは、引率していた他の大人たちが死に、自分だけが生き残ったことも原因の一つかもしれない。涼やアベルは、気にするなと言うだろうし、責任を追及することもないだろう。だが、シャーフィーは、自分を許せなかったのだ……。


◆


第二守備隊兵舎、隊長室。


現在は、炎帝フラム・ディープロードの執務室となっている。


扉がノックされ、部下が入ってきた。


「報告いたします。西門付近で、大規模な火事が発生したとのことです。街の守備兵が向かいました」


「先ほどの騒ぎはそれか。了解した。引き続き……」


フラムがそこまで言ったところで、今度は慌ただしく扉が開かれた。


「大変です！　兵舎が襲撃されました！」


「落ち着け。手順通り迎撃せよ。敵の兵力は？」


「一人です」


「……何？」


フラムの目が細められる。


「囲んで倒そうとしていますが、ダメです。剣士なのですが、強すぎます」


「分かった、俺が出よう」


フラムはそう言うと、立ち上がって愛剣を手に取った。そして、問う。


「敵の特徴は？」


「赤い……閣下のような魔剣を持っています」


「魔剣持ち？」


その瞬間、フラムの頭の中に、数カ月前にこの街で戦った、魔剣持ちの男の映像が浮かんだのは、偶然ではないだろう。あの屈辱を忘れたことはない。






はたして……フラムが表に出ると、百人を超える味方が、すでに倒されていた。


報告通り、ただ一人の剣士。


報告通り、赤い魔剣持ち。


報告で思い浮かべた通り……。


「アベル……！」


フラムの顔が真っ赤になり、怒りに歪んでいく。


「よう、炎帝。遅かったな」


「貴様、なぜここにいる！」


「お前さんとの決着を付けに来たに決まっているだろうが」


一ミリも思っていないことを言うアベル。炎帝フラム・ディープロードが冷静であったなら、アベルの嘘に気付いたであろう。いや、もしかしたら、気付いたとしてもそのまま戦おうとした可能性の方が高いか？


どちらにしても、この二人が出会えば戦うしかなくなる……。


「数で押し潰しに来てもいいぞ？　全員倒してやるがな」


アベルが安い挑発をする。だが、冷静でないフラムは、乗る。


「いいか、絶対に、誰も手を出すな！　たとえ俺が死にそうになってもだ。いいな！」


「はい！」


フラムの言葉に、部下たちが頷く。


「おいおい、いいのか、そんなことを言って。一対一で戦ってくれるとしても、俺は手を抜かないぞ？」


「黙れ、アベル。貴様は、俺の手で殺す」


「面白い、やってみろ」


炎帝フラム・ディープロード対アベルの、三度目の戦いが始まろうとしていた。







    
  
  








一方その頃、涼、シャーフィー、フローラ、カラ、三姉弟であるビビアナ、タティアナ、オクタビオの七人は、第二守備隊兵舎の牢獄に到着していた。


「〈パッシブソナー〉」


涼が改めて牢獄内を探る。


「感知できる見張りは、扉の向こうに二人。中に、けっこうな人数がいます」


涼の報告に、他の六人は頷く。


「三、二、一……〈アイシクルランス〉」


極太の氷の槍で吹き飛ぶ扉。同時に飛び込む三姉弟。


「ごふっ」


「ぐは……」


見張り二人は、一瞬で三姉弟に倒された。鍵を奪い、手際よく足に繋がれている鎖を外していく三姉弟。


涼が求める人たちは、扉のすぐ近くにいた。


「みんな！」


「リョウ先生！」


涼の弟子三人だ。


「良かった……」


三人を抱きしめる涼。その瞳からは、涙がこぼれている。抱きしめられた三人も泣いていた。


ひとしきり再会を喜んだあと、牢獄の奥から戻ってきたシャーフィーが報告する。


「暁の魔法使いや、他にも何人か魔法使いがいる。商会の子どもたちも、ほぼいるんだが……」


「ほぼ？」


シャーフィーの報告に、怪訝な顔をする涼。


当然、ほぼでは足りない。全員助けるのだ。


「エヴァンスとルーチェがいない」


「なっ……」


シャーフィーの言葉に、涼は絶句した。牢獄にいない可能性は考えていたが……。


エヴァンスは、涼の五人の弟子で最年長の十六歳。ルーチェは最年少の十歳。だが、魔法の展開に関しては、この二人の習得が早い。


「二人は、何時間か前に連れて行かれました。多分、土属性魔法使いのところ……」


残った三人のうちの一人、リャンが言う。


「連れて行かれた？　一体何を……」


「多分、魔力を吸い出されてる……」


リャンが、泣きそうな表情になって答える。自分がされたことを思い出したのだろう。


魔力を失っても、休めば回復する。それは確かだ。だが、魔力切れになると、頭がくらくらして気を失う。気持ちの良いものではないし、何度経験しても慣れるものでもない。人によっては、気を失う前に酷い頭痛を伴うこともある。


子どもたちに経験させたいことではない。


「辛かったね」


涼はそう言うと、もう一度、三人をしっかりと抱きしめた。三人とも、鼻を啜り上げている。涙がこぼれているのだ。


だが、三人が三人とも、すぐに顔を上げた。


「先生、二人を助けて」


「先生、お願い！」


「僕たちは大丈夫だから」


三人とも、涙を流しながらお願いしている。


「もちろん、助けてくる」


涼はそう言うと、あえて笑顔を浮かべた。目の前の弟子たちを安心させるために。


「三人は、先に、このお姉さんたちと安全な場所に行っておいてくれるかな？　先生が、エヴァンスとルーチェを、絶対に連れてくるから」


「はい」


涼の言葉に、三人は頷いた。


付いていきたい気持ちはあっただろう。だが、同時に、エヴァンスとルーチェを連れて行った魔法使いの強さを知っている。自分たちが、救出の足手まといになることを理解しているのだ。


涼が教えたのは、決して、魔法の使い方だけではなかった……。






「この扉の奥です」


涼の言葉に、シャーフィーが頷く。


『暁の国境団』の五人で、子どもたちを含めた魔法使いたちの離脱を頼み、涼とシャーフィーだけがここまでやってきた。


「二人は、部屋中央のイス。右奥に大人が一人……多分、例の魔法使い。部屋にいるのはそれだけです。手はず通りに」


「分かった」


涼の言葉に頷くシャーフィー。


「三、二、一、〈アイシクルランス〉」


牢獄同様に、極太の氷の槍で扉を突き破る。


同時に飛び込み、部屋中央に一気に走り寄るシャーフィー。


「〈アイスウォール10層〉」


ガキガキガキガキン。


シャーフィーに向かって飛んだ石の槍を、涼の氷の壁が弾き返す。


「ほぉ……」


部屋の右奥で、巨大な箱を操作していた男が、驚いたような声を発した。


「まさか、俺の攻撃が弾かれるとは……。透明の、氷の壁か？　ああ、なるほど。その子らの師匠か」


「ええ、その通りです。弟子を返してもらいます」


灰色ローブを着た土属性魔法使いの言葉に、涼がはっきりと言い返した。


そんな会話を交わしている間に、シャーフィーが、ぐったりしているエヴァンスとルーチェの拘束具を外し、二人を両肩に担いだ。


「させるか！　〈穿うがて〉」


灰色ローブが短く唱えると、四人に向かって数十本の石の槍が飛ぶ。


「〈アイスウォール10層パッケージ〉」


だが、当然のように、全方位に張られた涼の氷の壁が弾き返す。


「呪文詠唱無し？　珍しい魔法ですね」


「お前もな。帝国なら、かの爆炎の魔法使いとその師団が、トリガーワードだけで魔法を発動すると有名だが、お前は……インベリー公国の人間か？　インベリーにそんな魔法使いがいるという情報は、流れてきていなかったが」


ゲッコー商会の子どもたちがインベリー公国の人間であるため、その師匠である涼もそうだと誤解しているようだ。


もちろん涼は、わざわざ訂正してやる気はない。


「情報不足は敗戦への第一歩です、ファウスト・ファニーニ」


「……俺の名を知っているだと？」


「今言ったでしょう、情報の大切さを。そんなことも理解していないとは、此度の戦争、連合の負けですね」


「ほざけ！　ここで、俺がお前を殺せば何の問題もない。逃がしたりはせんぞ」


「逃がす？」


そう言った瞬間、涼の瞳に怒りが奔った。


「弟子にこんなことをされて、逃げる？　あり得ない。全くあり得ない！」


「そうか？　なら死ね。〈押し潰せ〉」


その瞬間、天井から巨大な石の壁が降ってきた。


だが、床に落ちる前に、中央から割れる。四人を守るように生成された、氷の円錐えんすいに突き刺さり、割れたのだ。


「〈アイシクルランス２５６〉」


攻守ところを変えて、ファウストの直上から降り注ぐ二百五十六本の氷の槍。


「〈守れ〉」


上方に次々に生成される石の壁。割れても割れても自動で生成されているようだ。


「数で押し潰します！　〈アイシクルランス２５６〉〈アイシクルランス２５６〉」


前面からの二百五十六本の氷の槍。


間髪を容れずに直上からも降り注ぐ二百五十六本の氷の槍。


だが、ファウストは、前面にも、上方にも石の壁を次々に生成して、涼の飽和攻撃を防ぐ。


「てめえ、こんな力ずくの攻撃しかけて、魔力は足りるのかよ」


「あなたこそ、何度も石壁を張りなおしていますけど、魔力は大丈夫ですか？」


その間も止まらない攻撃と防御。


「まあ、大丈夫じゃないと言われても続けるんですけどね！」


「おもしれえ！　こっちもやってやんよ！」


涼が、〈アイシクルランス〉と〈アイスウォール〉を同時展開。ファウストも、石の壁を守りだけでなく攻撃的に、涼たちに向けて飛ばす。


しかし、その時、ファウストの後ろの扉が開き、一人の男が入ってきた。短く刈り上げた銀髪に、褐色の肌。緑色の目が、整った顔貌かおかたち以上に印象的だ。


銀髪の男は、目の前で派手な魔法戦が繰り広げられているのに、全く驚くことなく、ファウストの後ろにしなやかな足取りで歩いていき、一枚の紙を広げてみせた。


「なんだ？　邪魔するな！」


「最上級優先命令です」


ファウストは、魔法を繰り出しながら、目の前に広げられた命令書を読む。


「は？　即時移動命令？　ふざけんな！　見れば分かるだろうが、戦闘中だ！」


「オーブリー卿からの、最上級優先命令です。すぐに移動を開始してください」


「貴様……」


「あなたを殺して、第三独立部隊の指揮権を奪いますよ？」


「くそ！　分かった！　すぐに移動する。この水属性魔法使いは、オドアケル、お前がなんとかしろよ！」


ファウストはそう叫ぶと、突然、魔法生成をやめた。


「え？」


驚いたのは涼だ。ファウストの後ろの扉から男が入ってきて、その男とファウストが言い合いになっているのは見えていたが……さすがに、いきなり魔法生成をやめるとは思わなかったのだ。


しかも、ファウストは灰色のローブを翻して、銀髪男が入ってきた扉に向かって走っている。


当然、涼は追撃しようと思ったのだが、ファウストのローブから、一粒の光る石が転げ落ちたのに気付き、そちらに一瞬だけ意識が動いてしまう。


先手を取られた。


銀髪男が、涼たちに向かって、八本の短剣を投げる。


「〈アイシクルランス８〉」


当然、迎撃する。


だが、それは陽動。


カキンッ。


銀髪男は、いつの間にか涼の間合いを侵略し、打ち込んだ。それを涼が、村雨できっちりと受ける。銀髪男は、その印象的な緑色の目を見張り、驚いた表情を見せた。魔法使いが、剣で受けるとは想定していなかったのだ。


驚いたのも数瞬。


大きくバックステップし、同時に、再びの投擲とうてき。


涼が村雨で斬り落とす……斬り落としてしまった。


確かに、三本は短剣だった。しかし、残りの二つは……。


「煙玉！」


斬った瞬間、一気に煙が広がり、何も見えなくなった。


「〈アイスウォール10層パッケージ〉」


敵を認識できなくなったら、大切なものを守る。


涼にとって、今ここで最も大切なのは、シャーフィーが抱えるエヴァンスとルーチェだ。他は二の次。


もちろん、積極的な手も打つ。


「〈スコール〉」


一帯を驟雨しゅううが襲う。これで、煙を地面に落とせることは経験済みなのだが……。


「落ちない？　いや、落としても落としても、地面に落ちた玉から煙が……」


暗殺教団が使用していた煙玉よりも、高性能らしい。


涼は待つことにした。推測はしている。おそらく、銀髪男は撤退しただろうと。リスクを負う場面ではない。


一分後。煙がほぼ晴れた。やはり、銀髪男はいない。


「リョウさん、追うか？」


「いえシャーフィー、それはやめましょう」


涼は小さく首を振った。そして、自分が冷静でなかったことを自覚した。


「作戦目的を達成したら、速やかに撤収するべきでした。目的は、エヴァンスとルーチェの救出……二人を確保した時点で、あんな魔法使いと戦わないで撤収すべきだったのです」


「まあ……仕方ないだろう」


「さっきの灰色ローブよりも、今の銀髪男の方が、圧倒的に戦闘慣れしていた気がします……。想定通りに、僕は動かされました」


「今の男は、俺と似た匂いがした」


「え？　暗殺教団？」


「いや、教団じゃない。だが、国が雇っている暗殺者か、破壊工作者みたいな……」


「なるほど」


頷きながら涼は少し歩いて、床に落ちていたものを拾い上げた。それは、黄色に輝く小さな魔石。


「さっき、ファウストが落としていきました」


「そんな小さな魔石を？」


拾った魔石は、とても小さな黄色いものだ。レッサーボアやレッサーラビットのような、『レッサー』クラスの魔物から採れるような……。普通なら、冒険者たちもわざわざ採集しないような、小さな魔石。


「なんでこんなのを持っていたのか分かりませんが……。いや、今、考えることじゃないですね」


涼は小さく首を振って、思考を現状に戻す。


「エヴァンス、ルーチェ、よく頑張りました」


そう言うと、まだ目覚めない二人の弟子を抱きしめた。


その表情には、安堵と共に悔いが見えた。


自分がついていれば守ってあげられたとか、そういうことではない。誰もがいつかは旅立つ。弟子が師の下を離れても大丈夫なように、もっと教えておくべきことがあったのではないかという悔い。


涼は小さく首を振った。


「この街から撤収しましょう。シャーフィーは、二人を担いで『暁の国境団』の人たちと合流してください。僕は、アベルを回収してから合流しますので」


◆


アベルと炎帝フラム・ディープロードの剣戟は、最初の一撃から激しいものであった。


炎帝の打ち下ろし、アベルの受け。前二回と同じ一撃目。


二人の戦闘は三回目だ。お互いの剣筋はもちろん、力、速さ、そして技術も把握している。今さら、様子見をする理由はない。最初から全力戦闘になるのは当然なのかもしれなかった。


アベルに求められた役割が、炎帝を建物からおびき出し、可能ならば他の独立部隊の兵たちも引き付けておく……別に、炎帝と戦う必要はない。ということは理解している。理解はしているが、世界にはままならない事柄もある。


「そう、これは仕方ないことだ」


アベルは、戦いながら小さく呟いた。もし、ここに涼がいて、アベルの表情を見たらこう言ったに違いない。「嬉しそうに見えます」と。


もちろん、アベルは自覚していない。むしろ、厄介で、面倒な相手だと、心の底から思っている。そう、思っているのだ。それは、間違いないのだ。だが……。


「そう、俺の役割だからな、仕方ないな」


そんなことを言いながら戦っている。心の底の底では、はたして……。


攻めと受けが激しく入れ替わる二人の剣戟。


だが、その中で、アベルが顔をしかめた。


炎帝の突き、突き、さらに突き……。前二回の剣戟では一度もなかった、連続突き。


炎帝の剣は両手剣、アベルの剣も両手でも片手でも使える物だ。片手剣や、片手突きとは違い、両手剣での両手突きは、いろいろと特殊だ。


剣の動きとは、流れである。例えば、上方から下方への打ち下ろしは、その技一つで終了ではない。


日本の江戸時代のような、剣の理に『一撃で』などというものが入っていた時代は別だが、戦場においては倒すか倒されるかだ。しかも、敵も味方も一人ではない。もちろん、目の前の敵を倒さねば自分が倒される以上、まずは全力で目の前の敵を倒す。その上で、次の敵へと移っていくのだが……。


それら全て含めて、流れの中にある。


個人戦闘も、戦場全ても。


一撃では終わらない。終われない。


そう考えると、両手突きの尋常ではない側面が見えてこようというものだ。他の攻撃、袈裟懸けだろうが、逆袈裟ぎゃくけさだろうが、横薙ぎだろうが別の何かだろうが、全て、放った後に別の攻撃へと繋げていける。


袈裟懸けで相手の足下まで下がった自分の剣を、横薙ぎに繋げる、あるいは逆袈裟に繋げる……。よくある連続技だ。


だが、突きはそうはいかない。突いて腕が伸びきった状態から、次は、攻撃ではない腕を引き戻す動きになる。無論、突きから横薙ぎに繋げる技も、日本にはあったが……そうするためには、最初の突きの段階から、剣を横に倒して突かねばならない……相手が、左右どちらによけるのか分からない段階で。しかも、腕が伸びきった状態で横薙ぎは、単純に力を籠められない。


かなりの練習をこなさなければ、実戦ではとても使えないのだ。


だから、突きの次の手も突きにする……。ある意味、理にかなっているのかもしれない。


突き、そして引きを、どちらも高速で連続して行うという、かなり難しい話になってくるが……。


「炎帝、連続突きとは小こ癪しゃくだな」


「アベル、褒め言葉として受け取っておく」


アベルの嫌みに、激高げっこうすることなく答える炎帝。


（チッ。冷静になっちまってるじゃねえか。早くねえか、まともになるの。連続突きにしろ、以前のままじゃないってことか）


アベルは心の中で、認識を改めた。目の前の男が、以前よりも成長し、強くなっていると。以前でも化物だった男が、さらに強くなっている……アベルが小さくため息をついたのは仕方なかったのかもしれない。






だが、炎帝フラム・ディープロードも、必ずしも心穏やかではなかった。


冷静さは取り戻している。それは好ましいことだ。だが、それによって、アベルが以前よりも強くなっているのを感じ取っていた。


（このわずか数カ月で何があった？　死線を潜り抜けたか？　強敵と渡り合ったか？　そうかもしれん、そうかもしれんが……それだけでは説明がつかん。いや……俺もこいつも剣士だ。命のやり取りをする剣士……そんなやつらの力が一気に引き上がることがある。それは、認識が改まった時だ）


フラムは、戦いながら、顔をしかめて思考を続ける。


（自分にとって、化物のような剣を見た時、認識が改まる。それまで想像もしなかった剣が存在することを知り、認識を改めざるを得なくなる。多くの場合は、その現実に打ちのめされる。どうあがいても自分が到達できないことが分かるから。だが、本当に強い奴は、打ちのめされても立ち上がる。そして、上に上がろうとする。理屈じゃない。心がそうしようとする。そうしなければいけないと認識するのだ。おそらくこいつは……アベルは、そんな剣を見た。あるいは、そんな戦闘を見た……。なんて羨ましい）


フラムの口から、思わず思考の結果が出た。


「化物に会ったか……化物のような戦いを見たか」


その言葉に、一瞬だけアベルは驚いた。


だが、すぐに意識を目の前の戦闘に戻したうえで、答えた。


「ああ。化物に会って、化物たちの戦いを見た。魔法も剣もな」


アベルがその時思い描いたのは、王都からルンへの帰り道に見せられた、涼と悪魔レオノールの戦闘。アベルは、絶対に手を出さないと誓わされたうえで、二人の戦闘を見た。


まさに、人外の戦いだった。


あんなものを見せられれば……。


「まだまだ上に行けると、認識を改めさせられたぜ」


「そうか。その結果を、俺にも見せてくれよ」


「いいぜ、炎帝。お前も上に上がろうや」


もはや、アベルの頭の中には、炎帝を引き付けておくための戦闘なのだという、戦闘目的は消えてなくなっていた。


良い悪いの問題ではない。それが剣士アベルなのだ……。






涼が、アベルを回収するために兵舎前広場に着いたのは、ちょうどその時だった。そんな涼に気付いたのはアベルではなく……。


「おい、あんた。今、兵舎から出てきただろう」


「独立部隊の制服でも、この街の守備兵でもない。もちろん俺たちの仲間でもない」


「つまり、敵ってことね！」


アベルと炎帝の戦いを見守っていた七人が、兵舎から出てきた涼に真っ先に気付いた。


「風よ　その意思によりて敵を切り裂く刃となれ　〈エアスラッシュ〉」


「〈アイシクルランス〉」


七人のうちの一人、風属性魔法使いが放った〈エアスラッシュ〉を、涼は〈アイシクルランス〉で迎撃した。


「えっ……」


「氷の槍で迎撃って……」


「まさか……」


「いや、赤い仮面とマントはつけていないが……」


「……赤の魔王か？」


七人は、驚きながら、それぞれに思ったことを呟いた。それに対する涼の答えは。


「会いたかったよ、部下の諸君！」


どこかの宇宙戦艦アニメに出てくる、青白い肌の敵総統のようなセリフを吐く涼。口調からして、いつもの抜けた感じではなく三流俳優のような……。


そう、とっても大げさで、なんとも胡散臭うさんくさく、すごくわざとらしい。


「くそっ」


小さく悪態をついて、剣士と槍士が、一気に間合いを詰めた。


『赤の魔王』の強さは知っている。前回、弄もてあそばれた後、氷漬けにされたのだから。だが、赤の魔王が魔法使いであることも分かっている。であるなら、間合いを詰めて近接戦に持ち込めば、あるいは……。


そう考えたのだ。


「〈アイスウォール５層〉」


だが振り下ろした剣、突き出した槍は、涼が張った氷の壁に弾かれる。


「からの、〈アイスバーン〉」


弾かれて、後ろにたたらを踏んだ二人は、氷の床で滑って転んで立てなくなった。


「魔王！　卑怯だぞ！」


立ち上がれず、叫ぶ剣士。


「愚かなり人間ども。卑怯こそ、最上級の褒め言葉と知れ！」


涼が、滑り続ける剣士と槍士に向けて、魔王的セリフを発している間に、後方の魔法使い四人が詠唱を終えていた。


「〈ファイアージャベリン〉」


「〈ソニックブレード〉」


「〈ストーンレイン〉」


「〈ツインソニック〉」


全てが、本来なら面制圧用に広範囲に分裂する攻撃魔法だ。それを、涼に向けて一点集中で放つ。火属性、風属性、土属性、そして、風属性の上級範囲攻撃魔法。


おそらく、前回〈バレットレイン〉を放った女性の風属性魔法使いが、最後の上級範囲攻撃魔法を放ったのだろう。炎帝フラム・ディープロード直属の部下たちは、間違いなく、優秀な魔法使い集団と言える。


だが相手は涼だ。


「〈ドリザリング〉」


霧雨きりさめと名付けられた、ほぼ不可視で展開される無数の水の盾。空気中の水蒸気一つ一つが重なり合い、魔法攻撃がぶつかると、対消滅の光を発して消えていく。相手の魔法を道連れに。


かつて、暗殺教団の首領『ハサン』との戦闘中に編み出された〈アイスシールド改二〉をさらに洗練させ、名前も付け替えた涼の防御魔法だ。


涼の前面に展開された、幾層もの、数千もの水蒸気を抜くことなど当然できずに、四人の全ての攻撃魔法は消滅した。


「馬鹿な……」


それは、誰が発した言葉だっただろうか。


誰が発したものであったとしても、全員の思いであるのは確かだ。


正確に、何が起きたのかを理解している者は、涼の他にはいない。だが、何か圧倒的な、だが、理解できない魔法によって、攻撃魔法全てが消滅させられたのは分かる。


以前のように、氷の槍で迎撃されるのであれば、ここまで衝撃を受けることはなかったかもしれない。なぜ自分たちの魔法が通じなかったのかが、視覚的に理解できるからだ。


しかし、今のは……。


「いずれは、もっと長い時間でも待機できるようにして、機雷みたいな使い方をしたいですね。持続時間が十秒というのは短かすぎです」


涼自身は、まだまだ不満なのだ。最長で十秒しかもたないというのでは、放たれる直前に、毎回展開しなければならない。それは、とてもめんどくさい。


「最終的には、自分の移動に合わせて動くというのが理想でしょうか」


そんなことを、ぶつぶつと呟く涼。


独り言なために、魔王的セリフではなく、いつもの口調に戻っている。


呆然とする魔法使い、出番のない盾使い、そして氷の上で立ち上がれない剣士と槍士。七人全員が、声も出ない。


そんな中、涼はふと我に返った。


「忘れていました、アベルの回収をしなきゃ」


呆然自失の七人を一度見て、涼は唱えた。


「〈スコール〉〈氷棺７〉」


こうして再び、ジマリーノの街に、七本の氷の柱が生まれた。


「そうそう、言っておきたいのですが、赤の魔王というのは不満です。見ての通り、僕は水属性の魔法使いですからね。青の魔王とか、水の暴君とか、氷の覇王みたいなのがいいです。その辺で広げてくださいね」


涼は、きちんと要望を伝えた。


七人の部下たちは氷漬けになっているが、骨伝導的な感じで、音は聞こえるはずだ。だから、要望は伝わったに違いない。


涼は、満足したように、氷の柱の一つをぺしぺしと叩いた。


だがそれで、さらに思い出したことがあった。涼の周り、そして手を出していないがアベルと炎帝の周りは、独立部隊の兵によって囲まれているのだ。


「〈アイスバーン〉」


当然のように、地面に張られる氷。


当然のように、滑り始める兵たち。


当然のように……その地獄絵図は広がっていく。


だが涼は、戦っているアベルと炎帝を除けば、たった一人だけ滑らず、立ち続けている男がいることに気付いた。もちろん動けてはいないのだが、驚くほどのバランス感覚と、鍛えられた体幹を持っているに違いない。


そして、その銀色の髪を短く刈り上げた、緑色の瞳の男が誰なのかにも気付いた。


「さっき、灰色ローブ……ファウストに情報を持ってきた男ですね」


涼を翻弄して、離脱していったのだが、ここに来たということは、炎帝フラム・ディープロードにも伝えることがあるということなのだろう。


涼は、ゆっくりと銀髪男に向かって歩き始めた。


一面、氷の張られた地面に、数百人の兵が座り込み、あるいは寝転がっている。どちらも、立ち上がるのを諦め、動くこともない。


そんな中を、ただ一人歩く、ローブの魔法使い。


それは、とても抒情的じょじょうてきな光景であった。


銀髪男は、すぐに涼が近付いてくることに気付いた。剣を抜く。だが、それ以上は動けない。ほんの僅かでも、両足にかかっている荷重バランスを変えれば、転倒することを理解しているからだ。


だが、このまま近付かれれば……。


「あなたに危害を加えるつもりはありません」


涼の言葉が響く。


辺りに響く音は、二人の剣士の剣戟の音だけ。


座り込む者たちは、音はもちろん、声すらも上げていない。もう、全てを諦めたかのように……。


涼の言葉に、銀髪男はどう反応しようか一瞬迷ったようだが、動くのは諦めた。だが抜いた剣は、油断なく構えている。


「僕の目的は、あの剣戟を終わらせて、うちの剣士を回収することです。あなたの目的も、剣戟を終わらせて炎帝を移動させることでしょう。違いますか？」


涼の問いに、銀髪男は無言のまま答えない。


「いいでしょう。この場合、沈黙は肯定と認識します。そうであるのなら、今さら戦う必要はありません。僕と剣士がこの街を脱出したら、全員を解放すると約束しましょう。ただし、条件が一つあります」


涼の約束に、銀髪男の眉がピクリと動いた。飲めない条件であれば……。


「あなたの名前を聞かせてもらえますか？」


「なに……？」


想定外の質問に、思わず答えてしまう銀髪男。


「うちの暗殺……いえ、元暗殺者が、同じ匂いがすると言っていました。つまり、連合の情報部とか破壊工作部とかそういう人なんでしょう。あるいは諜報部？　いや、まあ、その辺です。で、名前を聞かせてもらえますか。ちなみに僕は、ナイトレイ王国の涼です」


「王国……もう来ていたのか」


銀髪男の呟きは、辛うじて涼の耳にも届いた。


「いえ、まだ来ていませんよ。僕が来たのは、おたくの灰色ローブ……ファウストが、僕の弟子に手を出したからです。レッドナルを落とした時に、民間人であるにもかかわらず捕虜にし、あまつさえ、拷問まがいの方法で魔力を吸い出しました。ルーチェなんてまだ十歳なのに！」


言ってるうちに、思い出したのだろう。涼の感情が激しくなる。


それは、銀髪男以上に、周りに座り込んでいる兵士たちを恐れさせた。これほど広範囲の地面を凍らせる魔法使いが怒れば……自分たちの身に不幸が降りかかるのではないかと。


涼は、一つ深い呼吸をすると、言葉を続けた。


「すいません、少し興奮してしまいましたね。それで、あなたのお名前は？」


「オドアケル」


「なるほど、オドアケルさんですね。さっきのファウストや、この炎帝たちは、この後どこに移動するのかというのは教えては……」


「軍機だ、言えない」


「でしょうね」


顔を強張らせて、答えを拒否する銀髪の男オドアケル。想定通りであるため、肩をすくめて受け入れる涼。


「まあ、いいです。どうせ、インベリー公国内の戦場に転進するのでしょう？　後で、僕も行きますから」


「なに？」


「ファウストが、弟子にしてくれた落とし前を付けにいきます。当然でしょう？」


涼は、いっそ笑いながら答えた。


だが、その笑いには、感情が籠もっていない。


涼のことをよく知らないオドアケルですら、その笑いは、怒りが沸点を越えた末に出たものであることを、理屈によらずして理解させられた。






涼はようやく、剣戟が続く二人の方を見て言う。


「アベル、そろそろ帰りますよ」


「マジか……今、すげーいいところなんだが……」


涼が、まるで子どもに帰宅を促す親のように言い、アベルが悪ガキのような返答をする。


「さすがに、街の守備兵が追加で来そう……と思っていたら、来ちゃいました」


兵舎前広場のさらに外に、陽動作戦で街の反対側に釣られていた守備兵たちが到着した。当然、彼らは、地面に座り込んだ独立部隊の者たちを驚いたように見ている。


「〈アイスバーン〉」


涼が唱えると、氷の床がさらに広がり、到着したばかりの守備兵たちも次々に転び始めた。


「責任は全てアベルにあります、すいません」


「俺のせいかよ」


「アベルがさっさと切り上げてくれれば、彼らは平和なままでいられたのです」


「いや、さっさと切り上げろと言うが、炎帝って強いんだぜ？」


簡単に切り上げることなどできないと主張するアベル。それを聞いて、小さく首を振る涼。


新たに滑り始めた守備兵たちから、声が聞こえてくる。


「くそっ」


「何これ、立てない」


「うぐっ、うぉっ」


「聞いたことがあるぞ。これって……」


「あの時、二度と経験したくないって思ったのに、俺はまた……」


「ああ、懐かしいな……」


後半は、数カ月前にも〈アイスバーン〉を経験した者たちの嘆きのようだ。


諦めの境地は、郷愁きょうしゅうを呼び起こすらしい。


「世知辛い世の中です」


他人事のように呟く、水属性の魔法使いが一人……。


しかも言葉の用法として、はたして正しいのかどうか……。






「はあ……仕方ないか」


アベルはそう呟くと、炎帝の剣を大きく払って後方に跳んだ。


「〈アイスウォール５層〉」


間髪を容れずに、涼が氷の壁で二人を分ける。


カキンッ。


「アベル、逃げるのか！」


氷の壁が張られたのを理解したうえで、炎帝が突く。そして弾かれ、叫んだ。


「悪いな炎帝。続きは、また今度な」


アベルは肩をすくめながらそう言うと、涼の元に歩き始めた。


「次に会った時は、絶対に殺す！」


「おう。楽しみにしてるぜ」


炎帝が叫び、アベルが手をひらひらさせてバイバイする。


涼は、二人の会話を聞いてアベルに言った。


「アベル、僕らはいったんここを離れますが、後でこの人たちを追うことになると思います」


「ん？　どういうことだ？」


「ファウスト……例の子どもたちを攫った魔法使いですが、とどめをさせませんでした。そして彼も、この炎帝らと共に主戦域に行くっぽいのです。当然、後を追って、叩き潰します」


「お、おう。まあ、とりあえずは撤収しようか」


涼の迫力に押され、撤収を提案するアベル。


そして二人が去ってしばらくして、ようやく氷の床は解除されたのであった。


◆


ハンダルー諸国連合とインベリー公国の国境から、インベリー側に三十キロ入った地点。


連合の主力軍は、さらに南下を続けていた。


率いるのはオーブリー卿。国政を取り仕切るトップ自らが、最高司令官として軍を率いている。


皇帝や国王が自ら軍を率いての遠征であれば、親征という言葉を使うことがある。だが、オーブリー卿は、皇帝でも国王でもない。


ハンダルー諸国連合はその名の通り、諸国の連合国家だ。


その中心は、十人会議と言い、連合の中心となる十か国を代表する人物たちで形成されている。その十人会議から、執政ならびに、戦時の独裁官として任命されたのが、オーブリー卿である。


会社で言えば、オーブリー卿が社長兼ＣＥＯで、十人会議が株主であろうか。


十年前、オーブリー卿が執政、独裁官に任じられた。


その時、オーブリー卿と十人会議の力関係は、圧倒的に十人会議の方が強かった。十人会議が、執政、独裁官の任命権を持っているのであるから、当然といえば当然だ。


だが、その後の十年間で力関係は逆転し、今や、連合でオーブリー卿の権勢にたてつくものは誰もいない。


どうやって十人会議の力を削いだのか？


そもそも、十人会議のメンバーは、連合を構成する各国の国王や大公など、いわゆる国主だ。


彼らはこの十年の間に、ただ一人を除いて、全て代替わりをした。


ある者は病で命を落とし、ある者は暴漢に襲われて帰らぬ人となり、ある者はクーデターまがいの事件に巻き込まれてこの世を去った。


もちろんそれらが、裏でオーブリー卿が糸を引いた結果起きた、という証拠は何もない。何も無いのだが……新たに十人会議の席に着いた者たちは、オーブリー卿と敵対することを避けた。


つまるところ、オーブリー卿の軍門に下り、自国内でのトップの座を維持することで良しとしたのだ。


十年前に起きた、ハンダルー諸国連合とナイトレイ王国の全面戦争、いわゆる『大戦』において、連合は大敗した。


だが、『大戦』の中で、局地的には連合が勝った戦闘もあった。その、連合が勝った戦闘の多くで軍を率いていたのが、当時三十代のオーブリー卿。本来、オーブリー卿は、政治の人ではなく戦場の人。


どんな世界でも、有名人には二つ名がつく。


「神様」、「天才」、「皇帝」、「将軍」、「フライングダッチマン」など……あるいは「爆炎の魔法使い」と。


そして、オーブリー卿についた二つ名は、ただこれだけであった……「名将」。






「閣下、あれがクルーの街です。ということは、インベリー国境から三十五キロ入って来たのですが、組織的な抵抗は全くありません。これはいったい……」


「ランバー、インベリー公は、焦土戦を展開しているのだ。自国の全てを犠牲にしてでも、絶対に屈しない……そういう決意の下に戦っている。愚かではあるが、恐ろしい戦略でもある。実際に、これまで占領した街にも村にも、人はもちろん食料も何も残っていなかったであろう？　さすがに、井戸まで潰していたのは驚いたがな」


そういうと、オーブリー卿はうっすらと笑った。


連合と公国の国力比は二十対一、公称戦力比は十五対一。


『大戦』で負けたとはいえ、連合は腐っても三大国の一つ。公国は、まともに戦っては戦にならないのだ。まともでダメなら、尋常ならざる手を打つしかない。


そこで選択した戦略が、焦土戦略。


焦土戦略とは、敵を自国深くまで引き込み、補給線を叩き、疲労させ、限界に達したところで反撃して叩く。そういう戦略だ。


だが、この戦略には、どうしても避けられない、そして非常に大きな問題点がある。それは、敵を「自国深くまで引き込む」という点だ。それはつまり、一時的とはいえ、自国の土地あるいは国民の多くを、敵の手に委ねるということ。食料は全て奪われ、住む家も破壊され、国が守るべき民も敵の支配下に置かれる……彼らは、ひどい目にあうかもしれない。


それほどの犠牲を出してまで勝利を掴む戦略……文字通り、最終的な勝利のために、国を焦土と化す戦略、それが焦土戦なのだ。


焦土戦を成立させるためには、ただ自軍を引き、進路上から食料などを無くすだけではダメだ。絶対に必要なのは、敵の補給線を叩くという行為。


つまり公国軍は、前線と連合本国との間のどこかで、補給部隊を攻撃する……それは、絶対に起きる現象だ。


そして、それこそがオーブリー卿の狙いでもあった。


問題はどこで狙ってくるか？　そして、いつ狙ってくるか？


どこで狙ってくるかというのは、ある程度は絞り込める。奇襲に適した地形というのは決まっている。補給路を上手く策定すれば、そうそう多くはならない。


問題は、いつ狙ってくるかだ。早ければ早いほど対処しやすい。時間が経てば、当初の緊張感が薄れ、対処に失敗する可能性が出てくる。


では、どうやって早く食いつかせるか。


その方策の一つが、先鋒の進軍速度の向上であった。


連合軍の先鋒は、全て騎馬。歩兵とは比べ物にならない速度で、一直線に公都に向かって進軍する先鋒部隊。つまり、さっさと補給部隊を襲わないと、公都が陥落してしまうぞ……そう脅しているのだ。


もちろん、公都を落とせば連合の勝ち、戦争終了というわけではない。


そういうわけではないが、都というのは国の象徴である。そこを敵に奪われたままであると、インベリー公の求心力は、急速に落ちていくであろう。


焦土戦であるため、いずれ反撃するにしても、反撃に協力してくれる諸侯、あるいは国民が残っているか……そういう問題にもなってくるのだ。であるならば、公都の陥落はできるだけ避けたい。


あるいは、よしんば陥落するにしても、最終局面付近までは残しておきたい。


公都は、最後に切るべき大駒なのだ。将棋で言う飛車や角、チェスで言えばクイーン。序盤で、早々に取られれば、勝ちなどおぼつかない。


「インベリー公は、全てを犠牲にしても我らの軍門に下る気はないだろう。だが、諸侯や国民には、はたしてそこまでの気概があるかな？」


オーブリー卿の独り言は、隣にいたランバーの耳にだけ届いていた。


◆


公都アバディーン公城の一室。


「連合軍の進軍速度は、想定した中でも最悪の速度です……」


ジョゼッペ・サリエリ情報部長官は、そう言って報告を締めくくった。


報告を聞いていたインベリー公ロリス・バッジョは、終始顔をしかめている。


他の部下たちの前ではこういう顔はしない。いかにも「全て想定の範囲内だ。心配するな」と言わんばかりの、堂々たる立ち居振る舞いなのであるが、長い付き合いのサリエリ長官一人だけであれば、素が出てしまう。


「奴ら……先鋒部隊だけで、我が軍全軍の三分の一に達するとは……」


「先鋒部隊は約三千人。騎士だけではなく、冒険者なども馬に乗せて進軍しているようです」


ロリスが絞り出すように言った言葉に、最新の情報も合わせて告げるサリエリ長官。


「連合が、帝国と王国それぞれの国境に軍を割いていても、それらはおそらく二線級以下の者たちで、精鋭はこの戦いに投入しているでしょう。『連合と言えば剣と槍』……昔から言われる通り、物理職の強さは帝国に匹敵します。おそらく、この先鋒部隊も……」


「ああ、分かっている。下手をすれば、この先鋒部隊だけで公都が陥落する可能性があると言いたいのであろう？」


「はい。もちろん、グリーンストームがあるために、そう簡単ではないでしょうが……」


「あれとて、何発撃てるのか、どれほどの耐久性があるものなのか、誰にも分からん代物だ」


そこまで言って、ロリスは大きく深いため息をつく。


そして続けた。


「急襲部隊の動きを早めるしかないのか」


その顔には、深く、苦悩が刻まれていた。


◆


国境から、公国側に二十キロほど入った街道。そこを、連合軍の補給部隊が南下していた。軍用荷馬車十五台、護衛部隊約六十人。


ここで、開戦して初めての大規模戦闘が行われることになった。


連合軍補給部隊に向かって、一斉に矢と攻撃魔法が飛ぶ。


「敵襲！」


間髪を容れずに、補給部隊内から上がる声。


「来たな。ウインドジャマー展開。狼煙のろしを上げろ」


護衛隊長の号令が伝わり、各荷馬車にわざわざ一人ずつ乗せられている魔法使いたちが、手元の錬金道具に魔力を流す。すると、薄い風の膜のようなものが荷馬車を包むように展開した。これが、ウインドジャマーである。


同時に、各所から狼煙が上がった。それは、補給部隊が襲われたことを知らせる狼煙。当然、その狼煙を見て連合軍が集まってくることになる。






連合軍の補給部隊が狼煙を上げたのは、公国軍急襲部隊からも当然見えていた。


連合の援軍が来る前に補給物資を焼く。それが彼らの役割だ。元々、時間との勝負であることは分かっている。


「急げ！　火矢を射かけろ。魔法使いも、火属性は荷馬車を攻撃しろ」


部隊長の指示に従い、荷馬車ごと補給物資を燃やすべく、攻撃対象の徹底が指示される。


補給物資を焼くため、火矢、あるいはファイアーボールなどが荷馬車に向かって飛んだ。


狙い違わず着弾……する前に、荷馬車に届く前に、何かに弾かれた。


「なんだと！」


全ての火矢と火属性魔法が弾かれる。


急襲部隊長は、意見を求めて隣にいる魔法隊長を見た。


「あれは、〈風の防御膜〉に似ています。錬金術で再現したのかもしれません」


魔法隊長の言葉は、部隊長を絶望の淵に陥れた。


〈風の防御膜〉とは、ワイバーンの体表に発生している、あらゆる物理攻撃と魔法攻撃を防ぐ魔法だ。それが常時発生しているために、ワイバーン討伐は驚くほど難しい。


魔物でなくとも、国宝級のアイテムで疑似的な〈風の防御膜〉を生成するものがある。王国のウィットナッシュにあるものが有名だが……そんなものがここにあるというのか。


そうなると遠距離からの攻撃は、物理も魔法も全て効かないということになる！


「くそっ。近接戦だ！　時間が無い、急いで倒すぞ」


部隊長の顔を、焦りが支配しつつあった。






対する連合軍補給部隊。


護衛隊長の指示に従い、全ての荷馬車でウインドジャマーが展開された。


ウインドジャマーは、半径五メートルのドームを形成し、その表面が劣化版〈風の防御膜〉となる錬金術だ。


もちろん製作者は、フランク・デ・ヴェルデ。


劣化版の意味は……。


〈風の防御膜〉を生成すると知られるウィットナッシュのアイテムは、魔法使いが微量の魔力を流し続けるだけで、ほぼ全ての魔法攻撃と遠距離物理攻撃を防ぐことができる。


だが、この荷馬車たちが積んでいるものは、各荷馬車にいる魔法使いたちが微量の魔力を流し続ける点は同じであるが、生成される「膜」の寿命が、最長でも一時間、威力は本来の物の十分の一程度の効果なのだ。


フランク・デ・ヴェルデほどの天才錬金術師であっても、さすがに、人工ゴーレムの開発と並行して、しかも開発期間極少となれば、この程度の性能なのは仕方ないであろう。


とはいえ、そもそも現代の錬金術師たちの誰も、劣化版レベルであってさえ、この〈風の防御膜〉の再現はできていないのだから、片手間でそれを成してしまうフランクの能力は、異常だと言える。


そんなウインドジャマーが展開され、護衛部隊も全員ジャマーのドーム内に入っている。


ドーム内にいる限り、遠距離攻撃の心配はない。であるなら、公国軍が次にとる術は近接戦しかないのだ。


「来るぞ！　防御に徹せよ。時間さえ稼げば、我らの勝利だ」


そう、倒す必要はない。


彼らが引きつけている間に、援軍によって、襲ってくる公国軍を外から、逆に包囲殲滅する展開がなされる。


むしろ、さっさと去られる方が困る。


遠距離攻撃が止んで数秒、護衛隊長は緊張して祈った。


公国軍が去らないことを。


近接戦を挑んできてくれることを。


そして、鬨ときの声が聞こえ……想定通り、公国軍は近接戦を挑んできた！


護衛隊長は、笑みを浮かべるのであった。


◆


「閣下！」


慌ただしく、補佐官ランバーが天幕の中に入ってきた。


「どうした？　インベリー公が降伏でもしたか？」


「そんなこと、絶対起きないのはご存じでしょうに」


オーブリー卿の冗談に、呆れるランバー。


「驚くことなど、それくらいしかないであろう？」


「はぁ……。報告いたします。公国内二十キロの地点で補給部隊が襲われました。ですが、当初の作戦通り、襲ってきた敵急襲部隊を包囲殲滅。味方の損害死者二名、重傷者六名。敵は死者三百名を超えている模様です」


ランバーのその報告に、オーブリー卿はほんの少しだけ口角を上げて答えた。


「ふふふ……想定通りとはいえ、策が決まるとやはり気持ちいいな。さて……これで、公国が取れる手はかなり減ったぞ。もう一、二回は補給部隊を狙うかもしれんが、今回投入したのが急襲部隊の中では最精鋭だろう。次回以降は、今回より難しくなるぞ？　どうする、インベリー公」


後半の呟きは小さすぎて、ランバーにも聞こえなかった。


「インベリー公は、どうするでしょうか」


「さあな。だが、あてにするものは、もはや一つしかない」


「他国の援軍ですか」


ランバーは頷きながら答える。


「そうだ。正確には王国からの援軍だ。無論、現在の王国には、騎士団を含め正規軍を送る余裕はない。となると、冒険者による義勇軍の派遣だ。王国各地から、国境に向けて冒険者が送り出されているそうだ。ルンの街を発った冒険者を率いるのは、かのマスター・マクグラスらしいぞ」


「まさか、再び出てくるとは……」


ランバーは顔をしかめる。


対するオーブリー卿は、先ほど以上に、口角を上げて明確に笑った表情になる。


「戦というものは、戦場に到着する前に、九割方決着はついている。大軍を鍛え、揃え、展開し、補給を調え、優秀な前線指揮官を任命する。それだけだ。戦場での戦いなど、ただの確認作業に過ぎない」


「先の『大戦』時、その確認作業とやらで、何度も戦況をひっくり返してしまった閣下に言われたくはないと思いますが……」


ランバーの呆れた言い方に、オーブリー卿は少しだけ笑う。


「そういう場合があるのも事実だ。あるいは、わずか数人の英雄によってひっくり返される場合もあるしな」


「マスター・マクグラスら、ですな」


三度頷いてから、オーブリー卿は呟いた。


「王国冒険者も、国境の突破に手間取れば、インベリー公の死体とご対面ということになるかもな。戦は、戦う前から始まっているぞ……ヒュー、そして王国冒険者、さあ、どうする？」


◆


ジマリーノの街で、子どもたちを救出した涼たちは、王国国境の街レッドポストに帰還した。協力して、護衛魔法使いナラを救出したフローラたち『暁の国境団』は、ジマリーノの街を出た後、連合の他の街に移動していった。


「弱きを助け、強きをくじく義賊ですから」


涼が、偉そうに両腕を組んで頷きながら、去っていった『暁の国境団』を思って言った。


「義賊……ねぇ……」


「本当に、アベルは義賊を受け入れられない人ですね」


アベルが懐疑的な口調で言い、涼が小さく首を振ってアベルをなじる。


アベルは以前から、彼らの義賊的行為に批判的なのだ。


「悪い奴らへの懲罰は、きちんとした司法機関がやるべきことだろう？　一歩間違えば私刑になるからな」


「仕方ないのです。悪い人たちは、偉い人たちと繋がっているものなのです。お金の力で、罪を逃れようとする彼らを、義賊が罰する。そう、全ては虐しいたげられた国民のためなのです！」


なぜか右拳を空に掲げて言い切る涼。


義賊肯定派の涼と、義賊否定派のアベル。考え方は人それぞれなのだ。


「まあ、僕に関係のないところで、勝手にやってくれればなんでもいいのです」


「本音はそれじゃないか……」


「当然です。僕は他にやるべきことがたくさんあります。とりあえず、子どもたちは助かってよかったです」


「まあな」


◆


「マックスさん？」


子どもたちの元に戻った涼とアベルは、以前見た覚えのある顔が、新たに加わっているのを確認した。


それは、ゲッコー商会護衛隊長マックス。マックスは、涼を見るとすぐに傍らまで歩いてきて、深々と頭を下げた。


「子どもたちを救ってくれて感謝する」


「ああ、いえ、師が弟子を救うのは当たり前ですから」


涼は笑顔で答える。


「だが、水属性魔法使い以外の子どもたちも救ってもらった」


「子どもたち同士、仲間ですからね。それも当然です」


水属性魔法を使えない子たちは救わない……などということはあり得ない。涼からすれば当然のことだ。そんなことよりも……。


「マックスさんが来たってことは、子どもたちが攫われたという話は、ゲッコーさんにまで伝わっていたんですね」


「ああ。すぐに、直属の護衛隊を率いて国境に行けと言われて、俺が率いてきた」


マックスの説明に、涼は大きく頷いた。ゲッコーは、部下をとても大事にする。人材こそが商会の基盤であることを理解しているからだ。


「子どもたちは大丈夫です。もう少し落ち着いたら、王国南部ルンの街に送り出そうと思っています。最も信頼する人たちに任せて」


「ルン！　それは奇遇だな。ゲッコー商会は、ルンの街に王国本店を立ち上げる準備をしているはずだ」


「なんですと……」


「今回の連合の侵攻で、インベリー公国は焦土と化すだろう。そこからの復興には、特に農業大国でもある王国からの物資が非常に重要となる。それを安定的に確保するために、王国にも大きな拠点を造ろうと。それも、政治的に最も安定している南部がいいだろうということで、ルンに本店、アクレに支店を造っているところだ」


「さすがゲッコーさん」


マックスの説明に、涼は感心して頷いた。


公国の復興の役に立つのは当然だが、同時に今まで以上に商会としての利益にもなるだろう。隣国での戦後復興で好景気になるというのは、歴史的にもよくある話なのだ。


だが、それは一時的にだ。


地球においても、一九一八年に終結した第一次世界大戦後のヨーロッパの復興で、輸出元となったアメリカが好景気に沸き、「狂騒の二十年代」と呼ばれたことがあった。


ヨーロッパは、大戦によって全土で工場が破壊されたため、生活必需品も含めてアメリカからの輸入に頼る必要があった。アメリカにしてみれば、突如ヨーロッパ全土が、新たな市場となったのだ。作れば作るほど売れる。一般向けの製品はもちろん、復旧させる工場で使うための機械類も、ヨーロッパに向けて輸出しまくった。


それが、狂騒の二十年代。


しかし、ヨーロッパで工場が稼働し始めれば、アメリカからわざわざ輸入する必要はなくなる。だがアメリカ国内には、ヨーロッパにまで輸出するために増えた工場が数多くあった。


品物が余る。生産力も余る。労働者も余る。


余れば価値が下がる。物の価値が下がった。


足りなければ価値が上がる。お金の価値が上がった。


そして、かの有名な「世界恐慌」へと陥っていった……それが、一つの側面。






涼は小さく首を振って、思考を地球の歴史から『ファイ』に戻す。


「それでゲッコーさんは、まだ公国内に？」


「いらっしゃる。国の事業を請け負っているので、まだ出られんのだ。我々も、子どもたちが無事なら、すぐに戻る予定だ」


「なるほど。先ほども言った通り、子どもたちは大丈夫です。最も信頼する人たちに、ルンの街に送ってもらいます。新たな拠点をルンに造っているのであれば、そちらに連絡してもらえると助かります」


「承知した」


こうして、子どもたちの安全に関して、道筋がつけられた……。






ジマリーノから戻って三日後。


レッドポストの街から、四台の馬車が出発しようとしていた。


中には、ゲッコー商会に所属する子どもたちが乗っている。馬車は、王国南部ルンの街に向かう。


「いいね、みんな。お兄さん、お姉さんたちの言うことをよく聞くんだよ」


「はい、リョウ先生」


涼の言葉に、笑顔で頷く子どもたち。


元々は、水属性魔法を使える五人の子どもたちが、涼を先生と呼んでいたのだが、いつの間にか他の子たちも、「リョウ先生」と呼ぶようになっていた。


四台の馬車には、一人ずつ大人が乗っている。一人を除けば、とても涼が信頼する冒険者たちである。


「リョウさん、なんか俺だけ、評価が低くないか？」


シャーフィーが、不満そうに述べる。彼が、除かれた一人だ。


「シャーフィー、信頼は、実績によってのみ積み上げることができるのです。頑張ってください」


「ああ……分かり、ました……」


涼の言葉に、不満を持ちながらも頷くシャーフィー。


そして、涼は、信頼する他の三人の方を向き、頭を下げた。


「子どもたちのこと、よろしくお願いします」


「ええ、任せて」


「うん、大丈夫だよ」


リーヒャとリンが請け負い、ウォーレンも笑顔で無言のまま頷いた。


『赤き剣』の三人に、涼は子どもたちを預ける。間違いなく、王国においてトップクラスの引率者たちだ。


「では、出発する」


先頭の馬車を操るシャーフィーが言うと、馬車に乗る子どもたちが涼に向かって手を振った。


「せんせ～い、いってきま～す！」


「いってらっしゃ～い！」


子どもたちに向かって手を振る涼。


その目から、一筋の涙がこぼれた。


◆


「行ってしまいました」


「そうだな」


涼と共に、『赤き剣』の中で、ただ一人残ったアベル。


「アベル、本当に良かったんですか、一緒に戻らなくて」


「ああ。俺も戦場に行く」


「僕は、例の灰色ローブ……ファウストに落とし前を付けさせるので仕方ないですけど、アベルはわざわざ戦場に行く必要はないでしょう？」


「なんというか……経験を積んでおきたいんだ。戦場を見ておきたい」


涼の問いに、アベルは頬を指でかきながら答えた。


涼は信じたくないのだが、アベルは現国王スタッフォード四世の次男らしい。


長男である王太子はとても優秀であるが、体が非常に弱い。そのため、国王になっても自ら軍を率いることは困難であろうと言われており、次男であるアベルが王弟として軍を率いることになる予定だ。


アベルは大規模な戦場を経験していない。紛争程度、あるいは盗賊討伐などなら何度もあるが……。そのために、今回の王国の介入では、自分も戦場に赴き、その場を経験したいと考えていた。


「戦場では何が起きるか分かりませんよ。大丈夫ですか？」


「正直、分からん。だからこそ、経験しておきたい。将来、部下たちを戦場に送るのにも、戦場がどんなものか知っておいた方がいいだろう？」


「部下って……ああ、また例の、国王陛下の次男様設定ですか。いつまでも、僕は王子様～という歳でもないでしょう。困ったものです」


涼はそういうと、わざとらしく深いため息をつき、やれやれといった感じで肩をすくめる。


それを見て、アベルはイラッとした。


◆


「なあ、リョウ」


「なんですか？　また、お金？」


「いや、金せびったことないだろ！　って、これ、前もやらなかったか？」


「同じネタを何度もやるのは仕方のないことなのです……新しいネタを作るのも大変なのですから」


「なんだよネタって……そもそも、リョウはなんだよ……」


アベルは脱力したように言って、さらに言葉を続けた。


「リョウは前回、インベリー公国に行った時に、お金を下ろし忘れたんだよな？」


「ええ……あれは悲しい思い出でした。そのせいで、暗殺者の村を壊滅させることになったのは残念です」


涼はそう言いながら、首を横に振る。


「暗殺者の村……そんなのがあるのか……」


「暗殺者の村は、王国東部にありました」


「王国？　王国東部ってどういうことだ！」


涼の情報に、アベルは激烈に反応した。


自分の国に暗殺者の村があったと言われれば、アベルの反応は当然だろう。


「そんなに激しく言わないでください。彼らも生きていかなければいけないのですから、仕方ないのです」


「いや、そういう問題なのか……」


「職業に貴賎なし。暗殺者だからといって、下に見るのは感心しませんね」


「うん、絶対そういうことじゃないと思うんだ」


二人はそんな話をしながら、宿の食堂に入る。


昼食にはまだ早いため、コーヒーを飲みながらの作戦会議だ。


「ファウストの息の根を止めるために戦場に行くにしても、具体的にどうすればいいですかね」


「そもそも、インベリー公国内で、戦闘がどう推移しているかの情報を俺たちは持っていないからな。具体的に、どの街を目指していけばいいのかすら、分からん」


涼もアベルも、小さくため息をつき、首を振る。


その時、宿の入口付近が騒がしくなった。


二人がいる宿の食堂は、その入口に近いため、すぐに気付く。


「冒険者ギルドの、傭兵依頼を受けた連中が着いたんだろう。王国中から集まってくるはずだ」


「冒険者、特に前衛は、ああいう騒々しい人が多いですよね」


涼はそう言うと、目の前に座る前衛剣士アベルを見る。


「おい、それは俺のことか？」


「いえ、別に……」


アベルが顔をしかめて言い返し、涼はスッと目を逸らす。


すると、騒々しい人の中から声が聞こえた。


「アベル、か？」


アベルはその声の方に振り向いた。


「ギルマス？」


騒々しい人の中心にいたのは、王国南部ルンの冒険者ギルドマスター、ヒュー・マクグラスであった。もちろん、その周りには、ルンのＣ級冒険者たちもいる。


「おぉ、アベルさん！」


「さすが……先に国境まで来ていたんですか！」


そんな言葉が飛び交う。


「アベルに対して、過大評価の極致です」


「否定はせんが、リョウに指摘されるのはなんか嫌だな」


涼の言葉に、顔をしかめるアベル。


そんな二人を見ながら、ヒュー・マクグラスが声をかけた。


「リョウは、なんでここにいるんだ？」


「ヒューさん、僕も戦場に行きたいです」


涼は、はっきりと希望を述べる。


「いや、ルンでも言った通り、それは無理だ」


ヒューは首を振る。『傭兵依頼』は、Ｃ級以上の冒険者でなければ受けることはできない。そして涼はＤ級。どうやっても無理だ。


涼は、顔をしかめた後、ちらりとアベルを見た。そして、他のＣ級冒険者たちを見た。その後に、重々しく述べた。


「僕は、ウォーレンです」


「……は？」


ヒュー・マクグラスは、何度も目をぱちくりしている。涼が言った意味を理解できないからだ。それはヒューだけでなく、他のＣ級冒険者たちも同じ。全く理解できていない。


もちろん、唯一のＢ級冒険者、アベルも。


誰も、何も言わない。


沈黙を破ったのは、涼だった。


「僕は、ウォーレンです」


言ったセリフは、さっきと同じものだが。


「すまん、何を言っているのか分からん」


ヒューは、正直に言った。その言葉を聞いて、他の者たちも無言のまま頷く。


「僕は、盾使いウォーレンです。『赤き剣』のメンバーで、Ｂ級冒険者です。ですから、傭兵依頼を受けることができます」


「なるほど、言いたいことがようやく分かった」


涼の詳細な説明を聞いて、ヒューは言葉を続けた。


「ああ、良かったです」


理解してもらえて、涼は笑顔になる。


「言いたいことは分かったが、お前はリョウだ。ウォーレンじゃない」


「なぜ！」


ヒューの無慈悲な指摘に、抗議の声をあげる涼。


「どう考えても、それは身分詐称だろうが。認められるわけがない」


「なるほど。そういう考え方もありますね」


ヒューの指摘を、涼はまず受け入れる。難しい相手との交渉の基本は、「Ｙｅｓ、ｂｕｔ」だ。最初とりあえず受け入れて、その後で言い返す。


「そういう考え方もありますけど、僕はウォーレンです。それは誰にも否定できません。なぜなら、僕がそう主張しているからです。これを否定することができるのは、僕を除けばただ一人、もしいるならですが、ウォーレンと呼ばれる人物だけです」


「うん、言ってる意味が全く分からん」


涼の理路整然とした詭弁きべんは受け入れられなかった。


「とにかく、僕は盾使いウォーレンです。Ｂ級冒険者ですから、戦場に行きます！」


頑として譲らない涼。


ヒューは小さく首を振り、隣にいるアベルに尋ねることにした。


「アベル、それで本物のウォーレンは？」


「ウォーレンは僕です！」


噛みつくように言う涼。


「ああ、分かった分かった。それで……お前んとこの盾使いは？」


訂正するのに疲れたらしいヒューは、言葉を変えて問いかける。


「救い出した子どもたちをルンに送るのに、その御者をしてもらって、それこそさっき送り出したところだ」


「ああ、どっかですれ違ったか。というか、救い出した子どもたちってなんだ？」


アベルの説明に、ヒューは疑問に思ったらしい。


アベルは、そもそも二人がなぜレッドポストにいるのか。そして、何が起きたのか。なぜ涼が戦場に行こうとしているのかなどを説明した。もっとも、涼の魔王プレイについては、あまり詳細に語らなかったが……。


その間、涼は腕を組んで偉そうに頷いている。


話が終わってから、小さな呟きが聞こえてきた。


「国境の、赤の魔王の話って、聞いたことある」


その呟きは、Ｃ級パーティー『スイッチバック』の斥候スーだ。


「吟遊詩人たちの歌になってたけど、あれってリョウだったんだ……」


「あ、いえ、スーさん、それは風評被害です。僕は、水属性の魔法使いだから、せめて青の魔王がいいって、今回はちゃんと主張しましたから！」


「あ、うん……そうね」


涼の、多分何かがずれている主張を、微妙な表情で受け入れるスー。その後、小さく首を振ったのは内緒である。


「リョウが、戦場に行きたい理由は分かった。分かったが……」


ヒューは、まだ受け入れられないようだ。当然であろう。ギルドマスターとしては、冒険者の身分詐称を大っぴらに認めることなどできない。


涼は仕方なく、最後の切札を切ることにした。


「ヒューさん、ちょっと二人でお話を……」


そう言うと、涼は、食堂の端にヒューを引っ張っていった。


「なんだ？」


「ヒューさん、アベルは戦場に行くつもりです。本当は、それも止めたいんじゃないですか？」


「なに？」


涼の言葉に、ヒューは鋭い視線で問いかける。


「ええ、アベルの身分については知っています」


「……なぜ知っている？」


「アベル自身が言ったからです」


「……そうか」


涼の言葉を、ヒューは受け入れた。魔の山の向こうからの帰還で、共に死線を潜り抜けた二人なら、信頼関係が構築されているだろうと思ったからだ。ヒューは、元Ａ級冒険者。その辺りの機微には鋭い。


「第二王子に、戦場でもしものことがあったら、大変なことになります」


「その通りだ。だから、できればアベルには行ってほしくない」


「でもアベルは、はっきりと言いました。経験を積むためにも行くと」


「……だろうな」


ヒューも、この宿でアベルを見てそうであろうとは思ったのだ。出発時、ルンの街にいなかった時には、正直良かったと思ったのだが……先にレッドポストに来ていたとは！


「僕は盾使いウォーレンです。ウォーレンの盾は、剣たるアベルを守るために存在します。僕が傍らにいれば、全力で守ると誓います」


「……本当か？」


「ええ。そもそも、僕は子どもたちをお願いする時に、ウォーレンに……リーヒャにもリンにも誓いました。アベルを守ると。間違いなく、戦場から、ルンの街に連れて帰ると。だから、その誓いを果たさせてください」


「むぅ……」


涼の決意を聞き、さすがに考えこむヒュー。


はっきり言って、ヒューとしては、アベルの安全が第一だ。そのためなら、あらゆる手段を講じたいと思っている。


「分かった……お前の名前は、リョウ・ウォーレンだ。氷の……盾使いだ」


結局、妥協した。


「はい！　ありがとうございます！　絶対に、アベルの身は守りますから！」


涼は喜ぶと、アベルを含めたみんなの元に戻って宣言した。


「僕の名前は、リョウ・ウォーレンです！」







公都防衛戦


インベリー公国公都アバディーンは、平地に立つ都だ。


公国一の広さを誇るアバン平野のほぼ中央に位置し、その東を中央諸国でも有数の流域面積を誇るドニクルス川が流れている。元々、立地的にも商都であり、大軍を迎え撃つ要塞的な機能は高くない。


そんな公都アバディーンは、四方を連合軍に包囲されていた。


オーブリー卿率いる主力軍が北側に陣を敷き、他の三方もネズミ一匹逃れることができないほどの包囲陣だ。






「斥候隊長オドアケル、ただいま戻りました」


「ああ、オドアケル。第三独立部隊の移動は？」


「ご指示通り、完了いたしました」


オーブリー卿の問いに、表情を変えずに答える銀髪の男、斥候隊長オドアケル。


「炎帝はともかく、ファウストはごねたんじゃないか？　今回の戦争のために、強制的に軍に入れたやつだからな。命令通りに動くという厄介さを、初めて経験するだろうし」


オーブリー卿は笑いながら問う。そうなるだろうと考えたために、連合軍内でも高い地位にあり、他の将軍らと肩を並べるオドアケルを行かせたのだ。


オドアケルは、無言のまま小さく頭を下げた。それはすなわち、オーブリー卿の言う通りということだ。


だが、戻した顔に浮かぶ表情は、何か言いたげだ。


「どうしたオドアケル。気になることがあったか？」


こういう表情の時、オドアケルはいつも大切なことを言う。めったにないことだが、オーブリー卿が見落としているものを気付かせてくれる場合もある。


「実は、私がジマリーノの街に到着した際、二人は戦闘中でした」


「二人？　炎帝とファウストか？　二人だけが戦闘中？」


「はい。氷に囲われ、他の者が手出しできない状況で」


淡々と説明をしているオドアケルだが、実は困惑している。あの状況を、どう言葉で説明したらいいのか……正直分からないのだ。


「ふむ。いや、待て、あの二人と戦闘中と言ったが、あの二人なら大抵の相手を瞬殺するだろう？　その相手とは誰だ」


「フラム・ディープロード殿は、『暁の国境団』のアベルという人物だと答えました」


「暁か。ヴォルトゥリーノ大公領で暴れている奴らだな。だが、その中心人物は確か……」


「はい。大公の娘、フローラ・レッジェーロ・ヴィーギです」


「連合執政の私が言ってはいかんのだろうが……たいしたことはないだろう？」


オーブリー卿は、『暁の国境団』のことを重視していない。むしろ、民衆の息抜きになっているようだから、連合政府としては全く動いていないのだ。連合内の各国の対処に任せている。


「おっしゃる通りですが、そのアベルは、フラム殿と互角でした」


「なんだと？　そんな戦力が暁にいるというのか？　にわかには信じられんが……。オドアケル、二人と戦闘中と言ったな。ファウストの相手も暁の奴か？」


「おそらくは。ファウスト殿は、名前は知らないということでしたが……」


そこで、オドアケルは言葉を切った。どう言えばいいか、考えているようだ。オドアケルは、オーブリー卿が一軍の指揮官であった時からの部下であり、非常に長い付き合いだが、言葉を選ぶというのは珍しい光景だ。


「フラム殿の部下たちが言っておりました。赤の魔王だと」


「赤の魔王？　噂は聞いたことがある。西部国境沿いで広がっている噂をな。とても信じられない内容だったが」


オーブリー卿は苦笑した。


聞こえてくる赤の魔王の噂は、どう考えてもまともじゃない。最終的には、あの〈バレットレイン〉すら氷の壁で弾き返したと。そんなことは不可能だ。


だが、目の前にいるオドアケルの表情は、明るくない。基本的に、表情を変えることの少ないオドアケルだが、オーブリー卿ほど長い付き合いならいろいろ読み取れる。この表情は……油断ならない相手だと認識しているようだ。


「その赤の魔王と戦ったのか？」


「少しだけ」


「そして、油断ならない相手だと認識したと」


「はい」


オドアケルのその一言に、オーブリー卿は驚いた。


オドアケルは、斥候隊長の地位にある通り、本職は斥候だ。だが、軍を率いての戦闘もこなし、戦術レベルでの戦の流れも読み取り、戦略レベルでの軍の運用すらこなす。


しかも、近接戦も恐ろしく強い。


オーブリー卿を除けば、連合全軍で最も完璧に近い将帥と言っても過言ではない。いや、近接戦の完成度を考えれば、オーブリー卿をすら超えるかもしれない。


だからこそ、普段は、連合と帝国の国境地帯にいる。連合と帝国の間は、そのほとんどが、大軍が越えることのできない地形となっているが、それでも絶対ではない。いつの時代も、不可能と思われる場所に大軍を通した側が勝者となる。


そんな、難しく、そして連合を圧倒する戦力を抱える帝国に面した地域を任されているのが、斥候隊長オドアケルなのだ。


オドアケルに対するオーブリー卿の信頼は、非常にあつい。


そんな人物が「油断ならない相手」と認識したのであれば、無視するべきではない。


「分かった。この戦争が終わったら、赤の魔王とアベルを含めた『暁の国境団』について、徹底的に調査させよう」


「ありがとうございます」


オーブリー卿が約束し、オドアケルが頭を下げた。


◆


「閣下、降伏勧告から二十四時間が経ちました。回答期限を過ぎましたが、何も反応はありません」


連合の中央軍指揮官であるリュシアン将軍が報告する。元々、オーブリー卿子飼いの部下であり、彼と共にいくつもの戦場を渡り歩いた経験豊富な指揮官だ。


そんなリュシアン将軍の報告は、同時に決断を求めている。攻撃の許可を出してくれと。


「まあ、そうであろうな。しかたあるまい。攻撃を許可する」


オーブリー卿が指示を出すのはここまでだ。以降は、リュシアンら前線指揮官たちが、現場の判断で動くことになる。


（たまには私も戻りたいものだ……）


懐かしの戦場……元々軍人であったオーブリー卿は、戦場に立つと、郷愁にも似た感情に襲われる。


ある意味、戦闘狂なのかもしれない。






連合軍の攻撃が始まった。


公都を落とした後のことを考えて、城壁には攻撃を加えず、修理しやすい城門を突破する手はずとなっている。


都ともなれば、城壁も城門も、何らかの防御系魔法で守られているのが普通だ。だいたいは錬金道具を噛ませて、どの属性の魔法使いでも魔力を流しさえすれば防御機構が働くようにしてある。もちろん、魔力を蓄える働きのある魔石も連動し、魔法使いが常時ついていなくとも問題ないようにしてあるのも普通のことだ。


当然、公都であるアバディーンにもそんな魔法的な防御機構が備わっている。タイプは、ごく一般的な、風属性の魔法による防御。


だが……。


「隊長、北城壁の防御機構が発動しません！」


守備隊長ナイジェルの元にもたらされたのは、絶望的な報告であった。


中央指令所に置かれた錬金道具と錬金石は問題なく稼働している。だが、北側城壁の一部で、風属性魔法による防御機構が展開していないのだ。


その城壁の一部とは……。


「城門だと？」


ピンポイントで、そこだけ不具合が生じるなどあり得ない。


「連合の奴らか」


いつの間にか、破壊工作を受けていたのだ。おそらくは、降伏勧告を待っていた二十四時間の間に。


ここで、守備隊長ナイジェルは決断を迫られる。


城の守備は、もちろん兵士も城壁の上に配置されているし、魔法使いも同様だ。彼らの働きで、ある程度はもつかもしれない。だが、もたないかもしれない。


相手は『名将』オーブリー卿。魔法防御機構の落ちた城門など、初撃で突破する攻撃もあり得る。そうなれば、全てご破算だ。


「くそっ、やむを得ん。少し早いがグリーンストームを起動しろ。急げ！」


◆


「閣下、もくろみ通り、城門の防御機構は落ちているようです」


「直前の確認作業を怠ったな。まあ、確認しても修復が間に合うとは思えんし、そもそも人が足りないのであろうよ」


「公都なのに、人が足りない？」


ランバーがオーブリー卿に尋ねる。


「そうだ、公都なのに、だ」


オーブリー卿が片方だけ口角を少し上げ、答えた。


「さて……何か隠し玉があるなら、早々に投入するはずだが」


オーブリー卿の呟きは、隣にいたランバーにも聞こえないほど、小さなものであった。


◆


「隊長、グリーンストーム起動完了しました。敵騎馬隊、十秒後に射程に入ります」


「よし。初撃は拡散型で、できるだけ多くの敵を巻き込め！」


「射程まで……三、二、一、入りました」


「薙ぎ払え！」


その瞬間、公都アバディーン中央に立つ、ひときわ高い尖塔から緑色の光が発し、北側城壁を越えてその向こうに迫りつつあった連合軍騎馬隊を、一閃、薙ぎ払った。


薙ぎ払われた騎馬隊は、一瞬にして細切れになり、壊滅した。


「初撃、成功です」


「うぉー！」


中央指揮所内に響き渡る歓声。


一人平静を装う守備隊長ナイジェルも、小さくガッツポーズをしている。


試射は何度か行っているが、本格的な砲撃は、今のが初めてだ。ぶっつけ本番に近い兵器が、見事その役割を果たした。ガッツポーズも出ようというもの。


「さあ、来い、侵略者ども。何度でも切り刻んでやるぞ」


隊長の独り言は思った以上に大きかったらしく、隣にいた副隊長メレディスの耳にも届いていた。そして周りの者たちにも。


◆


「これは……」


緑の光の一閃は、連合軍の主力部隊からも見えた。そして、先鋒の騎馬隊が、ただ一閃で壊滅するのも見えた。


さすがのオーブリー卿ですら、二の句が継げない。


「か、閣下、あれは一体……」


オーブリー卿の優秀な片腕である、補佐官ランバーも混乱していた。インベリー公国が、これほど強力な攻撃手段を隠し持っていたことに。


「魔導兵器、であろうな」


オーブリー卿は、絞り出すように言う。


戦場での使用を前提とした、錬金術を利用した大出力の武器のことを、魔導兵器と呼ぶ。


ただ、この時代においては、魔導兵器と呼べるほどの規模のものは、それほど多くない。


戦場で使用するほどの規模の、魔法現象を発現させるとなると、かなり高度な錬金術、冶金技術、そして魔法に対する深い理解が必要となる。それらを全て揃えるのは、例えば三大国であったとしてもかなり難しいのだ。


ネックとなるのは、「高度な錬金術」と「魔法に対する深い理解」


高度な錬金術は言うまでもない。ケネスやフランク級の錬金術師でなければならない。


その上で、「魔法に対する深い理解」……中央諸国においては、「決まった詠唱を行えば魔法が発動する」と理解されている。それ以上でもそれ以下でもない。魔法とはそういうものなのだ。


そんな社会で、そんな世界で、「魔法に対する深い理解」を手にするのは非常に難しい。それこそ、イラリオン・バラハのような、魔法そのものに執着するような一部の変人でなければ……。


それら、越え難いいくつかの理由により、魔導兵器と呼べるほどの武器は、現実にはあまり存在しない。


だが、おとぎ話のレベルとして、かの超帝国バビロンの浮遊大陸には、数多の魔導兵器が備えられていたとか、勇者の武器である聖剣アスタルトは、実は魔導兵器である、などの話がある。


そんな魔導兵器とも呼べるものが、今、目の前に現れ、味方の騎馬隊を薙ぎ払ったのだ。


オーブリー卿とランバー以外は、一言も喋れていない。


（魔導兵器か……これは驚いたな。インベリー公国の錬金術が進んでいるのは分かっていたが、これほどとは……。ん？　錬金術？　そうか、考えてみれば人工ゴーレムも魔導兵器か）


オーブリー卿はそこまで考えると、横にいるランバーに指示を出した。


「ランバー、急いで後方に行き、ドクター・フランクを呼んできてくれ」


「は、はい、かしこまりました」


そう言うと、ランバーは走っていった。


ドクター・フランク……人工ゴーレムの製造に成功した天才錬金術師、フランク・デ・ヴェルデその人である。






「くっはっはっはっはっは！　わーっはっはっはっはっは。なんということだ！」


緑色の光が一閃し、先鋒の騎馬隊を切り刻んだ瞬間、フランク・デ・ヴェルデは大笑いした。


彼らの周りの者たちは、それを咎めることなく、ただ光が一閃した前方を見たまま、言葉を失っている。


そんな中、一人フランク・デ・ヴェルデが独白を続けていた。


「本当になんということだ！　あれは、ヴェイドラか？　ヴェイドラじゃないか？　ヴェイドラ……完成形とは思えんが、まあヴェイドラだな。じゃあ、なんだ？　ケネスがいるのか？　ケネスも王国を見限って、公国に亡命したか？　いや、それはないな。あやつは両親を大切にしておった。親を置いて他国には行くまい……であるなら、なぜヴェイドラもどきが公都にある？　最も考えられるのは、研究成果を盗まれた……か。あり得るな。ケネス自身はそんな間抜けなことはするまいが、研究成果を提出した先からの流出なら、十分あり得るな。全く……人の成果を盗むなど、クズ同然の所業。まあ、どちらにしろ……」


そこでニヤリと笑って続ける。


「対ヴェイドラの試験運転にはなるだろう」


そう言って、フランク・デ・ヴェルデは、クククと笑った。


オーブリー卿の命令で、ランバーがやってきたのは、そんな時であった。


「閣下、お連れしました」


ランバーが言うやいなや、フランク・デ・ヴェルデはかかったように言った。


「ゴーレムを出すぞ」


「ドクター・フランク、もちろんそのつもりです。ただ、あの緑の光が何なのか知りたいのだが」


オーブリー卿は、フランクの願いを聞き届けることを確約し、緑の光についての情報を引き出そうとする。


「うむ、あれはヴェイドラだ。おそらく、ヴェイドラもどきだが……まあ、ヴェイドラだ」


「その、ヴェイドラとは？」


「王国の秘密兵器」


そういうと、ドクター・フランクは片頬だけで嗤わらう。


それを聞いたオーブリー卿は、さすがに驚いた。王国の秘密兵器が、なぜ公都にある？


（いや、今はそれはいいか。ドクターが、そのヴェイドラについてかなり詳しそうなのが、まだこちらに運がある証拠だ。王国の魔導兵器ということは、ドクターが王国にいた頃に開発したか、あるいはもう一人の天才ケネス・ヘイワード男爵か。どちらにしろ、人工ゴーレムで対処できる可能性はありそうだ）


オーブリー卿がそこまで考えたところで、ドクター・フランクが追加の情報を出してきた。


「あれは、風属性の魔法で、風の衝撃波を生み出しているのだ。一つ一つの衝撃波が細かいために切り刻まれたようになるが……ちとゴーレムで試してみたいことがある。一体は壊れるかもしれんが、戦場である以上、その程度の犠牲は許容範囲であろう？」


「ええ、そこはお任せします。兵の命を試しで犠牲にと言われればためらいますが、ゴーレムならばお好きなように」


ドクター・フランクの確認に、問題なしと即答するオーブリー卿。


「よし。ゴーレム初号機をまわせ！」


ドクター・フランクは、左手に持った小さな錬金石に声を発した。


それは、ゴーレム隊にいる部下への連絡用錬金石。ドクター・フランクが、王国にいる時に作った物と同じ機構であるが、魔力貯蔵用の魔石を外側の魔石とは別に内部に入れ込み、魔法が使えない者でも使用可能にしてある。


もちろん、ドクター・フランク自身は、錬金術師であるがゆえに、魔法も使える……しかも火と風の二属性。


だから、魔石の中に別の魔石を入れ込んだのは、自分のためではない。他の誰かのためと言うわけでもない。


できそうだったからやってみた。


やってみたらできた。


ただ、それだけだ。


ドクター・フランクは、別にマッドサイエンティストというわけではない。


他の誰かに迷惑を掛けそうなことであれば躊躇するであろう……最終的にはやってしまう可能性はあるが、他人の人生を変えてまで興味の追究をしようとは思わない。


だが、そこまで深刻でないのであれば……やってみたいと思えばやってみる。


ドクター・フランク、フランク・デ・ヴェルデとは、そういう男だ。


◆


「隊長、敵に動きがあるそうです」


グリーンストームの一閃後、城門の魔法防御機構が働かない理由について、報告を受けていた守備隊長ナイジェルの元に、副隊長メレディスが報告に走ってきた。


すぐに、近くの城壁上に登る二人。


そこから見えたのは……。


「なんですか、あれは……」


副隊長メレディスの口から洩れる呟き。


だが、隊長ナイジェルはそれが何か知っていた。いや、正確にはおそらくそれであろうと思われる。


「新たに開発されたという、人工ゴーレムだろう」


公都守備隊長という役職柄、かなり高い機密情報も回ってくる。


その中でも、今回の公都防衛で最も注意すべき情報として、特にサリエリ情報部長官から伝えられていたのが、人工ゴーレムであった。


おそらく、ゆっくりと近付いてくるあれが、件のゴーレム。


「急いで中央指揮所に戻るぞ」


守備隊長ナイジェルはそう言うと、メレディスを引き連れて城壁を駆け下りる。


グリーンストーム以外で、あれを止める方法はない。それも、さっきの拡散型ではダメだ。


だが、一つだけ、ナイジェルの心に引っかかるものがあった。


迫ってくる人工ゴーレムが、一体のみである点だ。


「様子見か？」


たとえそうだとしても、完璧に破壊してやれば相手も手詰まりになる。


ナイジェルは、いろいろと割り切ることにした。






「集束型で狙い撃つ」


中央指揮所に戻り、指示を出す。ナイジェルの指示に頷く射撃手。


高所に設けられた中央指揮所からは、城壁の向こうも直接見ることができる。その北側城壁の向こう側から、一体の人工ゴーレムが公都に向かってゆっくり近付いていた。


（あの光の反射具合からして、外装は金属……鋼あたりか。基本的に、対人用であるグリーンストーム拡散型では薙ぎ払えないだろう。だが、集束させれば鋼鉄すら易々と貫く。人工ゴーレムも敵ではない！）


ナイジェルは心の中で、自分を安心させるためにそんなことを考えていた。


「大丈夫」「いける」と言われ、自分でそう思っていても、実際にやってみなければ分からない……特に最新技術などというものは。


「敵ゴーレム、残り十メートルで射程に入ります」


観測手からの報告に、意識を現場に引き戻す。


そして……。


「射程圏内まで、三メートル、二、一、入りました」


「撃て！」


号令と共に、再び尖塔から緑の光が放たれた。


だが今度は、一帯を薙ぎ払うのではなく、一本、人の腕ほどの太さの緑の光が、一直線に人工ゴーレムの胸元に飛び込み……貫いた。


貫いた光はやがて拡散し、消え去る。


後に残った人工ゴーレムは、ゆっくりと後ろ向きに倒れた。


「敵、撃破」


「うぉーーー！」


初撃成功時以上の歓声が、指揮所内に響く。


敵の秘密兵器にすら効果があったのだ。しかも、完璧に撃ち抜いた。


これは、もしかしたら勝てるかも……。


戦力差から、勝利など絶望的であると、末端の者たちまで思っていた中での、この戦果。希望が湧きあがってくるのは当然だったかもしれない。


だが、今回、その歓声は長くは続かなかった。


「敵、人工ゴーレムの増援です」


観測手の声が、指揮所内の歓声を打ち消した。


「数は？」


守備隊長ナイジェルが、真っ先に冷静になり尋ねる。


「数……約二十」


「報告された、ほぼ全数か」


ナイジェルが、情報部長官サリエリから聞いていた情報では、約二十体の人工ゴーレムの存在が確認されている。それが全て出てきた。


だが、そこには当然の疑問が湧く。


（今、完璧に撃ち抜いて見せたのに、なぜ出てくる？　虎の子の秘密兵器だろう？　集束型一発だったから、数で押せば行けると踏んだか？　グリーンストームの連射能力が高くないことに賭けて？　敵は名将と言われるオーブリー卿だ。そんな安易なことを考えるとは思えんが……分からん）


守備隊長ナイジェルは悩むが、そもそも、グリーンストームを撃つ以外の選択肢はない。


「集束型で迎え撃て。射撃手、射程に入り次第、撃て。その後も、準備が整い次第、連続射撃を許可する」


「了解」


いちいち、ナイジェルが指示を出すよりも、射撃手に連続して射撃させた方がいい。


実際に、二十体という数は脅威なのだ。移動速度は遅そうではあるが、城門に取りつかれる可能性も、ゼロとは言い切れない。


連合の人工ゴーレムは、四列縦隊、つまり最前面に四体、二列目にも四体、といった具合に列をなして近付いてくる。


（あれは……一列目を貫いたグリーンストームが、威力次第では二列目のゴーレムも倒せる可能性があるのでは）


守備隊長ナイジェルは、そう考えた。それができれば話は早い。


「敵ゴーレム、残り十メートルで射程に入ります」


今までと同じ報告手順で、観測手が告げる。


「北側以外の状況はどうか」


ここまでの状況の進行で、ナイジェルはわずかな違和感を覚えた。


「東側、動きありません」


「南側、同じく動きなし」


「西側、動きないです」


ナイジェルは、他の方角の観測手たちにも尋ねたが、特に何もない。


（嫌な予感がする……）


予感、違和感、ただの勘。いずれも、その人のこれまでの経験、知識に基づいて、脳が無意識のうちに出した結論と考えることもできる。


戦場に立つ男であるナイジェルには、それらを無視することはできなかった。これまでも、そんな予感に命を救われてきたとなれば当然であろう。


とはいえ、やはり現状では、グリーンストームを撃つ以外に、行動の選択肢はない。


「射程圏内まで、三メートル、二、一、発射」


ナイジェルには、グリーンストームが放たれた瞬間、敵ゴーレムの胸の前が白く輝いたように見えた。


そして、グリーンストームは中心にいるゴーレムに到達し……何か白い球状の光が見えたと思ったら、あらぬ方向へ飛んだ。


「なんだと！」


「射撃……失敗」


ナイジェルの叫びと、観測手の報告は、指揮所内に重い沈黙をもたらした。


だがそれも、続けての報告によりかき乱される。


「敵ゴーレム、移動速度が上がりました。走ってきます！」


「くっ。射撃手、充填完了次第撃て！　手旗信号、城壁に防御行動に移るように伝えろ。急げ！」


一気に慌ただしくなる中央指揮所。


指示を出し終えた守備隊長ナイジェルが、副隊長メレディスを指揮所の隅に呼ぶ。


「メレディス、これはダメだろう。手はず通り、魔石を頼む」


「しかし隊長！」


ナイジェルの指示に、メレディスが小さく悲鳴のような声をあげる。


「メレディス、これは命令だ！　すぐに移動して準備をしろ。そして、城壁に取りつかれるのが見えたら、速やかに自分の仕事をしろ。いいな？　公国の存亡は、お前の肩にかかっている」


最後の方は、いっそ穏やかに隊長ナイジェルは告げた。


「隊長……」


「俺は公都と運命を共にする。頼んだぞ」


そう言うと、隊長ナイジェルは、副隊長メレディスを指揮所の外に送り出した。






初めてグリーンストームが弾かれてから、三回の射撃が行われたが、三回とも全て弾かれた。


人工ゴーレムの胸の前に、白い光が発生した後、見えない何かにグリーンストームは弾かれて、あらぬ方向に飛んで行き消えた。


人工ゴーレムが城門に取りつくと、城門はほとんど抵抗なく切り裂かれた。


それを確認した連合軍主力は、残してあった騎馬隊を出して一気に公都内に侵入。各方面の城門を開けつつ、中央指揮所の占拠、尖塔の確保を行っていく。


公都全域が連合軍の手に落ちるのに、さしたる時間はかからなかった。






公都が陥落した時、守備隊副隊長のメレディスは、すでに公都の南を、さらに南に向かって馬で駆けていた。


「隊長……これは、必ずお届けします」


何物かを入れた鞄を、大事そうに押さえて呟いた。


◆


「公城は、もぬけの殻です」


「尖塔の魔導兵器は、破壊されておりました」


「残っていた住民は、すべて合わせても五百人程度かと」


オーブリー卿の下に、次々と報告が寄せられる。だが、その報告は芳しくないものばかりだ。


（予想していた通りとはいえ……。インベリー公一家は先に脱出。魔導兵器も破壊される。まあ、仕方ないか）


オーブリー卿は、小さくため息をついて、中央指揮所前の広場に歩いていった。


慌ててそれを追う護衛。


公都を占領したとはいえ、隠れ潜んだ弓士や魔法使いがいないとは言い切れない。オーブリー卿にもしものことがあったら……。


傍らで見ていたランバーにも、護衛たちの気苦労は手に取るように分かる。ランバーも同じような被害者だからだ。とはいえ、何度言ってもオーブリー卿の行動は変わらない。


「ああ、分かった」とは言うが、実は何も分かっていないのだ。


これが生粋の政治家であれば、自らの命にもっと頓着するのかもしれないが、元々オーブリー卿は戦場の人だ。冒険者の経験こそないが、それ以上に数多くの戦場を回ってきた。


それによって、ある種、自分の命を軽く見るようになってしまったのかもしれない。


どれだけ気を付けていても、死ぬ時は死ぬ。なんとも身も蓋もない言い方だが……オーブリー卿はそう考えるにいたったのだ。


広場には、降伏した守備隊員たちが座らされていた。先頭には、守備隊長ナイジェルがいる。


オーブリー卿は、そんなナイジェルたちの前に立つと名乗った。


「私は、オーブリー・ハッブル・コールマン。連合軍独裁官に任じられている者だ。君たちの名前を聞いていいだろうか」


はっきりと、守備隊長ナイジェルは驚いていた。


わざわざオーブリーが名乗ったからだ。しかもフルネームで。


占領した街の、公都とはいえ、たかが守備隊の前で、自ら名乗りしかも相手の名前を問うなど、あまり聞かない行為だ。


ナイジェルが聞いていたオーブリーの人物像は、優秀で名将とすら呼ばれているが、傲慢で尊大な男であった。いつの間にか、そういうイメージを刷り込まれていたのか……それとも、ただ目の前の男が別の男を演じているだけなのか。


どちらにしろ、一国のトップに名乗られて無視することはできない。


「俺……私が、公都守備隊長を仰せつかった、ナイジェル・マッデンです。彼らは部下……私の命はどうなってもいい、だから彼らと公都民を害するのはやめてもらえないだろうか」


ナイジェルは、挨拶もそこそこに頭を下げた。


「隊長……」


辺りの守備隊員からは、すすり泣きと小さな呟きが聞こえてくる。


「ふむ。ランバー、民を害しているのか？」


「いえ、閣下の名の下に、民衆への一切の危害、略奪行為は禁じております。今のところ、その報告も入っておりません。我が軍においては、それらの行為が発見された場合、立場にかかわらず斬首となっております」


「ということだ。私の名の下に、民の安全は保証しよう」


「そ、それは本当に……？」


「くどい！」


ナイジェルの問いに、激したのはランバーだ。


オーブリー卿は静かに答える。


「よい、ランバー。不安に思うのは当然だ。だがナイジェル、考えてみるがいい。我々は、この街を支配しようとしているのだ。民の恨みを買って何かいいことがあるだろうか？　しかも、例えばここで虐殺などを行ったとして……その評判が周辺の街に広がれば、街の抵抗は頑かたくななものになるであろう？　慈悲の心だけではなく、統治という面からも、民衆への危害、略奪などはありえないのだ。安心しろ」


そこまで理を尽くして説明され、さすがのナイジェルも安心した。


「私が聞きたいことは一つだけだ。できれば答えてほしいが……」


「立場上、答えられないこともある」


オーブリー卿の問いに、顔を歪めながらナイジェルは答える。


民衆の安全を保証してくれたことには感謝すれども、答えられないことがあるのも事実。というよりも、答えられないことの方がかなり多いはずだ。


「なぜ、五百人もの民衆が残っているのだ？」


「……は？」


オーブリー卿の質問は、あまりにも想定外の質問であった。


ナイジェルとしては、インベリー公の行方だの、グリーンストームに関してだの、そういう質問をされるかと思っていたのだが、問われたのは残った民衆のこと。


聞きたいことは一つだけと言われ、なぜ民衆が残っているのかは……それは想定できない質問であろう。


「君たち守備隊が残るのは分かる。時間稼ぎは、今の公国にとって最も重要な戦略だ。だが、それであれば民衆が残る必要はない。実際に、ほとんどの民衆が先に脱出している。だが、なぜか五百人以上の民衆が残っている。動けない者もいるであろう、そうだとしても、五百人は多いだろう？」


オーブリー卿の質問は、純粋な疑問からであった。


そもそも、純軍事的なことに関しては質問する必要はない。


現在起きているほとんどのことは想定の範囲内である。ということは、推測から大きく外れたことは起きていない。


政治的なことに関しては、一介の守備隊長ごときが知るわけがない。


公爵や、その一族の行方に関しても然り。


そういったものは、問う必要はないのだ。


だから、純粋に、疑問に思ったことを問うた。


「残った民衆は……街を出ていくくらいなら、ここで死にたいと残った者たちだ。もちろん、動けない者たちもいる。だが、残った多くは、今更ここを捨ててどこに行くのか……そういった者たちだ」


「なるほど」


オーブリー卿にも、その感情は分かる。


そういう者たちもいるであろうとは問う前から思っていたが、せいぜい数十人であろう。残りはいったいなぜ、というつもりだったのだが、五百人のほとんどがそうだったとは。


「いい街だったのだな」


オーブリー卿は、そう一言呟いて、身を翻した。


「民衆と諸君らの身の安全は保証する。食料も、どうせ焼いたのであろう？　我が軍から提供しよう。今しばらく、願わくは静かに捕虜となってほしいものだ」


それだけ言うと、オーブリー卿は広場を出ていった。






残された守備隊の面々は、呆然としている。


その中で、守備隊長ナイジェルは、一人うな垂れていた。オーブリー卿の器の大きさに、ある意味打ちのめされていたのだ。


「あの器に、公国全土は飲み込まれてしまうのかもしれない……」


ナイジェルの、小さな小さな、本当に小さな呟きは、幸いなことに、他の誰にも聞こえることはなかった。






オーブリー卿の向かった先は、公都の中央にそびえる尖塔。緑色の光を発した尖塔。


そこには、おそらくドクター・フランクが「ヴェイドラもどき」と呼んだ魔導兵器の残骸があるはず。破壊されているという報告は聞いていたが、一度見ておきたかったのだ。


幾人かの歩哨を抜けて、尖塔の最上階に出た。


当然のように先客がいた。


「ドクター、やはり来ていましたか」


「オーブリー卿か。お主も興味が？　いや、しかし錬金術は全然分からんと言うておらんかったか？」


そこでは、ドクター・フランクが部下を伴って何かを調べていた。


「ええ、錬金術はからっきしです。それでも、あの緑の光は気になりましてね。破壊されているとは聞きましたが、一度見ておこうと」


「ふはは。さすが名将は違うのぉ。どうじゃ、わしが感じたことを聞いてみぬか？」


ドクター・フランクは、片頬だけ嗤って言った。


誰かに聞いてほしいとは思っていたが、愚かな人物に話したところで意味はない。最も良いのは、錬金術の分かる同好の士であるが、ここにはいない……部下たちではまだまだ。


ならば、錬金術は分からずとも、頭脳においてはとびっきりな男に話すのもまた一興。


そう思ったのだ。


「それは、ぜひ聞いてみたいですね！　ただ、まずヴェイドラそのものから教えていただけるとありがたいのですが」


「ふむ、確かにな。ヴェイドラが、王国の秘密兵器で、風属性魔法を使った魔導兵器であることはよいな。設計したのは、ケネスじゃ。さすが天才というだけの代物だが……わしがおった頃には、まだ完成しておらんかった。本人の能力の問題ではなく、主に予算の問題でな。それと、魔石の問題じゃった」


「魔石？」


オーブリー卿は首をひねった。


登ってきて、瞬間的に見ただけではあったが、この兵器に魔石は挟まっていないし、部屋に魔石が転がってもいない。もちろん、割った形跡もない。


「こいつを動かすには、かなり巨大な風属性の魔石が必要じゃ、しかも二つ。ケネスは、それを小さい魔石や、魔石の連結でどうにかできないか試しておった。今なら、それもなしえているかもしれんが……だが、こいつはできておらん。古い設計のまま」


「だがその魔石はここには……」


「そう、ない。誰かが持ち出した……」


ドクター・フランクは、小さく首を振りながら答えた。


「おそらくは、指示を受けた守備隊の者が持ち出したのでしょう。わざわざそんなことをした理由は……」


「別の場所にもう一基ある、であろうな」


オーブリー卿の言葉に、ドクター・フランクは、片頬だけ嗤って言った。


「特殊な部品はほとんどない。巨大な風の魔石が二つ、それを手に入れるのが非常に難しかろうが……。他に特殊なのは魔法式くらいだ。ケネスの魔法式は異常で、非常に特徴的でもある。そして、これに使われている魔法式は……」


「ケネス・ヘイワード男爵の魔法式だと」


「うむ。研究成果を盗まれたのであろうな。不憫ふびんなことだ」


そう言ったドクター・フランクの表情は、悲しく寂しいものであった。


研究開発に携わる者にとって、自分の研究成果を盗まれるのは何物にも代えがたい苦痛である。


「ドクター・フランク、これに関して、あと二つほど知りたいことがある」


「ふむ？　なんでも尋ねてよいと思うぞ。そもそも、わしはお主の食客みたいなものだからな」


そういうと、ドクター・フランクは、大笑いした。


主人に対する態度では全くない。もちろん、オーブリー卿も、そんなことには頓着しないが。


「一つは、この兵器の射程距離」


「ああ……それは難しいぞ。はっきり言って、付いていた魔石次第だからのぉ。とはいえ、推定で言うなら、一キロ……前後といったところかのう」


「なるほど」


もう一基、これがあるというのなら、知っておかねばならない情報だった。どうせ、もう一基が置かれているのは、インベリー公が引き籠った先……。


「もう一つの質問は、このヴェイドラもどきを迎撃した人工ゴーレムの技」


「ほぉ～」


ドクター・フランクは、片頬だけ嗤い、少しだけ目を細めた。


「魔法団の者たちは、あれは風属性の魔法だというのだが……」


「オーブリー卿は違うと？」


「いや、風なのだろうが、何か普通の風属性魔法とは違う……なんというか火属性に近い風属性というか……そんなことがあるのかどうか知らんが。まあ、違和感を覚えたのだ……」


その答えに、ドクター・フランクは、大きく目を見開いた。


それは非常に珍しい光景だと言えよう。


「オーブリー卿は、確か魔法は全く使えませんでしたな」


「ああ。素質が無いらしい」


「それなのに、違いを感じ取れるとは……これは本当に驚いた」


そういって、ドクター・フランクは非常に丁寧に一礼した。


それは、今までと違い、心からの、敬意のこもった礼。


「そんなに褒められることなのか？」


これには、オーブリー卿の方が困惑している。


「うむ、非常に稀有なことです。魔力感知によらず、知恵と知識によって違和感という答えに到達したのですから」


ドクター・フランクは、言葉遣いすら変わった。


それほどに衝撃的だったのだ。ドクターの中では。


「風属性魔法であるというのは、半分正解で、半分大不正解。火属性に近い、というのも半分正解と言えましょうな。人工ゴーレムの、あれの説明をするには、最初に風属性魔法による防御について、説明しなければならないが……多少長くなるが、よろしいかな？」


「ああ、かまわない」


オーブリー卿は頷いた。


「まず、そうですな……補給隊に積ませた風の防御を発生する錬金道具、あれを思い出してください。便宜上、『馬車膜』と名付けられた、あの道具です」


「そう……分かるが、その名前は、なんとかならなかったのか……」


「仕方ない。そう名付けられてしまったからの」


「名付けられた……まさか、名付けたのは……」


「ランバー殿ですな」


オーブリー卿の片腕であり、極めて優秀な補佐官、ランバー。


だが、彼のネーミングセンスは……。


「そうか……なら仕方がない。悪気はないのだ……素なのだ……」


「うむ……」


オーブリー卿も、ドクター・フランクも、渋い顔で下を向いた。


現場の人間たちが、そのあまりに酷い名前のために、勝手に『ウインドジャマー』と読み替えていることを二人は把握している……。


そっちの方が、絶対いい……。


先に立ち直ったのは、ドクター・フランクであった。


「で、その『馬車膜』だが、あれは荷台中央に置いた錬金道具から、魔法が発生する。イメージとしては、噴水のイメージが近いかのう」


中央から噴き上がり、ある程度の高さになったら、周りに薄い膜となって広がっていく噴水の水。


「なるほど、分かりやすいたとえだな。噴水の水が、風魔法なわけか。だから、膜の中にいる者たちには何も影響がないのだな」


「そういうことですな。ウィットナッシュにある国宝アイテム、あれも基本的な展開は同じ。それで、『馬車膜』は、『劣化版〈風の防御膜〉』ではあるが、実は本物のワイバーンの〈風の防御膜〉は仕組みが全く違う」


「ほっほぉ」


オーブリー卿は冒険者であったことはないが、ワイバーン討伐には参加したことがある。


それは、騎士団と魔法団を率いて、上位者からの討伐命令を受けてのことであったが……恐ろしくてこずったのを覚えている。


「ワイバーンの〈風の防御膜〉は、体全面から風が噴き出しておりますな。見た目には違いが判らぬが、防御機構として考えた場合に、全く違ってくる。『馬車膜』などであれば、膜さえ突破してしまえば、あとは何の抵抗もない。だが、ワイバーンの防御膜は、矢にしろ攻撃魔法にしろ、皮膚に向かって進み続ける限り、常に正面から風魔法を受け続けることになる。向かい風の中を突き進む感じですな。これでは、いずれ突進力を失ってしまうのは道理」


「ああ……確かに。だから、ワイバーンを倒す時には、持久戦となって奴の体力を削るしかないのだよな。防御膜が湧き出てこないようになるまで……」


オーブリー卿は、過去の経験と今の話を照らし合わせながら答える。


「そこで、人工ゴーレムの『あれ』の話になる。今言った通り、風属性魔法による防御というのは、大きく分けて二種類ある。いや、二種類あった」


思わせぶりなドクター・フランクの言い方に、少しだけ首をかしげるオーブリー卿。


「だが、人工ゴーレムの『あれ』は、どちらでもない。風属性と火属性を混ぜた、というか。そう、なんというか……小さな雷を発生させているみたいなもの……と言うべきかのう」


「雷？」


「そう、雷。空でピカリと輝く、あの雷。あれは、触れればビリビリしてしまうものだが……そう、木に落ちれば木が燃えてしまいますな？　その雷を使ったわけです」


ドクター・フランクは、少し顔をしかめながら話している。説明するのが難しいらしい。


「雷で防御というのも……私には想像できないが、面白そうな技術ですな。それは、防御だけではなく他のことにも利用が……」


「さすがオーブリー卿、よくお分かりで。ほれ、城門の突破、魔法防御機構が落ちていたとはいえ、あまりにもスムーズに城門を破壊したとは思いませんでしたかな？」


「ああ、それは思ったな。なるほど、その雷を使って城門を切り裂いたか……」


入城する際に見た、切り裂かれた城門を思い出して、オーブリー卿が答える。


「ご名答。まあ、少しだけ魔石が必要にはなるが……特に巨大なものが必要なわけではないので、問題はないかと。そんな感じの説明でよろしいですかな。これ以上の説明となると、この場では難しいでしょう。あと、今回はなかなかの長時間動かしたので、あの二十体は部品交換と再調整に、しばらく時間をとられますぞ。最初の一撃で倒された初号機だけは、逆に簡単な部品交換で、比較的簡単に戦線に戻せますがな」


そういうと、ドクター・フランクは説明を打ち切った。


◆


ナイトレイ王国東部国境の街レッドポスト。


涼が前回レッドポストに泊まったのは、ゲッコーの護衛でインベリー公国に向かう途中であった。そして、このレッドポストで、元暗殺者シャーフィーの胸にあったタトゥーを外す手伝いをした。


そんなレッドポストは、一時、インベリー公国からの難民で溢れかえった。


だが、難民の多くはレッドポストにとどまらず、王国内部へと移動した。王室直轄領であるレッドポストは、中央政府の指示によって、難民たちを王国内部に移動させる政策をとったのだ。


当初は、街の外にも難民が溢れていたのだが、今は、少し人が多いかなという程度にまで落ち着いている。


「難民問題は難しい……」


涼は、そんな光景を見ながら呟いた。


頭の中に浮かんでいたのは、地球にいた頃に映像で見た難民たちと、それに対処する受入国、さらに受け入れ国内で衝突し合う人々……。


「かわいそうだから助けよう」では済まないのが、難民問題なのだ。理想は、故国を捨てないでいいように、元の国への支援なのだが……。今回のように、そこが戦場となると、そうもいかない。


涼は、小さく首を振ってから、宿の食堂に入る。


そこには先客がいた。


「凶悪な面構えで、どこから手に入れたのか分からない本を読む、Ｂ級冒険者の剣士が……」


「おい、聞こえているぞ」


本から顔を上げながら、アベルが涼に向かって言う。


「こんなところで何をしているんですか？」


「どこかの水属性の魔法使いに妨害されるまでは、本を読んでいたな、確か」


「その程度の妨害に屈するなんて、アベルもまだまだですね」


「うん、ものすごく理不尽なことを言われているのは分かる……」


涼は首を振りながら、やれやれと言った雰囲気で両手を広げて見せる。


それに対して、顔をしかめながら反論するアベル。






「それにしても、会議はいつまで続くのでしょう……」


「さあな。一昨日までは、どうやって公都まで行くかを話し合っていたみたいだが、今は国境を突破するかどうか自体を決めかねているからな」


議題が変わったのは、公都アバディーンの陥落が伝わってきたからであった。


もちろん、実際にアバディーンの状況を見てきたわけではないため、公都陥落の報自体が偽情報で、遠征隊の足止めのために流された情報ではないか、そういう意見もある。


それらも含めて、「それでも国境を突破すべし」と「もはや大勢は決した、不介入」、さらに「どちらとも言えない」という、三つの派閥に分かれて議論が行われている……らしい。


二人が子どもたちを送り出してから、すでに五日が経過しようとしている。


涼はもちろん、最近はアベルも、議論が行われている会議室には近付いていなかった。中には、参加した各街のギルドマスターたちが集っており、ルンの街からはヒュー・マクグラスが会議に加わっている。


「なんで、こんなに議論が長引くんでしょう」


「ああ……指揮系統が決まっていないからだろう。トップも明確に決まっていないしな」


涼が尋ねると、アベルが答える。


そして、各街の冒険者ギルドについて説明を始めた。


「各街の冒険者ギルドには、『格』というものがある。明文化されてはいないがな。その中で筆頭は、やはり王都本部。だが、今回の問題は、王都本部から来ているのが、サブマスターだという点だ」


「ああ……。もし、王都本部のギルドマスターが来ていれば、その人がトップとして指揮権を握っていたと」


涼は、なんとなく想像したことを言う。


「そういうことだ。王都本部のマスターは、グランドマスターと言われ、明確に王国内冒険者ギルドのトップだからな。だが来ていない現在、王都本部に続くのは、東西南北各部の最大都市四つと、辺境最大のルンだ」


「おぉ！　ルンの街の冒険者ギルドって、高い格付けなんですね！」


涼はなんとなく嬉しかった。自分が所属している組織が高く評価されていれば嬉しい。たいていの人は、そういうものだ。


「まあな。それだけの実績を積み重ねてきたからな。各部の最大都市ギルドとは違い、辺境という立地柄、ルンは実力主義だ」


なぜかアベルが偉そうに言う。自分たち『赤き剣』も、その積み重ねてきた実績に入っているという自負があるのだろう。


「各部の最大都市は全て、ギルドマスターが出てきている」


「そういえば南部は、最大都市アクレのランデンビアさんでしたね。カイラディー冒険者ギルドにいた頃に、一度お会いしたことがあります」


涼は、アクレの冒険者を率いてきたランデンビアを思い出した。


コナの街の代官ゴローなどが、カイラディーの良心と評した男だ。カイラディーのサブマスターから栄転して、アクレのギルドマスターとなっている。


「ああ、ランデンビアは優秀だな。他の、北、東、西もギルドマスターを出してきているんだが、それだけに、同格ばかりが揃ってしまい……」


「トップが決まらないと」


涼は小さくため息をついた。


そう、会議は踊る、されど進まず。


トップが決まっていない会議など、進まないものだ。


「各部とルンのギルマス、王都のサブマスは、同格になるんだが……東と王都は攻め、北と西は撤退、そう分れてしまっているらしい」


「二対二ですね。あれ？　南部は？」


「南部、というかヒューとランデンビアは中立だそうだ」


アベルは顔をしかめながら答えた。


「ヒューさんは、インベリー公国とも親しいらしいですから、ちょっと意外ですね。全てをなげうって攻め込むと思ったのですが」


「俺一人のことじゃないからな」


涼の後ろから、突然声を出したのはヒュー・マクグラスであった。


普通、こういう場面では声を掛けられた者が驚くのであるが、涼はもちろんアベルも、ヒューが近付いてきていることに気付いていたため、全く驚かない。


「てか、お前ら……少しは驚けよ」


なぜかヒューが落ち込んでしまった。






「さすがに三百人の冒険者の命が懸かっている。しかも、全員Ｃ級以上の精鋭ばかりだ。それを失うようなことになったら、王国の存亡にも関わる事態になるだろ」


王国内にも、多くの森、山が存在する。


そして、『ファイ』において、森や山は、人の世界ではない……魔物の世界なのだ。


そんな森や山から出てくる魔物の討伐、あるいは入って行っての間引き、そういったことを冒険者は行っており、それらは、爆発的な魔物の発生を未然に防ぐ効果があるのだと言われている。


もし、精鋭冒険者がいなくなれば、森や山から溢れた魔物たちによって、街が飲み込まれる可能性も出てくる。


実際に、三百年前、そうやって多くの街が飲み込まれ、中央諸国で一つの国が滅んだ記録が残っていた。


「俺だけの感情では決められん。だいたい、連合の総大将はオーブリー卿だ。一筋縄でいく相手ではないしな」


「ヒューさんは、オーブリー卿をご存じなのですか？」


ヒューの言葉に、涼が尋ねる。


「ああ。前の大戦の時に、何度かやり合った」


そういうと、少し遠い目をして、過去の何かを思い出した後、ヒューは言葉を続けた。


「お前たちは、どちらもとんでもない剣士と魔法使いだが、オーブリー卿も化物だ。本人の剣の腕もかなりのもんだが、それ以上に、戦の天才と言ってもいい。国のトップになったのに、奴自身が、自ら戦場に出てくるのは、正直想定外だったんだよ……このまま戦わないで引き上げる方がいいのかもしれないな」


ヒューはそんなことを言う。


ヒューの中では、かなり迷っているのを、アベルも涼も感じ取っていた。そのために、中立なのであろうと。






状況が動いたのは、翌日だった。


遠征隊会議室が置かれた宿の前に、一台の馬車が到着した。その扉には、盾を背景に剣と杖が交差する紋章が描かれている。それは、王国冒険者ギルドの紋章。


中から降りてきたのは、五十代半ばの魔法使い。百八十センチの身長、それを超える大きな杖をつき、鋭い眼光で辺りを睨んだ。周囲を一瞥すると、宿に入り、そのまま会議室に入っていった。


「ぐ、グランドマスター！」


男が入っていくと、真っ先に気付いて、叫び、跳び上がったのは、王都本部サブマスターのジョザイア・オンサーガーであった。


馬車で到着したのは、冒険者ギルド王都本部グランドマスターのフィンレー・フォーサイス。王国冒険者ギルドの頂点に立つ男だ。


フィンレーが会議室の中を進むと、全ギルドマスターが起立し、それを迎えた。


それまで、王都本部のサブマスターが座っていた最も上座の席に座ると、他のギルドマスターたちも着席する。


「ぐ、グランドマスター、その……」


王都本部サブマスター、ジョザイアが言いかけるのを、軽く右手を上げて遮る。


そして、重々しく言葉を発した。


「諸兄らに、王国政府からの要望を伝える。国境を越え、公国を解放せよ」


言い終わり、一瞬の沈黙の後、


「おぉー！」


沈黙を破る多くの叫び声が、会議室に響いた。


叫んでいるのは、王都のある中央、東部のギルドマスターたち。西部、北部のギルドマスターたちは、苦虫をかみつぶしたような表情で、それを見ている。


ヒューとランデンビアを中心とした南部のギルドマスターたちは、何も発せず座ったままであった。


◆


「閣下、公国西部国境より報告がございました。本日午前六時、王国の冒険者と思われる一団が国境を突破。我が軍守備隊は国境の橋を放棄したとのことです」


ランバーの報告に、ほんの少しだけ首を傾げ、オーブリー卿は言葉を発した。


「ようやくか……もう少し早く決断すると思っていたのだが、案外時間がかかったな」


そう言うと、オーブリー卿は紅茶を飲んだ。


「間者の報告によりますと、先日、王都からギルド紋章をつけた馬車が到着し、その後、強攻が決まったとか」


「誰ぞ力のある者が着いたか。おそらくは、グランドマスターのフィンレー・フォーサイス」


そう言うと、口角を上げて笑った。


「せっかく、レッドナルを落とした第三独立部隊をどけてやったのだ。さっさと国境を越えてくればいいものを……だいぶ時間がかかったぞ。さてランバー、我が軍はこれからどうすればよいのかな？」


オーブリー卿は、試すように問う。


「はっ。様子見です」


「その理由は？」


「切札たる人工ゴーレムですが、初号機以外、戦線への投入に今しばらく時間が必要です。また、インベリー公が隠れている街を、未だ我々は特定できていません。ですが、王国の冒険者たちには、インベリー公側から情報が行くでしょう。つまり王国冒険者の動向を見ておけば、インベリー公がいる街が分かります。彼らが合流するのを見守り、その後、殲滅する。そのためです」


ランバーは自信満々に言い放った。


だが、オーブリー卿は意地悪な表情をしている。


「あ、あれ？　間違いましたか？」


「半分正解だ。合流するのを待つ必要はない、合流直前、あるいは合流直後の混乱した状態の時に襲い掛かってもよい。あるいは、冒険者たちが進む方向から、インベリー公らがいる街の推測もできよう。まあ、インベリー公らがどこにいるか、見当はついているのだがな」


「そうなのですか!?」


さすがに、オーブリー卿のその言葉には、ランバーも驚いた。インベリー公とその軍に関する報告は、どこからも届いていないはずだからだ。


「おそらく、南部の街フィオン。とはいえ、ただの予測だ。斥候を放って確認させてはいるが、まだ報告はない。確認できたら、すぐに攻めるがな」


「しかし閣下、素人考えなのですが、王国冒険者が戦場に到着したら、厄介な敵になりませんか？」


「全くその通りだランバー。だから、さっさと国境を抜けてインベリー公がいる街に向かってほしいが、到着はしてほしくない。それが正直なところだな」


「それはまた……難しいですね」


「ああ、難しいな。戦というものは、本当に難しいものだ」


そう言うと、オーブリー卿は残った紅茶を飲み干すのであった。







フィオン防衛戦


インベリー公国南部の街フィオン。


直轄領であるフィオンには代官所があり、インベリー公ロリス・バッジョは、そのフィオン代官所にいた。


現在、このフィオンの街に、インベリー公国が動員できる残存兵力の、ほぼ全てが集結している。


この、フィオンの街を反撃拠点とするのは、当初からの予定の一つではあったのだが、それは侵略してくる連合軍を焦土戦で疲弊させてからの、反撃予定であった。


だが、予定よりも早く公都が落ち、さらに公国北部全土が連合の支配下に置かれ、補給線への攻撃も失敗を繰り返している現在、公国軍は厳しい状況に置かれている。


焦土戦を展開したにもかかわらず、敵はほとんど疲弊していないのだ。


公国北部、ならびに公都周辺を支配下に置いた連合軍は、現在侵攻を停止している。


公都陥落後、各地の制圧に動くと考えていたロリスら公国軍首脳は、その点でも想定を外していた。電撃的に公都まで落としておきながら、その後動かないなど……全く意味不明だ。


「なぜ奴らは動かない」


代官所会議室、机の上に広げられた公国全土の地図を睨みながら、インベリー公ロリス・バッジョは声を絞り出した。


「敵国への侵攻など、時間を掛けても良いことは何もないであろうが」


ロリスの言葉はもっともだ。時間が経てばたつほど、各地の領主、民衆などが立ち上がり、侵略者たちに反抗し始める。


『名将』と言われるオーブリー卿が、そのことを理解していないわけがない。だからこそ、なぜ停止しているのかが分からないし、不気味なのだ。


もちろん、ロリスの疑問に答えられる者など、この場にはいない。


数十秒間、誰も口を開かなかった。


最初に口を開いたのは、情報部長官サリエリであった。


「オーブリー卿は、支配を固めるために、北部ならびに公都に、自国民による植民を考えているのかもしれません」


「！」


ロリスをはじめ、そこにいた全員は絶句した。


確かに、焦土戦略のために公国民をできる限り避難させた。特に、真っ先に連合軍の進撃ルートとなる北部から公都までの街、村、そして公都は真っ先に。


建物にも火をかけ、井戸を潰した村も多い。かなり徹底して、連合軍に利用されないようにしたのだ。泣く村人を前に……潰す兵士たちも、悔し涙を流しながら。


そのため、広大な土地が空いたままになっているのは事実だ。そこに、連合から移民を入れる……。


十分に考えられることだ。


北部と公都を支配下に置くだけで満足するとは思えないのだが、まず足下を固めるというのは、十分にあり得ることのように思えた。


「サリエリ……その根拠というか、情報が上がってきているのか？」


ロリスは、受けた衝撃の大きさに顔をしかめながらも、確認する。


「移民そのものは確認できておりません。ただ、連合との北側国境から、公都までの道路の整備が、通常では考えられないほどの規模とか。幅三十メートルの、ほぼ一直線の道を敷く工事が行われているのが確認されております。さすがに、行軍のためだけにこれほどの道を敷く必要は無いかと」


「なるほど」


幅三十メートルの道と言えば、かなり広い。


現代地球で言うなら、片側四車線の道路……つまり八車線分以上の幅である。どこかの油田王国だろうか。


再び、会議室を沈黙が覆った。






次に沈黙が途切れたのは、誰かが話し出したからではなく、報告によってであった。


報告書を渡されたサリエリは一読すると、すぐにロリスに渡す。


ロリスは報告書を二度読み、二度大きく頷いてから言った。


「聞け。王国の精鋭冒険者約三百人が国境を突破し、我々と合流するために進軍中だ。指揮官はグランドマスター、フィンレー・フォーサイス殿。しかもその軍には、大戦の英雄、マスター・マクグラス殿もいる！」


その報告が、会議室に与えた影響は極めて大きいものであった。


一瞬の空白の後……。


「うぉーーー！」


会議出席者の歓声が天を衝く。


今まで、ずっと苦闘を強いられてきた彼らに、ようやく嬉しい情報が舞い込んだのだから当然かもしれない。


特に、マスター・マクグラスの名が、多くの者の口に上った。


マスター・マクグラスは、外国の人物ではあるのだが、ある意味、公国独立の象徴とも言える人物だ。そのため、公国内での人気は絶大であり、彼が来てくれるのであれば勝利は疑いない、とまで言う者が出てくるほど。


王国の遠征隊には、すでに情報部員が接触し、このフィオンの街まで導く手はずとなっていることも報告された。


到着次第、反撃を開始する。インベリー公ロリスの腹は既に決まっていた。


それが、最後の戦いになる可能性を理解しながら。


◆


王国冒険者遠征隊は、公国西部の森の中を進んでいた。


公国西部は、完全には連合の支配下に入っていないとはいえ、主要街道は連合軍に抑えられている。そのため、地元民しか知らないような狭い道、獣道、あるいはそのまま草をかき分け森の中を走っている。


総指揮はグランドマスター、フィンレー・フォーサイスが執ってはいるが、基本的に東西南北、それと王都のある中央という、五つの部に分かれての進軍だ。


東部が先頭、その後を中央部、北部と西部が続き、南部が最後尾。


「南部って、グランドマスターに嫌われているんですか？」


「リョウ、それは言っちゃならないセリフだ」


涼がふとした疑問を口にし、隣を走っているアベルがたしなめる。


二人の直後を走るヒュー・マクグラスは、深くため息をついて言った。


「どうせ俺のせいだよ。フォーサイス殿には嫌われているからな」


南部が最後尾にまわされた理由は、南部軍の指揮を執るヒューのせいらしい。


南部軍の先頭を走るのは、涼とアベル。その直後をヒュー・マクグラスと、道案内の公国情報部クロエがついてくる。


涼以外、全員Ｃ級以上の冒険者たちとはいえ、森の中を走るのは想像以上に体力を消耗していた。


そして今も……。


「最後尾が遅れ始めています。歩きますか？」


涼がヒューに問う。


「ああ、そうしよう」


そう言うと、ヒューは、鋭く指笛を吹いた。


それに合わせて、南部軍全体が走るのを止め、歩きだす。それでも止まって休憩をとらないのは、少しでも早く先に進むためだ。


先頭集団四人のうち、三人は息も切らしていない。だが、南部軍の案内役として情報部から派遣されているクロエは、大きく息をしていた。


「クロエ、水です。飲んでください」


涼は、氷のコップとその中に水を生成し、クロエに渡す。


「すいません」


クロエはかなり疲労しているようだが、感謝の言葉ははっきりと告げる。コップの水を、一息で飲み干した。


そして独り言のように言葉を吐く。


「さすが……大戦の英雄とＢ級冒険者の方々ですね……。私は、体力と森の中での移動には自信があって、この役目に志願したのですが……付いていくのがやっとです」


「大丈夫、ちゃんとできていますよ。後ろ、他の人たちもやっとですから。この二人が異常なだけです」


そうやって、涼はクロエを慰めた。


クロエは、栗色の髪をショートヘアーにし、同じ色の目がクルクルとよく動く可愛らしい女性だ。


年齢は二十歳ちょっとであろうか。よく手入れされたダガーを二本、腰に差している。身長は涼より少し低いくらいで、女性にしては平均以上であろう。


情報部所属ということで、近接戦もそれなりにできるらしい。


遠征隊の他の部にも、情報部の案内要員がついているが、他は全員男性で、女性はクロエだけであった。


「むさい男性は嫌だ。どうせ能力があるのなら、南部軍に少ない女性の方がいい。そういう理由で、ヒューさんは、クロエを南部の案内に引っ張ってきたらしいです」


「おい、適当なことを言うな」


涼がセクハラまがいな適当なことを言っていると、ヒューが訂正した。


その会話を聞き、クロエは少しだけ笑う。


「疲労回復にも、笑うのは効果があります。ヒューさん、計算通りですね！」


「そんな話、初めて聞いたよ！　全く計算してないわ」


ヒューがそう言うと、クロエはさっき以上に笑った。


それを見て、何度も頷く涼。


その会話を横から見ていたアベルが呟く。


「リョウって、そういうところ気が利くよな」


アベルは素直に感心していた。


「で、ヒューさんは、どうしてグランドマスターに嫌われているのですか？」


歩くことになったのを幸いに、涼はヒューに尋ねた。


「それを聞くのかよ……」


「秘密の共有は、連帯感を生み出します。死線を潜り抜けるためにも、仲間意識は持った方がいいと思うんです」


ヒューが顔をしかめ、涼がもっともらしいことを言う。


「まあ、簡単に言えば、俺が、フォーサイス殿の娘さんとの結婚の話を断ってしまったからだ」


ヒューがため息をついてから言うと、涼は大きく目を見開いてヒューを見つめた。


前を歩きながら、顔だけヒューに向けている姿は、なかなかにシュールだ。ヒューの隣を歩いていたクロエも、少し驚いてヒューを見る。


アベルだけが、小さくため息をついてそのまま歩いている。どうも、知っていたらしい。


「それは……グランドマスターの娘さんが……その……容姿的に気に入らなかったとか……」


言葉には気を付けなければいけない。


『ファイ』にはセクハラ的な概念は存在しない。


だがそれは、男女平等が遅れているからではなく、全く逆で、地球に比べて女性の力がかなり強いからだ。


筋力においては、女性よりも男性の方が強い場合が多いのは確かであるが、『ファイ』には魔法がある。魔法との親和性は、男性よりも女性の方が若干高いという研究成果もあるらしく、魔法使い系は女性の方が多い。


冒険者を含め、騎士団や魔法団など、死と隣り合わせの職業では、実力主義であるのが当然であるため、男だからとか女だからなどという理由で出世が遅れたり、差別されたりということは全くない。


そんなこんなで、女性も強い世界なのだ。


だから、言葉には気を付けなければならない。言葉を選び間違えれば、即、死に繋がることすらあり得る……。


「容姿……エルシーは王都でも指折りの美人だ」


ヒューは、何かを思い出しながら答える。


涼は首を傾げながら、さらに質問を続けた。


「グランドマスターの家柄が……そう、大戦の英雄と呼ばれるほどのヒューさんとは、格式が合わないというか、釣り合わないというか……」


「フォーサイス殿は、伯爵位を持つれっきとした貴族で、エルシーはその一人娘。婿になる男は、伯爵位を継ぐことになる」


涼の疑問に、ヒューはため息をつきながら答えた。


涼の首は、さらに傾げていく。


「ああ！　ご本人、エルシーさんがヒューさんを好みじゃ……え～っと、もっとすらっとした貴族然とした感じの男性が好みだったとか」


「何かの間違いだろうが、エルシーは俺みたいな強面が好きなんだそうだ」


ヒューはさらに深くため息をつきながら答えた。


そして、涼の首は、ほぼ直角にまで傾くことになる。


「どうして、断ったのですか？」


涼には、断った理由が全く思いつかなかった。そんないい話を……。


「その話があったのは三年前。当時俺は三十六歳だ。エルシーは十八歳。二十歳近く違う俺の下に嫁ぐのは、あまりに不憫だと思ったからだ」


ヒューの答えは、そんな内容であった。


なんてくだらない。


そう、くだらない。


愛があれば年の差なんて、関係ないじゃないか！


と、涼は思ったが、口に出すのは控えておいた。


ヒュー・マクグラスはギルドマスター、つまり涼の上司である。上司はたてておかねば。なんて自分は賢明なのだろう、涼はそう思いながら一つ頷く。


それを見ていたヒューは、一言言った。


「リョウ、今、なんてくだらない、って思っただろう」


「なっ……」


涼は心底驚いた。


英雄の洞察力は伊達ではないらしい。


「あ、でも、この前の王都騒乱……」


そこまで言って、涼もさすがに失言であることに気付いた。王都住まいの貴族なら、王都騒乱に巻き込まれて……。


「ああ……大丈夫だ、巻き込まれていない。ちょうどその時、エルシーは西部に行っていたらしい。いや、トワイライトランドだったか？　まあ、とにかく、王都にはいなかったらしい」


だが、涼の興味は、エルシーの安否よりも、聞こえてきたある単語に向いた。


「トワイライトランド……黄昏の国？　カッコいい……」


「トワイライトランドを黄昏の国って言う奴は初めて聞いたが……。王国の南西にある国だ。若い国で、確か百年前に建国されたんだよな。誰も住んでいなかった地域を切り開いて、建国したんだから大したものだと思うがな」


（トワイライトを黄昏って訳さないんだ……じゃあ、その国名をつけた人はいったい……？）


涼の中に、また一つ、解けない謎が生まれた。






歩き続ける南部軍一行。


先頭を歩く涼の〈パッシブソナー〉に反応があった。


「ヒューさん、前方四百メートルで戦闘中です」


「分かった」


涼が報告すると、ヒューは了解し、一度鋭く指笛を吹いた。


その指笛を合図に、南部軍全員がヒューの周りに集合する。その数、七十人。最後尾を任されていたアクレのギルドマスター、ランデンビアが到着し、南部軍全員が揃った。


「前方四百メートルで戦闘が行われているらしい。だが、その状況にもよるが、我々はこのまま強行する可能性がある。そのことを皆に伝えておく」


ヒューは無表情のまま告げる。


普通であれば、「味方を見捨てていくのか」などという非難する意見が出てくるものなのだが、ヒューが、何の理由もなくそういうことをするわけがないと、皆が知っている。


大戦の英雄という肩書は、特に戦場において、絶大な効果を持っているのだ。


「理由は、主戦場において公国軍と連合軍の戦闘が、すでに始まっている可能性があるからだ。できるだけ早く、この森を抜けたい」


ヒューの言葉に、目を見開いて反応したのは、公国情報部のクロエであった。


「ともかく、戦闘地域まで進む。着いたら状況観測。隊列は、先ほどと同じで。ランデンビア殿は、殿しんがりを頼む。この人数で包囲されたら終わるからな、頼んだ」


「分かりました」


先頭と最後尾に信頼できる部隊を置くのは、進軍の常識だ。


誰だって、相手を潰そうと思えば、後背から襲い掛かるのが最も楽で確実なのだから、そういう作戦を展開するであろう？


先頭に、唯一のＢ級冒険者アベル。


最後尾に、元Ｂ級冒険者ランデンビア。


Ｂ級は貴重なのだ。


南部最大の街アクレ、辺境最大の街ルンから冒険者を出している、この南部軍ですら、現役のＢ級パーティーの参戦は『赤き剣』だけ……しかもアベル一人だけだ。


だが、これはまだ良い方で、各部のＢ級パーティー参戦者は、東部と王都が一ずつ。北部と西部に至ってはゼロ。


もちろん、Ａ級パーティーは参戦無し。


そもそも、王国には現役のＡ級パーティーは、王都所属の一つしかない。そして今回は、不参加。


王都所属の冒険者が言うには、参戦を『上』から止められたらしい……その話を聞いた時、涼は首をひねった。


騎士団の参戦を止めるのならば分かるが、冒険者を止めるのは……この遠征が成功しないと思っているからなのであろうかと。それとも単純に、王国騎士団が壊滅した今、王都が抱える武力はかなり少なくなっているため、冒険者と雖いえどもＡ級であるならば、手元に置いておきたい……そういう考えなのだろうか。


これも、答えの出ない謎の一つであった。






数分後、南部軍一行は、戦闘外縁部に到達した。


戦闘が行われているのは、森の中ではかなり開けた場所のようだ。


南部軍一行は、森の中に潜んだまま、状況を確認する。


「泥沼……」


涼は思わず呟いた。


冒険者たちは、かなり広範囲に足元が泥地と化した場所で、必死に、遠距離攻撃に対して防戦している。囲む連合軍は、突入することなく、遠巻きにして遠距離攻撃に徹していた。


「ここに、あんな泥の地面なんてありませんでした……」


クロエが小さな声でヒューに告げる。


クロエは、公国西部の出身で、この森の周辺で育ったらしく、森の地形が細かい部分まで頭に入っていた。


「つまり、連合軍の罠か。あれだけの広さを泥地にするには、三十人規模の土属性の魔法使いが必要だろう。すぐに集合できる数ではない以上、ここに冒険者たちが誘い込まれたということなんだろうな」


ヒューは冷静に状況を判断する。


ヒューだけではなく、状況を観察する南部軍冒険者たちも、焦ってはいなかった。


確かに冒険者たちは罠に嵌まり、一方的に攻撃されているが、陣形らしきものも形成し、魔法使いを中心に防御を固めているからだ。今しばらくは持ちこたえるはずだと。


「リョウ、周囲を探れ。敵の配置と、特に馬がいないかを中心にな」


「了解」


ヒューの指示に、涼は今一度、〈パッシブソナー〉に集中する。


「敵は、泥地の北と南に分かれて布陣しています。それぞれ二百人ずつ。その外側に、人の乗っていない馬が同じ数います」


「人の乗っていない馬？　騎馬隊じゃないってことか？」


「おそらく、今攻撃を加えている人たちが乗ってきた……馬？　馬から降りて遠距離攻撃を行っているみたいですね」


涼が推測を口にする。


「移動だけに使った馬か。好都合だ。南側の敵を、側面から突入して突き崩す。その後、やつらの馬を奪って、公国軍のいるフィオンの街まで走るぞ。南側の敵を崩せば、泥地の冒険者は自分たちで突破するだろ」


◆


フィオンの街は、盆地の中心にある。


東西を百メートル級の山に挟まれ、南には魔の山があるため、大軍が行動できるのは盆地の北側だけ。その北側は、左右の山が迫り、隘路あいろとなっている。ビンの首というか、ヒョウタンの腰の部分というか、きゅっと縮み、しばらく北に進むと外に広がっている。


攻めにくく守りやすい土地であるのは確かであった。


「敵襲！」


物見台の兵士が叫び、鐘が打ち鳴らされる。鐘の音は、フィオンの街全域に響き渡った。


インベリー公ロリスを含め、軍首脳にとっては想定外ではない。想定外ではないのだが、やはり大軍が攻めてきたと聞けば、誰しも緊張するものだ。


「グリーンストーム起動」


守備隊長メレディスの指示が、フィオン中央指令所内に響く。同時に、インベリー公ロリスと、騎士団長スタンリーが指令所に到着する。


「敵の状況は？」


「現在、隘路の北。騎馬隊のみ。この速度なら、射程に入るまで一分です」


騎士団長スタンリーの問いに、守備隊長メレディスが答えた。


守備隊長メレディス……かつて、公都アバディーンにて、守備副隊長を務めた男である。


公都守備隊長のナイジェルの指示により、公都陥落時にグリーンストーム用の風の魔石二個を公都から持ち出し、このフィオンの街まで無事に届けたのは彼だ。


その後、このフィオンの街の守備隊長となり、グリーンストームの射撃に関する責任者に任じられたのは、当然の成り行きだったのかもしれない。


「よし。ある程度引きつけてから、拡散型で一掃するぞ」


騎士団長の指示が飛ぶ。


守備隊長メレディスは、確かにグリーンストームの責任者ではあるのだが、実際のところその運用は、もっと上の人間が決める。


例えば今回のように、騎士団長などが。


メレディスに任されている部分はほとんどない。とはいえ、目の前で公都の陥落を見てきた以上、意見をしないわけにはいかない。


「騎士団長閣下、あまり引きつけ過ぎるのは危険では」


「お前の気持ちも分かる。だが、少しだけ敵を倒してそれで敵が怯み、中に入ってこなければ、この兵器の有効活用にはならん」


騎士団長の言うことももっともなのだ。驚くほどの戦力差がある以上、逆転の目があるとしたらグリーンストームの有効活用……それしかない。


しかし実際のところ、どちらの危惧も現実とはならなかった。


連合軍は、隘路と盆地の境ギリギリ、つまり射程ギリギリで停止する。そして、連合軍が左右に割れ、何かが一体、ゆっくりと出てきた。


「人工ゴーレム……」


騎士団長スタンリーは、小さな声を絞り出した。


報告は受けている。公都では、グリーンストームの集束した射撃が効かなかったと。


「メレディス！」


インベリー公ロリスは、守備隊長メレディスの方を見て言う。


ロリスの言わんとするところは分かる。


「殿下、あれです。あいつは、グリーンストームが効きませんでした」


メレディスは悲痛な、だが言わなければならない事実を改めて言う。もちろん、帰還の報告で報告してあるが、もう一度だ。


「スタンリー、どうする」


ロリスは騎士団長スタンリーを見て問いかけた。


この場における現場責任者的人物は、スタンリーだからだ。それはスタンリー自身も理解しており、顔を歪めながら、提案すべき内容を考え、口を開いた。


「グリーンストームが効かないことが分かっているのであれば、討って出るしかありません」


「それでいけるか？」


「正直分かりませんが、乾坤一擲、この一戦に全てを懸けた騎士団の突撃であれば、あるいは……」


正直、スタンリーにも上手くいくか分からない。


だが、他に方法はない。


「分かった。スタンリー、頼んだぞ」


インベリー公ロリスにそう言われると、騎士団長スタンリーは一礼し、自ら騎士団を率いるため、中央指令所を出て行った。






三分後。


フィオンの街の城門が開かれ、公国騎士団を先頭に、公国軍の突撃が敢行された。


連合軍から降り注ぐ矢の雨も、彼らの突撃を止めることはできず、速度を落とさせることすらもできない。騎士団の突撃は、一分ちょっとで、一キロ先の連合軍と人工ゴーレムに届く。


気合に満ちたその突撃は、信じられないことに、連合軍の先頭を一瞬で討ち破った。


その時、フィオンの中央指令所で歓声が上がったのは当然であったろう。


そんな公国騎士団に、先頭集団を一撃で粉砕され、なんとか耐える連合軍。


だが、騎士団に遅れて到着した公国軍後続部隊も、その士気は異常に高かった。


戦争開始からこれまで、作戦とはいえ撤退に撤退を繰り返し、一度も本格的な戦闘をすることを許されなかったのだ。たまった鬱憤は相当なものであった。


中央指令所から確認できた人工ゴーレムは一体だけであり、その一体は、すでに多くの公国兵に群がられて、活動を停止して隘路の中に打ち捨てられている。まさに数の暴力が体現されていた。


突撃に参加した公国軍は、約二千人。


連合軍全体に比べればかなり少ない。だが、少なくともこの隘路において、その勢いと狂乱は連合軍を圧しつつあった。






そして、公国軍は、ついに隘路の向こう側に連合軍を追い返し、自らもさらに突き進んだ。


突き進む公国軍。


撤退を繰り返す連合軍。


何度もその光景が繰り返された。


だがそこまで進むと、さすがに冷静になる公国軍の指揮官クラスも出てくる。


「脆もろすぎないか？」


彼らは、そう思い始めた。


すでに、突撃した二千の公国軍のほとんどは、隘路を抜け、北側の平地で戦っている。


もし、ここで連合軍の別動隊が公国軍と隘路の間に入り込んだら？


二千の公国軍は袋のネズミになってしまう。


熱狂が冷め、その事実に思い至ってしまった前線指揮官たちから、突撃を促す力強さは無くなっていった。


部下たちも、指揮官の変化を敏感に感じ取ってしまった。袋のネズミになることまでは考えられないとしても、指揮官が何かを気にしていることくらいは分かる。


戦場における士気とは、かくも容易に落ちるものなのだ。


そして、現場の最高指揮官である騎士団長スタンリーも、自分の中にも湧き起こったその疑惑を払うことはできずに、ついに命令を下す。


「退くぞ！」


幸い、隘路との間はまだ塞がれていない。十分に間に合う。


だが、急激な撤退は、狂乱に満ちた突撃よりもはるかに困難なものだ。


部下たちは、なぜ撤退するのかを十分には理解していない。当然、どこまで退くのか、具体的にどうやって退くのかも分かっていない。


さらに、連合軍は異常なまでに整然と押し返してくる。無理をせず、突っ込んでくることなく、整然と。


騎士団長スタンリー自ら殿となり、最前線で押し寄せてくる連合軍と切り結びながら撤退を指揮する。


そんな中、スタンリーは、この戦闘に違和感を覚えていた。


（整然としてはいるが……連合軍の動きには、キレも鋭さも無い。本当に、噂に聞く名将オーブリー卿が率いているのか？）


公国軍は隘路を進み、少しずつフィオンの街に近付いていく。


撤退は成功しつつあった。






そして、ついに、スタンリーも隘路を出た。


殿であるスタンリーが出たということは、公国軍全軍が、隘路を出てフィオンの街に撤退できそうだ……そんな希望が見えたということだ。


その瞬間、戦況を観察していたオーブリー卿の口角が上がり、ニヤリと笑ったことをスタンリーは知らない。


隘路を抜けてフィオンの街に戻りつつある公国軍……だが、戦闘は続いている。


撤退戦を行っていたのだから当然ではあるのだが、殿だけではなく、ほぼ全線戦で戦闘が行われている。


そう、公国軍と連合軍は、入り乱れていた。入り乱れながら、フィオンの街に近付いて行く。


そのことに最初に気付いたのは、守備隊長メレディスであった。


彼は職務柄、いつ命令されてもいいように、グリーンストームでの射撃のことを考えていた。


そんな中で、両軍入り乱れてフィオンの街に近付いてきている現状……今、もし撃てと言われたら、味方を巻き込んでしまう。


そんな時間が、隘路を抜けてからずっと続いている。さすがにこれは変だろう？


「殿下、敵味方が入り乱れており、グリーンストームは撃てません」


「うん？　まだ撃つ必要はないぞ？」


インベリー公ロリスには、何が問題なのか理解できていなかった。


「殿下、敵味方が入り交じったまま、フィオンの街に近付いてきております。これではグリーンストームを封じられたまま、敵は街に到達します」


そこでロリスはようやく気付いたのだ。連合軍の狙いに。


「並行追撃か！」


街の城門は、撤退してくる公国軍を引き入れるために開いている。その公国軍に並行して、あるいは入り交じって追撃することで、街からの遠距離攻撃をためらわせて、そのまま街になだれ込むのが連合軍の狙いなのだ。


この状況では、フィオンの街最大の戦力であるグリーンストームも、味方を巻き込む可能性が高いために撃つことができない。


並行追撃による街への侵攻。それがオーブリー卿の狙いだったのだ。


グリーンストームが効かないと分かっている人工ゴーレムがいるとなれば、近接戦を仕掛けるしかない。最精鋭であり、最後の集団戦力でもある騎士団が出てくるであろう。


事の最初から、公国軍はオーブリー卿の想定通りに動かされていた。


一度隘路まで公国軍を引き入れ、撤退する際に並行追撃に移行する。


隘路から撤退させたのもわざと。


途中で倒しきらないのもわざと。


それどころか、最初の、公国軍の突撃を成功させたのすらわざと……。


「狡こう猾かつな！」


絞り出すように言ったロリスの言葉は、だが、むなしいだけであった。


◆


北から、南にあるフィオンの街に向かって並行追撃を行う連合軍。そのさらに北、かなり北に、王国遠征隊の南部軍がさしかかった。


全員が騎馬。さすがＣ級冒険者たちともなれば、馬にも乗れる。だが中には、非常に危なっかしく、ほとんどしがみつくように乗っている水属性の魔法使いもいる……。


しかし、最初に違和感を感じたのは、その水属性の魔法使い涼であった。


薄い、本当に薄いエアカーテンをくぐったような感じ。


「〈アイスウォール10層パッケージ〉」


騎馬で移動中の南部軍全員を、氷の壁で覆う。


ドドドドドドドドッ……。


連続する石槍の炸裂音。


石槍の攻撃を受けたまま、南部軍が森を抜けると、広大な草原が広がっていた。そこには千人ほどの部隊が。


だが、罠を張っていたというよりは、罠を張ろうとしていたところに南部軍が現れた……そんな感じで慌てて展開しようとしている。


しがみついていた馬から、転がるように降りる涼。その横に、こちらは颯爽と降りるアベル。


どちらも、展開しつつある千人の中に見知った顔を見かけたからだ。これは、自分たちが相手をすべき敵だと。


「ヒューさんたちは、先に行ってください。少し迂回して。この人たち、第三独立部隊は、僕とアベルで相手しますので」


「二人でって、千人はいるぞ？」


涼の申し出に、さすがに驚くヒュー。


「ギルマス、因縁の相手ってやつだ。あんたにとっては、先の『大戦』から続く因縁の相手は、独裁官オーブリー卿だろ。千人くらい、リョウなら楽勝だ」


「アベル、自分は炎帝の相手だけして、他を全部僕に押し付けようとしていませんか？」


「おう、その通りだ。任せた」


「お前ら、マジかよ……」


涼がため息をつき、アベルが笑いながら答え、ヒューが驚きを通り越して呆れている。


とはいえ、南部軍全体が止まるわけにはいかないのは事実。遠征隊の他の軍が、森を抜けるのにてこずっている以上、他に手はない。


「分かった。だが二人とも、死ぬなよ。どれだけ無様でもいい、見苦しくてもいい、とにかく生き残れよ」


「おう」


「了解です」


ヒューの言葉に、アベルも涼も頷いて答える。


それを確認すると、ヒューを先頭に、南部軍は再び馬を駆けさせた。


「〈アイスウォール10層〉」


涼が氷の壁で、第三独立部隊からヒューらへの攻撃を防ぐ。それは、弓矢による、弱い攻撃であった。なぜなら、強力な魔法使いら主力は、目の前に降り立った涼とアベルの二人から、目を逸らせなかったからだ。


「なぜ貴様が……」


「お前さんとの決着をつけるためさ、炎帝」


最も右にいる炎帝が、その名の通り、怒りの炎を目の中に宿らせてアベルを睨みつけ、アベルはそれを飄々と受け流す。


「〈アイスウォール10層パッケージ〉　アベル、あなたたち二人だけの空間を仕切ったので、思う存分戦ってください」


「おう、いつも悪いな。てかリョウ、マジで千人を相手にするんだな」


「何を今さら！　炎帝の部下七人、独立部隊の千人、それと灰色ローブのファウストくらい、僕が引き受けておきますから。ほら、ちゃっちゃとやっちゃってください」


「まあ、なんだ。リョウ、死ぬなよ」


「ええ、もちろんです。アベルも、死なないでください」


こうして、四度目のアベル対炎帝の戦い、そして涼対ファウストら第三独立部隊の戦闘が幕を開けた。


◆


「なんで、赤の魔王がここに……」


「来るのは王国冒険者という話だったよな」


「つまり、赤の魔王は王国の冒険者？」


「くっ、騙された！」


炎帝の部下七人の会話は、涼にも聞こえた。何かに騙されたらしい。きっと真実は、勝手に思い込んだことが事実とは違っていただけなのだろうが……。世界は、誤解に満ちているのだ。


「本当に戦場まで追ってくるとはな。俺としては、決着をつけることができそうで嬉しいが」


笑いながらそう言ったのは、灰色のローブを纏ったファウスト。


「あなたは僕の弟子に手を出しました。その罰を受けてもらいます。あと、炎帝の部下と独立部隊の人たちも倒します」


「おもしれえ！」


涼が啖呵を切り、ファウストが笑う。


「ついでみたいに言われた……」


「これだけの数で襲いかかれば……」


「ファウスト殿もいる！」


炎帝の部下たちは、悔しそうではあるが、その数に希望を持っているようだ。


ガツンッ。


その時、独立部隊の奥の方から、鈍い音が響いた。


「ああ、そうそう。あなたたちが、連合軍本隊に報告を送らないように、そっちには氷の壁が張ってありますから」


「なっ……」


「まあ、それって、あなたたちを逃がさない、ということでもあるんですけどね」


涼はそう言うと、にっこり笑った。


一人対千人なのに、一人の側が「あなたたちを逃がさない」と宣言しているのだ。


異常な状況と言うべきだろう。


しかし、ファウストも炎帝の部下たちも知っている。目の前の水属性の魔法使いが、尋常ならざる相手であると。恐るべき魔法使いであると。


だから、魔法使いたちは、一斉に呪文詠唱に入った。


だが……。


「遅い！　〈アイシクルランス１０２４〉」


涼が唱えた瞬間、千本を超える氷の槍が発射された。


硬質な物どうしがぶつかる音、硬いものが革鎧にめり込む鈍い音、そして、ぐはっという口から漏れる痛そうな音……それらが、戦場のあちこちから聞こえてくる。


その後、倒れたのは百人あまり。九割の人間が、涼の一撃目をしのいだのだ。かなり鍛えられた優秀な一団だと言っていいだろう。


「なめた真似を！　〈数で押し潰せ〉」


ファウストが叫ぶように唱えると、何十、何百もの石礫が涼に向かって飛ぶ。


さらに炎帝の部下が……。


「〈ファイアージャベリン〉」


「〈ソニックブレード〉」


「〈ストーンレイン〉」


「〈ツインソニック〉」


全てが、分裂する攻撃魔法だ。それを、涼に向けて一点集中で放つ。以前、全て受けられたが、今回はファウストの攻撃に合わせてであるため、数が圧倒的に違う。


「〈ドリザリング〉」


前回同様に迎え撃つのは、霧雨と名付けられた、ほぼ不可視で展開される無数の水の盾。魔法攻撃がぶつかると、相手の魔法を道連れに、対消滅の光を発して消えていく。


それは、ファウストの石礫であっても同じ。


見えない、だが圧倒的な厚みを感じさせる水蒸気の盾が、完璧に涼を守った。


「なら、俺たちだ！」


魔法が効かないなら、近接戦。


赤の魔王は魔法使いだ。魔法使いを倒すには、近接戦を仕掛けるのが常道であり王道。


炎帝の部下のうち、剣士と槍士が涼に向かって突っ込む。その後ろから、生き残った独立部隊の兵九百人も、自分の武器を持って突っ込んだ。


彼らは、涼の一撃目をしのいだ者たちだ。つまり、剣や槍で魔法を斬ることができる精鋭。そんな精鋭九百人がいれば、いかな赤の魔王と雖もしのぎ切れるはずがない。


「そう、普通ならね」


涼はうっすら微笑みながらそう言うと、村雨を抜き、氷の刃を生じさせる。そのまま間髪を容れずに、自分に向かって突っ込んでくる剣士と槍士に向かって、自分からも突っ込んだ。


「！」


ただ一合、槍士の槍を受け流し、さらに剣士の剣も受け流し、止まらずに奥に向かって走る。向かってくる独立部隊九百人の中へ。


「なんだと！」


全員が意表を突かれていた。


魔法使いが、剣を構えて自分から近接戦を仕掛けてくる？　まだ戦闘を開始したばかりで魔力切れなどしていないはずなのに？　いや、そもそも前回、あれほど大規模な魔法を連発したのだから……魔力切れなどではないだろう？


うっすら笑いながら、踊るように止まることなく剣を振るう涼。


独立部隊の剣や槍を、ほとんど一合も合わせず、一振りで一人ずつ戦闘不能に陥らせていく。


「〈アイシクルランス４〉」


剣と絡めて、ほぼゼロ距離での氷の槍。


顎を撃ち抜かれれば脳震盪を起こす。脳が強制的に揺らされ、立ち上がることができなくなる。もちろん、時間が経てば回復する。ただ……顎が骨折する可能性はけっこうある。先を丸めてあるとはいえ、〈アイシクルランス〉は速い。そして重い。ダメージが、速さと重さに比例する以上、顎は大変なことになる……。


丁寧なのは、この後だ。


「〈氷棺〉」


剣で気絶、あるいは骨を砕いて戦闘不能に陥らせた相手や、氷の槍で戦闘能力を奪った相手を、一人ずつ氷の棺に入れていった。


そう、〈パーマフロスト〉という広域凍結魔法で一気に凍りつかせるのではなく、近接戦で倒した相手をわざわざ一人ずつ。


あえて、その力を見せつけるように。


そうやって、独立部隊が倒されていく間、ファウストも炎帝の部下たちも、涼に対して有効な攻撃を行うことはできなかった。それは、彼らと涼の間に、独立部隊の者たちがひっきりなしに入ってしまったからだ。


それは、涼の狙い通り。


一見、派手な動きで戦っているが、実はしたたかな計算の下にあった。


そう、考え方は、連合軍の『並行追撃』と同じ。敵を盾にして、遠距離攻撃を思いとどまらせる。そして、ファウストらはまんまとそれにはまった。


涼は、口ではなんだかんだと煽っていたが、それは精神面で優位に立つため。実は、ファウストを含めた炎帝の部下たちを、高く評価しているのだ。


冷静に考えれば、この千人をまとめて相手にするのは危険。勝てるだろうが、危険。


だが、普段は涼の中に隠れている「強い相手と戦いたい」という戦闘狂的感情が、まとめて相手にしてみたらいいんじゃないかと、涼の理性をそそのかした……のかもしれない。


あるいは、そちらが涼の本質か。


涼が、独立部隊九百人を倒すのに要したのは、約三分であった。


「たった三分？」


「九百人は残っていたはず……」


「赤の魔王、恐るべし」


炎帝の部下七人が呟く。ファウストは無言。その表情から、笑みは消えている。魔法戦では互角であっても、近接戦では大きな差があることを認識したのだ。


「さて、皆さん」


涼は、八人の方を振り向いて言う。


「ご存じの通り、僕は王国の冒険者です。そしてこれが、王国冒険者の実力です」


胸を張って、圧倒的な自信に満ちた表情で言い放つ。


「連合が、何か間違って王国と戦争するようなことになったら、今見た光景を偉い人たちに言って、戦争を止めてくださいね。そうじゃないと……」


ここで、一度言葉を切ってうっすら笑う。


「連合全土が、こうなりますよ」


八人は、完全に黙った。


涼があえて、戦闘力を示して独立部隊を倒したのは、将来の戦争抑止のため。


独立部隊の千人を、殺さずに生かしたままにしているのも、将来の王国との戦争を避けるためだ。この軍人たちの中から、将来指揮官が生まれるかもしれない。場合によっては、オーブリー卿のような国のトップが出ることさえあり得る。


そんな彼らに、王国と戦うことへの恐怖を植え付けておく。


生かしておくのは、優しさでも甘さでもない。恐怖体験を宣伝し、広めてもらうためだ。


涼自身は、元々、あまり目立ちたくないと思っている。多くの人に、知られたくもない。だが、知られたのであれば、その知名度は徹底的に使うべきだとも認識していた。しかもそれが、自分の国が戦場なるのを防ぐことに繋がるのであればなおさらだ。


知られるまでは、徹底的に隠す。だが、知られたならば、大きく宣伝する。


正しい戦略は変わりゆく。昨日まで正しい戦略だったものが、明日以降も正しいとは限らないというやつだ。


人に求められるのは、その判断。


歴史的に、大国が小国の戦争に介入する理由は、大きく分けて二つ。一つは、兵器実験。もう一つが、力の誇示。この場合の力の誇示は、その後の平和的な交渉で優位な立場に立つためと同時に、戦争になったらうちは強いと見せつける意味もある。


戦争と外交は表裏一体。どちらも、政治的命題を解決するための方法だ。だが、そこから生み出される結果は悲劇的なまでに違う……。


「僕のような魔法使いであっても、これくらいは剣が使えます。本職の剣士ならどうなるかは、そっちを見れば分かるでしょう？」


涼がそう言って示したのは、氷の壁の中で繰り広げられている戦い。アベル対炎帝の、人の剣士としての究極に近い戦いであった……。


◆


時間は、少しだけ遡る。


アベル対炎帝の戦いは、最初から全力戦闘となった。


「モラルタ、炎帝解放」


「いきなりかよ！」


炎帝フラム・ディープロードは、戦闘開始前に魔剣モラルタの炎帝能力を解放した。


それを見て悪態をつくアベル。


当然だろう。魔剣モラルタは、能力が解放されると非常に厄介な剣になる。相手の防御をすり抜けるのだ。それでいて、相手の攻撃を防御する際には、普通の剣のように実体化して受ける。しかもそれは、モラルタが意識を持っているかのように自動で行われる。


「その能力解放は反則だと思うんだが」


「お前のも魔剣だろうがアベル。発動すればいい」


炎帝フラム・ディープロードは、アベルが構える赤く輝く魔剣を見ながら言う。それは嫌みではなく、本当に、ただの事実の指摘だ。


「俺はまだ、こいつに認められていないらしくてな。魔剣発動、ってやつができないんだよ！」


「お前ほどの剣士を認めないとは……。その魔剣の気位の高さは普通じゃないな」


「気位とかあんのか？　そもそも魔剣ってだけで、すでに普通じゃないだろ」


アベルは深いため息をつく。アベル自身、自らが持つ魔剣については何も知らない。冒険者になるために城を出る際、宝物庫の隅に転がっていたこの剣を持ってきただけだからだ。


「ちゃんと聞いておくべきだったか？」


だが、もう遅い。


目の前にいるのは千人を斬ったと言われる、『大戦』の裏英雄、炎帝フラム・ディープロード。しかも、魔剣モラルタを能力解放した、全力全開状態。


この時点で、普通は詰んでいる。その先にあるのは、敗北と死。


しかし……。


「いいぜ、やってやるぜ」


アベルは諦めない。


これまでに、三度戦った。一度目は負けた。二度目は勝った。三度目は決着がつかなかった。そして今回が四度目だ。


そのうち、モラルタの能力解放は二回見た。


「死ね！」


炎帝は、一気に間合いを侵略し、打ち下ろした。


アベルは、剣で受ける……受けるのだが、いつも通り受ければ、能力解放状態のモラルタは、アベルの剣をすり抜けて、一撃で頭を割るだろう。


ならば……。


カキンッ。


「なんだと！」


アベルは、モラルタを受けた。正確には、実体化したモラルタを受けた。


アベルの剣を見慣れた者であれば気付いたであろう。アベルが受けた場所が、いつもよりも体に近い場所であった点に。近いというより、自分の魔剣と頭は、ほとんど触れている。


「俺を斬る直前なら、そいつも実体化するだろ」


自分の体から離れた場所で受ければすり抜けられて、体に当たる直前に実体化されて斬られる。だから、体すれすれに自らの剣を差し入れて、実体化したモラルタを受けた。


言葉にすればそういうことだが……。


「アベル、お前を尊敬しよう」


炎帝が、アベルを睨みつけたまま言い放つ。


炎帝も超一流の剣士だ。体が覚えている受けるポイントよりも、さらに体に近い場所で受けることの難しさは理解している。ほとんど本能が、それを拒否するということも。


だが、アベルは理性でそれを抑えつけた。論理的に、それしかモラルタを受ける方法は無い……そう理解しても、驚くほど難しいのだ。技術的にも、感情的にも。


「ならば俺がやるのは、技術を感情ごと押し潰すことだ」


そう言うと、炎帝の連撃が始まった。


それを全て、体と接するほど近い位置に剣を入れてさばき続けるアベル。一度でもしくじれば、その瞬間終わる。


全ての迎撃を、体が覚えている、ほとんど本能となっている場所よりも体に近い場所で受け続ける。その恐怖たるや、尋常ではない。


尋常な恐怖ではないはずなのだが……アベルは冷静に受け続ける。


「なぜ……それができる」


炎帝が絞り出すように問う。心底、理解できないのだ。おそらく、自分がアベルの側だったとして……よくて十合、もしかしたらもっと早い段階で瓦解するであろう。普通でないのは当然として、超一流の剣士だとしても、ありえない！


「究極の恐怖を知っているからさ」


「究極の恐怖？」


「目の前にグリフォンが下りてくる恐怖に比べれば、たいしたことないぜ？」


「世迷いごとを！」


アベルの言葉を、切って捨てる炎帝。


当然だろう。グリフォンなど、もはや伝説の中にだけ存在する生き物だ。ここ数百年、中央諸国で見たという記録はない。もし、そんなものが目の前に下りてくれば……確かに恐怖して動けなくなるだろう。究極の恐怖だろうが……。






しばらくして、炎帝は違和感に気付いた。正確に、何が原因なのかは分からない。だが、目の前で、自分の攻撃をしのぎ続けている男の変化が、違和感の原因であるのは分かる。


「洗練されてきている？」


人は、行動を繰り返すことにより最適化され、無駄が削られていく。それは別の表現では、洗練されていくと言えるだろう。


アベルの防御は、洗練された防御となっていた。


一流以上の剣士たちの場合、本来、防御というものは完成されたものだ。それは、何度も何度も繰り返して、身に付けてきた体が覚えているものだから。型という形で、剣を学び始めた最初から、繰り返してきたものである。


だから、無意識に、反射的に動いて、自分を守ることができる。


それが防御。


しかし同時に、そこにはそれ以上の進化はない。防御同士の組み合わせ、あるいは攻撃との連係など、パズルのようにあてはめて、「自らの剣術」を構成していくパーツではある。


それでいいのだ。相手を倒すのは防御ではなく、攻撃なのだから。


だが、今、アベルの防御が、進化しようとしていた。


これまで体が覚えてきたポイントよりも、自分に近いポイントでの迎撃。そんなことは、普通は経験することはない。今回のように、魔剣モラルタのような特殊な相手の攻撃を防ぐ、本当に特殊な状況でもない限り、自分の防御の形を崩す必要はないのだ。


最初は、さすがにアベルも、頭で考えながら剣を差し入れてモラルタの攻撃を防いでいた。


だが、それは途中から変わった。


炎帝の剣筋は知っている。これまで、三度戦った。


迎撃ポイントを、体に近い部分にして守り続ける。しばらくすると、深く考えずにできるようになった。それは、小さい頃から、毎日のように剣を振るい続けてきたからこそだ。


決しておろそかにしなかった基礎、基本。圧倒的な努力は、今回のようなイレギュラーにおいてさえも、アベルを助けてくれる。


努力は裏切らない。


分厚い、努力によって積み上げられた経験は、普通であれば一生経験しないような状況に陥ってさえも、アベルを助けてくれる。


ギリギリで間に合っていた防御が、最適化され、余裕をもって間に合うようになる。


余裕をもって間に合うようになれば、いずれは反撃の可能性を生み始める。


「貴様は……いったい、何なのだ」


思わず、炎帝の口から漏れる言葉。それは、もはや怒りではなく恐怖。自分には理解できないものと対峙していると認識してしまった……。


心の揺れは、剣の揺れとなる。


心が揺れたままの打ち込みは、隙を生む。


剣が揺れ、隙が生まれれば……。


ジョリッ。


炎帝の剣が、アベルの剣の上を滑る。


これまで、炎帝の打ち込みを全て受けてきたアベルが、ここで初めて剣に角度を付けて、流した。


流すと同時に踏み込み、踏み込むと同時に切り上げる。


その一撃は、炎帝の右腕をモラルタごと斬り飛ばした。


「くっ」


すぐに、左手で短剣を引き抜く炎帝。


だが、それもアベルの想定内であった。


カキンッ。


短剣を構えた直後、アベルの剣が弾き飛ばした。


炎帝の首に、剣を突き付けるアベル。


「殺せ！」


当然のように叫ぶ炎帝。


アベルは無言のまま、呼吸を整える。実は、体力的にも精神的にも、ギリギリの戦いを強いられていたのだ。戦闘後の一杯の水が欲しいと思いながらも、いつも水をくれる涼は、氷の壁の向こう側でまだ相手と対峙している。


「炎帝、今回はお前さん、指揮官だろう。独立部隊とかの。指揮官は、最後まで死ぬことは許されん。向こうでは、まだ戦っている。おっと、降伏はするなよ。あっちの水属性の魔法使いは、ファウストとかいう奴を倒さないといけないんだ。ここで別れたりしたら、マジで大変なことになりそうだから。おとなしく見守ろうぜ」






氷の壁の向こう側で繰り広げられた剣戟。その一部始終を見た一行は……。


「馬鹿な」


「フラム様が……」


「どうすれば……」


動揺する、炎帝の部下たち。


「関係ないだろう」


はっきりとそう言い切ったのは、灰色のローブを纏った男、ファウスト・ファニーニ。


「向こうとは関係なく、お前は俺たちを倒すのだろう、水属性の魔法使い」


「よく分かっているじゃないですか、ファウスト」


ファウストが断定し、涼も同意する。


そう、弟子たちに手を出した男を罰するために、ここまでやってきた。アベルが指揮官を倒したのだとしても、それはそれ、これはこれなのだ。


二人の会話を聞いて、息をのむような表情になったのは六人。


そして、笑わず、絶望もせず、決然とした表情で涼の方を向いた女性が一人いる。


「私たちも！　私たちも戦う！」


炎帝の部下の魔法使い、栗色の長い髪をポニーテールにしたその女性には、涼は見覚えがあった。最初の戦いの時、〈バレットレイン〉を詠唱した風属性の魔法使いだ。


「でもアメリア、赤の魔王には〈バレットレイン〉も効かなかったんだよ？」


隣からそう言ったのは、赤毛の小さな女性。涼の記憶が確かなら、火属性魔法を放っていたはずだ。


アメリアは、なぜかファウストの方を見て言い放った。


「ええ分かってるわ、ニルデ。だから、〈テンペスト〉を放つわ」


「ダメ！」


だが、その言葉に反応したのは、やはり先ほどの赤毛の女性ニルデ。何度も首を振っている。


「〈テンペスト〉を放てば心臓が破れる。知ってるでしょ！　それに、一人の人間が放つには、魔力が足りないわ。あれは、禁呪に書かれているだけの魔法。理論上存在しているだけで、誰も放つことのできない魔法よ！」


（誰も放つことができない魔法なのに、心臓が破れると伝わっているのはなぜでしょう）


涼は小さく首を傾げながら、そんな疑問を持った。


もちろん、この間、戦闘は止まっている。


なので、勝つだけなら、今、攻撃を仕掛ければ勝てる。だが、そんなことに意味はない。ファウストに懺悔ざんげさせ、氷の棺から見ている千人の独立部隊たちに、涼やアベルがいる王国とは絶対に戦争したくないと、その意識に刷り込まねばならないのだ。


だから、相手が大技を放つというのはありがたい。それを弾き返せば、宣伝効果は抜群だから。そのために、話し合いが終わるのを待っているのだが……命を懸けての魔法というのは、正直どうかと思う……。


いや、そもそも、その魔法の名前……。


「〈テンペスト〉って嵐って意味だよね。シェークスピアの戯曲にあった……。〈バレットレイン〉といい、〈テンペスト〉といい、名付けた人は転生者……」


涼の呟きは小さすぎて、言い合いをしている相手たちの耳には届かなかった。


「そう、一人の魔力だけでは足りません」


栗色髪の風属性魔法使いアメリアは、再び、ファウストをしっかりと見ながら、そう言い放った。


ファウストは、小さく首を振り、懐から何かを取り出して放った。


「使え」


放られたのは、拳半分ほどの大きさの緑色の魔石。


「錬金術で、人ひとり分の魔力が保持されている。それで足りるだろう」


アメリアは受け取ると、ファウストの言葉に頷いた。


ファウストは、自分を見る涼をしっかりと見返して言う。


「今のが何か、理解しているみたいだな」


「もちろん。前回、あなたが魔力切れを起こさなかった理由には、見当がついていましたから。そのローブの中に、魔力をいっぱいに充填した大量の魔石を仕込んでいるのでしょう？　中には、先ほどのような大きいものもあるのでしょうが、ほとんどは小さい魔石」


涼はそう言うと、小さな黄色い魔石を指に挟んで見せた。前回の戦闘後、ファウストが落としていった物だ。


「アイデアは単純ですが効果は絶大。逆に言えば、多くの人が考えつくけど、これまで実践された記録はない……ということは、錬金術を使ったとしても、とても難しいということですよね。あなたが錬金術師として、ハイレベルである証明でしょう」


涼は、素直に称賛した。


弟子たちにしたことを考えれば、人間としては全く認められないが、錬金術師としての評価はまた別物だ。それくらいは、涼でも理解している。


「でも、やっぱり認められませんけどね」


「なら、どうする？」


「もちろん、潰しますよ？　完膚かんぷなきまでに」


涼はうっすら笑いながら宣戦を布告した。


すでに炎帝の部下であるアメリアは、詠唱を開始している。おそらく、〈バレットレイン〉並み、あるいはそれ以上に長い詠唱だろう。


他の六人は、彼女の周りで身構えている。涼に攻撃を加えないのは、何を攻撃しても通じないことを理解しているからだ。


「あなた方が攻撃してこない限りは、僕から攻撃しないと誓いましょう」


涼のその言葉は、六人全員を驚かせた。


「攻撃してくれば反撃します。その時は、詠唱中のその子もろとも潰します。だから、そこでおとなしく見ていることを提案しますが、どうですか？」


涼の言葉に、六人は顔を見合わせた。そして、代表するかのように、赤毛の火属性魔法使いニルデが頷いた。


「さて、〈テンペスト〉とかいう魔法ができ上がるまで、あなたが相手をしてくれるのでしょう、ファウスト」


「俺との戦闘が時間潰しだと……」


「違うなら、力で証明すればいいでしょう」


「面白い！」


こうして、二度目の涼対ファウストの魔法戦が始まった。






「〈数で押し潰せ〉」


「〈ドリザリング〉」


ファウストの数で圧倒する石礫を、霧雨で迎撃する涼。二人の間の空間で、対消滅の光が乱舞する。


「攻撃力は知っています。では、同時に防御はできますか？　〈アイシクルランス１２８〉」


「なめるな！　〈覆え〉」


ほぼ全天から、氷の槍がファウストを襲う。それを防ぐ石の覆い。


「一つずつの迎撃はしない？」


「何が言いたい！」


「魔法制御が甘いと」


涼が言った瞬間、氷の槍が一直線ではなく、不規則な動きを繰り返しながら、石の覆いをかわすようにして、ファウストに向かい始めた。


「くそが！　〈ぶち当たれ〉」


小型の土の壁が、次から次に発生し、氷の槍に向かっていき迎撃し始めた。あちこちで、対消滅の光が生まれる。


二人の間は、ファウストの攻撃、涼の防御による対消滅の光。


空間のあちこちで、涼の攻撃、ファウストの防御による対消滅の光。


炎帝の部下六人は、ぽかんと口を開けてみている。ただ一人、〈テンペスト〉を詠唱しているアメリアだけが、目を瞑り詠唱に集中しているようだ。


「やればできるじゃないですか。でも、今度は正面の攻撃密度が下がってきてますよ」


「その上から目線、押し潰してやる！　〈潰れろ〉」


「ではこちらも。追加で〈ドリザリング〉」


二人の間で、今まで以上の対消滅の光が発生し、目を焼く。


その間も、涼の〈アイシクルランス〉による飽和攻撃は、何度も繰り返され、そのたびにファウストは土の覆いを張りなおす。


しかし……。


「正面の攻撃密度が下がっていますね、限界でしょうか」


「くそが……」


「では、正面も攻守交替しましょう。〈アブレシブジェット２５６〉」


「くっ。〈守れ〉」


涼が、霧雨を維持しながら、正面から水の線を飛ばした。ファウストは、自動生成される土の壁で守る。


だが、氷研磨入り二百五十六本の水の線による切断速度は速い。何枚かの石を切り、勢いが弱くなると次の石と対消滅で消えていく水の線。


驚くほど、ファウストの魔力が消費されていく。


正面で守り、上方からも守り……いつ終わるともしれない攻撃から、守り続けるしかできないファウスト。


その結果は、自明。


「くそっ……」


ついに、全ての石の壁が消失した。


涼の氷の槍が迫るのに、新たに生成できなくなったのだ。


両手両膝を地面につき、立つこともできないファウスト。魔力切れ寸前であるのは、誰の目にも明らかであった。


「頭痛が酷そうですね。人によっては、魔力切れ直前だと頭痛がするそうですが」


涼が淡々と述べる。そして、一度言葉を切ってから、さらに続けた。


「あなたは、僕の弟子たちにそれを強いた。あの子たちへの懺悔として、魔力切れに追いやりました」


「なんでだ……」


「はい？」


ファウストは、かすれるような声で問い、涼は意味が分からず問い返す。


「なんで、お前は魔力切れしない」


そう、ファウストは、魔力を充填した魔石を大量に身に着け、そこからも魔力を使っていた。それなのに、涼は……正面から撃ち合ったのに、魔力切れの兆候など全くなく立ち続けている。いくら、赤の魔王と呼ばれる男であっても、これは異常だ。


「あなたは、魔力の本質を理解していない」


「なにを……」


「体の中にある魔力だけで、物質の生成などできるわけがないのです。まあ、僕も魔力は体内にあるだけとか、空気中に漂っているものを使っているとか……そう認識していた頃があります。でも、それでも足りなさすぎです。それなのに、魔法使いは氷にしろ石にしろ、物質を生成できる。そこでは、エネルギー保存の法則も、相対性理論も破綻しています」


涼の言葉はファウストには届いていないようだ。聞こえてはいるが理解できていない。そういう表情だ。だが、それは仕方ないだろう。Ｅ＝ｍ２ｃを知らなければ疑問にも思わないはずだから。


「僕も、そしてあなたも、体内の魔力だけで魔法を生成しているわけではないはずです。いちおう、エネルギー保存の法則や相対性理論が破綻しない理屈を考えることは可能ですが……とはいえ、まだ僕の中でも仮説どころか、閃きに毛の生えた程度なのですよ……」


涼がそこまで言ったところで、まだ終わっていないことを思い出した。


魔法生成前には、魔力の高まりが起きることがあるわけで……。


「もうすぐ呪文詠唱が終わりそうですね」


涼は、アメリアを見る。


彼女は、額に汗を滲ませ、詠唱を続けていた。


そして、詠唱の最後の部分を唱える。


「……この荒々しい魔法の力を　私は今日限り捨てよう」


「それは『テンペスト』の一節。やはり、その魔法を作った人はシェークスピア好きですね」


涼はそう呟いた。


「〈テンペスト〉」


アメリアがトリガーワードを唱えた瞬間、涼を中心として半球状に空間が切り取られた。そして……中心に向かって弾けた。






「これが……」


「〈テンペスト〉……」


弾けた衝撃で、土埃が舞っている。見守る面々からは、中がどうなったのかは見えない。だが、中心に向かって弾けたにもかかわらず、弾け終わった後の衝撃の残りが、彼らの元にも届いた。未だ収まらない土埃が、その衝撃を物語っている。


ようやく土埃が収まると……。


「あれは、何……」


「氷の塊？」


「馬鹿な……」


その中心には、人の大きさの氷の塊が存在していた。そう、ちょうど辺り一面に一千体ほどある氷の棺のような……。


氷の棺が融け、中からローブを纏った男が出てくる。


「まさか、真空を作って、さらに外から空気で圧縮して疑似爆縮とは……。いや、水中のやつは、例の巨大テッポウエビで知ってますけど、これはまた凄い魔法でした」


ローブの男はいつもの飄々とした様子で、炎帝の部下たちの方へ近付いていく。


「なんで生きているんだ？」


「これが、赤の魔王……」


ローブの男、水属性の魔法使い涼は炎帝の部下七人の元に歩いたが、誰もそれを止めなかった。止められないことを心の底から理解していた。五人は、呆然としたまま見送る。


一人、地面に倒れたアメリア。


もう一人、その脇で膝をついて涙を流すニルデ。


涼は、アメリアの腹部に右手を当てた。


その瞬間、ハッとして涼を見るニルデ。だが、涼は何も言わず、一度頷いた。死体を汚すつもりなどないことを、一度の頷きで伝えたのだ。


「確かに、心臓が破れていますね」


涼が呟く。成人の体の六十％は水。三分の二は細胞の中、残りの三分の一は細胞間液と血液。ということは……。


「水属性魔法使いの僕なら、強制的に血液を流すことは可能なはず……」


アメリアの全身に血液を巡らせる。


「心停止から一分も経っていないから、脳は大丈夫……かな？　あとは……、えっと、赤毛の火属性魔法使いさん」


涼は、一緒にアメリアの脇に跪ひざまずいているニルデに呼び掛ける。


「え？」


呼びかけられるとは思っていなかったのだろう。驚いたように顔をあげるニルデ。


「このアメリアさんは、確かに心臓が破れています。でも、今、僕の魔法で強制的に血液を全身に巡らせているので、もしかしたら復活するかもしれません。知り合いの天才錬金術師が送ってきてくれた良いポーションがありますので、それを直接心臓に振りかけます。そのために、服と皮膚を斬り裂きますけどいいですね？」


「い、生き返るの？」


ニルデは、涼が言ったことを信じられないらしく、涼の顔とアメリアの顔とを、交互に何度も見ながら問いかけた。


「保証はできませんが、やってみて損はないでしょう」


「……お願いします」


ニルデの返事を聞いて、涼は一つ頷いた。


「〈ウォータージェット〉」


まず、胸部の服を切る。そのまま、メスのように胸の中央を上下に切開する。さらに、胸の中央にある縦長の大きな骨、胸骨を上から下まで全て切断。


地球にいた頃、医療ドラマで見た胸骨正中切開というやつだ。これなら、肺を傷つけることなく心臓に到達でき、破れた箇所をあらわにして確実にポーションを振りかけることができる。しかも素早く。


「〈アイスクリエイト　開胸器〉」


氷製の手術道具たちが、骨や筋肉をずらし、穴の開いた、だが薄い氷でコーティングされた心臓が露になる。涼は、ポーションを取り出し、半分を心臓に振りかけた。


淡い光を発し、心臓が修復される。


だが、もちろん、まだ心臓は動かない。


涼は自分の胸に手を当て、自分の鼓動を感じ取る。しばらくすると、それと同期した動きが、アメリアの心臓を覆った氷の膜にも見られるようになり……。


「う、動いた……」


「氷の心臓マッサージ、成功です」


涼はそう言うと、にっこり微笑んだ。


あとは、反対の手順を行っていくだけ。骨を閉じてポーションを振りかけ、皮膚を閉じてポーションを振りかけ……。


最後に、アメリアの脈をとって、無事に生還したことを確認して、一つ頷いた。


「生き返りました」


「お……おぉ……」


涼が笑顔で告げると、ニルデは、嗚咽した。


それを合図としたかのように、アメリアが目を開く。


「良かった……良かったよぉ……」


ニルデは顔をくしゃくしゃにして泣き、アメリアは周りを見る。


ニルデが泣いている。なぜか赤の魔王がいる……笑顔だ。遠巻きに、五人の仲間が心配そうに見ている。


「〈テンペスト〉は……失敗したの？」


「成功したよぉ。成功したから、アメリア死んじゃったんだよぉ」


ニルデが泣き顔のまま説明する。だが、アメリアには意味が分からない。


成功したのに、赤の魔王は生きている。成功したのに、自分は生きている？


「あ、そうでした。〈アイスウォール解除〉」


涼は思い出したように、アベルと炎帝を囲っていた氷の壁を取り払って立ち上がった。


走り寄ってくる炎帝に場所を譲る。


「アメリア！」


「フラム様……もうしわけ……」


「いい、休め」


炎帝は、部下には優しいらしい。


「そうじゃなきゃ、命を賭してまであんな魔法を放たんだろう？」


アベルが涼に囁く。


「えっと、でもヒューさんたちの奇襲を成功させるには、この人たちを氷漬けにして足止めしないといけないんですが……」


「今、ようやく心臓が動いて、生き返ったばかりなんだろう。大丈夫か？」


「氷の壁で囲っておきますか？　三百重くらいにしておけば、けっこう時間は稼げるはずです」


「お、おう……十層とかは、リョウがやってるのをよく聞くが、三百か……」


「十層を三十個作るだけですよ。単純な方法です」


涼はそう言うと、炎帝、その部下七人、そしてファウストを中に入れて、三百枚の氷の壁で外を覆った。


「夜くらいには解放しますので、できればそれまで中でおとなしくしていてくれると嬉しいです」


涼がそう言うと、炎帝が頷いた。


敗北を受け入れたのだ。


「この辺りは、剣士は潔いさぎよいですね。本物の剣士はね」


涼がチラリとアベルの方を見てから、独り言のように言う。独り言というには、大きすぎる声で。


「本物の剣士はってところが、俺への当てこすりか？」


「別に……」


「ああ、そうさ、俺は潔くなんかないぞ。冒険者ってのはそういうもんだ」


「開き直りも、ある意味アベルらしいです」


「なんだろう、リョウに言われると、すごく理不尽に感じるんだが」


「それは、アベルの日頃の行いのせい……」


「そうだな、リョウの日頃の行いのせいだな」


「まあ、とにかく、決着がついてよかったですね」


「お互いにな」


二人はそう言うと、右拳同士をぶつけ合った。






全て終わった雰囲気になっているが、実は何も終わっていないことに気付いたのは、すぐであった。


「合流するぞ」


「さすがに少し疲れたんで、早歩きを提案します……」


「まさか、走るつもりだったのかよ……」


二人は南にあるであろう主戦場に向かって進み始めた。


「さっき、あの風属性魔法使いの胸、切り開いてなかったか？」


「ええ、心臓が破れる魔法なんていう、とんでもないのを使ったそうなので」


「リョウを殺そうとした相手だろう？」


「そうですけど……なんというか、全力を尽くして戦闘の果てに倒したとかなら、仕方ないのかなと思わないでもないんですが、自分の魔法で自爆というのが嫌だったのです」


それがただの偽善であり、自己満足の極致であることは涼も理解している。


でもいいではないか。結局、人が生きるということは、自己満足の積み重ねなのだ。気にする必要はないと思っている。


「人の体の中にポーションって……よく、体の中の構造とか知っていたな」


「アベルだって、魔物を殺して魔石を取り出すし、お肉も食べるでしょう？　だいたい知っているんじゃ」


「人の胸を切り開いて助けようとは……思ってもできないな」


アベルはそう言うと、小さく首を振った。


涼は小さく首を傾げながら言葉を続けた。


「僕は歴史学の道に進みましたからね。いろいろ調べて、知っているのは当然なのです」


「歴史で？　体の中を？　そうか？」


「だって歴史って、人がこの世に現れて、文字を手に入れてから今まで、その全てが対象ですから。医学に関して勉強しているのは当然でしょう？　政治学、経済学、数学に物理学も、ぜ～んぶ歴史の対象ですよ」


「お、おう……」


「つまり、森羅万象その全てが研究対象になる学問。それが歴史学です」


涼は笑いながらも、はっきりと言い切った。


「だから、十元連立二階非線形偏微分方程式も研究対象です」


「なんだ、それは。字じ面づらだけで全く意味が分からん気がするぞ」


「有名なのは、アインシュタイン先生の重力方程式です。それを足掛かりの一つとして、僕は魔法……というより魔力ですね。魔力が何なのかに、辿りつけそうな気がしているのです」


「魔力とは何なのかか……。魔法とは何なのかは、イラリオンの爺さんが生涯をかけて研究しているが、魔力は聞いたことがないな。分かるのか？」


「今はまだです。いつか、解き明かしたいですね」


涼は、楽しそうに語る。


元々、理論物理学の道に進もうと思っていた涼であったが、ちょっとしたきっかけで歴史学の道に進んだ。理科も社会も大好きであった涼としては、大した違いはないと思っているが……。さすがに、会社経営に携わることになったのは想定していなかったのだけど。


アベルは、ふと思い出したように問うた。


「炎帝たちはいいが、他の千人くらいの凍らせた奴ら。あれはどうするんだ？」


「炎帝さんたちと同じタイミングで解放してあげますか？　夜までに解放すれば、彼らも〈エクストラヒール〉での再生は十分間に合うでしょう」


「そういえば……リョウの氷は、離れた場所からでも解凍できるんだよな」


「そう。不思議ですよね」


涼はそう言うと、小さく首を傾げて言葉を続ける。


「ずっと疑問には思っていたんですよ。この〈氷棺〉が分かりやすいですけど、一回凍らせてしまえば、それからけっこう遠くまで離れても、ずっと凍りついたままなんです。僕からの、魔力線みたいなのが繋がっていて……。それはつまり、ずっと魔力が供給されているということだと思うんですけど。で、解凍も、遠くからでもできちゃいます」


「リョウでも、魔法の効果範囲はあったよな？」


「もちろんです。今は、四百メートルくらいですかね。だから、かける時はその範囲内じゃないといけないのですけど……。それで、魔力と距離の関係に興味をもったのです」


「ふむ」


魔法をかける時は四百メートル以内でなければならないが、一度魔法がかかると、四百メートルよりも遠く離れても、魔力は供給され続ける。空間と魔力との関係を考えると、なぜこんなことが起こるのか……ホントに不思議だ。


「そこで、十元連立二階非線形偏微分方程式に戻るわけですよ」


「字面だけで意味が分からんやつな」


「簡単に言えば、重力や空間と、物質に関する方程式なんです。でも、いつものＥ＝ｍ２ｃで、物質とエネルギーは本質的に同じものなので、エネルギーと重力の関係性を表す式だと、言い換えることも可能なのですよ。まあ僕だけでは解けないので、アベルも一緒に解きましょう」


「遠慮する」


「なぜですか！　これを解いて理解すれば、魔力の深淵……に一歩近付くのですよ」


「それを解いて、ようやく一歩か……」


アベルは、先の長さにため息をつく。何事においても、望むものは簡単には手に入らないのだ。


「ええ。僕の考えでは、魔力はこの重力方程式だけでは足りないのです。なぜなら、これは四次元なので。アインシュタイン先生も、もう少し長く生きてくださっていれば……。まあ、それはいいです。これを解いて、新たな解を見つけることができただけで、歴史に名が残ってしまう……これは、そういう式なのです」


「うん、俺は一生近寄らないつもりだ」


「……いつか、仮説の段階までできあがったら、アベルにも、魔力とは何かを教育してやるのです」


「すでに、全然分からん言葉ばかりだからな。その時は、俺でも分かるように、簡単にしてくれよな」


ついに、地球の理論物理学と『ファイ』の魔法が、重なり始めた……。







本陣強襲


その時、オーブリー卿ら連合軍首脳は、隘路の北側平地に本隊を置いて、作戦を指揮していた。


オーブリー卿が違和感を覚えたのは本隊後方、北側からであった。


たとえば叫び声が上がったわけではない。騒動の音が聞こえてきたわけでもない。


だが、百戦錬磨のオーブリー卿は異変を感じた。


聞こえるべき声が聞こえなくなった？


聞こえるべき音が消えてしまった？


少なくとも、オーブリー卿以外、誰も気付きはしなかった。だが、瞬時の判断が勝敗を分けることがある。それが戦場。


（何かがおかしい。何か？　いや、ここは戦場だ。おかしいのだとしたら、それは敵の攻撃が原因）


そう結論付けると、椅子から立ち上がり、叫ぶ。


「敵襲！　防御陣形をとれ！」


オーブリー卿の指示で、すぐに動き出したのは、子飼いの部下たち。


十年前、独裁官になる前から、オーブリー卿の麾下きかで戦ってきた隊長たち。彼らは、すぐに本陣を囲む陣幕の外に出て行き、部下に指示を飛ばす。


彼らは何が起きているのか、何が起きようとしているのか、正確には理解できていない。だが、オーブリー卿が「敵襲」と言った、その言葉だけで十分なのだ。


敵襲と言っているのだから、どこかから敵が襲撃してきている。そして、この本隊もそのうち巻き込まれる。だから、迎撃の指示を出す。


どこから来るかは分からないから、全方位迎撃で。


◆


ヒュー・マクグラスと案内人クロエを先頭に、王国遠征隊南部軍は全員騎乗して、南下していた。


この方面の連合軍の密度は薄い。おそらくは、精鋭ともいえる第三独立部隊を配置していたためであろう。


それでも、全くいないわけではないため、できるだけ進撃速度を落とすことなく排除しながら進む。それも、極めて静かに。


だが、それにも限界というものがある。


ついに、先の方から「敵襲」の声が聞こえてきた。


その声が聞こえた瞬間、南部軍は全速力で馬を駆け始めた。奇襲がばれたからには、あとは時間との勝負だ。


目指すは敵本陣。


狙うはオーブリー卿の首一つ。


それ以外に逆転の目が無いことは、誰もが理解している。


もしかしたら、オーブリー卿を倒しても連合軍はインベリー公国から撤退しないかもしれない。


だが、たとえそうだとしても、オーブリー卿のいない連合軍相手なら、なんとかなるのではないかと思える。現実的な戦力比は絶望的な数値なのだが……。


そう思わせるほどに、オーブリー卿の存在感は絶対的だ。


まさに王国南部における英雄マクグラス並みに、絶対的な。


オーブリー卿の首を目指す南部軍は、本格的な戦闘へと入っていった。






第三独立部隊との戦闘を終え、そんな南部軍の後を追う男が二人。


「アベル、あっちこっちで戦闘が始まっています」


「そりゃあな、戦場だしな」


「アベルは出遅れました」


「なぜ、俺限定なんだ……」


「剣士と言えば、先陣を切ってこそ誉ほまれ。出遅れた剣士など、価値が無いと思うのです」


「うん、真っ先に炎帝相手に先陣切ったから、俺は大丈夫だな」


「ああ言えばこう言う……理屈ばかり多い冒険者はダメですよ」


「リョウに言われたくない！」


軽口を交わしながらではあるが、二人は早足で南下している。


そんな時だった。


二人は、人が空を飛んでいるのを見た。


「……え？」


異口同音に、二人の口を突いて出る驚きの声。


それは、自らの意思で飛んでいるのではなく、投げ飛ばされたように見えた。


飛んでいったのは、Ｃ級パーティー『スイッチバック』の剣士ラー。身長一八五センチを超える堂々たる体躯の前衛剣士が、宙を舞う姿はさすがに冗談としか思えない。


二人は、ラーが飛ばされた先に向かって走った。


気絶したラーの元には、他は誰もいない。味方は、ラーを飛ばした敵を囲んで戦っているようだ。


アベルが、ラーの口の中にポーションを強引に流し込む。


もしかしたら気管の方に行ってしまうかもしれないと、涼は横からその光景を見ながら、一瞬考えた……これが普通の飲み物なら大問題だが、ポーションなら問題ない。


体のどこからでも吸収するから。とりあえず、体内に入れることが大切。


ポーションを流し込んで二秒後、ラーは目を覚ました。


ゴホゴホと咳をしている……やはり食道ではなく気管の方に流れて行ったらしい……どんまい。


「ラー、聞こえるか？」


アベルが、嚥下えんげ問題があったことなど、おくびにも出さずに問いかける。涼は、アベルの図太い神経に目を見張った。いや、本当になんとも思っていない可能性の方が高いのかも。なんといっても、アベルは冒険者稼業が長い。


「あ、ああ、アベルさん。大丈夫です……あ、みんなは！」


「遠巻きにして、戦っているみたいです」


涼が答える。


少し離れた場所で、ラー以外の『スイッチバック』の面々と、もう一パーティーが、何かと対峙しているのが見えたからだ。


「二人とも、行ってやってください。俺は、動けるようになったらすぐに行くから」


「分かった」


アベルがそう答えると、二人は『スイッチバック』がいる場所に向かった。






「これは……」


四本の……足？


腰から上は人同様に、二本の腕と頭のある、見るからに人工の……何かである。


「アベル……変わり果てた姿に……」


「俺はここにいるだろうが」


涼がウソ泣き風に目頭を押さえて嘆き、アベルが抗議する。


四本足に、上半身は人間的……文字だけで書けば、馬の胴体に上半身人間のケンタウロスが想像されるかもしれないが、残念ながら、目の前の人工の何かはそうではない。


四本の足は四足動物のそれではなく、むしろクモのように見える。


もし、足が八本であったなら、想像上の生き物である『アラクネ』を思い浮かべたかもしれない。腰から上は女性で、下半身がクモと化した、ギリシャ神話に出てくる、あのアラクネを。


もっとも、目の前の人工の何かはそこまで生々しい生物的なものではなく、表面は金属製っぽくとっても硬そうだが。


「アベルさん！　リョウ！　ラーのところに行ってたよね？　ラーは？」


『スイッチバック』の斥候スーが、近付いてきた二人に気付き声をかける。


「大丈夫です。ポーションを飲ませたら、気が付きました。すぐ来ます。それより、これは……」


「おそらく、ゴーレムです」


『スイッチバック』と共に囲んでいたのは、アクレのギルドマスター、ランデンビアとアクレのＣ級パーティー『六華』であった。


『六華』は名前通り六人のパーティー。


つまり、合計十人で囲んでいながら、攻めあぐねているのだ。


しかし、そんなことは涼にとってどうでもいい。大切なのは、ランデンビアが言った言葉。


そう、彼は言ったのだ、ゴーレムだと。


涼は、野生のゴーレムを見たことがある。アベルと一緒に、ロンドの森で戦った。あれは、どこからどう見ても、ただの岩であったが、このゴーレムは……確かに足は四足だが、人工生命体あるいはロボットと言いたくなる形状だ。


「アベル、僕らが見たただの岩とは、全然違いますよね。これこそがゴーレムです！」


「ああ……リョウの言いたいことは分かる。俺も同感だ。西方には兵団すらあると言われる、錬金術で動く人工ゴーレムだろうな」


涼とアベルの意見は一致した。


涼は、傍から見ても分かるくらいにぶるぶると震えていた。


それは、ついに見ることができたという興奮と、なぜか、先を越されたという僅かな悔しさとがない交ぜになった感情の発露であった。


中央諸国では、自分が最初にゴーレムを作る！　……とまでは思っていなかったものの、それに近い感情は持っていたのだろう、自覚していなかっただけで。


もちろん、客観的に言って、涼の錬金術では、まだまだまだまだ、無理なのであるが……そこは内緒だ。


涼は、一度深呼吸をして、落ち着いた。


「ケネスですら、ゴーレムの製造はできないと言っていたのですが……」


王国が誇る天才錬金術師ケネス・ヘイワード男爵。涼が勝手に錬金術の師と仰いでいる、王立錬金工房の主任研究員だ。


「まあ、そうだろうな。一般的な錬金術、錬金道具の製作とはまた違うからな。それにしても、中央諸国で人工のゴーレム製造に成功したという話は、聞いたことがなかったんだが」


「すでに、情報戦で後れを取っているということですか」


涼はそう言うと、いかにも嘆かわしいと言わんばかりに首を振った。そして、今度は冷静に、目の前のゴーレムを見る。


足は四本。


二足歩行にするのは難しかったのだろうか？　現代の地球においても、二足歩行のロボットは、バランス保持にかなり高度な技術が必要だ。


この辺りが、一般的な錬金術とは違う部分なのかもしれない。センサーやジャイロを使って体の平衡をとる……魔法のあるこの『ファイ』においても、決して簡単ではないだろう。


であるならば、完全に人の形に似せるよりも、素直に四本足にした方が、バランスの保持が簡単であるというのは理解できる。


「さっき、ラーが吹き飛ばされていましたし、アベルが近接戦を挑んでみますか」


「なんで俺に振る？　これを相手に近接戦とか、無理だろ？」


「そんなことでＢ級冒険者が務まると思っているのですか！　ラーが吹き飛ばされて悔しくないのですか？　剣士の矜持はないのですか？」


「ない」


涼の煽りを完璧にスルーするアベル。


力が強いであろうことは、剣士ラーが吹き飛ばされたのを見れば容易に想像できる。正直、誰であっても近接戦は避けたいだろう。


涼はゴーレムを囲んでいる味方を見る。


アクレの『六華』は、剣士、盾使い、神官、そして魔法使い三人という、非常に珍しいことに、遠距離攻撃に秀でたパーティーのようだ。


しかも、元Ｂ級冒険者でアクレのギルドマスターにして、火属性の魔法使いランデンビア。


『スイッチバック』も、斥候のスーを除けば、風属性魔法使いのタン、神官のヌーダーがいる。


はっきり言って、かなり魔法使いの多い包囲陣。ゴーレムを遠巻きにしていたのも納得である。


だが、彼らほどに攻撃魔法を揃えていながらも……。


「全ての魔法が効かないの……」


涼が人工ゴーレムを囲む面々から認識したことに気付いたのだろう。『六華』の火属性の魔法使いアッシュがそう言って、さらに補足する。


「火、風、土、全ての攻撃魔法が防がれたのよ」


アッシュはそう説明すると、再び視線をゴーレムに戻した。


「防いだのは、〈魔法障壁〉ですが、考えられないほどの硬さです。私の〈ファイアージャベリン〉も防がれました」


ランデンビアが言う。涼は、実は〈魔法障壁〉というものを知らないが、字面からなんとなく意味は理解できる。


「あと試してないのは水属性の魔法だけですね」


涼はそう言うと一つ頷いた。そして唱える。


「ではいきます。〈アイシクルランス〉」


氷の槍が生成され、ゴーレムに向かって放たれた。


ガリッ。


氷の槍は、ゴーレムの前にあるらしい見えない壁にぶつかり対消滅の光を発して、槍も壁も消えた。


「くっ……貫けない」


「いやいや……〈魔法障壁〉消えたから」


悔しがる涼。だが、〈魔法障壁〉を道連れにしたことを、風属性魔法使いの次女ナッシュが指摘する。


しかしながら……。


「やっぱり……すぐに再生するよね」


アッシュが呆れたように、ゴーレムの〈魔法障壁〉はすぐに再生されたようだ。涼には見えないのだが、熟練魔法使いの中には〈魔法障壁〉の存在を感じ取れる者もいるらしい。


「これ、無視しちゃダメかな……」


次姉ナッシュが呟く。


「遠距離攻撃の能力は、一見無さそうに見えますが……背を向けた途端に、背後から襲ってきそうです」


ランデンビアが問題点を指摘する。


「足止めが必要か。足止めと言えば水属性魔法だろ？」


なぜか断言するアベル。


「意味が分かりませんが……」


「千人、足止めしてきただろうが」


「あれは、休息を必要としていた彼らに、休む手助けをしただけです。いわば、人道的強制休息というべきでしょうか」


「うん、意味が分からん」


涼の意味不明な説明は、アベルにはやっぱり意味不明だった。


言葉の難しさを嘆きつつも涼は思う。確かに、足止めは得意な方かもしれないと。


「まあ、やってみますか……〈アイスバーン〉」


足止めと言えばこれ。


遠距離攻撃がない、地上を動くものに対しては、かなり汎用的な使い方のできる地面凍結の魔法だ。


地面が凍りつき、ゴーレムの足は滑っている。動きたくとも動けなくなったようだ。だが、四足ということで、転びはしない。


凍ったのがただの氷であれば、尖った足先を氷にひっかけながら移動することが可能なのであろうが、涼特製の氷は、とても硬い。〈アイスウォール〉並みの硬さの氷だ。


「お？」


ようやく合流したラーを含めて、囲んでいた十一人プラス涼とアベルが、アイコンタクトを交わす。


いけそう！


なぜか全員忍び足で、ゴーレムの元を離れはじめた。


できるだけ、涼はゴーレムから目を離さないようにしながら歩く。だからこそ気付いたのだ。ゴーレムが開いた両掌の間に、バチッと何かが発生したことに。


「放電？」


涼が呟いた次の瞬間、ゴーレムは腕を伸ばし、両手の間に輝く白い光を足下の氷に当てた。


すると、氷が融けはじめた。


「馬鹿な……」


実際に目の前で起きながらも、涼は信じられなかった。


これまで、〈アイスバーン〉が割られたり融かされたりした経験はない。


〈アイスウォール〉なら何度もあるのだから、特にあり得ないことではないのだが……この時の涼はそこまで思い至らなかった。思い至ったのは、ゆっくり歩いている味方に知らせること。


「ゴーレムが動き出します！　走って！」


声が聞こえると、『六華』とランデンビアは一度振り返ってゴーレムを見てから、走り出した。『スイッチバック』は、誰も後ろを振り返らずに走り出していた。


「〈アイスウォール〉」


涼は時間稼ぎとして、ゴーレムの前に氷の壁を生成しながら、走って逃げる。アベルも、ちゃんと横についてきている。


ゴーレムを確認すると……やはり両掌の間に白い光を出現させ、氷の壁を融かしながら追ってきていた。


両掌の白い光に遠距離攻撃能力は無く、すぐ目の前の氷の壁を、一枚ずつ融かしながらであるため逃げる涼たちとの距離は少しずつ開いていく。


いずれは追いついてくるであろうが……その時は、他の味方にも頑張ってもらおう。そんな酷いことを考える涼。


（そしてかなうなら……あのゴーレム、欲しいです……）


◆


「本陣か」


ヒュー・マクグラスは呟いた。


すでに、周りには誰もいない。つい数秒前に、最後までついてきた『コーヒーメーカー』たちも、連合軍近衛兵たちと戦闘に入ったのだ。おそらく、オーブリー卿の直掩隊であろう。


Ｃ級に上がったばかりの『コーヒーメーカー』たちであるが、護衛経験の豊富なパーティーということもあって、連合軍近衛兵を引き受け、ヒューを先に行かせた。






ヒューが抜き身の剣を片手に陣幕をくぐると、奥に一人の男性が座っていた。


「ようやくのご対面だな、オーブリー」


座っていたのは、連合軍指揮官にして独裁官、オーブリー卿。


「想像していたよりも、かなり早かったな、ヒュー・マクグラス。さすがだ」


「名将に褒めてもらえるとは、光栄なことだ」


軽口を交わしながらも、ヒューは油断なくオーブリー卿に近付いていく。


「正直、今さら私を倒しても、戦の趨勢すうせいは変わらぬぞ。まあ、分かってはいるのだろうが」


「ああ、分かっている。とはいえ、インベリー公国を救うためには、これ以外に逆転の目はないんだよ。見事にどれも、ゼロパーセントだ。だが、ここでお前さんを倒せば、公国が生き残る可能性が出てくる。万に一つ、ひっくり返る可能性も出てくる。それなら、やるしかないだろう？」


「嘘だな」


オーブリー卿は、ヒューの説明を、片方の口角を上げて笑いながら言下に否定する。


「公国のためじゃないだろう？　連合が、このまま公国を完全に併呑へいどんすれば、ナイトレイ王国は巨大になった連合と、長い国境線を接することになる。帝国と相対するだけでもかなりの負担なのにだ。ヒュー、公国のためじゃないだろう。全て、王国のためだろう」


「……」


「誰も非難はせんよ。いや、むしろ当然だ。自分の国のために戦争に介入する。当たり前の話だ」


「えらく自信たっぷりに言うな。何か根拠でもあるのか？」


「ヒュー・マクグラス個人であれば、もしかしたら公国を助けるために、一人でやってくるということもあったかもしれん。だが、部下であり仲間でもある冒険者を率いてとなれば話は別だ。他国のために、仲間に死地に行けとは言えんさ」


「そうか？」


「ああ、言えん。私のような戦争屋であっても、部下を死地に行かせるのは嫌だからな」


「名将様の言葉とは思えんな」


「軍人こそが、最も戦争を嫌う」


オーブリー卿ははっきりと言い切った。


「戦争の、そして戦場の悲惨さを一番知っている人間だからな。手塩にかけて育てた部下を、そんな所に喜んで送るやつなんていないさ。手柄は欲しいぞ？　名誉も欲しいぞ？　だが、そんなものは、戦場以外にもたくさん転がっている」


「確かにそうかもしれんな」


オーブリー卿の長い説明に対して、相槌を打つヒュー。長い会話に付き合っているのは、情報収集をすべきだと判断したからだ。


今、目の前にいるのは、中央諸国三大国の一つ、連合のトップだ。そのトップと一対一の状況というのは、そうそうあるものではない。実際、ここ数年、王国中枢ではあまりよろしくないことが数多く起きた。それら全てに、目の前の『名将』が関与しているとは思えないが、それでもいくつかは関わりがあるのではないか？


オーブリー卿はニヤリと笑った。全てを見通しているかのように。


「ふふふ、その判断の速さはさすがだ。そう、情報を集めるのは大切なことだ。全く……辺境のギルドマスターなどではなく、我が国の大臣にでもならないか？　厚遇するぞ」


「お断りだ。俺が欲しがっている情報も分かっているのだろう？　死ぬ前に告げていってもいいんじゃないか？」


「死ぬつもりはないんだがな。かのマスター・マクグラスの欲しい情報が何かは分からないが……。そうだな、欲しがりそうな情報としては……王都の騒乱か。あれを含めて、王国内の混乱の半分は、私が引き起こしたものだな」


オーブリー卿はあっさりと認めた。


それを聞いても、ヒューは無言だ。その目は、他にもあるだろうと語っている。


「ロー大橋の崩落など、あの東部の混乱は私ではないな。ウィットナッシュは私だが」


そう言うと、口角を上げる角度が大きくなる。


「後で知ったのだが、私と、あちらが使った組織は同じものだったらしいぞ。使い勝手のいい組織だ、金さえ払えばなんでもやる」


「俺もギルドマスターだ、どんな組織を使ったのか想像はつく。そいつらには、後日、お仕置きをしてやる」


いわゆる暗殺教団を使ったのであろうというのは、ヒュー独自の情報網にも引っかかって来たことであった。そして、あちらというのは、ほぼ間違いなく帝国のことだろう。


だが……。


「その言い方だと知らないようだな。その組織は、本拠地を壊滅させられたらしい。うちの手の者がようやくたどり着くと、死体は無かったそうだが、村全体が凍っていたそうだ。王国の手の者かと思ったが、違うようだな」


いいえ、王国の手の者です。


涼がいれば、そう答えたかもしれない。何を隠そう、壊滅させたのは涼なのだから。


「村全体が凍って……」


そして、ヒューには、思い当たる節があった。


思い当たる節がありすぎた。


思い当たる……うちの冒険者の一人にまず間違いないだろうと思った。ローブを纏った、水属性の魔法使いの顔が思い浮かぶ。


だが、あえて気付かなかったことにする。


「そ、そうか。それは大変だな……」


「ん？　ヒュー、何か知っているだろう、その表情は」


「いや、何も知らないな。気のせいだろう」


全く誤魔化せていないのだが、オーブリー卿もそれ以上の追及はしなかった。


「さて、私が与えられる情報は以上だ」


そう言うと、オーブリー卿は椅子から立ち上がり、同時に剣を抜いた。


ただ、それだけの動作なのだが、全く隙はない。


ヒューは、隙を窺っていたのだが、そんなヒューの目にも、飛び込む隙は見つけられなかった。この辺りはさすが、若い頃から戦場を渡り歩いてきたオーブリー卿……ヒューは素直に感心する。


だが、感心ばかりもしていられない。目の前にいる相手は、倒すべき対象なのだから。


剣の達人同士が対峙した場合、基本的に、どちらもなかなか動き出すことができない。これは、洋の東西を問わない。


打ち込む、ということは、自分に隙ができるということと同義である。


自分から打ち込む、ということは、自分から隙を作るということと同義である。


打ち込むなら、その一撃で、完璧に相手を倒さねばならない。


これが、達人未満であれば、ちょっと剣先を動かしたり、すり足で距離を変えてみたり、肩でフェイントを入れてみたりなど、そんな小手先の技で均衡が崩れることもある。だが、ヒューやオーブリー卿のレベルになれば、そんなことはありえない。


均衡が崩れるきっかけは、二人のすぐそばに、何かが落ちたことであった。


何が落ちたかを確認する余裕はない。


二人は同時に動き、激しい剣戟が始まった。


ちょうど十合目、鍔迫り合いとなった時、ようやく二人は、落ちてきたものが氷漬けになった人間であることを認識した。


ヒューにとっては見慣れた……とまでは言わないが、まあ、誰がやったのかは想像がつく代物。


だが、オーブリー卿にとってはそうではなかった。


そもそも、人を氷漬けにすることはできない、という水属性魔法に関する基本的な知識を、オーブリー卿は持っている。


戦場指揮官である以上、当然の知識だ。だが、すぐそばに降ってきた物は、その常識を逸脱している。


ほんのわずかな動揺。


しかし、この場において、それは決定的な差となった。もちろん、見逃さなかったヒューだからこそ、決定的な差となったのだ。


ヒューは、鍔迫り合いから、重心の移動で左にかわし、かわしざま左手を剣から離して、オーブリー卿の右わき腹にパンチを打ち込んだ。


「闘技：貫通」


日本の剣道や剣術ではありえないが、そこは剣そのものの違い、さらに鍔迫り合いそのものの違いもある。


本来であれば、指揮官であるオーブリー卿がつけていた鎧は特注の革鎧であり、たかが剣士のパンチ程度でどうなるものでもない。


だが、ヒューが発動したのは闘技だ。威力は、ただのパンチの数倍から十数倍となる。


さすがのオーブリー卿も吹き飛ばされた。


地面に叩きつけられる瞬間に受け身を取り、すぐに反撃できる片膝の姿勢をとったのはさすがと言えるであろう。だが、吐き出した唾には血が混じっている。内臓を傷つけたようだ。


（くそっ、やはりマスター・マクグラス、剣の腕は化物か……というか、剣じゃなくて拳とは……いつもいつも面白いことをする！）


オーブリー卿は、心のなかでは不敵に笑っていた。


圧倒的に不利な状況ではあるが、不敵に笑えるだけの状況が、すぐに訪れることが分かっているから。


それは……。


「閣下！」


オーブリー卿の後ろから、陣幕を切り裂いて入ってきたのは、オーブリー卿の近衛たちであった。


その数六人。


形勢は逆転した。


数秒前までは、ヒューがどうやってオーブリー卿にとどめを刺すか……それほどの状況であったのに、今では手を出すのが非常に難しい状況になっていた。


これが有象無象の輩であれば、六人が十人だろうと、ヒューの不利とは言えなかったであろう。だが、相手はオーブリー卿の近衛。


（鍛えられてるんだろうなぁ……）


ヒューは、心の中で小さくため息をついた。


倒せないとは思わない。だが、倒すにはかなり時間がかかり、何よりも無傷とはいかないであろう。


（腕の一本も犠牲にせねばならんか……）


もちろん、味方にはリーヒャのような高位神官もいるため、部位欠損も修復してもらえるであろう。


だが、それでも……。


（痛いんだよな、斬られるの）


「さて、ヒュー、すまんが私の勝ちのようだ」


「名将が、勝ち確定してもいないのにそんなことをいうのは、どうなんだろうな」


ヒューはそう言いながらも、嫌な予感がしていた。


そう、オーブリー卿は『名将』とまで言われる男。今回の奇襲は、彼の全ての予想を上回ったから成功したが、こんなのは十年に一度、成功するかどうかだ。


今回の戦争においては、もう二度とこんな機会はくるまい。


そんなオーブリー卿が、簡単に、勝ちなどと口にするはずがないのだ。ヒューが見落としている何かがある？


ヒューは、油断しないように周囲の気配も拾いにいく。


だが、それが誘いであった。


ヒューが気付いた時には、オーブリー卿の右手には蓋の開いたビンが握られ……すぐに呷った。


「まさか……」


絶句とはこのこと。


飲み干してから、オーブリー卿は口角を上げて笑った。


「そう、ポーションだな。怪我を回復させてもらったよ」


ヒューが、自分の策全てが失敗したことを悟ったのは、この瞬間であった。


近衛六人……大変ではあるが、犠牲を払えば、勝つことは不可能ではない。だがこれに、回復したオーブリー卿が加われば、まず勝てない。


万に一つの勝ち目も無い。


オーブリー卿が「勝ち」と言ったのは、ヒューに周囲の気配を拾いにいかせて、オーブリー卿から少しでも意識を逸らすため。逸らす間にポーションで怪我を回復すれば、本当に勝ち確定の状況を作り上げられるからだ。


そして、まんまと成功した。


「さて、ヒュー・マクグラス。降伏を勧めるがどうかな？」


「断る」


ヒューは、反射的に断った。


この状況を打破する方法は、全く頭に浮かばない。


だが、降伏はできない。『英雄マクグラスの降伏』は、与えるインパクトが大きすぎる。


「だが、どうする？　私には彼ら、優秀な部下六人がいる。ヒュー、君には誰がいる？」


確かに誰もいない。


それは、絶望的な状況であった。


しかし……。


状況は三度みたび動く。


「ヒューさん、ここにいたんですね。敵はゴーレムを作っていて……」


ヒューの後ろから、陣幕をくぐって入ってきたのは、ローブを身に纏った水属性の魔法使いと、Ｂ級剣士であった。


「このタイミングで登場かよ」


思わずそう呟いたヒュー・マクグラス。


そして、笑いを抑えることができなかった。


「ククク……」


悪い人が、声を押し殺して笑うような……そんな笑いが抑えきれない。


「悪いなオーブリー、俺の勝ちだ」


ヒューは自信満々に言い放つ。


オーブリー卿はそれを訝しげに見て、新たに現れた魔法使いらしき者と剣士らしき者を見る。


「まだこちらが倍の人数だが……それでも勝てると？」


「ああ。今、降伏すれば、無傷で本国まで送り届けることを約束するぞ。どうだ？」


「ふざけるな！」


ヒューの提案に、思わず叫んだのは近衛の一人だ。


オーブリー卿は、訝しげな視線のまま無言。ヒューの言葉がはったりかどうかを考えているのかもしれない。


「さっきの千人はどうなった？」


ヒューは、二人が対峙した第三独立部隊がどうなったのかを尋ねた。


「ちゃんと倒して、足止めもしてある」


「……さすがだな」


剣を抜きながらのアベルの報告に、感心というよりむしろ呆れた様子で肩をすくめるヒュー。チラリと見ただけでも精鋭部隊に見えたのだが……。


「あいつら、強かっただろう？」


「ああ、ギルマスも顔を知らんのか。率いていた奴は、炎帝だ」


「炎帝？　それって『大戦』千人斬りの、あの炎帝か？」


「ああ、その炎帝だ」


ヒュー・マクグラスは王国側の『大戦』の英雄。目の前のオーブリー卿は連合側の『大戦』の英雄。だが、連合には裏の英雄がいる。それが、千人を斬ったと言われる炎帝フラム・ディープロード。


実は、ヒュー・マクグラスも大戦の中で対峙したことがある。だから顔を知っているはずなのだが……。


「炎帝、十年前は少年みたいだったからな……」


「十六歳だろ。俺と同い年だ」


ヒューの呟きに答えるアベル。


二人とも普通に会話しているが、油断なく剣を構えている。


そこに、割って入った者がいた。


「第三独立部隊がすでに敗退していたとはな。これほど早い奇襲、何らかの方法でかわしてきたのだと思っていたが……」


「悪いなオーブリー、この二人で倒したそうだ」


「……その二人、だけでか？」


「そういうことだ。だから言っている、降伏しろと」


降伏を勧めるヒュー。この場で、オーブリー卿が降伏するのが、最も効率的で効果的だ。殺してしまうよりも、遥かに効果的なのだ。


殺しても、この戦争に勝てるかどうか、正直分からない。オーブリー卿が言った通り、趨勢は決しているからだ。だが、降伏してくれれば、戦闘は即時終結し、戦争自体が停戦へと向かうことになる。交渉次第では、公国、王国側に有利な停戦条約を結ぶことも可能かもしれない。


だから、降伏を勧告する。


「あそこには、炎帝だけではなく、ファウストもいたはずだが？」


「ファウストは僕が叩き潰しました」


オーブリー卿の言葉に答えたのは涼だ。


「君は、魔法使いに見えるな」


「はい、魔法使いです。ファウストは、正面から魔法戦で叩き潰しました」


再び宣言する涼。


「そのファウストとかいうのに、何か恨みでもあったのか？」


ヒューは涼の様子から何かを感じたのだろう。そう問うた。


「ファウストは、僕の弟子たちに手を出しました。だから正面から、魔力切れに追い込んで、完膚なきまでに叩き潰したのです！」


「そ、そうか……それは良かったな」


涼が放つ謎の迫力に押されるヒュー。涼は、満足したかのように何度も頷いている。


「オーブリー、そういうことだ。強いんだ、こいつら」


「なるほど。ヒューのはったりではないということだな」


「だから、降伏しろ」


「たった二人で、あの第三独立部隊を倒したのであれば確かに強いな。ああ、それは認めよう」


オーブリー卿はそう言うと、口角を上げてはっきりと笑った。その笑いが、ヒュー・マクグラスの脳裏を刺激した。


何か変だと。


「なぜ、長々と話をしていた？」


ヒューのその呟きには誰も答えない。だが、その呟きが聞こえたかのように、オーブリー卿はさらに口角をあげて笑った。


「時間稼ぎ？」


「正解だ、ヒュー。耳を澄ましてみれば分かる」


オーブリー卿の言葉に、耳を澄ますヒュー、アベル、そして涼。


戦場の一角だ。喧騒の中だと言ってもいいだろう。だが、耳を澄ますと……。


「重量物の音？」


「近付いてきていないか？」


「嫌な予感がする」


涼もアベルも、もちろんヒューも、いくつもの死線を潜り抜けてきた強者だ。危険を察知する能力は鍛えられている。


その感覚が、ヤバいと告げている。


そして、何か行動を起こす暇もなく、それは訪れた。


ひときわ大きな音を立てて、陣幕が倒される。現れたのは……。


「人工ゴーレム……」


「今度は五体もか」


「報告は聞いていたが……」


涼とアベルが顔をしかめ、ヒューが初めて実物を見た。


「お前さんたち、別の場所でこいつらを見たのか？」


「はい。ラーさんが空を飛んでいました」


「一体でも、俺ら十人以上で倒せなかった」


ヒューの問いに、涼とアベルが答える。


そんな厄介なものを連れてきたのは……。


「あーっはっはっは。オーブリー卿、どうやら間に合ったようだな」


「ドクター・フランク、完璧なタイミングです」


「そうかそうか。ランバー補佐官に呼ばれてな。とりあえず整備が終わって、再出撃が可能になったこの五体だけだが……最高司令官の窮地を救えたのなら重畳ちょうじょう」


フランクは満足そうに頷いた。


そして、自分たちが対峙する三人を見る。


「聖剣持ち、魔剣持ち、魔法使いか。切り込み隊としては面白い組み合わせ……む？　その聖剣はガラハットか？　剣聖ジュリアンが持っておったやつよの。引き継いだのはヒュー・マクグラス……後の『大戦』の英雄。それがお主か」


フランクは、ヒューが構える聖剣を見てそう言った。


「なるほど。人工ゴーレムなんてものを作れる奴なんて、中央諸国には確かに一人しかいねえな。フランク・デ・ヴェルデ伯爵、失踪したと聞いていたが、連合に亡命していたとはな」


「王国は、政治中枢が乱れ過ぎじゃ。わしらのような研究者は、国の景気が悪くなり、予算が回ってこなくなれば他国に移るしかない。その結果、国力は落ちる。だから国が傾く。政治が乱れ、経済が弱くなれば国が滅ぶ。それが道理じゃ。政治は、誰が担ってもいっしょではないぞ」


「ご高説もっともだが、俺に言われてもな」


フランクが愚痴のように言い、ヒューが顔をしかめて答える。


「冒険者ギルドマスターであろう？　冒険者を率いて反乱を起こし、国王の周りの奸臣かんしんどもを斬り殺せばよいではないか」


「無茶言うな」


「革命、反乱、内戦が起きるのは、政治中枢、行政中枢にいる奸臣たちを一掃するためであろうが。一掃することができるのは武力だ。騎士団？　魔法団？　どちらも王室や国に忠誠を誓っておるから無理。であるなら王国でそれができるのは、冒険者であろう？」


「……なんで、こんな話になってるんだ」


「研究者は、手続きなんぞはどうでもよいのじゃ。結果が欲しいのよ。ある意味、狂っておるからな」


そう言うと、フランクは笑った。


「連合は、ドクターの研究に、潤沢な予算を回している」


オーブリー卿は笑顔でそう言った。


笑顔なのは当然だろう。国の宝とも言える頭脳の流出を、王国は許してしまったのだ。敵失はすなわち味方の好機。


フランクはヒューから視線をアベルに移した。そして、少しだけ目を細める。


「その魔剣は……なんじゃ？」


呟きというには大きすぎる問いかけ。


「拾った」


アベルは興味なさげに答える。アベル自身とすれば、認識として拾ったというのは事実なのだ。


「魔剣を拾うか。じゃがその魔剣は……変だのう。普通じゃないのう」


「魔剣が、普通なわけないだろう」


「いや、そういう意味じゃないわい。わしはこれでも錬金術師ぞ？　錬金道具の極致たる聖剣、魔剣はある意味専門分野よ」


フランクは苦笑しながら言う。専門分野でありながら、見ただけでは分からない物があるというのが、興味深いのだろう。


「魔剣って、錬金道具なんですね。今度、アベルのやつ、しっかり見せてくださいね」


「リョウに見せるのは……なんか怖いんだよな」


「なんでですか！」


アベルの懸念に抗議する涼。


だが、二人の間に、声が割って入った。


「そこの魔法使い」


声の主はフランク・デ・ヴェルデだ。


涼は、辺りを見回す。だが、涼以外には魔法使いはいないようだ。


「うん、リョウしかいないだろう」


「分からないじゃないですか。自分に呼びかけられたと思って返事したら、近くにいた別の人あてだったとか、経験ないです？」


「まあ……ある」


「でしょう？　恥ずかしいじゃないですか」


涼は力説した。


「王国の、ローブの魔法使いよ。主じゃ」


「ぼ、僕ですね、それは。はい、なんでしょう？」


「お主、錬金術師か？」


「錬金術は趣味です」


涼は堂々と言い放つ。


「しゅ、趣味か。金のかかる趣味だの」


フランクは少し驚き、一つ頷きながら言った。


「はい、めっちゃお金がかかります」


涼は大きく頷いた。金貨数十枚の魔銅鉱石、金貨数十枚の錬金術の本などが、その脳裏をよぎる。本当に、お金のかかる趣味なのだ。


「錬金術の研究には金がかかるゆえ、錬金術師の多くは、国の機関か大貴族の研究所に入る。お主のように個人でやる者は多くない。だが、逆に本気で取り組んでいるということであろう。金がかかるのにやっているということは」


「はい。錬金術は大好きです」


涼は笑顔で答えた。


それにつられて、一瞬だけフランクも微笑む。だが、すぐに全てを見通すかのような、超一流錬金術師の視点に戻る。


「それで、錬金術の師はおるのか？」


「ケネスです。ケネス・ヘイワード男爵が、僕の師匠です」


「ほぉ」


その瞬間、はっきりとフランクの涼を見る視線が変わった。それは、いうなれば孫の友達を見るお爺ちゃんのような、というべきだろうか。


そして、一つ頷いて言う。


「良い師についたのぉ」


「はい。最高の師匠です」


涼ははっきりと言い切った。自信満々に。心の底からそう思っているから。


もちろん、涼が勝手に、ケネスを師と仰いでいるだけであるのは言うまでもない。


「僕の夢は、ゴーレムを作ることです。そう言った時、ケネスは笑ったりしませんでした」


「ケネスならそうであろうな。あれは、本人も天才だが、周りの者たちも成長させる。稀有な人材よ。しかし……」


フランクはそこで言葉を切り、傍らにある人工ゴーレムを一度見てから、言葉を続けた。


「ゴーレムを作るのは難しいぞ。遠く……そう、遠大と言っていい目標だな」


「承知しています」


涼はしっかりとフランクを見て答えた。


「研究材料に、倒して一体持って帰ります」


「む……それは困るな」


フランクは苦笑しながら言う。


そこに、衝撃的な言葉が降ってきた。


「リョウ、ゴーレムは、倒しても王国には持って帰れないからな」


ヒューの突然の宣言に、目を大きく見開き絶望的な表情になる涼。


「な、なぜ……」


「ここで倒した物、手に入れた物は、基本的に公国の物になる。『傭兵依頼』というのはそういう規定になっているんだ。だから諦めろ」


「僕は……正確には傭兵依頼を受けていません」


「うん、だが、俺らと動いているから、みなし引受人になっている」


ヒューは厳然と言い放った。


「す、すごく興味があったのに……。これ、とても面白い機構が付いていてですね、手からプラズマ……え～っと、小さな雷が出るんですよ。あれは、いろいろ応用の利く機構です」


涼は言を駆使してヒューを説得するが、その効果は芳しくない。


涼の言葉に反応したのは、ヒューではなくオーブリー卿であった。


「雷？」


オーブリー卿は、フランクの方を見る。フランクもオーブリー卿を見て、一つ頷いた。


「魔法使い、君は、面白い知識を持っているな」


オーブリー卿から、突然声を掛けられて驚く涼。


「僕、何か面白いこと言いましたっけ？」


涼はそれなりの小声で、隣のヒューに確認する。


「俺には全く分からんが、名将な独裁官様には面白かったらしいぞ」


ヒューはそれなりに大きめな声で答える。


「ああ、極めて面白いな。どうだ、そこの魔法使い。こちらに下るなら、あのゴーレムを一体、貴様にやろう」


「え……」


冗談とも本気とも分からない表情で、オーブリー卿は涼に提案する。


そして、その提案に心揺れる涼。


「こら、リョウ。そんなことで惑うんじゃねえ」


「いや、しかし、あれは興味深いですよ。あれほどのプラズ……雷、生成するエネルギー源や魔法式がどうなっているのか、非常に興味があります。その辺にある魔石じゃ、とてもじゃないですが、無理ですし……」


涼は首をひねりながら答えた。






「ドクター・フランク、そろそろ」


「おお、そうであったな」


オーブリー卿が促し、フランクが頷いた。


「三人を捕虜にする」


オーブリー卿は宣言した。


「断る。俺たちは逃げる」


「逃がすと思うか？　ここで大戦の英雄を捕虜にすれば、王国が受けるダメージは計り知れん。公国のその先の話だ」


ヒューが拒否し、オーブリー卿が言い切る。


王国側は、ヒュー、アベル、そして涼の三人。


連合側は、オーブリー卿、近衛六人、そしてフランクと五体の人工ゴーレム。


「この戦力差では勝てんぞ？」


オーブリー卿が言う間にも、近衛六人が、左右に広く展開する。三人の退路を断とうというのだ。


「知っているか、オーブリー。世の中には、化物がいるんだぜ？」


「『大戦』で、嫌というほど思い知らされたさ。ヒュー・マクグラスという化物をな」


「違うな、俺じゃ、ない！」


その瞬間、ヒューの左手が閃き、二本の短剣が近衛の首に飛んだ。同時に、アベルの左手から、二枚のコインが別の近衛の目に飛んだ。


間髪を容れずに、ヒューとアベルは残った近衛の間合いを侵略し、一合で斬り捨てる。


「〈アイスバーン〉〈アイシクルランス２５６〉」


五体の人工ゴーレムと、オーブリー卿、フランクが立つ地面が凍りつく。さらに、直上から二百五十六本の氷の槍が降り注ぐ。


「上を防げ！」


フランクが叫ぶ。人工ゴーレム五体が両腕を空に掲げ、両掌の間に白い光を発した。光が広がり、氷の槍を全て融かす。


「〈アイシクルランス２５６〉」


さらに正面からの氷の槍。狙いはオーブリー卿。人工ゴーレムは掌を空に掲げていたため、足下の氷は融かせていない。滑るために、オーブリー卿をカバーできない。


そこまで計算しての涼の攻撃。


だが……。


「〈嵐よ吹き荒べ〉」


フランクが唱えると、無数の風の刃が氷の槍を迎撃。数多の対消滅の光が、辺りを照らした。


「撤収！」


ヒューの号令が響き渡る。


「〈アイスウォール10層〉」


涼が氷の壁を張って時間を稼ぎながら、三人は退いた。


「オーブリー卿、追うか？」


「いや、いい、ドクター・フランク。欲をかいてはいかんということだな。公国を潰すのが最優先。王国は、今回はやめておけということだろう」


こうして、三人は撤収に成功した。






ヒュー・マクグラスが去った向こうから、鋭い指笛の音が聴こえる。


冒険者を集めて撤退するためだ。


「ふぅ……。さすがに肝を冷やしたな」


小さな、本当に小さな声で、オーブリー卿は呟いた。だが、その呟きは、傍らのフランクには聞こえたようだ。


「あの水属性魔法には驚きましたな。まだ若いのに、あれほどの使い手とは」


「ドクター・フランクもさすがでした。助かりました」


オーブリー卿は、フランクが詠唱無しで強力な魔法を放ち、自分を救ったことを褒める。


「わしは錬金術師じゃからな。錬金術師は強力な魔法使いでもある。錬金道具を作る際に、深い魔法の識見が求められるからの」


そう言うと、フランクは笑った。


「そういえば、斥候隊長のオドアケルが報告していました。ジマリーノの街で、強力な水属性の魔法使いに会ったと。今のがそれでしょう」


「ほぉ……。あのオドアケル殿が『強力』と言うとは。土属性のファウストですら、オドアケル殿から見れば、脆弱ぜいじゃくとの評価だったはず。わしらが生き残ったのは運が良かったのかもしれませんな」


「確かに」


オーブリー卿は、口角をあげて笑う。そして、いつも傍らにいるランバーがいなかったことを、喜んだ。


残りの人工ゴーレムのために、整備場に行っているのだ。


「ランバーは、剣や魔法はからっきしダメだからな」


苦笑しながら言うオーブリー卿。


そこに、報告兵が転がるようにやってきた。


「閣下、公国があの兵器を放ち始めました」


「なんだと……」


戦場では、いつも想定外のことが起こる。あるいは、想定内の最悪の事象が起こる。


オーブリー卿も、これまで嫌と言うほど経験してきた。


そして、今回も、想定内の最悪のことが起きた。


◆


味方の撤退に交じって、連合兵士たちが近付いてきていることに最初に気付いたのは、守備隊長メレディスであった。この場の最上位者たるインベリー公ロリスに報告し、敵の狙いが、並行追撃による街への突入であることが明らかとなる。


それなのに……五分間、指令所は全く動かなかった。ロリスが指示を出せなかったのだ。


このままでは、敵が街に突入してくる。


グリーンストームが撃てないだけではなく、味方の収容のために城門は開いてさえいるのだ。このままではまずい。


それは誰もが分かっている。ロリスも分かっている。


しかし、どうすればいい？


外には味方がいるのだ。


しかも、ただの味方ではない。騎士団長スタンリーを含めた、公国軍最後の精鋭部隊。


簡単に切り捨てられるものではない。


城門を閉じ、グリーンストームを放って味方ごと一掃したとして……その後に、公国に逆転の目は残されていない。


そもそも、そんな決断を下す国主に、誰がついてくるというのか。


ロリスは、腹をくくろうとしていた。


このまま敵を、撤退する味方ごと街に受け入れて、市街戦で最後の抵抗を試みよう。


その命令を下そうとしていた。


だが、その命令を下そうとして、ふと振り返ったロリスの視線の先に、家族が目に入ってしまった。


妻と二人の娘……未だ成人どころか、上の娘ですら十歳にもなっていない、そんな娘たちが。彼女たちは、一心不乱に神に祈っていた。


街に敵を受け入れれば、彼女たちはどうなる？


ロリスの決断は、最後の最後で変わってしまった。


城門が閉められ、グリーンストームが拡散型で放たれる。


敵を一掃し……そして、味方も一掃した。






「どれくらいやられた？」


オーブリー卿は、確認する。


「二千人前後です……」


「チッ！」


さすがにこの時ばかりは、舌打ちを禁じ得なかった。


このインベリー遠征において、最大死者数を出したのは公都攻略での、ヴェイドラもどきによる一掃。だがあれでも、犠牲になったのはせいぜい数十人だ。


それを考えると、死者数が激増した。


「それもこれも……恐怖に駆られてヴェイドラもどきを撃つ可能性を低く見積もった、私のせいか……」


確かに、この攻撃によって、公国騎士団長スタンリーも巻き込まれて死亡が確認されているし、公国軍精鋭と呼べる兵士は壊滅したらしいという報告は来ている。


それでも、連合が、多くの犠牲を出したことに変わりはない。


オーブリー卿は、大きく、深い、本当に深いため息をついた。


そして、無言となる。


オーブリー卿の沈黙は、周りの者にとって幸せなものではない。とはいえ、誰かが口火を切るには、無謀な雰囲気だ。


それを打ち破れるのは……。


「ランバー、ただいま戻りました」


自他ともに認めるオーブリー卿の右腕、補佐官ランバーが戻った。


「うむ。ご苦労」


オーブリー卿は頷く。


「報告いたします。ゴーレム、残り十三機、全て到着いたしました」


「おぉ、重畳重畳。さっそく最終調整するぞ」


ランバーの報告を受けて、フランクがゴーレムに向かった。


「これは、酷いですな」


ランバーが呟く。


「私の見立てが甘かったのだ」


オーブリー卿は、小さく首を振りながら答える。その口調は、すでにいつも通りに戻っている。公国軍精鋭は壊滅したが、自軍司令部には奇襲を受け、街への強襲部隊も多数の死者を出した。


その事実を、オーブリー卿の心は受け入れた。


「策を弄しすぎた。大軍と強力な兵器を前面に押し立てて、粛々と攻略を進めることにする」


フィオン攻略戦は、最終局面に向かって進み始めた。






連合軍司令部の強襲から撤収した王国冒険者南部軍の一行は、隘路北側平野の脇にある森の中に隠れ潜んだ。


Ｃ級冒険者以上の精鋭ばかりとはいえ、六人の死者が出た。重傷者も数人いたが、神官たちによって全員助かっている。


だが、南部軍の神官たちは、全員体力の限界近くとなっていた。


魔力こそ、涼特製魔力ポーションや、市販の魔力ポーションによって回復していたが、光属性魔法行使による体力の消耗は、ポーションではどうにもならない。疲労感の重いもの、と言えば想像がつくだろうか。


現状、時間を掛けて休むのが、もっとも良い回復方法だ。


そんな南部軍の元に、ようやく東部、北部、西部そして王都のある中央部の冒険者たちが、森を突破して合流した。


ヒューの報告によって、彼らは出遅れてしまったことを知り、口惜しそうな表情を見せた。唯一、表情を変えないのはグランドマスター、フィンレー・フォーサイスだけ。


「分かった。ご苦労」


ヒューの報告に対してフィンレーが言ったのは、ただそれだけであった。


これにはヒューも驚く。


独断専行を責められたり、奇襲の失敗に難癖をつけられる可能性も考慮していたのだから。だが、それらに関しては、フィンレーは全く触れなかったのだ。


評価が変わったのか？


期待しなかったといえば嘘になるであろう。


だが……。


先鋒が東部と中央部、次鋒が北部と西部、後詰めに南部……新たな編成はそうなった。


結局、何も変わらなかった。


少しだけ落胆したヒューであったが、南部軍一行の休憩場所に行って、認識違いをしていたのかもしれないと思った。


神官たちを筆頭に、奇襲で溜まった疲労は、全く抜けきっていなかったからだ。この状態で、先鋒を任されていたりしたら、大変なことになったかもしれない。


ヒューはそう感じた。


疲れを感じさせないのは、ほんの一握りの冒険者だけ……。


「疲れるほどには働くな。父は部下たちに、よくそう言っていました」


全く疲労を感じさせない唯一の魔法使い……水属性の魔法使いが、これまた疲労を感じさせないＢ級冒険者の剣士に何やら説明をしている。


「疲れればミスをする。だから、疲れさせないように部下を動かすのが、マネジメントだと」


「まねじ……何？」


「まあ、部下の動かし方です」


そんな、涼とアベルの会話が、ヒューの耳元に聞こえてくる。


（その基準で言うと、俺はダメダメだな。こんなに部下を疲れさせている）


ヒューは苦笑しながらそう思った。


部下を動かす立場の人間として、疲れさせないように動かさねばならない。


疲れればミスをする。ミスをすれば、リカバリーに余計な時間と手間と資財がかさむ。


そこでマネジメントだ。


「で……なぜ、それを俺に向かって言うんだ？」


アベルが涼に問う。


「アベルが、王の息子などと僭称せんしょうしているからですよ。国王になったら、多くの部下を持つでしょう？　その時に活かしてください。まあ、なれればですけどね！」


「俺が王子だってこと、まだ信じてないだろ。それに、次男だから騎士団とかだぞ……」


「ブラック企業ならぬ、ブラックナイト……黒騎士？　ちょっとカッコいいですね」


涼は、何やら悦に入っている。そして続けた。


「疲労とか考えると、疲れを感じないゴーレムというのは、最高の部下ですね」


それが涼の結論であった。






未だ疲労が抜けない南部軍一行の下に、グランドマスターからの伝令が来たのは、十五分後であった。


「伝令です。敵に動きあり。南部軍には、後方の警戒を頼む、とのことです」


「了解した。つまり、動くなと」


ヒューは手をひらひらさせて伝令役の冒険者を追い払うと、どっかと草の上に座り込んだ。


そんなヒューの耳に、再び、魔法使いと剣士の会話が聞こえてくる。


「ここだと、前線の様子が全く見えないですよね。あの、狭くなってるところの崖の上、あの辺に上がればいろいろ見えると思うんです」


「いや、ダメだろ。あそこは……ん？　登ってくるのは、ほぼ無理だろうが、いざという時に降りていくのは……いけるか？」


涼が、隘路を形成する崖の上から状況を見たいと言い、アベルが一度は否定しつつも、それもありかと言っている。


（ふむ。確かにそれも悪くない）


後方で動くなと言われたものの、ヒューも、この後の推移が気になってはいた。


連合軍が、再度フィオンの街に攻撃を仕掛けて、主力部隊が街に攻めかかるなら、もう一度オーブリー卿を奇襲できるのではないか……。


オーブリー卿が、そんなへまを二度もするとは思えないと理解しつつも、もしかしたらという可能性を捨てきれないのだ。


もしそうであるのなら、全体の戦況を把握しなければならない。そのためには、ここでは無理。


涼とアベルが話し合っている、隘路の崖上からなら、確かに戦場が一望できる。しかも、いざとなれば崖を降りて隘路に、あるいは隘路の北側や南側に現れることも可能なようだ。


（命じられたのは、あくまで後方の警戒。隘路の上からなら、後方も警戒できるよな。まあ、詭弁だが、強弁もできる。あとは、そんな重要な地点を、オーブリー卿が無防備なまま捨て置くとは思えないという点だけか）






「見張りは五人ですね」


涼が〈パッシブソナー〉で探った情報をヒューに報告する。


「よし。手筈てはず通りに無力化しろ」


ヒューが命令を下すと、『スイッチバック』の斥候スーら五人が森に消え、一分後、鳥の鳴き声が聞こえてきた。


成功の合図。


ヒューとアベルを先頭に進むと、連合軍の見張り五人が倒され、猿ぐつわを噛まされ、ロープもまかれている。殺してはいないらしい。


「よくやった」


ヒューが褒めると、斥候五人は嬉しそうに頷いた。


普段は、全く別々のパーティーだ。どんなパーティーにおいても、斥候職の人間は一人だけ。


同職の人間と、こうして共同作業をすることなど滅多にないため、この五人は遠征中に非常に仲良くなっていた。


スーが男性斥候と仲良く喋っているのを、横目でチラチラと『スイッチバック』の剣士ラーが見ていたのは内緒である。それは決して嫉妬ではない。そう、ちょっと心配しただけである。引き抜かれたりしないかどうかを！


個人的な感情ではなく、パーティーのためを思ってのことなのだ！






「やっぱり、ここからなら良く見えますね」


隘路の崖上は、かなり際まで森がせり出しており、森の中に潜んだ状態から、戦場一帯が見渡せる。しかも、森の中に潜んでいれば、崖下や戦場からはおそらく見えないであろう。


眼下では、隘路を進んだ連合軍が、フィオンの街のある盆地に進攻しようとしていた。


「先頭を進む奴ら、やたらとガタイがいい……って四本足？　さっきのゴーレムか！」


ヒューが、連合軍の先頭を進む者たちを見て驚く。


「はい。遠目に見ても存在感がありますよね」


なぜか、涼がしたり顔で説明する。


その顔は、「ね？　やっぱり欲しくなるでしょ？」と言っているかのようだ。


「いくら欲しくても、ダメだ」


その顔を見て、ヒューは再び断言した。


「くっ……」


悔しそうな顔をして、涼はウソ泣きで、涙を拭うふりをする。


それを横目に、呆れた様子で何度も首を振るアベル。


「ゴーレムを最前列にずらりと並べて、そのまま近付いてます」


「強引だな」


「完全な力押しで来られると、公国からすれば付け入る隙がない」


涼、アベル、ヒューそれぞれの意見だ。


三人は、並行追撃による攻略の光景を見ていないため、名将とすら呼ばれるオーブリー卿が、力任せの用兵をしているように見えて、意外に感じていた。


そして彼らは、フィオンの街に設置された秘密兵器も、もちろん知らない。


その瞬間、フィオンの街の尖塔から、強い緑色の光が奔った。


一条の光は、戦場を左から右へと薙ぎ払う。


本来、その閃光は、一撃で数千の命を奪い取る死神の鎌。


だが、死神の鎌は、イージスの盾によって防がれた。


尖塔から光が迸る瞬間、前方にかざしたゴーレムたちの手の中に、白い光が生じる。そして、薙ぎ払われた緑色の閃光は、ゴーレムたちの前で弾け飛んだ。


「なんだあれは……」


ヒューの口から洩れた言葉は、崖上から見ていた者たち全員の心を代弁したものでもあった。


一人、片方については、ほぼ理解していた者がいた。


「魔導兵器……だが……」


アベルだ。


王都騒乱後、アベルは兄である王太子に呼び出され、いくつかの国家機密について情報共有とレクチャーを受けた。


その中に、王立錬金工房が開発中の魔導兵器ヴェイドラについての資料もあった。開発主任が、旧知のケネス・ヘイワード男爵であったために、特に印象に残っていたのだ。


だが、現在は、内務省管轄であり、資金難のために開発が滞っているということも知っている。また、ヴェイドラに使う風の魔石が、アベルと涼が売り払った魔石であることも知っている。冷や汗をかきながら、アベルがレクチャーを受けていたのは言うまでもない。


だからこそ、目の前で起きていることの異常性に気付いた。


ヴェイドラは、いわば王国の秘密兵器。


それと同じと思われる原理で、同じような風属性の攻撃を行う魔導兵器が公国にあるという異常性に。


「あれは、錬金術によって練り上げられた武器による、風属性の攻撃ですよね」


涼が、『六華』の風属性魔法使いナッシュに確認する。


風属性の魔法使いであれば、それが錬金道具から発したものであっても、なんとなく感じ取れるのだ。


「ええ、そうね。どんな魔法式なのかは分からないけど……」


ナッシュは眉をひそめて、そして二度頷いて答えた。


「なるほど……」


涼も眉をひそめて、そして一度だけ頷いた。


「あれ、とんでもない攻撃だぞ」


いつの間にか近くに来ていた『スイッチバック』の剣士ラーが言う。


「俺らが奇襲している裏で、あの薙ぎ払いの一撃で、数千人の兵士が死んだからな」


「な……」


ラーは、インベリー公ロリスの命令による非情なグリーンストームの一撃を見た。


それを聞いて、絶句したのは涼だけではなく、その場にいた全員であった。


「そんな攻撃を弾くゴーレムたちは、いったいどうなってるの」


『六華』の火属性魔法使いアッシュが、問題提起をする。そんなとんでもない一撃を、ゴーレムたちは防いだのだ。


「確かにな」


ヒューは頷いて、再び戦場に視線を戻した。


彼らが話している間にも、連合軍は、一糸乱れぬ進軍を続ける。


そして再び、フィオンの街の尖塔から緑の光が奔った。今度は薙ぎ払うのではなく、中央のゴーレム一体だけへの集束した一撃。


だが、これも、ゴーレムの手の中で白い光が生じ、ゴーレムの前に目に見えない何かが生じて、緑の光はゴーレム本体まで届かなかった。


「ゴーレムの電磁アーク……？」


涼の呟きは、自覚しているよりもはるかに大きかったらしく、ヒューとアベルだけではなく、『六華』やランデンビアまでも涼を見た。


「リョウ、分かるのか？」


ヒューが代表して聞く。


涼が頭に浮かべていたのは、海中にいるテッポウエビであった。


そう、テッポウエビのでっかい版に、プラズマからの衝撃波をくらわされ、海中で気を失うという失態を演じた、あれだ。


テッポウエビは、地球の日本近海にも生息し、大きく成長したハサミを噛み合わせることによって、気泡を生み出し、その気泡が破裂する際に衝撃波が発生する。


気泡圧壊やキャビテーションと呼ばれる現象。


テッポウエビの場合、プラズマが発生し、四千四百度もの高温が生じる。その衝撃波によって、テッポウエビは狩りをしたり、コミュニケーションをとったりする。中には、珊瑚さんごに穴を掘ったりする種もいるらしい。


人間でも、水中での溶接作業では、プラズマアーク溶接という手法がとられるが、これにとって代わるのに、テッポウエビのプラズマはどうか、という研究が地球ではなされていた。


だが、目の前で起きているのは水中ではなく地上である。


そう、テッポウエビの気泡圧壊は、空気中では効果的ではない……水の中で生きる生物なのだから当然だ。


では、今回のは何か？


これもやはり、プラズマであることに変わりはない。


先ほど『プラズマアーク溶接』という言葉が出てきたが、今回のはその系統なのだ。


『Method and system for shockwave attenuation via electromagnetic arc』（電磁アークによる衝撃波減衰の方法とシステム）


アメリカの某巨大飛行機メーカーが取得した特許だ。


銀河の光剣使い騎士物語などに出てきそうな特許ということで、一部マニアにはよく知られた特許で……涼も、その一部マニアに入る。


これは、爆発の衝撃波から人や車を守る技術。


アーク放電などでプラズマを発生させることにより、温度や空気の密度に変化が生じ、衝撃波が伝わりにくくなる。それによって、爆発の衝撃波から守る、そういう技術なのだ。


おそらく、目の前のゴーレムたちが行ったのは、そういうことなのではないかと涼は感じていた。


だが、それをどうやって伝えればいいのか……。


「ゴーレムの手の中に生じさせた小さな雷、あれで空気を歪めて風魔法が伝わらないようにしたのでしょう」


嘘はついていないし、間違いと断定するのも難しい……もちろん、全然言葉も説明も足りていないのだが……。


「なるほど」


ヒュー、アベル、ラーという男性陣は重々しく頷いた。


決して、男性陣は論理的に理解した、というわけではない。プライドから、分かったふりをしただけだ。


そして、そんな安っぽいプライドを、『六華』の三姉妹や、スーは完璧に理解していた。


ただ、何も言わず、男性陣を憐れそうな目で見ただけであった。






最前列のゴーレム約十五体。


その後ろに、連合軍の隊列が続く。


グリーンストームが、ゴーレムを避けて、その後ろの隊列を狙う。だがそれすらも、ゴーレムは上空に『電磁アーク』を発生させて、グリーンストームの攻撃を防いだ。


「街からのあの攻撃は、完全に封じられたな」


ヒューが言うと、涼と三姉妹が頷いた。


「ギルマス、どうする？」


「どうする、とは？」


アベルが問い、ヒューが問い返す。


質問が漠然とし過ぎていて、ヒューにも読めなかったのだ。


「間違いなく、フィオンの街は落ちる。そうなれば、インベリー公とその家族は脱出するんじゃないか？」


「ああ、脱出するだろう。公国の再興を期してな」


インベリー公ロリスには、二人の娘がいるだけで、男子がいない。その二人の娘も、まだ年端もいかない年齢だったはずだ。そうなると、ロリス自身が生き残って旗頭となるしかない。


潔く、国と共に亡ぶわけにはいかないであろう。


それが、アベルとヒューの見立て。


「どこから脱出し、さらにあの盆地からどう抜け出すのか……」


いつの間にかヒューの後ろに来ていた、アクレのギルドマスター、ランデンビアの問題提起だ。


「街からの脱出は……おそらく抜け道が準備されているとは思う。問題は、この盆地からどう抜け出すか……。そして、抜け出した後、どこへ向かうのか」


「それは、王国じゃないのか？」


ヒューの言葉に、アベルが疑問を呈す。


「確かに、それが一番現実的だ。だが、王国が彼らを受け入れるかどうか。しかもそれは、決定までに時間がかかりそうな気もする。そうなると、彼らとその家族をかくまう場所が必要になる、いろんなものからな」


「やはり、いっそ、オーブリー卿に今一度の奇襲を……」


剣士ラーが最も過激な提案をするが、ヒューはゆっくりと首を横に振った。


「オーブリー卿は、フィオンの街に進軍する、あの部隊の中にいる」


「マジか……」


総大将が、本陣ごと、先鋒として進軍している。


常識では考えられないことであるが、戦場を渡り歩いてきたオーブリー卿にとっては、むしろ居心地のいい場所なのかもしれない。


「だから、遠征隊の東部軍なども手が出せんようだ」


彼らがいる崖上からも、他の王国遠征軍の所在は確認できない。だが、このまま時間が経てば、手を出せないままフィオンの街が落ちるであろうことは簡単に理解できた。


「いや、フィンレー殿は、フィオンの街は諦めているのかもしれない」


ヒューの呟きは、誰にも聞こえなかった。






時を遡ること数十分。連合軍本陣。


「閣下。崖上からの定時連絡が途絶えているとのことです」


ランバーがオーブリー卿に報告した。


崖上からは、陽の光を鏡で反射して本陣の報告官に照射するという、簡易的な連絡手段が採られている。だが、十分ごとのその連絡が、二度にわたって行われていないと。


間違いなく、崖上で何かが起きたのであろう。


「王国の冒険者にやられたのだろうな」


だが、報告を受けたオーブリー卿は、非常に落ち着いていた。それどころか、報告を受けて少し安堵したようにすら見える。


「閣下。いかがいたしましょうか」


「捨て置け。何もしなくていい」


「は？」


オーブリー卿の指示は、さすがのランバーにも意外であった。


「占拠した王国冒険者が、マスター・マクグラスたちであればなお良いのだが……。まあ、それはどうしようもないか」


オーブリー卿が望んだとおり、占拠したのはマスター・マクグラスたち南部軍なのであるが、そこまでは報告から読み取ることはできない。


「閣下……どういうことでしょう？」


「なに、たいしたことじゃない。厄介な敵は、どこにいるか分からないよりは、こちらが把握している場所にいてくれた方がいいというだけだ。森の中のどこかにいるよりは、気をつけねばならないが崖の上にいる、と分かっていた方がいろいろと考えやすいだろう？」


ゲリラ戦を展開する部隊は、どこにいるか分からないから、迎え撃つ方にとっては厄介なのだ。


だが、ゲリラ部隊が、どこかの村を占拠してそこに居座ってくれれば、「いつ、どこで襲われるか分からない恐怖」からは解放される。


そういう話だ。


「森といえば……オドアケルは動いているか？」


「はい。探索中とのことです」


「よし、そっちはいいな。あとは、私自身も進軍して、襲われないようにするとしよう」


オーブリー卿は笑いながらそう言うと、本陣ごと、最前線へと身を投じたのであった。







終結


「ダメです……グリーンストーム、効きません」


守備隊長メレディスの報告は、苦渋に満ちていた。


だが、その報告を聞くインベリー公ロリスも、全てのグリーンストームが弾かれたその光景は見えている。


「城壁からの攻撃を開始せよ」


命令に、すでに覇気は無かった。


それも仕方あるまい。自らの命令によって、最精鋭部隊を死なせてしまっているのだから。最も信頼していた軍司令官たる騎士団長スタンリーも、すでにいない。


逆転の目はもうない。嫌でも、それは理解していた。


「殿下」


そんなロリスに、後ろから小声で呼びかける者がいた。


公爵家の侍従長だ。


「街を脱出なさり、国を出て、外国から公国の回復を」


「し、しかし……」


国を捨て、民を捨て、最後まで付き従ってくれた兵たちも捨て、国外に逃れてまで生き恥をさらすのは、さすがに躊躇する提案だ。


「御身さえ無事であれば、公国の復興は望めます。ですが、御身にもしものことがあれば、これから雌伏の時を経る諸侯たちが、いざ立ち上がらんとした時、誰を戴けばよいのでしょうや」


虐げられつつも、国の復興を夢見る国民たちのためにも生き残れ……それはロリスの気持ちを決するのに十分な言葉であった。


家族を連れて国外へ。


だが、実際にそれは可能なのか？


「この街からの脱出路は、ゲッコー殿によって準備されております。脱出路は盆地の端、森の中に繋がっております。そこからさらに移動した先、森の奥にしばらく身を隠せるだけの用意がされているとのことです。街中での死の偽装を私共が行いますので、敵の監視が緩んだ隙に、盆地から抜け出ることが可能かと」


「そうか、ゲッコーが……」


インベリー公国の商人ゲッコー。


彼が、このフィオンの街に物資を運び込んで最終反撃地として整備し、もしもの時の脱出路まで準備したのだ。


「ゲッコーは、もう？」


「はい、ご指示通り、殿下と入れ違いで街を出られ、おそらく王国国境付近に潜んでいらっしゃるかと……」


「ゲッコーにも苦労をかける」


そう言うと、ロリスは深いため息をついた。そして、侍従長に言った。


「分かった。脱出する」


そうして、インベリー公ロリスは、家族と供回りの者を連れて、フィオンの街から脱出したのであった。






フィオンの街の西方一キロ地点。


フィオン平野に点在する森の一つに、インベリー公ロリスらはいた。


街から長い地下道を通り、森の中へと出た。そこからは、木々の間にフィオンの街が見える。


夕闇の中、フィオンの街の戦闘は未だ続いている。だが、城門は既に破られ、陥落は時間の問題。街のあちこちから煙が上がり闇に溶けていく光景は、一キロ離れたこの森からでも、見ることができた。


インベリー公ロリスは、そんな街から目を逸らすことができなかった。


自分を逃がすために犠牲になって戦う者たち。


国が亡びるのを受け入れるのを拒否して戦う者たち。


そして、街を死に場所と決め、死ぬために戦う者たち。


本来、彼ら全てに責任を持つべき立場の自分が、真っ先に街を出た。


もちろん、頭では、生き残ることが自分の役目であることは理解している。理解してはいるが、それでも、感情では受け入れることができていない。


「殿下、ここはまだ安全ではございません。ゲッコー殿も、ここはできるだけ早く離れて、森の奥の避難所に移動するようにと伝言を残されております」


ジョゼッペ・サリエリ情報部長官が移動を促す。ここはまだ、街に近すぎる。


「ああ、分かっている。分かっているが……少しだけ、もう少しだけ……」


ロリスは唇を震わせながら言った。無念さと、自らの不甲斐なさが、震えさせたのかもしれない。


しかし、サリエリ長官が言う通り、ここは安全ではなかった。


「インベリー公、投降いただこう」


突然、森の奥から現れた男がそう告げた。


「なっ……」


「何者だ！」


言葉を失うインベリー公と、この期に及んでも誰何する近衛兵。


「連合独裁官直属斥候隊、隊長のオドアケルだ。貴殿らはすでに包囲下にある。投降すれば、公ならびにご家族、供回りの者たちの安全を保証しよう」


オドアケルが言うと、インベリー公ロリスらを半包囲するように、森の中から連合兵士が現れた。


インベリー側は、ロリスの家族などを除いて戦えるのは二十人。だが、現れた連合兵士は、ざっと百人はいる。


ロリスは剣を抜いた。


絶望的な戦力差であることは理解している。


素直に投降すれば、家族が助かることも理解している。


それでも剣を抜いたのは……陥落するフィオンの光景が、目に焼き付いていたからかもしれない。


「投降は、できぬ」


「ならば仕方ありません」


ロリスが絞り出した声に、若干の沈痛さを感じさせる声で応じるオドアケル。


そして、戦闘が始まった。






森の中、夕闇から夜の闇へと変わり、少し離れると敵か味方かも分からない。


その状況下で、激しい戦闘が繰り広げられる。


インベリー公側は、二十人とはいえ近衛兵だ。有象無象の輩ではない。しかも、その全てを公とその家族に捧げ、どこまでもお供をすると誓った者たち。その気迫はすさまじかった。


だが、対する斥候隊も弱くない。


独裁官直属の名が示す通り、独裁官オーブリー卿直属部隊。それが弱いわけがない。しかも率いるのは、オーブリー卿子飼いの部下たちの中でも、最も近接戦に秀でていると言われる斥候隊長オドアケル。


彼によって鍛えられた斥候隊も、斥候という言葉の意味が分からなくなるほどに強かった。


しかも今回は、人数差がある。より確実に立ち回る斥候隊。


倒れていくのは、近衛兵たちばかりだ。


一人、また一人と……。


「まずい……」


決して、戦いの専門家ではないロリスですら、敗色濃厚であることは理解できた。しかも、打つ手がないことも……。






近衛兵の生き残りが半数を切った時……彼らは現れた。


「王国南部軍、参上！」


どこかの水属性の魔法使いが、大声で叫んだ。


せっかく援軍に来たのに、インベリー側から攻撃されてはたまらないから。敵味方も分からないほどに夜の闇が深まっている以上、どちらの味方なのかを明らかにして戦闘に介入するのは、必要なことなのだ。


それは功を奏した。


「マスター・マクグラスだ！」


「英雄が助けに来てくれた！」


まだ倒されず、しぶとく生き残っていた近衛兵たちが、口々に叫ぶ。


南部軍前衛職がなだれ込んだ。


後衛職の魔法使いや神官たちは、戦闘には加われない。森の中、しかも夜の帳とばりまで下りてきているとなれば、敵味方の識別は不可能だ。特に、インベリー公側の人間と襲撃している連合側の人間の区別が、つかない。


そんな状況では、味方を巻き込む可能性があるため、遠距離魔法攻撃はできない。


三十人近い後衛職が考えたのは、インベリー公の近くに移動し、公とその家族を守ることであった。こちらから動くのは難しくとも、近寄ってくる敵に攻撃するのは、まあまあなんとかなる。


そんな中、少し不満を抱えた水属性の魔法使いがいた。


涼のソナーで、インベリー公たちを探し出し、しかも既に戦闘中であることを把握して、援軍として介入した。十分に役に立ったのだが……。


ソナーでは、南部軍の反応は判別できる。だが、インベリー公国の人間と連合の人間の違いは判別できない。そう、判別できないのだが……一人だけ……。


「ん？　この人の反応は知っています。間違いなく、敵です」


その瞬間、涼は笑った。






涼は、判別した敵に向かって走り……その勢いのまま、村雨で斬りつけた。


カキンッ。


「お久しぶりです。オドアケルさん」


「あの時の水属性魔法使い……」


涼が斬りかかったのは、斥候隊長オドアケル。


オドアケルの表情は、明らかに驚いていた。この戦闘においては指揮官であるため、自ら突入するのではなく、一歩引いた立ち位置から、部隊を動かし勝利を掴もうとしていた。


そのため、近衛兵はもちろん、途中から戦闘に介入してきた王国軍すらも、オドアケルには攻撃してこなかったのだ。


それなのにこの水属性魔法使いは、夜の闇の中にもかかわらず、正確に指揮官たる自分に斬りかかってきた……。


「指揮官を潰すのは戦の常道です」


「確かに。ですので、指揮官として、私は潰されるわけにはいきません」


涼が笑顔で言い、オドアケルが冷静な表情に戻って答えた。


涼が攻める。


打ち下ろしから間髪を容れずに切り上げ……なんとなく燕返しを繰り出すが、オドアケルは冷静にかわす。


攻守入れ替わり、オドアケルの突き、突き、そこからの蹴り。


「正統派じゃなくて、いかにも斥候っぽいですね」


涼の呟きに、オドアケルは無言。


二人の剣戟は、攻守の入れ替わりが激しい戦いとなった。


オドアケルが持つ剣は、片刃の直剣。曲がっていれば、日本の打うち刀がたなに見えたかもしれない。刃の長さも打刀同様に七十センチはないようだ。それを基本的に右手で操り、鍔迫り合いや押し切る場合に、左手を峰に添えるらしい。


涼の村雨に比べて短いため、片手での取り回しはしやすい。


その上で、体術を絡めてくる。蹴り、あるいは掴み……おそらく掴んだら、投げ技なり関節技なりに移行するのだろう。


「なんて恐ろしい」


涼は本心からそう思い、呟いた。


「そう言いながら、なぜ笑っている？」


オドアケルが訝しげに問うた。


涼には自覚がなかったのだが、笑みがこぼれているようだ。


「怖さを笑いでごまかしているのです」


「嘘だな。そうか、戦闘狂か」


涼の言葉は否定され、オドアケルは、戦闘狂であると断定した。


そして、大きく後方に跳ぶ。


追撃しようと涼は大きく踏み込む。


突然、その眼前に何かが現れた。


「くっ」


大きく頭を振ってかわす。同時に、ほとんど無意識に後方に跳んだ。


「〈アイスウォール10層〉」


カキンカキン……。


飛んできた何かが、氷の壁に弾かれた。


「投げナイフ？　さっきよけたのも投げナイフだったけど」


何が起きたのかは理解できていた。だが、どうやって投げた？


オドアケルの右手は剣を持ったままだ。ということは、左手。左手はほとんど動かなかったのに、勢いのある投げナイフが、連続で涼を襲ったということになる。


「なんという厄介な相手」


近付いても切り崩せず、離れれば投げナイフがくる。


涼としては、今まで戦ったことのないタイプの相手だ。


だが。いや、だからこそと言うべきか……。


「やはり、笑っているな」


涼ははっきりと笑い、オドアケルが指摘した。






一度、〈アイスウォール〉を使った後は、涼は魔法を使わずに戦っている。正確には、使う余裕がないと言うべきだろうか。


何十合か剣を合わせたところで、涼にもオドアケルの戦い方が見えてきた。


剣が交わるよりもさらに近距離の超近接戦においては、蹴りや左手での掌底を繰り出してくる。その蹴りもハイキックからローキックまでと、実に多彩だ。


剣と剣が交わる一足一刀の間合い周辺、近接戦においては、片刃の直剣での攻撃となる。斥候隊長ということだが、その辺の剣士たちよりも遥かに強い……というか、強すぎるんじゃない？　技においてはアベルクラスですよ？


そして、一足一刀の間合いよりも少し離れた、ミドルレンジというか三メートル弱の距離が開くと、投げナイフが飛んでくる。長さ十五センチほどの投げナイフが、ノーモーションで突然襲ってくるのは恐怖だ。


投げナイフを剣で弾くと、一気に間合いを詰められ近接戦へと移行する。出入りが多く、間合いが変化する戦い方は、驚くほど厄介と言える。


（まず、この間合いの変化をどうにかしたいけど……難しいですね～。そこが、この人の戦闘の肝である以上、難しいのは当然ですか）


涼は苦戦していた。






一方の斥候隊長オドアケル。表情が変わりにくいため、その心情は外からは窺いにくいが、内心ではかなり焦っていた。


（なんだこの男は？　いくら攻めても崩れない。魔法使いらしいが……信じられない。こんなに近接戦が強い魔法使い？　間合いを変化させて戦闘距離を調整しているが、いずれは対応される。対応されるのは分かっているのだが……ならばどうする？　どうすればいい？　これほどに厄介な相手、この十年間では誰もいなかった……）


オドアケルは、オーブリー卿子飼いの部下たちの中でも、個人戦闘に最も秀でた人物だと言ってもいい。


斥候隊長という役柄、危険な地域に単独で入ることもある。情報収集、攪乱、場合によっては暗殺すらこなしてきた。個人戦闘における経験の多さは、連合全体を見渡しても並ぶ者はほとんどいない。


だが、そんなオドアケルから見ても、涼の防御の堅さは異常なのだ。


これまでの経験を総動員しても破れず、揺るがない。


しかもそれが、魔法使いだと……。


だが、そこでオドアケルは認識を改めた。


（魔法使いだろうが関係ない。これだけ完璧な受けは、多くの訓練を重ねて身に付け、実戦でいくつもの死線を潜り抜けてきたからこそ洗練されたもの。この男だけを見ればいい。今までにない、厄介な相手だ）






その変化は、ほんのわずかだったはずだ。


オドアケルが、認識を改めただけだったのだから。


だが、対峙する涼は気付いていた。


（そろそろ仕掛けないと、まずいということですかね）


出入りを潰す方法は考えた。だが、最終局面までの道筋はついていない。それは仕方ない。


「戦闘は生ものです」


涼はそう呟くと、後方に跳んで距離を取った。


二人の距離がミドルレンジに広がる。オドアケルは、その距離になれば当然のように、何本持っているのか分からない投げナイフを放ってくる。


「〈アイスウォール─アクティブ〉」


涼が唱えると、いつもの氷の壁が……オドアケルに向かって突っ込んだ。


オドアケルは投げナイフを放る。


カキンカキンッ。


当然、氷の壁に弾かれる。氷の壁の勢いを削ることもできない。


慌ててかわす。


「〈アイスウォール─アクティブ〉」


再びの氷の壁の突進。


オドアケルはナイフを投げることも諦めて、氷の壁をかわし、一気に間合いを詰めて近接戦に移行した。


こうして、ミドルレンジでの戦いは封じられ、オドアケルは出入りを調整できなくなった。


涼が放った技の名前は、暗殺教団首領『ハサン』の〈浮遊石壁─アクティブ〉から拝借したもので、技そのものはちょっと前に戦った土属性魔法使いファウストのやつの応用だ。


使い勝手のよさそうなものを取り入れて、自分用に進化させる……それは工期短縮の基本。






距離の調整を潰し、涼は完全にオドアケルの近接戦に集中することができるようになった。それは涼が望んだ展開であり、オドアケルは避けたかった展開。


もちろん、純粋な剣技だけでも、二人の間には差はない。


差はないのだが……オドアケルは気付いていた。


霧よりも細かい水が、空中を漂っていることに。


「なんだ……？」


触れても濡れない。それほどに細かい水の粒子。


「この男から噴き出している？」


涼の体のあちこちから噴き出しているらしいことに気付いた。


もちろん、そんな話は聞いたことがない。


同時に、目の前の防御が、今まで以上にスムーズに行われるようになったことにも気付いた。無駄が削られ、その結果、余裕すら生み出されているように見えるのだ。


より速く。


より力強く。


より的確に。


そして……その変化は突然訪れた。


それまでで、最速の、オドアケルの打ち下ろし。


涼はそれを柄で弾いた。右拳と左拳の間で。


そのまま大きく右足を斜め前に踏み出し、右腕一本での胴……薙ぎ払い。


脇腹を大きく切り裂かれたオドアケルは、無言のまま崩れ落ちた。


「ふぅ……」


大きく、深い呼吸で、体と心を整える涼。


「見事だな、リョウ」


いつの間にか、傍らに来ていたアベルが称賛した。


「あ、見てたんですか？」


「ああ。最後のは、剣の握りの部分で受けたのか？」


「ええ、昔、全日本選手権の動画で見たことがあるんです、剣道の。けっこう多くの人がやる技なんですけど、決まるとめちゃくちゃカッコいいんですよね」


見事に決まったために、嬉しそうに言う涼。


「ゼンニなんとかは知らんが、両拳をくっつけないで持つリョウならではだな」


「まあ、そうですね。アベルがやろうとすると、右手の小指が斬り飛ばされそうです」


「想像したくない……」


二人は、のんきに話しているが、それは全体の戦闘が終結に向かいつつあるからだ。南部軍が連合斥候隊を止めている間に、残った近衛たちがインベリー公と家族を護衛して離脱していた。


「その斥候隊の指揮官は、死んだのか？」


「いえ、完璧な胴だったのですけど、背骨には届かなかったですね。最後の最後で、わずかに横っ飛びしてずらしたのかもしれません。さすがしぶといです」


「とどめを刺さないのか」


「僕ら、あくまでも足止めが役割でしょう？　殺すまでもないでしょうから。それに、そろそろ……」


涼がそう言ったところで、声が響き渡った。


「撤収！」


その声を合図に、南部軍は撤収した。


◆


インベリー公ロリスらが避難した先には、巨大な洞窟があった。


入口近くからかなり曲がりくねっており、奥からの明かりは漏れないようだ。緻密に計算された造形であることがうかがえる。


洞窟の中は非常に広く、二十人が、優に一カ月以上暮らしていけるだけの食料なども用意されており、準備したゲッコーの有能さを示していた。


そんな洞窟に近付く者たちがいる。


「止まれ！　何者か！」


小さな声で鋭く誰何するという、なかなかに器用なことをしているのは、ロリスの近衛兵たち。わずか五人の近衛兵であるが、その忠誠心の全てをロリスに捧げた男たちだ。


誰何する声にも力強さがあった。


リーダーの男の顔が見える。


「マスター・マクグラス！」


近衛兵たちは自然と頭を下げた。連合兵に囲まれた状態から脱出できたのが、マスター・マクグラス率いる王国冒険者たちのおかげであることを認識していたからだ。


「インベリー公にお会いできますか？」


「私ならここに」


ヒューが近衛兵に問いかけると、洞窟からロリスがすでに出てきていた。


「殿下……」


ヒューは、ロリスを認識すると、片膝をついて礼をとった。


「いや、マクグラス殿、お顔を上げてください。先ほどは本当に助かりました。昼間も、オーブリー卿の本陣を少ない手勢で強襲したという報告を受けました。武運拙く、私は国を失ってしまいましたが、あなたの働きには心の底から感謝しております。見えられた理由というのは、今後の我々の行き先……」


「はい、ご推察の通り、王国への亡命をご検討いただきたく」


もちろんそれは、ヒューの独断ではなく、冒険者遠征隊を率いるグランドマスター、フィンレー・フォーサイスの指示によるものだ。


フィンレー自身が出てこないのは、公国におけるヒューの名声から、彼を表に出した方が、問題が少ないだろうという計算から。そして、その計算は功を奏しようとしていた。


「うむ、事ここに至っては、それ以外には無いかと思っていたところです」


だが……。


「もう一つの道がございます」


闇の向こうから聞こえた女性の声。


それは、誰も想定していない声であった。


涼ですら、〈パッシブソナー〉で、街の方を警戒していたために驚いた。


（たとえそうだとしても、これほど近付くまで気付かなかったとは……。これは普通ではない……。って、この反応はまさか……）


森の奥から出てきたのは、四人の男女。


先頭は、燃えるような赤い髪、しっかりした意思が表情にまで表れた、非常に凛々しい印象を与える美女。そして、彼女の右後ろには白髪の、涼が決して忘れることのない、火属性の魔法使いがいる。一般に知られる二つ名は……。


「爆炎の魔法使い……」


小さく言葉を漏らしたのは、アベルであった。


「フィオナ皇女殿下、ご無沙汰いたしております。ルンの街のギルドマスター、ヒュー・マクグラスです。ウィットナッシュでお会いして以来ですな」


「マスター・マクグラス、もちろん覚えております。そして後ろのアベルさんと……」


ここでにっこり微笑んで、言葉を続けた。


「私を凍らそうとしてくださった水属性の魔法使いさん」


（女性の笑顔は恐ろしい……なんたる至言）


「その節は、失礼いたしました。全ては、後ろの火属性の魔法使いの方の責任ですので、悪しからず」


涼は、礼だけは非常に丁寧にとった。言ってる内容は不遜極まりないが。


言われた火属性の魔法使い、オスカー・ルスカは一見表情に変化はなかった。


だが、よく見ると、片頬が震えている……斜め後ろにいた二人の副官、マリーとユルゲンには見てとれた。もっとも、夜であるために王国冒険者たちからは全く見えないのであるが。


（皇女様とあいつ以外の、残りの二人もかなりの手練れ……。何か起きてしまった場合……戦力的には互角ですかね）


涼の頭の中では、竜虎相搏つという言葉が躍っている。


英雄マクグラス＋アベル＋涼対帝国の四人。熱い戦いになりそうだ。


だが……。


「私どもは、誰とも争うつもりはございません。今日は、皇帝ルパート六世の名代として、インベリー公へ親書をお届けに参りました」


「ルパート陛下の親書？」


インベリー公ロリスは、怪訝な顔をしながらも、フィオナ皇女が差し出す親書を受け取って、中身を一読した。


その瞬間、表情が激変する。


驚きと、疑問と、疑いとがない交ぜになった表情。


合計四度、親書に目を通した。


そして、呟くように、その口から言葉が漏れる。


「これは……まことか？」


「はい。間違いなく帝国皇帝ルパート六世陛下の親書であり、書かれてあることも事実でございます。我が帝国は、インベリー公とそのご家族、ならびに供回りの方すべての亡命を受け入れることを、正式に決定いたしております」


その言葉を聞いた瞬間、ヒューをはじめ、アベルもさらには涼ですらも、驚きが顔を染めた。


「お、お待ちください。亡命に関しては王国でも……」


「王国も、正式に決定されているのですか？」


ヒューが慌てて言葉を述べるが、フィオナ皇女が鋭く切り返す。


「帝国は、すでに正式に決定し、皇帝陛下の裁可も下り、親書すらお届けに参っております。ですが王国は、これから王都にて亡命の可否を審議されるのではありませんか？」


全くその通りであった。


王国内は、決して一枚岩ではない。


王国は、亡命を拒否する可能性すらあるのだ。


それはヒューも理解しているし、強力な情報収集力を持っていたインベリー公も知っている。だからこそ、王国が亡命を受け入れるか、誰も確信を持てなかったのだ。


だが、それ以外に道が無かったために、王国に向かおうと心に決めていた。


しかし、ここに、別の道が現れた。


帝国への亡命。


帝国では、すでに皇帝の裁可も下りていると。さすがにここまでお膳立てされれば、帝国への亡命を選ばない理由は無い。


懸念すべきことはただ一つ。


「フィオナ殿下にお尋ねしたい。この公国から、いかにして帝国まで行くのか？」


ロリスの懸念はそれであった。


インベリー公国と帝国は、国境を接していない。


連合支配下となっている王国までの道ですらも、通行は簡単ではない。さらにその先の帝国までとなれば、どれほど困難な行程となるか。


「殿下、御心配には及びません」


フィオナがそう言って、後ろのオスカーをチラリと見る。オスカーは一つ小さく頷いてから、手元に持った何かに囁いた。






二分後。


涼は、空が陰ったことに気付いた。


元々夜であり、雲もかかっているため星も月も見えない空であるが、それでも何かが空に浮いているのが分かる。


〈パッシブソナー〉によると、全長百メートル超の人工物。


「まさか……飛行戦艦」


涼同様に、空に何かがいることに気付いて見上げていたアベルの口から、思わず漏れた。


「馬鹿な……ただの噂に過ぎないと言われていたあれか……」


「存在するのは事実だ。だが、帝国ですら一隻しか造ることができなかったと言われる船……。それが今、目の前に……」


ヒューが驚き、強力な情報部の力によって存在を知っていたロリス。


「はい。殿下とそのご家族を、安全に帝国までお連れいたすため、皇帝陛下が特別に使用許可を出されました。あの船で、帝国までお連れいたします」


フィオナ皇女はそう言うと、優雅に一礼して言葉を締めくくった。


帝国への亡命は決定した。






全ての外装が黒く染め抜かれた帝国の飛行戦艦が、夜の闇に溶け込んでからも、ヒューたちはしばらくその場を動くことができなかった。


完全に、そして完璧に帝国に出し抜かれた。そのショックは、思いのほか大きかった。


（いや、これで良かったのかもしれない。言い方は悪いが、インベリー公は存在自体が猛毒になり得る。今の王国に、それを取り扱えるだけの政略はない）


ヒューは、そう考えて自分を納得させた。


インベリー公の身柄が王国内にあれば、それに対して連合は様々な触手を伸ばしてくるだろう。王国に、それを打ち払うだけの力があるかと言われれば、非常に怪しい。


そうであるなら、いっそ王国にいない方がいい。どこか遠く……そう、帝国などであれば、連合も簡単には手を出せないだろう。


（これで良かったのだ）


ヒューは、もう一度そう思い、心の中で自分を納得させた。


納得させたのに……。


「グランドマスターに、怒られますかね」


涼の呟きが、ヒューを落ち込ませるのであった。






「そうか」


グランドマスター、フィンレー・フォーサイスが発した言葉は、それだけであった。


怒ることもなく、呆れることもなく、変わらないその表情からは、ヒューをもってしても、何も読みとることはできなかった。


フィンレーも、自国の政治中枢の状況は理解している。


王都のグランドマスターなのだ。ややもすれば、この中にいる誰よりも王国政治に近い人間と言える。現状で、インベリー公とその家族の身柄を王国に置いた場合のリスクの高さは承知している。承知していながらも、亡命の提案をせざるを得ない状況であったのだ。


だが、帝国の介入によって問題が取り除かれた。


実は、心の中でかなり安堵していることを知る者は、誰もいなかった。






フィンレーの元を去った三人。


「怒られませんでしたね」


「なんで、少し残念そうなんだよ」


涼はただ事実を述べただけなのだが、なぜかヒューにため息をつかれた。


「あ、アベルがそう言えって」


「おい、俺に振るな」


涼が降りかかる火の粉を払い、巻き込まれたアベルが抗議する。


もちろん、降りかかる火の粉は、涼が燃やした火から出たものだ……。


「アベルは薄情です」


「何を言っている？」


「かわいい後輩を助けようともしません」


「かわいい後輩が、俺を道連れに自滅しようとしているからな。全力で掴む腕を振り払い、その場を逃げるのが正しい冒険者だ」


「りょ、良心はないのですか！」


「良心なんてあったら、リョウにつけこまれるからな」


「なんたる言い草！」


そんな馬鹿な会話を交わすアベルと涼であった。


◆


「閣下、いくつかご報告がございます」


ランバーの表情は暗い。良くない報告が交じっているのだ。


「聞こう。インベリー公の死体でも見つかったか？」


「いえ……。昨夜、帝国の飛行戦艦が、このフィオンの街付近から王国、連合国境付近に向かって飛んだという報告が入っております」


「なんだと……」


これには、さすがのオーブリー卿も驚きを禁じ得なかった。


オーブリー卿も、帝国が、巨大な空に浮かぶ戦艦を保有していることは知っている。


古のドラゴンの、巨大な魔石を使っているため、帝国ですら一隻しか造船できていないという、嘘か真か定かではない情報のある船。その真偽はともかくとして、帝国においても非常に貴重な船として扱われているのは事実だ。


その飛行戦艦がフィオンの街から飛んだとなれば、この状況で考えられる理由は一つしかない。


「インベリー公は帝国に亡命したということか……」


帝国への亡命そのものは考慮したことがある。


しかし、現実的に不可能だと判断していた。理由は、帝国までの移動手段だ。


帝国への亡命があるとしても、一度王国に行ってからの再亡命であろう。それならあり得ると。


だが、展開した状況は彼の予想を超えていた。


帝国が、というより皇帝が、貴重な飛行戦艦を戦場に投入してくるとは。しかも、自国の安全とは何の関係もない戦場にだ。


「げに恐るべきは皇帝の智謀よ。政治で敵わぬのは受け入れていたが……まさか戦場ですら上回られてしまうとはな」


片方だけ口角を上げ、自嘲の言葉を呟く。


「これで帝国は、いつでも連合に介入できる大義名分を手に入れたわけだ。インベリー公自身は扱いづらいだろうが、二人の娘なら……」


後半の言葉は、ランバーにも聞こえなかった。






「ああ、ランバー、報告はそれだけではないのだろう？」


「はい。もう一つは、王国の冒険者たちに関するものです。フィオン平野付近からは、すでに去っているとのことです。未だ、国境を越えたという報告は受けておりませんが……」


「そうか。こちらからの手出し無用というのは、徹底させているな？　さっさと出て行ってくれるのが一番いい。下手に手を出して、我が軍の犠牲が増えては目も当てられんからな」


占領政策はこれからである。治安の維持に、戦力を割かねばならないのだ。一人でも、兵士が減るのは避けたい。


「全く……。戦争など、本当に愚かな解決方法だ。戦争をやりたい奴なんていない、当たり前の話だな」


「え……」


『名将』と呼ばれるオーブリー卿の戦争否定発言に、ランバーが驚いて絶句する。


「軍人こそが、最も戦争を嫌う。戦わないで勝つ。やはり、それが最高の勝利だ。我が連合は、十年前の損害のために、未だそれができない状態だがな。戦争という手段を使わずに、政治的な問題を解決できればいいのだが……なかなかに難しいな」


『大戦』の影響は、十年たった今でも、連合に重くのしかかっていた。






その翌日。


ハンダルー諸国連合は、インベリー公国の消滅と併合を中央諸国に向けて宣言した。


植民地ではなく、併合であり、元インベリー公国民にも、連合国民と完全に同じ権利が認められる。


また、元インベリー公国領においては、今後十年間、これまでと全く同じ法律が適用され、納税額も公国であった時と全く同額であることも布告された。つまり、公国に住む民にとってはこれまでと何も変わらず、税を納める相手が代わるだけ……。


さらに、公国内に領地を持つ貴族たちも、一カ月以内に帰順の意を示せば、これまでと同様の領地支配を認める。ただし、貴族たちの納税先は連合に代わる。


すでに連合が占領し、領主がとり潰された土地に関しては、連合の中心である十人会議の各国統治権により分割される。ただし、公都は、連合政府直轄領となる。


それらの内容が、公国全土に伝えられた。


新たな支配者となった連合は、いたずらに民衆を虐げるつもりはないらしい。


これは、多くの民衆にとっては嬉しい知らせであった。


戦争前、あるいは戦争中に、他国に逃げ出した者たちは多い。だが、本当に貧しい者や体の自由に問題のある者たちは、不安に思いながらも国を出ることはできなかった。


ある程度の余裕がなければ、難民にもなれないのだ。


一カ月が経つ頃には、多くの民衆が、連合による支配を受け入れるようになっていった。


◆


デブヒ帝国帝都マルクドルフ。


帝城の執務室で、皇帝ルパート六世は、執政ハンス・キルヒホフ伯爵から報告を受けていた。


「インベリー公ロリス殿とそのご家族、ならびに供の方々、無事に帝城に入られました。明日、謁見の儀と亡命の公表を行い、その後は例の荘園の方に移っていただきます」


「ご苦労。馬鹿な貴族共が動き出す前に、さっさと帝城からは出てもらった方がいいだろう。あの荘園なら、少しは心休まるであろうさ」


もちろん、ルパートは、一般的な優しい感情からそんなことを言ったわけではない。


だが、それでも国を失ったばかりの人間をすぐに利用しようとするほど、鬼畜でもない。弱っている時には回復に専念させて、元気になったら働かせればいい。


（弱ったままで酷使すれば、十分な成果を上げないうちに死んでしまうこともある。釣りと同じだな）


ずっと昔、まだ小さかった頃にやった友釣りを思い出しながら、ルパートは考えていた。


「それと陛下、帝国全土の経済状況の報告がまとまっております」


「ふむ。順調に、景気は悪い状態を維持しているか？」


順調にという言葉の使い方に、はなはだしい疑問を抱きながらも、執政ハンスは頷いた。


「はい。あらゆる分野において、活動の停滞が丸一年以上、続いておりますが……」


「が？」


ハンスが最後に付け加えようとした言葉を、ルパートは促す。


「いえ、一部の財務官僚が、皇帝陛下に上申したいと言っておりまして……」


「ふむ。なんと言ったか……そう、ローレンツ。ローレンツ・クッシュであったか。あの辺りか？」


「まさに！　よくお分かりになられましたな」


ルパートはニヤリと笑い、ハンスは非常に驚いた。


さもありなん。ルパートが答えたローレンツは、未だ二十代の若い財務官僚であり、特に何か大きな功績を上げたわけでもない。


もちろん、地道に仕事をこなし、公民共に様々な折衝を行って予算を編成し、帝城の外によく出て自分の目で実情を確認し、様々な提案を行っている、優秀な男ではある。そのために、ハンスは目をかけ、次代を担う人材として鍛えている一人だ。


だが、ルパートは皇帝だ。広大にして強大な帝国の至高の冠を戴く。


はっきりいって、些末なことに時間や意識を費やす余裕など、全くない立場。


そんな人物が、優秀な財務官僚とはいえ、一介の青年の名前を知っており、しかもそれが提案者であろうという推測までしてみせた。


驚かない方がどうかしている。


「それで、上申の内容はなんだ？　景気振興策あたりか？」


「はい。景気の悪化が長引いており、民が苦しんでいると……」


「ふむ。一度、きちんと説明した方が良いかもしれんな。明日にでも連れてくるがいい」


「ははっ。かしこまりました」


ほとんど殺人的なスケジュールをこなしながら、さらに時間をつくるから連れてこいという皇帝。


ハンスは恐縮しながらも、連れてくる約束をした。


「とりあえず、不景気なまま、状態は維持いたします」


「そう、それでいい。ただし、民には、最低限の衣食住の提供は続けよ」


ルパートの指示に、ハンスは頷いた。


それを見て、ルパートは言葉を続ける。


「本来、国が行うべきは、好景気の創出であり維持だ」


順調に景気が悪い状態を維持しているかを確認したルパートが、全く逆のことを言う。


「その根本を理解できていないと、国全体が変なことになる。国民のほとんどは、景気が良ければ文句を言わない。何より、治安が良くなる。まあ、景気が悪くなると治安が悪くなることの裏返しだがな」


「全くです。その一点だけでも、好景気にする理由があります」


ルパートの言葉に、ハンスは大きく頷いた。


「好景気にするために減税を行い、さらに国が事業を行うことになるが……その時、必ず言われるな。財源はどうするのかと」


「事業の財源はどうされるので？」


ハンスが面白そうに茶化す。


「そんなものはない」


ルパートは口角を上げて、そう言い切って言葉を続ける。


「景気刺激のために減税を行う……減税した分、他で増税して埋め合わせをするのか？　それでは、結局、景気刺激になっていないであろうが。つまるところ、代わりの財源などない。だから、国債を発行して賄うんだ。だから、さっさと好景気にして税収を増やさなきゃいかんのだ」


「あまり国債を大量に発行するのは、国の信用に……」


ハンスが笑いながら言うと、ルパートも笑った。


「国の信用は何に基づいているのか、という問題だ、それは。国の信用は、その国の持つ『力』に基づいて、周辺国家が決めることだ。決して、その国の政府の借金額じゃないぞ」


「力、ですか……」


「そう、力だ。軍事力と経済力……まあ、それらを支える錬金を含めた科学技術力か。そんな力を失わないようにするために、国は政策を行う。場合によっては、自由な競争を阻害する場合もあるだろう。だがそれがどうした？　自由な競争をさせて国民を不幸にするよりはましであろう？　そんなことになれば、本末転倒だ」


「帝国が行っている国内製造助成もそれですな。国外に製造工場が出て行かないようにする助成」


「ああ。帝国は大国だ。国民の給金も高い。人件費や材料費の安い他国に工場を置いて、そこで製造したものを帝国に輸入した方が、安い商品を供給できる……結果、儲かる。そう考える商会が出てくるのは当然であろう。だが、それでは、一朝事が起きると帝国内に商品は届かなくなる。国民が不幸になる。だからこそ、平時から助成をして、国内製造にすれば他国生産よりも儲かるという状態にしてやる必要がある、国が主導してな。それこそが、国の強靭さなのだ。武力、経済力、そして科学技術力すべてに関わってくるものだろう、国内製造というやつは」


「仰る通りです」


ルパートの説明に、ハンスが頷く。基本的に、ハンスはルパートの言っている内容は理解している。


「ただ、これらは見方を変えれば、国が持つ余裕という言い方もできる。何か問題が起きた時でも対応できる力を、平時でも維持するというのはそういうことだ。そして、これはある種の『無駄』とも言える。だが、この無駄こそが、平時に維持された無駄こそが、緊急時に民を救うのだが……。これは言葉を尽くしても伝わらんのよな」


平時に無駄に見える部分を維持するのは恐ろしく難しい。なぜなら、何も知らない民たちは必ずこう言うからだ。無駄をなくせ！　と。


「ああ……言いますね。官僚たちですら、若い者たちはよく言います。それでいて、何か起きてから慌てふためく……」


「そういうものなのだから仕方がない。経験していない、想像力も無いとなれば、仕方なかろう。その『無駄』こそが、緊急時に自分たちの命をつないでくれるものだということを、経験すれば変わるのだが……難しいな。そうだな、無駄というからいかんのか？　言い方を変えるか？　冗長性があるとか、冗長性が……高いか？　大きいか？　その辺は知らんが……無駄ではなく、冗長性と言えばいいか」


「致し方ないかと……」


ルパートが苦笑しながら言い、ハンスも首を振りながら答える。


「まあ、国の信用に話を戻すと、強靭な国であれば、はっきり言って、どれほど国債を発行しようが国の信用が暴落したりはしない」


そこで、ルパートは一息ついた後で、続けた。


「それら全てを兼ね備えた国を維持するのは、簡単なことではないのだ。国の運営に携わる連中が楽をし始めたら、その国の未来は傾き始める。行き着く先は、常に同じ場所だ」


「行き着く先？」


「戦争か内乱かだ。歴史上、それ以外の終着点はない」






翌日。


デブヒ帝国帝都マルクドルフ帝城の皇帝執務室。そこに招き入れられた人物二人。


一人はこの部屋の常連、執政ハンス・キルヒホフ伯爵。


もう一人は、初めて訪れる若い男性だ。誰が見ても、緊張し、カチコチであった。


「おお、来たか。すぐに終わる。そこに座って待っておれ」


この部屋の主、皇帝ルパート六世は、自らの執務机で書類を確認しながらサインを繰り返し、入ってきた二人に、先に座って待つよう促した。


とはいえ、勝手に座るわけにはいかない。


常連であるハンスですら、椅子の前で立ったまま待っているのだ。緊張しまくった若い男も、その横で立ったまま待った。


「座ってよいと言ったであろうが」


ルパートは、わずかに苦笑しながら、二人の元へ来た。それと同時に、侍従が三人分のコーヒーを運んでくる。


ルパートがソファーに座ると、ようやく、二人も向かいに座った。そこへタイミングよく出されるコーヒー。


「昨日、トワイライトランドより届いたブルーマウンテンコーヒーだ。王国のコナも良いが、これもかなりのものだぞ」


そう言うと、ルパートはカップに手を伸ばし、一呼吸だけ香りを楽しみ、口に含んだ。


それを見て、二人もカップに手を伸ばし、口に運ぶ。


辺りには、コーヒーの香りと、まったりとした時間が流れた。






その日、ローレンツ・クッシュは、朝から混乱していた。


昨日夕方、執政ハンス・キルヒホフ伯爵の執務室に呼び出され、こう告げられたのだ。


「明日、皇帝陛下の元に伺う。思いのたけを述べるがいい」と。


「ちょ、直接、陛下にですか……？」


「うむ。陛下がローレンツを呼んで来いと仰ったのだ。一度、説明をしたいということであった。くれぐれも失礼のないようにな」


「無理です……」とは言えなかった。


心の底から言いたかった。


いや、心の底から叫びたかった。「無理です。文書で上申させてください」と。


だが、告げられたのは全て決定事項。


ローレンツは、無理ですの代わりに、心の底でこう叫んだ。


「どうしてこうなった」と。


一般的な帝国臣民が持つ、皇帝ルパート六世に対するイメージは、畏怖であろう。


それは、二十代で即位して以降、情け容赦なく国内の多くの貴族を粛清、改易し、帝国西方と北方に存在した小国家群を併合し続けたことが理由の一つだ。


同時に、帝都で働く高級官僚や大臣たちにとっては、直接叱責される被害に実際にあっており、一般の臣民たち以上に畏怖の対象となっている。もちろん、それらの叱責は理不尽なものではないため、有能な家臣の象徴とも見られているハンスなどは、その限りではないのだが……。


そんな、畏怖すべき相手が目の前に座り、しかも自分は、その相手に上申する。


もちろん、執政ハンス・キルヒホフ伯爵に、皇帝陛下への上申をお願いしたのは事実であるが……それは文書での上申であり、至高の存在に直接言うつもりでは……。


「さて、ローレンツ」


「は、はい！」


誰が見ても緊張で固まっているローレンツに対して、ルパートは苦笑する。


「コーヒーでも飲めば、少しは緊張もほぐれると思ったのだが……見込みが甘かったか」


ハンスの方を向きながら、ルパートは優し気に言う。


「陛下は、畏れられておりますゆえ……」


ハンスは首を振りながら、こちらも苦笑しつつ言う。


「畏れ、か。皇帝には必要なイメージだが、こういう場面では面倒だな。よし、ローレンツ、私は約束しよう。この場で、お前が何を言おうとも、それを理由に罰したりはしないと」


「はっ。は……」


何も変わらず。


「ハンス、ダメであったわ。ローレンツは緊張したままだ」


「どうも、そのようで」


こればかりはどうしようもない……ハンスの表情はそう語っている。


事ここに至って、ルパートは割り切ることにした。


「よし、ローレンツ。お前が来たのは、民を憂えてのことではなかったか？」


その一言が、ローレンツをいつもの状態に戻した。


そう、自分が上申しようと思ったのは、街で生活が苦しいと訴えている民たちのためであった。


苦しい理由は分かりきっている。


景気が悪いからだ。


もちろん、今日の食事にも事欠くというわけではない。そこまで酷い状態の者は……いないわけではないが、決して多くはない。政府が支援する炊き出しなども行われており、餓死者が出たという報告はない。


そうではないのだ。


景気の悪さは、人の、未来を想う気持ちを奪う。


景気の悪さは、人が、将来に対して抱く希望を奪う。


景気の悪さは……人の心を荒ませる。


それが、帝都には蔓延している。そして、帝都だけではなく、帝国全土に蔓延している。


だからこそ、景気回復策を打たねばならない。そのために、自分はここに来た！


「皇帝陛下に申し上げます。民は疲弊しております。景気の悪化は長引き、人心も荒んでおります。すぐにでも景気を回復させる策を打つべきです」


そして、持ってきた紙束を差し出す。


今すぐにできる景気対策の一覧、それぞれの効果とかかる時間と費用、詳細な内容などがまとめられていた。


ルパートは受け取り、一読する。


その全てが、完璧な提案であることを読み取り、満足した。


「うむ、素晴らしい内容だ」


「そ、それでは！」


「だが、現時点でこれらの政策を実行することは許可せぬ」


「なぜですか！」


立場も、場所も忘れて、ローレンツは叫んでしまった。


だが、すぐに我に返る。


目の前にいるのは、絶対権力者である皇帝ルパート六世なのだ。叫んでいい相手ではない。


「それを説明するために、今日は来てもらった」


ルパートはそう言うと、最後に残ったブルーマウンテンを飲み干して、説明を始めた。


「まず、現状の不景気な状態は、政策として維持している」


「え……」


ローレンツは我が耳を疑った。


「ど、どういうことでしょうか」


それしか言えない。全く理解できないことだからだ。


「ローレンツは財務官僚だな。そう……七年前の景気がどんな状態だったか覚えているか？」


「はい……。かなりの好景気でした。帝都だけではなく、帝国全土で……」


「そうだな。理由は分かるか？」


少しだけ考えて、ローレンツは口を開く。


「おそらくは、『大戦』が原因かと」


「正解だ」


ルパートは嬉しそうに頷き、ハンスの方を見て言う。


「ハンス、お前より筋がいいんじゃないか？」


「はいはい。陛下の仰る通りですとも」


言われたハンスは肩をすくめる。


たまったものではないのはローレンツの方だ。


「いえ、そのようなことは決して……」


「ローレンツ、そこで謙遜する必要はない。それで、陛下。正確には、『大戦』の何が原因なのですか？」


「まあ、簡単に言えば、戦場となったハンダルー諸国連合、ナイトレイ王国。どちらも、多くの工房や商会が破壊された結果、様々な分野で生産能力を失った。戦後も、破壊された工房はもちろん、原料の調達網などもそう簡単には復旧しない。そのために、国内で必要な物資の多くを、我が国から輸入した。さらに、あちらで製造するために使う道具類も、我が国から輸入した。我が国の商人たちからすれば、新たな市場が突然出現したわけだから、たくさん作ってたくさん売って……景気が良くなるのは当然だな」


「確かにそうですな」


ハンスは頷きながら、カップに手を伸ばす。だが、すでに空になっていることに気付き落胆した。


そこへ、タイミングよく執事が新たなコーヒーを持って現れる。


喜色満面のハンス。


それを横目に説明をするルパート。


「見ろローレンツ、あのハンスの顔を。景気のいい時の民の顔だとは思わんか？」


そう言われても、同意するわけにもいかないローレンツは、あ～とか、う～とか言っているばかりだ。


「だから、今、我が国は不景気な状態を保っているのだ」


「え？」


「あんな、嬉しそうな顔をした民を、つまり景気のいい時に民を、戦場に送り出すことはできん」


皇帝ルパートはさらに言葉を続けた。


「戦争は、景気のいい時には起こせない」


「えっ……」


ルパートの言葉に、ローレンツは絶句した。


つまり、皇帝ルパート六世は、戦争を起こそうとしているのだ。そのために不景気にしている……？


「話を戻すぞ。新たな市場が出現し、景気が良くなった。だが、その市場はいずれ閉じる。それは分かるな？」


「はい。連合、王国双方が戦後復興し、工房や商会が新たに興れば、わざわざ我が国から輸入する必要が無くなります。我が国の工房では、連合や王国に輸出するために増産したその設備道具類、あるいは新たに雇っていた者たち、それが宙に浮く……」


「そうだな。それだけ景気が良くなった状態で、突然市場が少なくなればどうなるか？　恐ろしいほどの不景気になる。恐慌は、好景気が弾けてやってくる。そうやって良くなりすぎた景気を、弾ける前に縮める必要があった。そのために、我が国は五年前に大増税に踏み切った。熱くなりすぎた景気を冷ますためにな」


「それが、現在も……」


「ああ。だが、増税をせずに景気が弾けるのに任せていたら、この程度の不景気では済まなかったであろうな」


そういうと、ルパートは新たに出されたブルーマウンテンを口に運んで一息ついた。


ローレンツは、今言われた説明を頭の中で反芻している。


「そもそも、増税というものは、税収を増やすために行うわけではない。景気を冷ますために行うものだ。だから、逆に景気を良くする時に、減税をするであろう？」


「はい……」


ルパートの説明に、大きく頷くローレンツ。


「さて、そこで減税も行わずに、不景気が長く続いたままになっている国があったとしたら、それはどういうことか、ということになる」


ルパートは、ローレンツをしっかりと見て言う。


「つまり、何らかの理由があって、わざと不景気の状態を続けていると」


「正解だ。先ほども少し触れたが、我が帝国が不景気政策を続けているのは、いずれ戦争に突入するからだ。民には申し訳ないが、様々なタイミングが重なって、今となった」


「景気が良くない時に戦争が起きる……」


「景気が悪いというのは、金が回らないからだ。政府を含めて、多くの者が金を使わないからだ。だから、消費が冷え込んでいる。では、国の行動において、最大の消費行動とはなんであろうな？」


ルパートの問いに、ローレンツは首をひねって考えるが、この問いの答えが見つからなかった。


代わりに、ハンスが答える。


「それは、戦争ですな」


言われて、ローレンツは気付いた。通常の生産能力すら戦場で消費される物資生産に回され、大量の物資が戦場で湯水のように消えていく国家最大規模の消費行動。


それが戦争だ。


「そうだ。無論、我が帝国がこれまで行ってきた、北方や西方の小国併合程度のものは、戦争とは言えぬ。帝国の経済規模からすれば、せいぜい紛争、あるいは小競り合い程度だ。経済には、露ほどの影響も与えぬ」


「つまり、今度の相手は……」


そこまで言って、ローレンツは口をつぐむ。その先は、この場であってさえも言ってはならない気がしたからだ。


「その国に影軍は入っておるし、他にもいろいろと準備は進めているが……本格的な開戦は、まだ数カ月先の話だ。だが、戦争という消費行動が行われれば、景気は回復するであろう？」


「陛下……どうしても、戦争を起こさねばならないのでしょうか」


ローレンツは、自分の職務外であることを理解しつつも、問わずにはいられなかった。


「ああ、起こさねばならない。一つや二つの理由ではない。他の方法、例えば外交的交渉などでは解決しないものが、多々あるからな」


その後のルパートの呟きは、二人の耳にも届かなかった。


「全く……皇帝というのは罪な役割だ」







突然の来訪者


インベリー公国からの帰国途上の王国冒険者たちが、緊張から解放されたのは、国境を越えてからであった。


王国東部国境の街レッドポスト目前の地点。


「それにしても、全然活躍できませんでした」


ぼそりと、某水属性の魔法使いが呟いた。


「いや、第三独立部隊潰しただろうが、ほとんどリョウが一人で」


アベルが隣の涼に言う。


「いや、なんというか、ほら、やっぱり、主戦場で、ド派手な魔法を使ってバッタバッタと敵をなぎ倒すような、そういうのをやりたいじゃないですか！　せっかくの魔法使いなんだし」


「そ、そういうものか？」


魔法使いの願望は、しょせん剣士には通じないらしい。


だが、涼の言葉に反応した人物がいた。


「そうよね！　分かる。分かるわ～！」


そう言いながら何度も頷いたのは、『スイッチバック』の斥候スー。


それと、隣を歩いていた同じく『スイッチバック』の剣士ラーであった。


「魔法で一掃する！　とか、薙ぎ払え！　とかそういうのよね！」


頷きながら言うスー。


横で、剣士なのに何度も頷くラー。


「同志よ！」


涼は言いながら、二人と固い握手を交わした。


「あ、うん、そういうものなのかな……」


アベルは涼だけでなく、南部軍に蔓延しているように見えるド派手魔法願望な光景から、目を逸らしながら言うのであった。


涼には疑問が残っていた。


インベリー公ロリスらが避難所に移った時、涼が〈パッシブソナー〉を駆使して、その場所を特定して辿り着いた。


だがそれができたのも、街の周辺に自分たちも潜伏していたからこそだ。


しかし、帝国の皇女様と、あの火属性の魔法使いは、なぜかあの場に現れた。帝国からやって来て、なぜピンポイントにあの場所に現れることができたのか。


それは、涼が抱いた、解けていない謎であった。






レッドポストの街は、人が増えていた。インベリー公国の滅亡が決定し、王国に逃れてきた者たちが増えたらしい。


王国遠征隊は、街の外で野営することになった。明日、遠征隊はここで解散する。報酬その他は、各自所属の街に戻ってからということに。


基本的には、この後も東西南北の各部と、中央部のそれぞれに別れて帰ることになるのだが、途中で様々な街に寄るパーティーもあるため、名目上ここで解散となる。


旧インベリー公国を移動中は、さすがに気の休まる時のなかった遠征隊一行。王国に戻って、ようやく一息つくことができた。


街の外にも移民が寝泊まりしている状況であり、トラブルを避けるために深酒は禁止だが、適度な飲酒は許可される。


インベリー公国に進軍して以降、一度も許可されていなかった飲酒がようやく許可されたということで、遠征隊一行は賑やかな夜を過ごしていた。


涼は、お酒は好きだが量は飲めないというタイプだ。


そもそも、地球にいた頃は未成年であったために飲んだことはなかったし。そのため、涼にとってのお酒とは、『ファイ』のものである。王国ではエールが主流だが、最近はビールも流通量が増えているらしい。






酔っ払った涼は、酔いを醒さますために、一行の酒宴から少し離れた場所で、自家製水を飲んでいた。


酔ったうえに人も多いため、〈パッシブソナー〉は完全に切っている。それでも、誰かが近寄ってくる気配だけは感じていた。


近寄ってきたのは……。


「お久しぶりです、リョウさん」


懐かしい声を伴って現れたのは、旧インベリー公国の商人ゲッコーであった。


涼の弟子たちの雇い主であり、インベリー公の脱出路などの準備をしていたと聞いていたため、安否が気になっていた。


その本人が、こうして目の前に現れたのであるから、喜んだのは言うまでもない。


「ゲッコーさん、ご無事でしたか！」


その声に込められた喜びと安堵の感情は、ゲッコーにとって嬉しいものだった。


「心配していただいたみたいで……大丈夫です。この通り、ぴんぴんしていますよ」


そういうと、なぜか右腕を直角に曲げ、力こぶを作って見せる。


この表現は、『ファイ』においても一般的なのだろうか。涼は心の中で首をかしげたが、表情には出さなかった。


「そうだ。子どもたちはルンの街に向かわせました。最も信頼できる人たちにお願いしたので、ちゃんと着いていると思います」


「はい。先ほど、ルンから報告を受け取りました。『赤き剣』のお三方にお願いしていただいたようで。無事に、全員がルンに到着したそうです。ありがとうございました。あの子たちを含めてこちら側に来た者たちは、今後、ゲッコー・ナイトレイ商会としてやっていくつもりです」


「おぉ！」


国が滅んでも商売は続けて行かなければならない。


それは、そこで働く従業員とその家族に責任があるからであり、商品とサービスを待っていてくれるお客様に責任があるからだ。


だが、涼は、先ほどの説明の中で、気になる言葉があることに気付いた。


「こちら側に来た者たち、と仰いましたか？」


「ああ、はい。元々、私の兄がハンダルー諸国連合内で商会を営んでおります。それとは別に、実は、今回の件でインベリーの商会をのれん分けしまして。ジュー王国方面で弟が商会を立ち上げます。あと、ジュー王国の北にあります、キュー首長国で末弟が商会を立ち上げます」


（まるでロスチャイルド家……）


十九世紀初頭、ドイツの銀行家マイアー・アムシェル・ロートシルトには、五人の息子がいた。その五人は、長じてそれぞれ、フランクフルト、ウィーン、ロンドン、ナポリ、パリとヨーロッパの五つの都市に別れて事業を行い、時に国を越えて協力し、それぞれ大成功を収める。


十九世紀から二十世紀にかけて、世界を陰から支配したとさえ言われるロスチャイルド家は、この五人の時代に発展したのだ。


ちなみに、「ロートシルト」はロスチャイルドのドイツ語読み。


赤ワインのボルドー第一級格付け、五大シャトーの中に、「シャトー・ラフィット・ロートシルト」「シャトー・ムートン・ロートシルト」と二つも入っている、この「ロートシルト」が、それである。


（そう、ムートンは、父さんが大好きなワインだった。お酒なんてほとんど飲めないくせに……。『Premier je suis, Second je fus, Mouton ne change.』唯一知っていたフランス語）


「我一級なり、かつて二級なり、されどムートンは不変なり」


「リョウさん？」


涼の呟きは、小さすぎてゲッコーの耳にも届かなかった。


「あ、すいません。ちょっと思い出したことがあっただけです。でも、本当に無事でよかったです」


以前もそうだったのだが、涼は、ゲッコーを見ると父親を思い出す。


年恰好は全く違うのだが、何か……雰囲気のようなものだろうか。ムートンのフランス語を思い出したのも、それが理由だったのかもしれない。


そこで、涼はゲッコーの後ろにいる二人に目がいった。


一人はゲッコーの護衛隊長マックス。これは分かる。


だが、もう一人は……。


「コーンさん？」


そう、もう一人は、ジュー王国の王子ウィリー殿下を一緒に護衛した、インベリー公国Ｃ級冒険者のコーンだったのだ。


「やあ、リョウ、久しぶりだな」


「どうして、コーンさんとゲッコーさんが？」


確かに二人とも、旧インベリー公国の人間ではあるが……特に知り合いではなかったはず。公国の公城ですれ違った時も、挨拶などしていなかったし……。


「ああ、いろいろあってな。拾ってもらった」


コーンは頭をポリポリ掻きながら答える。


「コーンさんもナイトレイ王国に移住するそうなので、それまで護衛をお願いしました。王国東部の治安は、良くないですからね」


ゲッコーはそう説明した。


表向きの説明はそういうことなのだろうが、それ以外にもいろいろとありそうだ。


だが、そういうことを聞くのは野暮というもの。


聞かない方がいいことは、世の中にはたくさんある。涼も、社会でいろいろと経験した。


「今後は、南部を中心に活動されるのですか？」


涼がそう尋ねたのは当然であったろう。東部は治安が悪いと言ったばかりなのだから。子供たちが向かったルンに本店、アクレに支店を造ると聞いているが、共に王国南部の街だ。


「そうですね、そのつもりです。もちろん、領主様の許可を取り付けなければならないのですが……ルン辺境伯閣下も、アクレを領するハインライン侯爵閣下も、どちらも英邁なご領主様です。そう考えると、他よりははるかにいいかと」


にっこり微笑みながらゲッコーは答えた。


涼は、ルンの街に住みながらもルン辺境伯がどんな人物かなど、全く知らない。


領主館に住むセーラとの会話の中に時々出てくるが、言葉の端々からもセーラが領主を尊敬していることは分かる。


次期領主様には、肩を砕き、剣を突き立てたそうだが……。


「王国全体では、なかなかに難しい部分が多いようですが、こと南部に関しては安定しておりますからな。拠点を置くには最も良いでしょう」


その言葉をきっかけに、涼の頭にふと、帝国の皇女様と火魔法使いの姿が浮かんだ。


彼らが、なぜあのタイミングで、あの場に現れることができたのか。


その答えが、突然、閃いたのだ。涼の頭の中に、閃くに足る情報が揃ったのである。


「あれは、ゲッコーさんが手配……」


思わず言葉にしてしまって後悔した。考えたとしても、口に出していい内容ではなかったから。


そして、ゲッコーも無言のまま、人差し指を口の前で一本立てた。


そして、少しだけ微笑んだ。


口に出してはいけません。


そう、インベリー公が隠れた避難所。ゲッコーは、インベリー公があそこに潜むことを知っていた。つまり、帝国にリークできる立場にあった。


おそらく、インベリー公を王国には亡命させたくなかったのだ。


なぜなら、王国は治安が良くない……それは統治能力の低下を物語っている。統治能力が低下するということは、政治の安定度も低くなり……そんなところにインベリー公とその家族が行けばどうなるか。


少なくとも、幸福な未来は望めない。


ならば帝国ならどうか。


もちろん、政治的に利用されるであろう。将来、彼らを御旗に押し立てて、連合に攻め込む口実とされるかもしれない。


だが、少なくとも命を取られることはない。皇帝は、そんなに愚かではないから。


もちろん、ベストの選択ではない。だが、国が滅んだ時点で、ベストの選択など存在しない。ならば、よりベターはどちらか。そういう選択になるのだ。


そして、ゲッコーは帝国を提案した。


そう、提案しただけなのだ。


結局、帝国に行くことを選んだのはインベリー公自身であったのだから。彼は、自分と家族のために、王国と帝国を天秤に掛けて、帝国を選んだ。


その選択ができたのも、ゲッコーが手配して、帝国が亡命受け入れ先として動いたから。ゲッコーが手配しなければ、そもそも、王国に行く以外の選択肢は無かった。


国が亡ぶということは、多くの人が不幸になるということである。


だが、亡んでもなお、国とそれを象徴する人のために動いた人たちがここにいた。


涼の頭は自然と下がった。


「いや、リョウさん。あなたが頭を下げるようなことではありませんよ」


若干焦った声音で、ゲッコーが声をかける。そして続けた。


「完全独立を達成して十年。連合に狙われていることは分かっていましたからね。公もその周りも、できる限り国の体制を整えたのですが……間に合いませんでした。もちろん、私どもは商人でしかありませんから、中心で、本当に滅私奉公で仕えた方々とは比べ物にならないでしょうけど……無念だったでしょうね」


ゲッコーは、少し悲しげな表情で、過去の思い出を振り返るような感じで言った。


「国に残った人たちも、これから辛いでしょうか」


涼は知った風な口をきく。


だが、ゲッコーはゆっくりと、小さく首を振りながら言った。


「連合のオーブリー卿は有能な御仁です。癖が少し強くて、目的達成のためには手段を選びませんが、市井の民を弾圧するような方ではないので……」


ゲッコーは、あえてそこで言葉を切った。


インベリー公国民であった時よりも、いい暮らしができるかもしれない……それは口に出したくはない言葉だったのだろう。


ゲッコー商隊は、いくつか王国の街を回りながら、最終的にルン、アクレの街を目指すという。


ルンでの再会を約束して、涼はゲッコーらと別れた。






酔いも醒め、再び酒宴に戻ろうとした涼は、ハッとして振り返った。


その日の訪問者は、ゲッコーだけではなかった。


「リョウ、ちょっと話があるのだ」


月明かりの下に立つのは、黒い角と黒い尻尾を持つ美女。


涼が、決して忘れることのできない相手。


悪魔レオノールであった。


「レオノール……」


「うむ。む？　そう身構えることはないぞ。今日は、ちょっと相談というか頼みごとがあって来ただけで……。いや、どうしてもリョウが戦いたいというのなら、それもまた、やぶさかではない」


「いや、お話だけでお願いします」


レオノールが、いかにもワクワクした雰囲気を醸し出し始めたため、慌てて手を振ってそれを打ち消そうとする涼。


近くの岩に座ると、レオノールが話し始めた。


「先ほども言うたが、実はリョウに頼みたいことがあって来たのだ」


「僕に頼み……？」


『封廊』で空間を超越し、亜空間から物を取り出すことができ、首を斬り落としても死なない悪魔が、涼に頼み事……。


人間とは、存在自体が次元レベルで違うような悪魔が、一体……。


そこで涼はハッとした。


突然、閃いたのだ。


「僕の魂を手に入れるための契約をしろと、そういうことですね！」


気分はもはや、ファウスト博士だ。連合の、どこかの土属性魔法使いのことではない。ゲーテの代表作の方だ。


「タマシイ、というのがよく分からんが……我が必要としているのは、リョウの体から溢れている妖精の雫じゃな」


「妖精の……雫？」


涼は首を傾げながら問う。


「うむ。我らはそう呼んでおるが……自覚がないのかのぉ。まあ、人間には何の効力も無いと言われておるから気付かぬかもしれぬが」


「ああ、もしかして、エルフとか守護獣、みたいな人たちは感じ取ったりしている、あれです？」


涼は、エルフのセーラやおババ様、あるいはニルスの村にいた守護獣様が言っていたことを思い出した。


涼から溢れ出ている『何か』に対して。


「おお、それそれ。まさに、エルフに効果のある、それが必要なのじゃよ」


レオノールは手を打って、正解に辿り着いた涼を褒めた。


「実は、我らみんなでエルフのペットを養っておるのだが……いや、ペットという言い方をすると、人間には悪い印象を与えるのであった。う～む、なんというか……」


レオノールは、そこで言葉を切り、別の言い方を考えているようだ。


確かに、『エルフのペット』というと、良いイメージは持てない。


ほぼ人間と同じに見えるエルフをペットにする……おそらく、『ペット』というのが、「自由を奪って隷属させた」「奴隷」というイメージを頭の中に描かせてしまうからではないだろうか。


だが、二十一世紀の地球では、ペットの犬や猫を家族として慈しんでいた人は非常に多くなっていた。


それを考えるならば、ペットという表現は、必ずしも悪いものだとは捉えられないのではないか。少なくとも、生き物であり、場合によっては家族と捉えることも可能なのだから。


涼はそう思ったのだ。


「そう！　ペットではなく、共有財産であるエルフがいるのだが」


財産……生き物でも家族でもなくなっていた……。


「ま、まあ、なんとなく分かります。で、レオノールたちの下にいるそのエルフが、どうしたのですか？」


涼は、なんとか心の中を整えて、レオノールに問うた。


「うむ、そのエルフは、名をエリザベスと言う。エリザベスは、ちと、酷い状態になってしまってのぉ。我らの治癒は、エルフのような、妖精の系譜に連なる者たちには、あまり効果が無い……」


「妖精の系譜？　妖精の因子が含まれている種族？」


「そうそう。妖精の因子、エルフたちはそんな表現を使っておったな。その表現が分かりやすいかの。元々、我らが生活しておる所は、妖精の因子を持った者たちにとっては、決して良い場所ではない。そこで、酷い状態になってしまったから、困ってのぉ」


レオノールたちが生活している所というのは、ちょっと興味があるが、プライバシーに関する部分にずかずかと踏み込むのは、やはり躊躇する。


「妖精の因子を持った者が生活しやすい所、とやらに移してあげれば？」


「もちろん、それも試したのだ。じゃが、そんなことで自然回復できる状態ではなくて……」


レオノールは、渋い表情をして、首を振りながら答えた。


「すごく酷い状態だというのが想像できるのですが……そんな状態のエルフに、僕が何かできるのでしょうか」


涼は医者でも生物学者でもない。


確かに、目の前にいる悪魔に腕を斬り落とされた時、外科手術に似たことをしたが……あれとて、結局切れた神経などを繋げたのは、ケネス製のポーションだ。


涼自身が持つらしい明確な効果は、近くにいると、守護獣の寿命が延び、エルフは心地よくなる……その程度だ。


ああ、あと、なぜか邪気を祓うらしい。そもそも邪気とは何なのか、正確には涼にも分からないが。


「正直、我にも分からぬ。リョウのような存在は滅多にいないでな。とはいえ、それでダメなら諦めもつく。他に考えられることは全て試した。そして、全て失敗した。我ら全員、その時に諦めたのだ……エリザベス本人も含めてな。なので、ダメもとで、試してはもらえぬか」


そう言うと、レオノールは頭を下げた。


悪魔に、頭を下げるという文化があるのが中々に不思議に感じることだが、そこは今、問題ではない。


特に、涼にリスクがあるわけではなさそうであるし、人助けの一環とも言える。


確かに、目の前の悪魔とは戦った。とはいえ、憎いかと言われればそうでもない。


それに、エルフそのものには、セーラを筆頭に、非常にお世話になっている。


そのエリザベスというエルフが、セーラたちに敵対するエルフであるという可能性も無いわけではないが、それでも、自分なら助けられるかもしれない者を見捨てる……それは涼にはできないことであった。


「いいですよ。僕にできることなら、やってみましょう」


「おぉ！　さすがは我が見込んだ男よ！　お礼は、我との戦闘の権利を……」


「いえ、それはいりません」


涼は言下に切って捨て、言葉を続ける。


「で、僕はどうすればいいです？　どこかに行くのなら、ヒューさんかアベルに一言言ってからじゃないと、心配すると思うので……」


「アベルというのは、あの時のリョウの仲間であるな。だが心配ない。エリザベスをここに連れてくるでな」


そういうと、レオノールは右手を伸ばし、一言呟いた。


「封廊」


その瞬間、空間が切り取られたかのように、完全な黒の壁が現れた。


かつて、勇者ローマンたちが人工の祭壇で遭遇し、涼たちが闇属性の魔法使いの隠された神殿で見た、あの光景だ。


レオノールは、その壁の中に入っていった。


そして、二十秒ほどで戻って来る。その手に、いわゆるお姫様だっこ状態で、エルフを抱き抱えて。


「リョウ、待たせたな。これがエリザベスだ。エリザベス、これが以前話したリョウだ」


そう言うと、レオノールはエリザベスを下ろして、地面に立たせた。


そのエルフは、非常に美しかった。


エルフは、全員美男美女だ。その中にも、セーラのような絶世の美女ともいえる者がいる。


そして、目の前のエリザベスも、絶世の美女と言えた。


だが、セーラが「凛とした美しさ」であるなら、エリザベスは「可憐な美しさ」とでも言うべきか。


しかも、「酷い状態」だからであろうか、顔もやつれ、息をするのも辛そうだ。


「この度は、私などのために……」


そんな息をするのも辛そうなエリザベスが、口を開いて詫びる。


「ああ、いえ、何も言わずに。レオノール、エリザベスさんの額に触れます。いいですね？」


「うむ。頼む」


レオノールの了解を得た涼は、右手を伸ばし、エリザベスの額に掌を当てた。


何が正解なのかは分からない。


もしかしたら、涼が、ただ何もせずに近くにいるだけでも、何らかの効果はあるのかもしれない。守護獣様は、触れたりしないでも寿命は延びたわけだし。


だが、なんとなく触れた方がいい気がしたのだ。


それはおそらく、エトやリーヒャといった神官たちが、怪我を治癒している場面を何度も見てきたからであろう。少なくとも、触れて問題はないはずだ……セクハラとかじゃない限り！


涼が額に触れると、エリザベスは少しだけビクンと震えた。


それから、一分もすると、明らかに頬に赤みが差し始めた。さらに、苦しそうであった呼吸も落ち着き、素人目にも良くなっていることが見て取れるようになる。


その様子を、レオノールは黙ったまま、だが目を見開いて驚きを隠さずに見ていた。






おそらく、五分ほどであったろう。


涼は、エリザベスの額に置いていた右手を離した。


なんとなくだが、目の前のエリザベスの体調が、全て問題ない状態に戻った気がしたからだ。


エリザベス自身も、その自覚があったのであろう。ずっと閉じていた目を開けると、涼を見て、淑やかに頭を下げた。


「ありがとうございました」


エリザベスのその言葉をきっかけに、レオノールは音速でエリザベスの元に駆け寄り、抱きしめた。


「よかった……よかったなぁ、エリザベス」


「きつい、きついです、レオノール様。力が強すぎます」


うっすらと涙すら浮かべながら、レオノールは嬉しそうにエリザベスを抱きしめる。抱きしめられたエリザベスも嬉しそうに微笑みながら、レオノールを抱きしめ返していた。


その光景を、涼は何度も小さく頷きながら見ている。


なんとなく、人（？）の役に立てたことが嬉しかった。


ひとしきり、全快した喜びで抱きしめ合った後、レオノールが涼の方を向き直った。


「リョウよ、本当に感謝する」


そう言って、深々と頭を下げた。


「いや、額に手を置いていただけですから。大したことはしてませんよ」


二度も殺し合いをした相手とはいえ、そこまで深々と頭を下げられては、さすがに申し訳ない感じがしてしまう。


どこかの火属性の魔法使い相手なら、絶対に抱かない感情であろう……不思議だ。


「いやいや、リョウにしかできぬことをしてもらったのだ。十分に大したことであろう。で、このお礼であるが、我との戦闘の権利を……」


「いや、それはいらないですから」


涼は再び言下に否定する。


レオノールは口をすぼめて不満を表した。


「レオノール様が戦いたいだけなのでしょう？」


エリザベスが横から補足する。


「うむ、それは否定しない」


レオノールは、素直に頷いた。


「しかし、リョウも戦いたがっていると……心の奥底ではそう思っている。うん、そうに違いない」


「いや、なんでですか……」


涼は深くため息をついた。


だが……。


「あんなに楽しそうに戦っているじゃないか……」


「そんな馬鹿な……」


レオノールが更に口をすぼめながら、いかにも不満顔で指摘し、指摘された涼は、愕然とした表情で呟く。


「なんだ、気付いておらなんだか？　それはもう、とてもとてもいい笑顔だぞ？　誰か、模擬戦などする相手はおらぬのか？　その相手に聞いてみるがいい。絶対に、戦闘中はいい笑顔だと答えるはずでの」


自信満々にレオノールは言い切った。


涼は、模擬戦の光景を思い浮かべる。もちろん、相手はセーラだ。


（そういえば、セーラも、うっすら微笑みを浮かべながら戦っている……うん、そういえばそうだ。もしかして、自分も……？）


「とはいえ、これだけのことをしてもらって、お礼も無しというわけにはいかぬ。リョウ、何か望みはないか？　できる限りの望みをかなえてやるぞ」


聞きようによっては、なんという悪魔的な言葉であろうか。「望みをかなえてやる」とは。


「望みと言われても……」


「ふむ……。どうじゃ、国は欲しくないか？　望むならここの……ナイトレイ王国であったか、王族を根こそぎ殺し、この国をリョウのものに……」


「すいません、そういうことはやめてください」


レオノールのとんでもない提案……だが、ある意味、とっても悪魔的な提案を涼は明確に拒絶する。今のところ、国の運営など、全く興味はない。


「ふむ……。なら、女か？　英雄色を好むと言うしな。世界中から選りすぐった、見目麗しい女たちを集めて来てやろう」


「……すいません、そういうこともやめてください」


一瞬だけ、答えるのが遅れたのは、想像したハーレムの中に、目の前のレオノールが入っていたからだ……。悪魔ではあるが、確かに絶世の美女であることに変わりはない。


「む？　我をその中に加えたいのか？　仕方ない、リョウが望むのであれば十年くらいなら……」


「いや、違うから！」


少し頬を朱に染め、上目遣いにレオノールが言う……まるで心でも読んだかのように。


涼は慌てて否定した。


「困ったのぉ……」


レオノールは首を傾げ、考え込んでいる。


このままでは、また変な提案をされるかもしれない。そう考えた涼は、こちらから提案することにした。


「じゃあ、僕の質問に答えてください」


「む？　そんなことでいいのか？」


「はい。情報は力です。知りたいことがあるのですが、なかなか、それらに関する情報が見つからないので」


「ふむ。知は権力なりとも言うしの。だが……何もかもを答えるのは勿体ないのぉ」


そう言うと、レオノールは少しだけ考えた後で言った。


「リョウの問いに、二つだけ答えよう。制約上、答えられぬこともあるが、できる限りな」


右手でピースサインを作りながら、二つだけ、を表した。






二分経過。


だが、涼は考え込んだまま、無言だ。


たった二つ。聞きたいことがいくつかあるのだが、それを二つに絞り込むのに時間を要しているのだ。


さすがに、レオノールが口を開こうとしていた。


「リョ……」


「決めました！」


その瞬間、涼はようやく質問を選んだ。


「う、うむ。問うがいい」


「まず一つ目。僕は何なのでしょう？」


「は……？」


あまりと言えばあまりの質問に、さすがのレオノールも目が点になった。横でやり取りを見ていたエリザベスも、首を傾げる。


涼は、ようやく質問を絞り込んだことで、その表情には、やり切った感が表れており、自分の問いがレオノールに理解されていないなどとは露ほども考えていないようだ。


三十秒間、誰も何も言葉を発しない時間が流れる。


「……すまん、リョウ。質問の意味が分からない」


それを聞いて愕然とした表情になる涼。


それを申し訳なさそうに見るレオノール。


「ああ……え～っと、つまり、そのリョウから妖精の雫が溢れる理由とか、なぜそんな……体質？　なのかとか、そういうことに答えればよいのかな？」


レオノールが、自分の解釈で涼に問う。


涼は少し首を傾げて答えた。


「そのものズバリ、僕は人間なのか、というような意味合いだったのですが……」


「ああ、なるほど……。人間の定義によるとは思うが……多分、人間だと思うぞ」


「人間の定義による？」


なんとも微妙な答えだ。


「足は二本だし腕も二本。首の上に頭も載っているし……我らのように角や尻尾は無く、人間が理解できる言葉を話している。となれば、人間であろう？」


「あ、はい、そう言われればそうですね……」


レオノールの説明に、納得できないものの頷かざるを得ない涼。


「ああ、そうじゃ、リョウのように、妖精の雫が溢れ出る人間は、過去にいたことがある」


「えっ」


レオノールの突然の言葉に、涼は驚いて目を見開いた。


「一万年ほど昔であったか……。いや、五万年だったか？　まあ、それなりに昔であるがな」


地球において、最古の文明はメソポタミア文明であると言われ、その中心となったのはシュメール人だ。


シュメール人によって建てられた、かのギルガメシュ王で有名なウルク第一王朝が、紀元前四千年。二十一世紀から遡って六千年前。


レオノールが言う「一万年ほど昔」というのが、どれほど途方もない過去のことなのか、多少は想像できるというものだ。はっきり言って、そんな昔のことを言われても……ただの伝説や神話の類としか思えない……地球であったなら。


だが、この『ファイ』においては、様々な種族がいる。


神には、未だに涼は会ったことはないが、悪魔は目の前にいる。


エルフも長命なようだし、ロンドの森にいるドラゴンも、おそらくかなりの長命であろう。以前、十万年がどうとか言っていたし……。


そういう世界なのだ。


「うん、まあ、一万年前だろうが五万年前だろうが、僕からしたら、ずっと昔ということなので、大丈夫です」


とりあえず、涼は人間らしい。そして、過去にも涼みたいな人間はいたらしい。


もちろん、それらを知ったからといって、何かが得られるわけではない。これから先の何かが変わるわけでもない。


ただ、好奇心は大切にしたい。


涼はそう思った。


「では、二つ目の質問です」


「先ほどの答えで満足してくれたのならありがたい。二つ目の質問を聞こう」


「ヴァンパイアの国って、どこにありますか？」


「え……」


これも、レオノールの想像の外にあった質問なのだろう。


一瞬以上、レオノールは固まった。


「あ～、先ほどの質問とは全く異質だったので驚いたわ。ヴァンパイアの国か。さて……それは、我がこの場で答えてよいものかどうか」


レオノールは、首を傾げて考えている。


どうも涼は、とても答えにくい質問をしてしまったらしい。


「リョウはヴァンパイアの国と断定しているということは、その存在を確信しているということよな。それはなぜじゃ？」


「えっと、この前戦ったヴァンパイア……確か伯爵だったと思いますが、彼が口を滑らせたからです」


「そ、そうか……」


レオノールはため息をつき、小さく首を振った。


「多分じゃが、ヴァンパイアたちは、自分たちの存在自体を、人間たちに知られたくないと思っておる。ヴァンパイアと人間の抗争の歴史は知っておるか？」


「少しだけ。西方諸国では特に大変だったとか」


「うむ。そういうわけで……リョウと雖も、あまりそういう情報を明かすのは……我としては心苦しい。それが正直なところじゃ」


「ああ、いえ、それなら大丈夫です」


涼は質問を打ち切った。


実は今のやり取りで、確信を抱いた。


（中央諸国のどこかにあるんだろうね）


もし西方諸国などなら、多分レオノールは「ずっと西の方じゃ」とか言うと思うのだ。エリザベスを助けたことに、かなり感謝していたから。だが、それでも言えないということは、本当にすぐそばにある……。


もしかしたら、この先涼が訪れる可能性のある場所。


つまり中央諸国のどこか。


別に涼としては、知ったからといって何かしたいわけではない。もちろん、ヴァンパイア狩りをしようというわけでもない。


ちょっとした好奇心だ。


ちょっとした好奇心で、貴重な質問枠二つの片方を埋めてしまうのもどうかとは思うのだが……。


「うん、レオノール、ありがとうございました」


「いや、二個目の質問は、はっきり答えられんで、悪かったの。さて、それでは我々は戻るとする。今回の封廊は、我らの多くの力を結集して生成したものだが、さすがにそろそろ限界に近いようでな」


エリザベスを連れてきた時に生成された封廊は、今でもそのままに存在していたが、そろそろ閉じるらしい。


「分かりました。貴重な情報を教えていただき、ありがとうございました」


涼は再び、丁寧な言葉づかいで、きちんと頭を下げた。


「いや、こちらこそ、エリザベスを助けてもらったのだ。本当に感謝している」


レオノールはそう言うと、こちらも丁寧に頭を下げ、エリザベスも横で同じように頭を下げた。


なんとも日本的な光景が広がっていた。


そして、二人は封廊の向こうに消えた。






涼が、ちょっとした人（？）助けをした翌早朝。


涼は後悔していた。


レオノールが、欲しい物をやると言った時に、なぜ「ゴーレムを一体、取ってきてほしい」と言わなかったのかと。


そんな後悔をしながらため息をつく涼を見て、アベルは呟いた。


「また、何か、世のため人のためにならないことを考えているに違いない」


正しく評価されない男、涼。


不憫である。


◆


そこは、『書斎』と呼ばれていた。


この建物の主、ただ一人だけのための図書館……一般的には、その認識が、最も事実に近いであろう。


広大な空間に、膨大な数の本が揃えられていた。


主は、今日もその中の一つを読みふけっている。


主は、ある香りをかぎ取ると、頭を上げた。


そこには、悪魔のように黒く、地獄のように熱く、天使のように純粋で、そして恋のように甘い……あの飲み物が置かれるところであった。


「ああ、ありがとう」


主はそう言うと、淹れたてのコーヒーに手を伸ばし、その香りを楽しむ。







    
  
  




「ご主人様、ドラス様がご報告をしたいとのことですが」


コーヒーを淹れた執事が、報告者を待合室に待たせていることを告げる。


「そうか。お通しして」


主は一つ頷くと、報告者を通すことを許可した。






「報告は二点ございます。一点目、インベリー公の亡命が、デブヒ帝国より発表されました。二点目、ハスキル伯爵の消滅に関して、関わった人物たちが判明いたしました」


「二点目を」


「はい。ハスキル伯爵カリニコスが消滅した場所は、ナイトレイ王国南部、王家直轄領と判明いたしました。消滅した際、その場にいた人物は、ルン冒険者ギルドマスター、ヒュー・マクグラス、Ｄ級パーティー四人。それと、勇者ローマンとそのパーティーにございます」


その報告を受けて、主は少しだけ首を傾げて問いかけた。


「マスター・マクグラスだけではなくて、勇者ローマン？　それはなんとも豪華な面々だね。偶然いたとは思えないけど？」


「はい。その時、勇者パーティーが、たまたまルンの街に逗留しており、マスター・マクグラスと共にコナ村に現れたのだそうです」


「そう。コナ村の近くだったんだ」


そういうと、主は手元のコーヒーを愛しそうに見た。


今日飲んでいるのは、そのコナコーヒーだ。自国産のブルーマウンテンコーヒーではない。


「勇者の聖剣アスタルトなら、カリニコスを消滅させることも可能なのかな？　それに、マスター・マクグラスの剣は、確か聖剣ガラハット。再生能力を封じる剣か……。どちらにしても、尋常な相手ではない。カリニコス一人では荷が勝ちすぎたかも」


主は、特に何の表情も浮かべずにひとりごちた。


「はい。ただ、勇者パーティーの聖職者が……」


報告者は、そこで初めて言い淀んだ。


「うん？　そう言えば、勇者パーティーには、必ず聖職者が入るんだったね。今は誰が？」


「はい。今は、大司教グラハムです」


そう言うと、報告者は悔しさから奥歯を噛みしめた。


「大司教グラハム？　そうか、異端審問庁長官が……。それはまた、豪勢だね」


それだけ言うと、主は少しだけ微笑んだ。


だがその微笑みは、僅かに悲しみをたたえた笑みであった。


ハスキル伯爵カリニコスがグラハムに対して浮かべた憤怒ではなく、報告者が奥歯を噛みしめた悔しさでもなく、ただ、悲しみであった。


「グラハム……不憫なやつ……」


主の言葉は誰にも届かず、宙に消えた。


◆


王国遠征隊の南部軍がルンの街に戻って、一週間後。


一般的に、武器はメンテナンスが必要である。


それは、現代地球における武器であろうが、『ファイ』における剣の類であろうが、関係なく必要である。


もちろん、冒険者にしろ、騎士にしろ、自分の武器は自分で手入れをする。


だが、一カ月に一回、あるいは二カ月に一回くらいは、なじみの鍛冶師にきちんとしたメンテナンスをしてもらうのが普通だ。


辺境最大の街であるルンには、そんな鍛冶師たちが数多くいる。それら鍛冶工房を含め、職人街となっているのが、西門付近であった。


そんな鍛冶工房の一つ、ドラン親方の店の前に、セーラと涼は来ていた。


「こんにちは、親方～」


扉を開けて入ると、セーラが店の奥に呼びかける。


「おう、ちょっと待ってな」


低い男性の声が、店の奥から返ってくる。


ほんの数秒で、店の奥から、横に大きく縦に小さい髭面の五十歳ほどの男性が出てきた。


（勇者パーティーのベルロックに似ている！　異世界ものの定番、ドワーフの鍛冶師！　エルフとドワーフの対立があるのか……それとも、頑固ドワーフで、僕らは店から叩きだされるのか……。お前らに売る武器なんざねえ！　って喧嘩になるのか……）


なぜか変な方向にワクワクしている涼。


「おう、セーラ嬢ちゃんか。剣の手入れの日だったか」


「うむ。いつも通り頼む」


そういうと、セーラは剣を鞘ごと机の上に置いた。


「おう。で、そっちの魔法使いは……」


ドラン親方は、密かにワクワクしている涼の方を見て言う。


「あ、こっちはリョウだ。付き添いだ」


「つ、付き添い……。まあ、鍛冶工房だから、金属鎧しかないし、魔法使いの杖も無い……って、杖持ってないのか」


ドラン親方は、涼を上から下まで眺めて、手ぶらであることを確認すると言った。


そう、魔法使いは、普通は杖を持つのだ。


杖があるのと無いのとでは、必要魔力が十倍も違い、魔法の発現効果も十倍の違いが出ると言われている。


そのため、魔法使いと杖は一体のものとして考えられていた。


「はい、杖は持たない主義で……」


涼は頷きながら答える。


「そうか……まあ、いろんな奴がいるからな」


「リョウは、近接戦もこなすからな。杖よりも剣の方が使える。剣の腕は、私と互角だぞ」


セーラが、自分のことのように自慢げに話す。


それを聞いて、ドラン親方は目を見開いた。


「マジか……。ん？　そう言えば、館で聞いたことがあるぞ。セーラ嬢ちゃんと、毎日模擬戦をやっている冒険者がいると……」


「それが、このリョウだ」


セーラは微笑みながら、深く頷いて答えた。


翻って涼は首を傾げて問いかける。


「館？」


「ああ、ドラン親方は、ルン辺境伯の開発工房にも属しているんだ。とにかく腕のいい鍛冶師だからな。そんな優秀な人材を、領主様は放っておかない」


「よせやい」


ドラン親方は、顔を真っ赤にしている。善い人だ。


涼が当初期待したような、頑固親方ではなく、偏屈ドワーフでもなく、ましてやエルフであるセーラとも非常に仲がいい……。


「館の開発工房といえば、新しい仲間が増えたんだが、これがまた腕の良い職人でな。ちょうど今ここに来てて、話していたんだ。アブラアム殿！」


ドラン親方は、奥の方に向かって叫ぶ。


すると、奥から一人の老人が出てきた。


「どうした親方？」


それは、涼には見覚えのある老人。


「もしかして、時計師のアブラアム・ルイさん？」


「はい……。ああ、三度目ですね。一度目はウィットナッシュで連射式弩を買ってくださったパーティーの」


「はい。水属性魔法使いの涼と申します」


涼はようやく名乗ることができた。


アブラアム・ルイは、元々ウィットナッシュで、弓や弩専門の店を開いていた老人だったのだが、ルンの街に移り住み、東門近くで新たに店を開いたのだ。以前、涼はそこで会い、少し話をしたことを覚えていた。


「なんだ、ローブの兄ちゃんは、アブラアム殿と知り合いか」


「はい。以前、パーティーメンバーがアブラアムさんの武器を買ったことがありまして」


「なるほど。なら知ってるだろ、アブラアム殿の腕を」


「ええ、凄いですね」


「いや、お恥ずかしい」


ドラン親方が絶賛し、涼が同意し、アブラアムが照れた。






「まあ、剣は預かる。昼過ぎにはできてるだろうからよ。で、そっちのローブの兄ちゃん……リョウだったか。リョウの方は、剣の手入れはいいのか？」


「そういえば、リョウの剣は見たことがないな……」


ドラン親方は涼の方を見て尋ねる。セーラも、涼の方を見て、首を傾げる。


確かに、模擬戦は毎日行っているが、涼が使っている剣は、刃を潰した演習場備え付けの剣だ。


「多分、必要ないです。僕のはこれですから……」


そういうと、涼は腰から村雨とミカエル謹製ナイフを取り出して机の上に置いた。


「こいつぁ……」


ドラン親方は机の上に置かれた村雨を見て、言葉を失った。


「まさか……」


アブラアムも絶句した。


しばらくすると、ドラン親方は口の中でブツブツと何か言い始めた。


「……いや、しかし、これは……これがそうなのか？　そうとしか言えないが……だが……まさか生きている間に拝めるとは……」


そんなドラン親方やアブラアムをよそに、セーラはあっさりと言い切った。


「妖精王の剣か！　ローブといい剣といい、リョウは妖精王に愛されているな！」


嬉しそうに、笑顔を浮かべながら言い切る。


「そうか。やはりこれは妖精王の剣か……。俺も噂でしか聞いたことが無かったからな。さすがに自信が無かったが」


「ほとんど、伝説でしか聞いたことありませんでしたが」


ドラン親方もアブラアムも、小さく何度も頷きながら、剣を見ている。


「リョウ、その剣は刃が生じるのであろう？　ぜひ見せてくれ」


いかにもワクワクとした表情で、ねだるセーラ。


「いいですよ」


ねだられて、まんざらでもない涼は、村雨を持つと、氷の刃を生じさせた。


「おぉ～。これは綺麗だな……」


その、青く輝く氷の刃を見て、半ばうっとりするセーラ。


そのセーラの表情を見て、半ばうっとりする涼。


その二人と村雨を見て「う～ん」と唸るドラン親方とアブラアム。


そして、ドラン親方は、ふと机の上に目をやった。


そこには、ミカエル謹製ナイフが置かれている。


それを見て絶句するドラン親方……完全に動きが止まってしまった。


だが、涼もセーラも、そしてアブラアムも、親方のその異常には気付かない。


涼は、村雨の刃を消すと腰に差し、机の上のミカエル謹製ナイフも、自然な動作で腰に差した。


「う～ん、いい物を見せてもらったな。よし、リョウ、今日はこの西門の辺りでお昼を食べよう。じゃあ、ドラン親方、手入れの方、よろしく頼む」


「……」


ドラン親方は固まったままであるが、二人はそんな親方には気付かないまま、工房を出ていった。


「ではわしも帰りますか。それでは親方、また館でお会いしましょう」


そう言って、アブラアム・ルイも店を出た。


やはり、ドラン親方は固まったまま……。


外からセーラと涼の声が聞こえてくる。


「王都騒乱の後に、この西門付近に『ハンブルグ』とかいう美味しい料理を出す店ができたらしいんだ」


「ハンブルグ？　それって、まさかハンバーグのことじゃ……」


「王国の南西にある国、トワイライトランドからきた料理人が開いた店らしいんだ。行ってみようか。確か、工房からすぐのところだったはず……」


◆


涼とセーラがハンブルグを食べて一週間が経った。


インベリー公国から戻ってきてからの涼の生活は、かなり規則正しい。


朝、日が昇ると同時に起き出し、ストレッチと素振り。


朝食は自分で作って食べ、午前中いっぱい、錬金術と魔法に関する何かをし、お昼は飽食亭を中心とした東門付近のお店で摂る。


午後は、騎士団演習場でセーラと模擬戦をし、時々図書館やゲッコー商会に顔を出す。


帰りがけに晩御飯を食べて、遅くならないうちに家に帰ってお風呂に入って、寝る。


そんな規則正しい涼の生活を乱す勢力は、大きく分けて二つ。


一つは、元ルームメイトである『十号室』の面々。


もう一つは、Ｂ級……いや、インベリー公国への遠征でポイントを稼ぎ、ついにＡ級となったアベル。


これによって、アベル率いる『赤き剣』はＡ級パーティーとなった。


ちなみに、『赤き剣』以外で王国に属する現役Ａ級パーティーは、王都所属のただ一つだけであったため、『赤き剣』は二つ目のＡ級パーティーだ。


さすがに、そのアベルの昇級式は、涼も『十号室』の面々と一緒に観覧した。


感動し、号泣するニルス。


それを隣で宥めるエト。


いつか自分もと、固く決心するアモン。


三者三様であった。


涼？


涼は、腕を組んで、何度も頷いていた。なぜか親目線で、成長した息子を喜ぶ親の心境だったのだ。


アベルは僕が育てた……心の中でそう思っていたのかもしれない。アベルからすれば、そんなことは露ほども思っていなかっただろうが。






昇級式から数日後の朝、涼の家を訪れる剣士がいた。


「さすがに早すぎたか……？」


懐中時計を取り出して確認すると、まだ朝の八時。起きてはいるだろうが、さてどうしたものかと、アベルは家の前で逡巡する。


その時、右の勝手口が開いて、中から人が出てきた。


「ん？　アベルか？　早いな」


それは、ルン騎士団剣術指南役のエルフ……。


「ああ、セーラ、おはよう……」


「そうだ、Ａ級昇格おめでとう。領主様も、ことのほかお喜びだったぞ」


「ああ、ありがとう」


「では、私は急ぐので」


セーラはそう言うと、風を巻いて消えた。


風属性魔法で高速移動を行ったのだとアベルが理解したのは、数瞬後であった。






アベルが我に返ると、セーラが出てきた勝手口が開いて、今度は涼が出てきた。


「何か声が聞こえると思ったら、アベルでしたか。珍しいですね、こんな朝早くから」


「お、おう……。いや、その、そんなつもりじゃなかったのだが……」


アベルが、なぜかしどろもどろに答える。


「なんです？　言いたいことがあるならはっきり言った方がいいですよ？」


「いや、今、出てきたセーラに会ったから……」


「会ったから？」


「昨夜は泊まって行ったのか？」


アベルは顔を真っ赤にして聞く。あまりその方面への免疫がないのか……。二十代半ばのいい大人であるのだが。


「はぁ」


涼はため息をつき、何も答えないまま家の中に入って行った。


「お、おい、待て」


慌ててアベルも勝手口から家に入る。


中には、何やら料理のいい香りが漂っていた。だが机の上には料理は無く、十数枚の紙束が置いてある。一番上の紙には、ルン辺境伯の押印が見えた。


「セーラは、その紙束を持ってきてくれたんですよ。ついでに、ご飯も一緒に食べましたけどね。今日は、騎士団に、抜き打ちで魔物戦闘訓練が入ったから、剣術指南役は訓練評価で出るそうです。だから、午後は模擬戦ができないというのも伝えに」


涼はそう言いながら、手早くコーヒー豆をミルで挽いている。


ミルはゲッコー商会製の物で、これまで錬金道具の乳鉢で挽いていたのに比べれば、かなりいい感じで挽けるので最近のお気に入りであった。


「そ、そうか……」


セーラが泊まって行ったわけではないと知り、真っ赤になっていたアベルの顔は通常状態に戻っていた。


「で、この紙束はなんだ？　俺が見てもいいのか？」


「あ～、見ても分からないんじゃないですか？　錬金術に関連したやつなので」


「おい、馬鹿にするな。確かに錬金術を扱うことはできないが、俺だって錬金術に関する知識は……知識は……知識……」


手にした紙束を読み進めながら答えていたアベルであったが、言葉はだんだんと小さくなっていった。書いてある内容が、ほとんど理解できなかったからだ。


辛うじて読み取れた言葉としては、ケネス・ヘイワード男爵やヴェイドラなど。






そうこうしているうちに、涼はでき上がったコーヒーを氷製カップに注ぎ、アベルと自分の前に置いた。


「それ、この前のインベリー公国の魔導兵器に関する情報ですよ」


「魔導兵器？　尖塔から放たれた緑色の光か！」


アベルも思い出したようだ。隘路の崖の上から、南部軍一行はその一部始終を見ていたのだから。


「ええ、それです。どうもあれは複製品で、オリジナルは王国の錬金工房、つまりケネスが作っているヴェイドラというやつみたいで……」


「やはりそうか」


アベルは、インベリー公国でヴェイドラを見た際に抱いた疑問の、解答に辿り着いた。


「ええ、技術を盗まれたみたいですね。もちろん、ケネスの下からではないですよ。ケネスはそんなに間抜けではありません。錬金工房を所管する内務省経由だそうです。その辺りの経緯も、報告書に書いてありました」


涼はコナコーヒーを一口飲んで、その味に満足している。


言っている内容と、その表情のギャップたるや、なかなかのものだ。


「そもそも、なんでリョウがこんな報告書を見ることができるんだ？」


「ああ……。そのヴェイドラもどきをゴーレムが迎撃したでしょ？　そっちの、迎撃した原理について領主館に報告書を出したんですよ。もちろんギルドを通して依頼の形にしてもらって。で、そのお返しとして、緑の光について教えてもらえる範囲でいいので情報が欲しい、って言ったらそれが届けられたのです」


あのゴーレムの手からのやつは、海中で涼が気絶させられたテッポウエビのものと同じような原理だ。その屈辱の記憶から、涼はかなりの部分を理解していた。


「小さな雷、とか言ってたよな……」


アベルは、涼が説明した言葉のうち、本当に断片部分だけを思い出しているらしい。


あの時、なるほどと言ったが、やっぱり理解できていなかったのだ。


「アベル……大丈夫、アベルには剣がありますから。他に、なにもできなくても、剣があるから大丈夫です」


「うん、リョウ、お前、絶対馬鹿にしてるだろ」


指摘された涼は愕然とした表情になり……。


「なぜ、分かったのですか……」


「いつか絶対、泣かす！」


◆


「そうだ、Ａ級剣士に、ぜひ聞きたい質問があったのでした」


「馬鹿にした直後に、よくそんなことが言えるな……」


涼が、わざとらしく手をポンッと打って、努めて明るい口調で言うと、対照的にアベルは、ジト目で涼を見て答えた。


「アベル、人間切り替えが大事ですよ」


「誰のせいだと思ってるんだ！」


「もちろんアベルのせいです。どんなことでも、気の持ちよう、と言うではありませんか。全てはアベルの気持ち次第です」


「ああ、ああ、もうそういうことにしておく。で？　質問ってなんだ？」


アベルはいろいろなものを諦めて、涼に質問を促した。


「実は闘技についてなのですけど、闘技は魔法を使えない人だけが身につけることができる、という話を聞いたのです」


涼の質問を聞いて、アベルは片方の眉だけほんのわずかに動かした。


「珍しいことを聞くな。それは、誰が言ったんだ？」


「セーラとフェルプスさんです」


『風』のセーラと、『白の旅団』のフェルプス。どちらも、ルンの街を代表するＢ級冒険者だ。


「おそらく、そうであろうと言われている」


「おそらく？」


「ああ。そもそも、けっこう強くならないと闘技を身につけることができない。だから、情報が多くない。そもそも、闘技というものが広がったのも、わずか百年前だからな。それは、以前話したよな？」


「ええ。僕が腕を斬り飛ばされた時ですよね」


王都からルンに帰る途中、涼がレオノールに腕を斬り飛ばされた道中に話をしたのだ。


「あんな経験を、笑いながら話せるリョウの胆力には脱帽だよ」


アベルは、首を振りながら言った。


そして続ける。


「あの後、俺も少し気になっていろいろ調べたんだが、闘技は西の方から広がったらしい」


「西？」


王国の西は、エルフの住む『西の森』がある。そのさらに西には山脈がそびえ、人が行き交うことはない。


「ああ、リョウが考えていることは想像がつく。エルフはおそらく関わっていない。例えばセーラは、あれほどの超絶技巧の剣を振るうが、闘技は身につけていないそうだ」


「う～ん……いろいろと謎です」


謎が、より深まった。







エピローグ


そこは、白い世界。


ミカエル（仮名）は、今日もいくつかの世界の管理を行っている。


手元には、いつもの石板タブレット。


「三原涼さん、今回は東で戦争に介入しましたね。やはり修羅の道を歩んでいます。それに引き寄せられるかのように、いろんな方々が……。おや？」


ミカエル（仮名）は小さく首を傾げた。


「全ての筋道がこの国に……次は西ですか。ですがそこは……さすがの三原涼さんも、これは厳しいですね。死ぬかもしれない？　生きる未来と死ぬ未来、両方の未来が見えるということは、生きるか死ぬかどちらにでも簡単に転ぶということですね。まあ、この相手は……大変な方々ですから……仕方ないでしょうか。無事に生き残れるといいですね」







    
  
  




予選


「オスカーの次の試合は五日後か」


「はい、殿下。あと二回バトルロイヤルを勝ち抜けば、決勝トーナメント、六十四人に入れます」


「うむ、もちろん期待してはいるが、怪我しないようにな。無事に戻るのが一番大切なことだ」


「はい」


武闘大会に出て、怪我しないようにと言われるのもなかなか無茶な要求ではあるが、オスカーは素直に頷いた。フィオナのその言葉が、心の底からの言葉であることを知っているから。


そんな二人の会話を聞きながら、同じ馬車の中でルパートは何度もうんうんと頷いていた……書類に署名をしながら。もちろん、ハンスがルパートの前に座り、その仕事をサポートしている。


「なあ、ハンス。さすがに移動の馬車の中でくらい、この書類の山から解放されないものか……？」


「陛下、書類がたまっておりますゆえ」


こういう時のハンスは、一ミリも妥協しない。


その光景を横目に、オスカーとフィオナは小声で会話した。


「父上の『皇帝』というお仕事は、本当に大変そうだ……」


「はい、殿下。偉い立場に立つと、ああいう書類仕事が非常に多くなるようです」


「マリア様は、侯爵夫人で、侯爵領を取り仕切っている偉い立場であるが、生活は非常に優雅でいらっしゃる……。私は、ああいう大人になりたいと思う……父上のことは尊敬しておるがな」


その言葉はルパートにも聞こえており……心の中で泣いていたのは内緒である。






五日後。オスカーの第二戦目。


もちろんこの日も、フィオナは帝室専用観覧席からオスカーの戦いを見るために、コロセウムに足を運んでいた。


「師匠、ご武運を」


「はい、殿下、行ってまいります」


第一戦目と同様にフィオナは武運を祈り、オスカーは出発の挨拶を交わした。


この日は、皇帝ルパートのコロセウムへの臨幸は無い。秒刻みでスケジュールの入っているルパートは、そう何度もコロセウムには来られない。


ベスト八以降の戦いは、全て皇帝臨席の下で行われるのが伝統となっているためやって来るが、逆に、そのスケジュールを空けるために、今は非常に忙しいのだ。


フィオナも、そのことは理解しているので、特にルパートを責めるようなことはしない。


だが、ルパート自身が、良心の呵責にも似た感情で心を焼かれているのだ。フィオナのためにも、オスカーの試合を見に行ってやるべきではないのかと……。


国のため、国民のためであれば、どんな冷酷な命令でも平然と出す皇帝ルパート六世であるが……いや、だからこそと言うべきか、フィオナにはこの上なく甘いのであった。






オスカーの第二戦目。


前回同様、円舞台の円周上に並ぶ。


前回と違い、左隣にエミールはいない。毎回、組み分けが替わるらしい……その証拠に、対面に見知った顔があった。


『乱射乱撃』の剣士エルマーだ。


エルマーもオスカーに気付き、苦笑している。


とはいえ、十人のうち、二人残ればいいのだ。オスカーとエルマー以外の八人を排除すれば、二人とも次戦に進める。


「それでは、二次予選第二十組の試合を開始いたします」


オスカーたちの組の試合開始が告げられようとしていた。


「試合、はじめ！」


試合開始の号令と共に、奇妙なことが……再び起きた。


激しい剣戟が始まった……九人の間で。


そう、舞台には十人いるのだが、戦っているのは九人だ。蚊帳の外に置かれたのは……オスカーであった。


「む？」


オスカーは、元々自分から動くつもりはなかった。


前回は、明確にオスカーを排除しようと向かってきた者たちばかりであったため、先んじて動いたが、今回はそうではないらしいため、あえて様子を見た。


その結果が、これである。


オスカーの前回の戦闘を見て、挑むのは無謀だと考えたのだろう。


この予選の突破者は二人。ならば、オスカーと、残りのもう一人に自分がなればいい。その結果が、オスカー放置の、九人によるバトルロイヤルであった。


オスカーとしても、別に、自分の強さをあえて示そう、などとは考えていないため、放置されたまま何もしないで見守ることにした。それで二次予選を突破できるなら問題ない、そう割り切ったのだ。


そんなことを考えているうちに、オスカー以外の勝者が生まれる一歩手前にまでなっていた。


オスカーの対面で、残り二人となっていた。


一人はエルマーで、もう一人の剣士と戦っている。しかし二人の剣技の差は、誰が見ても明らかであった。


エルマーの剣が、相手の剣に絡み、空高く弾き飛ばした。同時に、剣先を相手の喉元に突きつける。


「参っ……た」


小さな声で、剣士は言った。


「勝者、エルマー、オスカー」


審判がそう宣言し、二人の二次予選突破が決まった。


湧き上がる歓声。


オスカーは全く戦っていないが、それ以外の九人による激闘はなかなかのものだったため、観客たちの歓声もかなりのものになった。


「確か前回は、エミールが、全く戦わずに突破していたな……」


オスカーはそう呟き、小さく首を振った。


エミールとオスカーは、置かれた立場は全く違ったが、戦わずして勝ち抜けできた点は同じなのだ。オスカーにも、少しだけ、前回のエミールの気持ちが分かった気がした……ちょっと気恥ずかしいという気持ちが。


オスカーが帝室専用観覧席に戻ると、フィオナが出迎えてくれた。


「師匠、おかえりなさい！」


フィオナはとても嬉しそうであった。


オスカーが、怪我なく、何のリスクにもさらされずに二次予選を突破したからだ。


戦いに送り出す者は、いつでもそういう心境なのかもしれない。ボクシングだろうが、異種格闘技戦だろうが、あるいは武闘大会だろうが。


とはいえ、そんな戦いばかりでは、コロセウムは盛り上がらないわけだが。






結局、それから三日後に行われたオスカーが参加する第三次予選においても、オスカーは放置された。


特に知り合いもおらず、誰も向かって来ず……微妙にオスカーは欲求不満がたまったのであるが、戻った時のフィオナの笑顔によって、それらの不満は全て霧散した。


誰にしろ、待っていてくれる人がいるという環境は、人の心を温かくするものらしい。オスカーは、フォスト村を出て初めて、温かい心を持つことができたのかもしれなかった。






何事もなく決勝トーナメント進出が決まった第三次予選から二日後、オスカーを含むトーナメント進出者六十四人は、コロセウムのアリーナに立っていた。


もちろん、多くの観客に囲まれて。


この日、決勝トーナメントの抽選が行われる。


バトルロイヤルの予選は、運営側で抽選が行われて組分けされた……となっている。実際は不明だ……オスカーの、一次予選のようなこともあるから。


とはいえ、これ以降の決勝トーナメントは、今日の抽選で決勝戦までのルート、対戦相手などが決まるため、戦闘が無いにもかかわらず、観客も盛り上がっている。


さすがに今日は戦闘も無いので、とオスカーは言ったのであるが、フィオナは帝室専用観覧席にいる。ぜひと言われれば、それを断る理由は無いため、オスカーは苦笑して、アリーナに降りたった。


決勝進出者六十四人の中には、オスカーの知った顔もあった。


「エルマー、ザシャ！　二人とも予選突破したのか」


『乱射乱撃』の二人は、今回、無事に予選を突破していた。さすがＢ級冒険者といったところであろうか。


「おぉ、オスカー！　三次予選も危なかったが、なんとか突破したぞ」


「俺の方は、余裕だったな！」


剣士エルマーも双剣士ザシャも、決勝トーナメントへの進出を喜んだ。


それも当然であろう。


帝国の武闘大会……しかも記念大会において、決勝トーナメント六十四人に名を連ねるというのは、一流の冒険者の証しと言っても過言ではない。


二人とも二十六歳と、冒険者として、剣士、双剣士としても最も力の出せる年齢だ。スピード、パワー、体のキレはもちろん、十代では身につけられない経験をも手にしている。


まさに、今勝てないでいつ勝てるのか！


そんな状態であった。


六十四人の中には、他にも、オスカーが見たことのある者がいた。


「ついにオスカーも、女性に興味を持つようになったか……俺は嬉しいよ」


「はい？」


「まあ、あのエルフさんは、確かに目立つよな」


一次予選の時、オスカーらの隣の舞台で戦っていたエルフ……セーラだ。


「噂では、王国のＢ級冒険者らしい」


「俺らと同じＢ級か。負けちゃいられねえな！」


剣士エルマー、双剣士ザシャ共に、やる気をみなぎらせているが……。


「あのエルフ、恐ろしい剣技でしたよ、隣の舞台で見ましたけど」


「え……」


「オスカーが恐ろしい剣技って言う……って、どれくらいのレベルなんだよ……」


オスカーの一言によって、すぐに二人のみなぎっていたやる気はしぼんだ。


「まあ、戦闘では、何が起きるか分かりませんからね」


「お、おう、そうだよな！」


「確かにな」


オスカーの更なる一言で、再び、二人のやる気は……みなぎりはしなかったが、回復くらいはしたらしい。






「一から六十四までの数字が書かれた球が箱に入っていて、エントリー順に一個ずつ引いていくらしいぞ」


「それで、あのトーナメント表に名前が入っていくと」


アリーナ中央には、数字の記された巨大なトーナメント表が設置されている。それについての説明を、ザシャとエルマーがオスカーにしてくれている。


その辺りは、毎回同じ抽選方式なので、帝国の人間は知っているらしいが、オスカーは興味がなかったので全く知らなかった。


「オスカーは、エントリー番号は何番だ？」


「七五〇五ですね」


「かなり後ろの方だよな。残った中では、多分最後だな」


ザシャが尋ね、オスカーが答えると、エルマーが補足した。


オスカーの前に登録し、一次予選で共に勝ち上がったエミールは、六十四人の中には残っていないようだ。


「ああ、一次予選でオスカーと一緒だった子か。三次予選で、それも最後の最後で負けてたな……。あの若さで、かなりの剣の腕だったから覚えている。おそらく、五年後の大会ではかなり上まで行くだろう」


剣士エルマーは、オスカーの問いにそう答えた。


「この決勝トーナメントから、前回のベスト四が入ってくるぞ」


「前回優勝のフェリクス・リストは、皇帝十二騎士になったから不参加だよな。準優勝は引退したから……三位のアンゼルムと四位のディーターの二人か、今大会も参加しているのは」


ザシャとエルマーが、オスカーに対して、そんな情報をくれた。


その辺りの知識のないオスカーは、その情報を貰ったとしてもどうしようもないのであるが……。


「その……三位アンゼルムと四位ディーターが、一番厄介な相手ですか？」


いちおう、オスカーはそう問うた。二人が、話を続けてほしそうにオスカーを見ていたからだ。


オスカーは、こう見えても、場の空気を読める男である。


「そうかもしれん。とはいえ、記念大会だからな……。それこそ、中央諸国中からとんでもない奴らがやってくる。オスカーもせっかく決勝トーナメントに残ったんだから、自分の出番がない日も見にきた方がいいぞ？」


エルマーは、他の参加者への関心の薄いオスカーに、そうアドバイスを送るのだった。






「では決勝トーナメント進出者の皆様、こちらにご整列ください」


司会がそう告げると、六十四人は一列に並んだ。


エルマーとザシャの予想通り、オスカーは一番端、最後であった。


オスカーの右隣には、頭からすっぽりとローブをかぶり、白い仮面をつけた男が立っている。


オスカーはローブの前も閉めているため、腰に差した剣は見えないが、仮面の男は前をはだけ、剣の柄と鞘の一部は見えている……いつでも抜剣できるかのような、そんな差し方だ……。


「おい、何か用か？」


オスカーが、その剣の柄を見ていたからであろう。


仮面の男は、そう言った。


その声を聴いた瞬間、オスカーの背中に悪寒が奔った。


オスカーの人生の中で、最悪の思い出と共に記憶に残る声に、似ている……。


仮面をかぶっているため、幾分くぐもっている……だが、似ている……。


まさか……そんな……。


「いえ……、失礼。その剣があまりに素晴らしいので、見惚れてしまいました」


オスカーは、なんとか自分の感情を抑え、小さな声でそう言った。


少しでも大きな声を出してしまうと、それに呼応して感情も激してしまいそうだったからだ。


「ほぉ……分かるか」


仮面の男はそう言うと、半身だけ剣を鞘から抜く。


オスカーの目に、刃が半分見えた。


その瞬間、オスカーの心臓が大きく跳ねた。


急いで右手を胸に当て、手で鼓動を押さえつける……もちろん、そんなことは不可能だ……それでも、そうせざるを得なかった。


「やはり、素晴らしい剣ですね……ありがとうございました」


オスカーは、声を絞り出すように、なんとかそれだけを言葉にした。


それ以上は無理だ。


口を開くのも無理だ。


体を動かすのも無理だ。


なぜなら、その剣は……師匠が打ち、父が振るい……両親とご隠居様を殺した剣……だったから。






「アンゼルム殿、六十三番」


「ディーター殿、二番」


前回ベスト四の二人が、真っ先に抽選球を引き、トーナメントのほぼ端と端に分かれる。


「おぉ～！　決勝は、あの二人がやり合うんじゃねえか？」


「どっちの山に入っても、あいつらと戦わなきゃいけないのか、こりゃすげえ」


そんな声が、観客席から聞こえる。


抽選が進み、予選の間に観客たちのお気に入りとなった選手の枠が決まると、盛り上がる。


「エルマー殿、三十三番」


「ザシャ殿、三十番」


司会の声が響く。


「セーラ殿、四十八番」


「おぉ！」


ここで、ひときわ大きな歓声が上がった。


唯一のエルフであり、絶世の美女でもあるセーラは、すでに観客の人気選手だ。


決勝トーナメント六十四人の中には、他に二人、女性がいる。どうしても、武闘大会は近接職が有利であるため、男性参加者が残る確率が高い。


女性は、男性に比べて魔法との親和性が高い者が多いため、魔法職に就く者が多いからだ。


それだけに、セーラをはじめ女性の決勝トーナメント進出者は、人気があった。その中でも、セーラ人気は非常に高い……。






そして、六十二人目まで、抽選が終了した。


「おい、とんでもないことになったぞ」


「ああ、大変なところだけが残ったな」


そんな声が、ざわざわと観客席から聞こえる。


ほぼ埋まったトーナメント表を見て、多くの観客が抱いた素直な感想だ。


未だ抽選で決まっていないのは二人。


仮面の男と、オスカー。


そして、空いたトーナメント表も二か所。


一番と六十四番。


真っ先に埋まった二番と六十三番の相手だけが、未だ空いたままなのだ。


「どっちが出ても、前回ベスト四とか……残った二人は大変だな」


「確かボスってやつと、オスカーってやつだよな」


「ああ……オスカーくん！」


最後は、女性観客たちの声らしい。美丈夫ともいえ、一次予選で圧倒的な強さを示したオスカーにも、女性のファンが、すでについているようだ。


とはいえ、予選の圧倒的な強さなどは、決勝トーナメントではたいして考慮されない。ここに残った六十四人は、皆、圧倒的に強いからこそ、ここに残ることができたのだから。


「ボス殿、一番」


「おぉ！」


大歓声が、コロセウム中に響く。


ようやく決まった、開幕戦。


前回ベスト四のディーターが、いきなり開幕戦に出る……そして相手は、仮面をかぶり不気味でありながら、圧倒的な存在感を放つボスという男。


観客の興味を惹くのに十分な開幕カードであった。


そして、残った最後の枠が……。


「オスカー殿、六十四番」


オスカーの決勝トーナメント初戦は、前回第三位、アンゼルムに決まった。


◆


決勝トーナメント第一回戦は、四日かけて行われる。


予選のバトルロイヤルの時同様に、アリーナに二つの舞台が造られる。そこで、二戦同時に、一日四回ずつ。


決勝トーナメント抽選の翌日から、オスカーは毎日見に行くことにした。


とはいえ、チケットは持っていないため、転売屋なりから買う必要があったのだが……。


「師匠、私も見たいです」


「殿下？」


「滅多にない記念大会。その決勝トーナメントに進むほどの者たちの戦いであれば、私のような未熟者でも、見るだけで何か得るものがあるかもしれません。それに私が一緒であれば、師匠も帝室専用観覧席から観ることができます」


「う……」


フィオナのその指摘に、オスカーは反論できない。


結局、フィオナの父であり、皇帝であるルパートから許可をもらい、フィオナもオスカーも、毎日コロセウムに試合を観に行くことになったのであった。






決勝トーナメント、開幕戦。


一番を引き当てた仮面の男ボスと、二番を引き当てた前回大会四位ディーターとの一戦。


皇帝ルパートの臨幸はないが、今日も第十一皇女フィオナ殿下が帝室専用観覧席に来ているということで、一部の観客は沸いていた。


「皇女様は今日も来ているぞ！」


「確か、抽選の時も来てたよな！　武闘大会、かなり興味があるんだな」


「噂では、他の皇女様たちと違って、かなりの剣の腕らしいぞ」


「そいつはすげぇ！」


オスカーは、フィオナから少し下がった位置に立っており、当たる光の関係上、観客席からはその姿はほとんど見えない。


もちろん、観客の一部は、フィオナの護衛をしている者が参加しているらしいという情報は掴んでいたが、決勝トーナメントに進出しているという確証は誰も持っていなかった。


すでに、開幕戦で対戦する二人、仮面の男ボスと、前回四位ディーターは舞台に上がり準備を整えている。


あとは、試合開始の合図を待つばかり。


「それでは、ラウンド六十四、第一試合を開始いたします。はじめ！」


審判の合図で試合は開始された。


だが、ボスもディーターも、ゆったりとした動きだ。


二人とも剣を抜き、開始の二十メートルの距離に止まったまま。


「ふむ」


仮面の男ボスが、そう呟いた。


そして、ほとんど無造作ともいえる動きで、ディーターに向かって歩き始める。


それに対して、ディーターは、ほんの僅かだけ眉を動かしたが、剣を構えたまま動かない。


少しずつ近付いていき……。


瞬間、動いたのはディーターであった。


一気に飛び込み、間合いを侵略し、その流れのまま剣を突く。


二連、三連、四連突きの瞬間、顎が跳ね上がった。


ほとんど同時に、突きで伸ばした右手が斬り飛ばされ……床に崩れ落ちた。


それで終わった。


誰も声を上げない。


観客も。


司会も。


そして、審判も。


「おい」


審判に向かって声を上げたのは、仮面の男ボス。


「あ、し、失礼しました。勝者、ボス！」


「うぉー！」


審判が宣言し、初めて観客たちも我に返った。


怒号と言うべき声があちこちから上がる。


観客の多くは、何が起きたかは理解できていない。


突きで攻め込んだディーターに、いったい何が起きたのか……。気付いたら、体がはね上げられ、右腕が斬り飛ばされていたのだ。


だが、何か凄いことが起きたことだけは理解していた。


そして、その目撃者になったということも理解していた。


それだけ分かればいい！


ほとんどの観客は、そういうものであった。






だが、中にはそうではない観客もいる。


「見たか、ザシャ……」


「くそ……とんでもねえじゃねえか、あの仮面野郎。前回四位のディーターが相手になってねぇ」


エルマーもザシャも、観客席から今の試合を見ていた。


以前オスカーに言った通り、二人とも決勝トーナメント一回戦は、全試合見るつもりでチケットも購入している。


そして、彼らの周りにも……。


「ザシャは、準決勝まで行ければ、あれと戦うのね」


「ザシャが、準決勝まで行ければ、あれの犠牲になるのね」


双子の弓士、ユッシとラッシの姉妹は、そう言い合った。


それを聞いて小さく首を振る、残りの『乱射乱撃』メンバー、斥候アンと治癒師ミサルト。


「い、いや、それは、俺が準決勝まで行ければだろ？　大丈夫、俺なんか、そこまで上がれないから！」


「それはそれで悲しいな……」


ザシャが言い訳をし、それを可哀そうな者を見る目でフォローするエルマーであった。






（やはり……あの剣は師匠が打った……）


オスカーの感情は波打っていた。


当然であろう。


あの仮面の男は、おそらくボスコナ。両親を殺し、ご隠居様を殺した仇。


しかも、父を殺して奪った剣を未だに持っているのだ……今、目の前で振るった。


これで、心穏やかにという方が無理だ。


「師匠？」


フィオナは、オスカーがいつもと違うことを敏感に感じ取っていた。


それも、良くない方に、いつもと違う……。


オスカーに向ける視線に、不安が混在している。その視線が、一瞬でオスカーに冷静さをもたらした。


「殿下、失礼しました」


オスカーは頭を下げた。


それは、謝罪であると同時に、自分を冷静に引き戻してくれたフィオナに対する深い礼でもある。


「何か、あったのですね」


「申し訳ありません。昔のことを思い出してしまいました……」


オスカーが語ったのはそれだけであるが、フィオナはそれ以上尋ねなかった。おそらく、両親か、育ての親かの何かを思い出したのだろうと考えたのだ。


間違ってはいない。


さすがのフィオナであっても、両親と育ての親を殺した仇敵が、今、目の前にいるということにまでは思い至らない。


そして、オスカーの呟きも聞こえなかった。


「あいつの元まで辿りつく……。当たるのは、決勝か」


◆


決勝トーナメント二日目、『乱射乱撃』の双剣士ザシャが登場し、苦戦しながらも、無事に初戦を突破した。


決勝トーナメント三日目、同じく『乱射乱撃』の剣士エルマーが登場。こちらも苦戦しながら、無事に初戦を突破した。


さらにこの日の第四戦目に、エルフのセーラが登場。開始わずか十秒で完勝し、初戦突破を決めた。


二日とも、オスカーは会場に足を運んだが、仮面の男を見つけることはできなかった。






そして、決勝トーナメント四日目。


「師匠、ご武運を」


「はい、殿下、行ってまいります」


オスカーはそう言うと、帝室専用観覧席から、控室に向かった。


ラウンド六十四、最終戦が行われる。






「前回大会第三位、アンゼルム殿」


司会が名前を呼びあげると、アンゼルムは片手を振りながら舞台に上がる。


「きゃーーーー！」


「アンゼルムー！」


「頼んだぞ！　お前しかいない！」


そんな歓声があちこちから上がる。


前回大会三位ということは、絶大な人気と同義だ。


「決勝トーナメント最年少進出者、オスカー殿」


「きゃあああああああああ！」


「きゃあああああ！」


「オスカーくぅぅぅん！」


「オスカーちゃぁぁん！」


アンゼルムを超える声援がオスカーにも降り注ぐ……その多くが女性の声。


若く、イケメンで、しかも強いとなれば、女性人気があるのは当然であろうか。


隣の舞台で行われていた第三十一試合は早々に終了していたため、コロセウム全ての視線と歓声が、アンゼルムとオスカーが戦う、最終戦に注がれていた。


「それでは、ラウンド六十四、第三十二試合を開始いたします。はじめ！」


審判の号令と共に、オスカーは一気に突っ込んだ。


片手で薙ぐ、突く、突く、薙ぐ、最後に両手で打ち下ろす。


だが、オスカーのその攻撃を、アンゼルムは全てかわし、最後の打ち下ろしだけ、剣で受けた。


その剣技は、余裕に満ちている。


圧倒的な剣の技量。剣技だけなら、前回優勝者フェリクス・リストにも匹敵すると言われた男だ。


磨いてきたとはいえ、未だオスカーの剣では届かぬ頂。


最初に対峙した瞬間から、オスカーにもそれは分かっていた。


分かっていたが、どれほどの差があるのかを知りたかったのだ。だから、あえて開始から突っ込んでいった。


「なんとなくは理解した」


一連の攻撃を完全に防がれ、オスカーは飛び退って、距離をとってからそう呟いた。


「そうかね？」


余裕があるのだろう。アンゼルムは、オスカーの呟きにそう返す。


「そこに到達するには、もうしばらくかかりそうだ」


それは、未だ到達していないことを認め、だが、いずれは到達できることを確信した言葉。


そのオスカーの言葉に、アンゼルムの表情が僅かにこわばった。


気分を害したらしい。


「どうしても決勝まで上がる必要ができたので、とっておきでやらせてもらう」


「ほぉ」


オスカーは決意表明をし、アンゼルムが身構える。


「〈爆炎〉」


オスカーが呟くと、火属性の攻撃魔法が三つ剣から発し、アンゼルムに向かった。


「魔法だと！」


もちろん、武闘大会において、魔法の使用は禁止されていない。


だが、ほとんど使う者はいない。


まず詠唱が必要な中央諸国の魔法は、近距離では発動前に物理職に邪魔されてしまう。そのため、現実的には使えないのだ。


だが、オスカーは魔法の発動に詠唱を必要としていない。


しかも、その発動速度は、異常に速い。


とはいえ、相手も音に聞こえたアンゼルムだ。速い攻撃魔法とはいえ、反応できないわけではない。


「なめるな！」


向かってきた火属性魔法三つを、続けざまに斬った。


魔法を斬ることができるというだけでも、一流の剣士であることの証明だ。


だが……。


「ぐおっ」


斬った魔法が爆ぜた。


それも派手に。


爆ぜた魔法すらかわしたのは、さすが前回三位と言えるであろう。


しかし、それらは全て囮。


アンゼルムが気付いた瞬間……両足を白い光が貫いていた。


「うっ」


それが、火属性魔法であることは瞬間的に分かった。だが、それ以上は理解できない。


そもそも、白い炎など……しかもまるで光のような……。


貫かれた足は、立っていられず思わず両膝をついた。


「くそっ」


アンゼルムが両膝をついた瞬間、いつの間にか接近していたオスカーの剣が、喉元に突きつけられる。


「参った……」


アンゼルムは、負けを認めた。


「勝者、オスカー！」


◆


決勝トーナメント八日目。


ベスト八が激突する、準々決勝。


この日から、皇帝ルパート六世の臨幸がある。また、帝都にいる多くの貴族たちも見にくるため、チケットの値段も跳ね上がるのだ。


この日の第一戦目では、仮面の男ボスが難なく勝ち上がり、ベスト四、一番乗りを決めていた。


また、第二戦目では、なんと『乱射乱撃』のザシャが逆転勝ちし、ベスト四入りを決めたのだ。これにより、ただのＢ級冒険者であったザシャと、そのパーティー『乱射乱撃』の名は、一気に帝都中に知れ渡った。


しかも、午後に行われる第三戦目には、もう一人の『乱射乱撃』のメンバーが出るという話が広がっていた。『乱射乱撃』は、一躍、帝国トップパーティーの仲間入りを果たしたのだ。


「いや、無理だろ……」


だが、戦う前から、意気消沈している一人の剣士がいる。


その男は、今を時めくパーティー『乱射乱撃』の剣士にして、リーダーだ。


「まあ、ほら、俺みたいに、いろいろ偶然が重なって倒しちゃうこともあるかもしれないじゃないか……エルマー」


「いや、あのエルフは、そんな偶然すらないだろ……」


第三戦を前にして、剣士エルマーの心は沈んでいた。


その理由は、相手にある。


相手は、王国のＢ級冒険者、『風のセーラ』。


「相手もＢ級冒険者らしいから、いけるかもよ」


「相手はＡ級冒険者じゃないから、いけるかもよ」


双子のユッシとラッシが、無責任に煽る。


「はぁ……」


エルマーは深いため息をついた。


とはいえ、どうせここまで来たら出るしかない。それは、剣士エルマーも理解している。


「まあ、やれるだけやってくる！」


そう言って、エルマーは舞台に上がった。






試合開始と同時に、セーラが突っ込んだ。


それも目に見えない速度で。


「なっ！」


辛うじて、感覚だけで受けるエルマー。右手に持った剣と、左手に嵌めた手甲で受けに徹する。


「昨日までと違い過ぎるだろうが！　なんだ、この速さは」


セーラの昨日までの戦闘を、エルマーは全て見てきた。それを見て、自分よりも圧倒的に上の剣技であることは簡単に理解でき、万に一つの勝ち目も無いと思っていた。


だが、そんな昨日まで以上に、速いのだ。


「〈風装〉と言う」


目の前のセーラが、表情を変えずにそう答えた。


そして、大きく打ち込んだ後、後ろに跳び退り、称賛した。


「凄いな、エルマーだったか。ここまで〈風装〉を纏った剣を受けられたのは、久しぶりだ」


「そりゃどうも」


称賛されたものの、エルマーの心の中は絶望で満ちていた。


勝つのは困難だと思って舞台に上がったが、今、心すら折られようとしている。


「では、もう少し力を入れるぞ」


「なっ……」


セーラの呟きは、エルマーにも聞こえ……絶句した。


音速の突撃から、いきなりの打ち下ろし。それを両手で持った剣で受けたエルマーであったが……。


「ぐ……」


押し込まれる。


なんとか、肩を両断されるのは防いだが……肩に深く食い込んで、なんとか止めたのだ。


速度だけではなく、考えられないほどに剣が重い。


だが、それで終わりではなかった。


セーラは、下げていた右足を、蹴り上げた。


いわゆる、金的……男性の急所への一撃。


もちろん、武闘大会で、金的への攻撃は禁止となっていない。戦場では当然ある攻撃だから。それを食らった男は……エルマーは悶絶した。


そんなうずくまって悶絶する男の首に、セーラは容赦なく剣を突きつける。


エルマーは声も出せない。それを審判は憐れな目で見た後、宣言した。


「勝者、セーラ！」


「おぉ～！」


多くの歓声と、ほんの僅かな憐れみを含んだ視線が、舞台に降り注いだ。


この後、エルマーは決して馬鹿になどはされなかったことを、彼の名誉のためにここに記しておこう。


彼は、栄誉ある武闘大会の、しかも記念大会でベスト八に入った。その一事だけで、栄光を手にできる。


確かに、最後は急所への攻撃を食らってしまったが、それは仕方がない。相手が強かった。


むしろ、見ていた多くの男性観客たちは、エルマーに同情した。


同情しこそすれ、馬鹿にする者など一人もいなかった。






次の第四戦目では、オスカーが〈爆炎〉をぶち当て、〈ピアッシングファイア〉で足を撃ち抜くという、決勝トーナメント一回戦でアンゼルムに見せたコンボで危なげなく、数十秒で勝ちぬいた。


こうして、準決勝第二戦で、セーラ対オスカーの対戦が実現することになるのだ……。


◆


だが、セーラ対オスカーの試合の前に、重要な試合がある。


「俺、棄権しようかと……」


「ダメに決まってるじゃん」


「ダメなザシャじゃん」


仮面の男ボスとの準決勝が決まり、いざ現実が目の前に迫ると、『乱射乱撃』の双剣士ザシャは、そんな弱気なことを言い始めた。


止めたのは、もちろん双子のユッシとラッシだ。


「いや、そうは言うがな、あの仮面の男……ボスの剣は化物だぞ……」


ザシャの言うことはもっともだ。


これまで、全ての対戦相手を一分以内に倒している。その中には、前回大会四位のディーターも含む。


ザシャも、この記念大会でベスト四まで上がってきたという事実だけで、超一流の双剣士であることはすでに証明されている。それでも、仮面の男と自分を比較した時、勝ち目があるとは思えなかった。


「俺は、棄権してもいいと思う」


そう言ったのは、剣士エルマーであった。


周囲が息をのむ中、エルマーは続けた。


「本当に自信が無いのなら、棄権してもいいと思う。だが、可能性が僅かでもあるというのなら……ベスト八で止まってしまった俺のためにも戦ってほしい。それが、本当の気持ちではある」


「エルマー……」


ザシャは、それ以上何も言えなくなった。


仮面の男並みの剣技を誇るエルフ相手に真っ向勝負を挑み、最後はあえなく散ったエルマー。しかも、男性なら誰もが顔をしかめてしまうような負け方をしたエルマー。


そんなエルマーのことを思うと、ザシャは何も言えなくなる。


エルマーは、もう、この舞台には立てない。だが、自分は……まだ立てる！


この、戦友のためにも、あの化物に挑むことができる。


そして倒せば、その先には……戦友を葬ったエルフが上がってくるに違いない。仇もとれるかもしれない！


「分かった。俺は出る」


決して勢いよく言ったわけではない。


力強く言い切ったわけでもない。


だが、ゆっくりと言ったその言葉には、不退転の決意が満ちていた。


ザシャとエルマーは、固く握手を交わし……ザシャは舞台に立った。






舞台に立ち、決意に満ちたザシャは、これまで以上に自信に溢れていた。


何かやれそうな気がしていたのだ。


そして、試合が始まった。


……双剣を弾き飛ばされ、二十秒で、ザシャは負けた。






「なあ、ハンス……今回の大会は、レベルが高くないのか？」


「お言葉ですが陛下、あの仮面の男、ボスのレベルが高すぎるだけかと思われます」


「そうか……」


帝室専用観覧席で、皇帝ルパート六世は、そう呟いた。


仮面の男ボス、エルフのセーラ、あるいはオスカー。この辺りは、確かにかなり強いのが分かる。


もちろん、ルパートとしては、オスカーが力を示してくれれば問題ないわけで、ベスト四に入った段階で目論見は達成したと言えるのだ。


とはいえ、帝国主催の武闘大会そのもののレベルを問われるようなことになれば、皇帝としては忸怩たる思いになる……。


「前回の大会でも、フェリクス殿らが戦った決勝戦のレベルの高さは、すさまじいものでした。どうしても、ハイレベルな選手がいると、他の者との戦いが低く見えてしまうのは仕方のないことかと思われます」


「確かにな」


ハンスの説明に、ルパートは頷いた。


もちろんこれらの会話は、小さい声で交わされたこともあり、次に始まるオスカーの試合に集中しているフィオナの耳には、全く聞こえていなかった。






「それでは、準決勝、第二戦目、セーラ殿対オスカー殿の試合を執り行います」


司会のその声に、会場中から歓声が上がる。


「王国Ｂ級冒険者、セーラ殿」


司会のその言葉と同時に、野太い歓声が、怒号のように観客席から湧き上がる。


「セーラァァァァ！」


「俺のセーラ！」


「いや、俺のセーラだ！」


「黙れ、セーラは俺様のものだ」


主に、男性ファンが熱狂的に支持しているらしい。


そんな歓声などどこ吹く風といった様子で、舞台に上がるセーラ。さらに、一段と歓声が上がる。


「決勝トーナメント最年少進出者、オスカー殿」


「きゃあああああああああ！」


「きゃあああああ！」


「オスカーくぅぅぅん！」


「大好きぃぃぃ」


「怪我しないでぇ！」


セーラの歓声に負けず劣らぬ歓声。


もちろん、その多くが熱狂的な女性だ。


こちらも、そんな歓声など全く聞こえないかのように、舞台に上がるオスカー。


戦いの舞台は整った。


「それでは、準決勝第二試合を開始いたします。はじめ！」


その声と同時に、オスカーは唱えた。


「〈爆炎〉」


オスカーの剣から、三連で火属性の攻撃魔法がセーラに飛ぶ。


セーラは、それを剣で斬る。その瞬間、斬られた炎が爆ぜる。


同時に、オスカーは心の中で唱えた。


（〈ピアッシングファイア〉）


二本の白い極細の炎が、セーラの足を襲う……はずだったのだが、当たる直前でずれた。


「曲がった？」


「その技は、もう見た」


オスカーの呟きに、セーラはそう答えた。


風属性魔法使いであるエルフは、風を、つまり空気を操る。


（その辺りの魔法か？）


オスカーは、適当にそう当たりをつけた。戦闘の真っ最中の現在、完璧な真実の追求よりも、なんとなくの理解の方が大切だ。


「では、参る」


セーラはその言葉と同時に、音速の突撃を敢行。


「ぐっ」


セーラの〈風装〉を纏った突撃は、エルマーとの対戦で見たが、傍から見るのと受けるのとでは大違いだ。


しかし……。


カキンッ。


ある瞬間、高い音を発し、セーラの剣が弾かれた。


追撃のオスカーの薙ぎ払いをかわし、バックステップして距離をとるセーラ。


「なんとも硬い〈物理障壁〉だな」


自分の剣を弾いたのが、わずかな間だけ生成されたオスカーの〈物理障壁〉であることを、すぐに理解したのだ。


そして、一瞬で空気が変わる。


「〈永遠の嵐〉」


小さくセーラが唱えた。


「〈障壁〉」


オスカーは、〈物理障壁〉だけではなく、〈魔法障壁〉も同時に生成する。


カキンッカキンッ……。


いくつもの、不可視の風属性攻撃魔法を、〈障壁〉が弾く音がする。


何度も、何度も、何度も。


弾く、弾く、弾く。


（いつまで続くんだ……）


数十……百を超える……数百……。


バキン。


「くっ、〈障壁〉」


一度〈障壁〉を割られ、再びオスカーは〈障壁〉を張る。


武闘大会には珍しい、魔法戦となっていた。


だが、観客席は熱狂のるつぼと化している。剣だろうが魔法だろうが、熱くなれればなんでもいい。


人とはそういうものなのかもしれない。


カキンッカキンッカキンッ……。


おそらく、総計はすでに千を超える攻撃を受けている。


（いったい、いつまで……）


はっきり言って、オスカーも、ここまで連続した魔法攻撃を受け続けたことはない。


当然だ。


これほどの攻撃魔法の連射は、普通の魔法使いが抱える魔力量では全然足りないのだ。


通常の数十倍、あるいは数百倍もの魔力量……。


バキン。


「また割れた？　〈障壁〉」


「遅い」


気付いた時には、セーラの剣がオスカーの腹に突き刺さっていた。


「ぐっ……〈ピアッシングファイア　拡散〉」


オスカーの前面から、白い光が発した。


セーラは、すぐに腹に突き立てた剣を引き抜き、音速で後退する。


試合開始当初に、自分の足を射貫こうとした白い炎を前面に放った、危険な魔法であることを理解したのだ。


後退しつつ、追いすがる〈ピアッシングファイア〉をかわす。


結局、被弾ゼロ。


全ての攻撃をかわしきったのは、さすがの回避であった。






翻ってオスカーだ。


割れた〈障壁〉を再生成しようとした瞬間に、セーラが音速の突撃で突っ込んできた。そのまま、自分の体を生成中の〈障壁〉の中に入れて生成を阻害し、剣を突き刺した……それは理解した。


理解をしたうえで、自身の体へのダメージの大きさも、同時に理解していた。


とりあえず、火属性魔法で、出血部位を焼いて血を止める。


ジュッ。


「くっ……」


非常に痛いのだが、これまでに何度か経験があるため、耐えられないわけではない。


だが、〈ヒール〉で治したわけではないため、内臓や筋肉は傷ついたままであるし、流した血液は簡単には回復しない。


持久戦を選択できない体になってしまった。


自分よりも、スピードもパワーもあり、技も優れ、経験も豊富。その上、持久戦も選べない……そんな状況で、どうやったら勝てるのか？


オスカーほどの男であっても、全く答えは思い浮かばない。


しかし、ただ一つ決まっていることがある。


それは、決勝戦に行く、ということ。


決勝戦には、両親を殺し、ご隠居を殺した男が、すでに進出を決めている。


絶対に決勝に行かねばならない。


「絶対に、決勝戦に、行く」


あえて、オスカーは口に出して言った。






セーラは、内心驚いていた。


まだ若い目の前の男は、無詠唱で火属性魔法を操る。しかも、見たことのない魔法。


目くらましに使った〈爆炎〉一つとっても、普通の魔法使いに扱える魔法ではない……しかもそれを三連発。


さらに、極めつけは、あの白い火だ。


初戦のアンゼルムの時にも思ったのだが、足に当たった瞬間、足を融かしていた……融かして貫く……いったいどれほどの熱さなのか。


想像するだけでも恐ろしい。


そして、精神力。


正直、〈風装〉を纏ったセーラに比べれば、剣技全てにおいて劣っている。


だが、絶対に決勝戦に行くと、あえて口に出して言ったその決意は、セーラをして驚かせるに十分なものであった。これだけ、圧倒的な力を前にしてもそう言い切る……なかなかできることではない。


セーラは、再び音速の突撃で突っ込んだ。


距離をとっての魔法戦で、持久戦に持ち込む選択肢は確かにある。だが、あの、白い火がある以上、距離をとっての魔法戦は何が起こるか分からない。


足を狙った開幕の一撃は、風属性魔法で軌道を捻じ曲げてかわしたが……あれは、一発でも当たれば終わる……そういう魔法であることを、セーラは理解していた。






再び始まる剣戟。


オスカーも、先ほど同様に、〈物理障壁〉と剣によってセーラの高速の剣を弾き続ける。


だが、完璧ではない。


腕に、足に、脇腹に、腰に、あるいは頬に、切り傷が増えていく。


（このままでは、ジリ貧……）


嫌でも認識させられる。信じられないほどの、圧倒的な実力差。逆転の可能性など、千に一つどころか、万に一つもない。


分かっている。


分かっている。


分かって、いる！


（だが、受け入れられない！）


オスカーは、歯を食いしばって剣戟を続ける。


（あと一歩、あと一つ勝った先に、あいつがいる。父を殺し、母を殺し、ご隠居様を殺したあいつがいる。ここまで迫って辿り着けなかったら、絶対に、絶対に自分を許せない！）


自分が一番理解しているのだ。


なぜなら、ボスコナを一番憎んでいるのが自分だから。


（これほどの相手に勝つためなら、腕の一本くらいたいしたことない。そろそろいけるはずだ……）


オスカーは腹をくくった。


合わせたのはセーラの突き。


ズブリ。


「くっ」


セーラの突きが、オスカーの左掌を貫いた。思わずくぐもった声がオスカーの口から漏れる。


同時に唱える。


「〈焼灼〉」


その瞬間、オスカーの左腕から白い光が発した。〈ピアッシングファイア〉のような、力強い白い光だ。そして左腕が消滅。


同時に、セーラの剣が折れた。


だが、その瞬間、短剣がオスカーの腹に突き立てられた。


「ぐふっ……」


オスカーの口から、息と共に血が漏れる。


「火属性の魔法使い、君が私の剣を、自分の剣だけでなく〈物理障壁〉でも受けていたのは、私の剣に熱を与え続けて、武器破壊を狙っていたからというのは分かっていた。まあ、最後の白い炎で強力な負荷をかけるのまでは読めなかったがな」


セーラが説明するが、オスカーは何も言えない。


「短剣を突き立てた。このまま抉れば、さすがの君も立っていられないだろう。だから答えてほしいのだが、なぜ、そうまでして決勝戦に進みたい？」


セーラの問いに、オスカーは答えない。短剣を突き刺しているセーラを睨んだままだ。


「答えた方がいいぞ。なんとしても決勝戦に進みたいのだろう？　それとも、決勝戦に進みたいという気持ちはその程度だったのか？　恥の方が大きいのか？　だとしたら、少しがっかりだが……」


「あいつは……ボスコナは……父さんと母さんの仇……ご隠居様を目の前で殺した……だから、俺が……殺す」


「敵討ちか、しかも三人分とは」


オスカーの、途切れ途切れの説明を聞いて、セーラは小さく首を振った。


少し考えた後、突き刺さった短剣を、勢いよく抜いた。


「うぐっ……」


オスカーの口から漏れる苦痛。だが、なんとか膝をつくのだけは耐えた。


セーラの叫びが会場中に響き渡った。


「私は棄権する！」


セーラの言葉は耳に届いたはずなのに、誰も反応しない。


セーラは、審判の方を向いて、もう一度言った。


「審判、私は棄権する」


「あ、はい。いえ、棄権？」


「そうだ。得物が無い以上、これ以上戦えぬ」


セーラはそう言うと、さっさと歩きだし、転がっていた自分の剣を拾って、舞台を降りた。


「勝者、オスカー殿！」


「うぉぉぉぉぉ！」


突然の幕切れではあったが、コロセウムの歓声は天を衝いた。






オスカーは、何度も〈エクストラヒール〉をかけられ、帝国錬金協会開発の造血剤なるものも飲まされた後、ようやく治癒室を出ることを許された。


オスカーが、できるだけ早く観覧席に戻ることを望んだからだ。


帝室専用観覧席に戻ったオスカーは、突然抱きつかれた。


「あ、あの、殿下？」


「師匠、怪我するなと言ったであろうが……」


慌てふためくオスカー……半分泣き顔をオスカーの胸に埋めながら、フィオナはそう呟いた。


「はい……申し訳ありませんでした」


オスカーとしては、そう言うしかない。目の前の弟子が、どれほど心配したか理解していたから。


同時に、次の決勝戦も、今日同様に、あるいは今日以上に怪我をするかもしれないと考えると、申し訳ありませんと言うしかなかった。


そんな二人を見る皇帝ルパートの表情は、複雑だ。


父親として、娘が他の男の胸に顔をうずめる姿を見るのは、素直には受け入れがたい。だが、娘が、素直な性格に成長した姿を見るのは嬉しい。


なんとも言えず……結局、何も言わなかった。







決戦


決勝戦前夜。


オスカーは、フィオナの元を訪れた。


「師匠、珍しいですね、こんな時間に」


「申し訳ございません。ですが、殿下に、お伝えしておかなければならないことがあります」






そう言って、オスカーが切り出したのは、決勝戦の対戦相手のことであった。


両親が殺されたこと。育ての親であり、恩師としても慕う、ご隠居様が殺されたこと。


そして、三人を殺した相手が、おそらく明日の相手であること。


「……」


フィオナは、文字通り絶句した。


実は、オスカーの両親が殺され、ご隠居様も殺された……そんな過去があることは、以前に、父たる皇帝ルパートから聞いていた。


フィオナはオスカーの雇い主であるし、師匠と弟子の関係でもあるから、知っておいた方がいいであろうと、ルパートが伝えたのだ。


だが、明日の相手、仮面の男ボスが、それを為した者であるというのは、さすがに想像していなかった。


驚きが収まると、今度は疑問が襲ってくる。なぜ、今、それを自分に告げるのか。


「師匠、なぜ……」


フィオナが口に出せたのは、そこまでであった。


目の前の男は、その目に固い決意を宿していたからだ。


「殿下、もちろん、自分は明日、死ぬつもりはありません」


フィオナが、一番恐れていることは、オスカーが死に、戻ってこないことだ。だが、そのために、今告げに来たわけではない。


フィオナは、小さく安堵の吐息を吐いた。


「殿下、私は、明日、あの男を殺すつもりで戦います」


「な……」


もちろん、武闘大会においては、対戦相手を殺すのは禁止だ。殺せば、理由の如何にかかわらず、即失格となる。


だが、武闘大会という性質上、殺したとしても法で裁かれることはない。


そうは言っても、失格となれば、オスカーは、フィオナの周りから遠ざけられる可能性がある……だから、今、告げに来たのだ。


もちろん、フィオナは、そんなことは嫌だった。


まだまだ、オスカーに教えてもらいたいことがある。


オスカーの指導で、宝剣レイヴンを自分の手足のように扱えるようになってきた。


そして、遥かな魔法の頂すら垣間見せてくれるオスカーの魔法を見るのが、フィオナは大好きであった。


何よりも、オスカーには、いつも近くにいてほしかった……。


でも……。


「分かった。師匠の好きなようにするといい」


フィオナは、そう言った。


全てを理解し、自分の感情も把握したうえで……オスカーを送り出すことにした。


「殿下……感謝いたします」


オスカーは、片膝をついて、その忠誠の全てをフィオナに捧げた。






オスカーが部屋を出て行ったあと、フィオナの、小さく、本当に小さくすすり泣く声は、誰にも聞かれることなく、夜の闇に消えていった。


◆


武闘大会、決勝戦。


一カ月続いた武闘大会の、最終日だ。


午前中に、ベスト四どうしによる三位決定戦が行われるのが通常だったのだが……。


「得物が無いため、戦えぬ。私は三位決定戦を棄権する」


セーラがそう宣言し、双剣士ザシャが、戦わずして三位となっていた。


三位が決まった瞬間のザシャの表情は、呆然自失という言葉がぴったりであった。


悲壮な決意で、舞台に上がったのだ。


おそらく……万に一つも勝ち目はないだろう。だが、全力を尽くすと。


『乱射乱撃』のメンバーにそう言って、舞台に上がったのだが……完全に肩透かしを食らっていた。


とはいえ、記念大会の第三位ともなれば、その賞金は莫大なもの。さすがに、一生遊んで暮らせる……とまではいかずとも、十数年は働かずにいられるほどには出る。






午後、決勝戦の舞台が整っていた。すでに、二人のファイナリストが上がっていた。


さらに、帝室専用観覧席では、皇帝ルパート六世が立ち上がっている。決勝戦の開始は、伝統的に、皇帝自身が発することになっているのだ。


そして、今、決勝戦が開始されようとしていた。


「第五十回大会の決勝戦を開始する。はじめ！」






「〈天地崩落〉」


ルパートの開始の合図とともに、オスカーは唱えた。


最近、完成させた大型の火属性魔法。


空中から、巨大な炎の塊が二十個落ちてくるという……都市の城壁などの破壊用に編み出した魔法だ。


それを、開始早々に放った。


個人に対して。


コロセウムの観客席とアリーナの間には、常時発生式の〈物理障壁〉と〈魔法障壁〉が展開しており、これまで試合において、これらの障壁が破れたことは一度もない。


もし、〈天地崩落〉が直撃していれば、その無敵を誇った〈魔法障壁〉も割れていたかもしれない。


だが、オスカーが狙ったのは、あくまで仮面の男。決して、コロセウムの破壊ではない。


〈天地崩落〉のいくつかが、剣によって斬り裂かれたのは、オスカーにも見えていた。


それはそれで構わないのだ。これで殺せればそれでもいいのだが、〈天地崩落〉で圧殺するのが目的ではない。


この攻撃の目的は……。


「くそが……」


観客の多くが驚いたことに、仮面の男は生きていた。


だが、仮面は割れ、素顔が見えている。オスカーの狙いは、素顔の確認。あれだけの大技を放ってでも、確認したかった。現れた顔の右頬には、耳の下から顎までの大きな傷が……。


「こんにちは、ボスコナ。久しぶりだな」


「あぁ？　誰だお前。俺はお前なんて知らない……」


そこまで言って、ボスコナは自分のミスに気付いた。


『ボスコナ』という名前に対して、反応し、それが自分の名前であることを認めてしまったのだ。


「その特徴的な頬の傷を隠すために仮面を被ったのか？　まあ、盗賊として荒らしまわったわけだから、いろいろ困る過去があるもんな」


それに対して、ボスコナは何も言わない。


今、コロセウムは静まり返っており、二人の会話は、観客席の中ほどまでには聞こえているからだ。


「今、盗賊って言ったか？」


「ボスコナ？　右頬の傷？　そう言えば、昔、帝国と連合の国境付近を荒らしまわった盗賊に、そんな副ボスがいたな？」


「よく知ってるな、そんなの」


「昔、俺は国境警備だったからな」


そんな会話も、観客席では交わされている。


とはいえ、会話の内容如何にかかわらず、試合が止められることはない。


「オスカー、だったな。言ってる意味は分からんが、この試合で叩きのめすことに変わりはない」


「こちらもそのつもりだ」


お互いに、言うが早いか、ボスコナは突進し……オスカーは後方へ飛び退った。


「〈ピアッシングファイア　拡散〉」


突っ込んでくるボスコナの前面に、ピアッシングファイアの壁を生み出す。プラズマ化し、一億度にも達する火……触れた瞬間、ほとんどのものを蒸発させる。


ボスコナにそんな知識のあろうはずはないが、危険なものであることは理解できた。


その、野生の勘の極致とも言うべき危機察知能力が、ボスコナをここまでの剣士にしたのかもしれない。


その外見からは想像できないほど丁寧に、ボスコナは拡散されて拡がっている〈ピアッシングファイア〉をかわしつつ後退し、さらに距離をとった。


そこから、再び仕切り直しだ。






そんな仕切り直しの四回目……。


オスカーが後方に飛び退りながら、拡散式の〈ピアッシングファイア〉を放つ。


だが、いつもと違ったのは、オスカーが飛び退り着地しようとした場所が、〈天地崩落〉によって床がはがれ、着地が難しくなった場所だった点だ。


もちろん、そんなものに足をとられて転倒……などしたわけではない。


だが、着地する場所の状況に、ほんの少し、オスカーの意識が流れた。たったそれだけであったのだが……。


ザクッ。


「くっ……」


いつの間にか、オスカーの左肩にナイフが突き立っていた。


オスカーが着地に意識を割き、右足から降りようとしていたことを察知して、そこから対角線に最も距離のある左肩めがけて……ボスコナの左手から、ナイフが飛んできたのだ。


オスカーすら知覚できないほどの速度……剣だけではなく、投げナイフにおいても、ボスコナは一流以上の技量を持っていた。


たったそれだけのことで……わずかに、着地点に意識をとられただけのことで、形勢は大きく傾く。


オスカーやボスコナレベルの戦闘になれば、そんなことで、一気に変わるのだ。


ボスコナは、ニヤリと笑った。形勢が、自分の側に大きく傾いたから。


「たった一つのナイフだが、もう、貴様に勝ち目はないぞ、オスカー」


「たった一つのナイフを突き立てたくらいで大口叩くとは、温ぬるい人生を送ってきたんだな、ボスコナ」


「ぬかせ！」


その一言と共に、ボスコナの左手がひらめき、三本の投げナイフがオスカーを襲う。


それは恐るべき速度。認識していても、〈障壁〉の発生が間に合わないほどの速度。つまり、攻撃魔法よりも速い。


一本はかわし、二本を剣で弾く。


その間に、ボスコナは間合いを侵略し、ついに、二人の剣戟が始まった。


剣の技量は、圧倒的にボスコナの方が上。その上、オスカーは左肩をナイフで傷つけられ、左腕全体が満足に使えない。


左側は、〈物理障壁〉を生じさせて盾のように使っているが、簡単ではなかった。


投げナイフといい、ボスコナは、体全体に武器を仕込んでいるのか、靴の先で蹴ってくることすらある。


しかも、オスカーの目が捉えた靴の先には、液体に濡れた刃が見えた。


「毒？」


小さなそのオスカーの呟きに、ボスコナの口は、さらに禍々しく笑った。


普段使いの剣に毒を仕込まないのは当然として、先ほど肩に突き立った投げナイフも毒は仕込まれていない。自分が素手で、しかも戦闘中に触れる可能性がある場所に毒を仕込むのは、あまりにも愚かと言える。


だが、靴の先なら、ありかもしれない。


靴の先に仕込んだ刃が相手に刺さったとしても、一撃で倒すことはかなうまい……だが、それによって毒を注入できれば、大きく勝利を引き寄せることができる。


しかも、剣戟の最中ならなおさらだ。


もちろん、この武闘大会においては、毒の使用も禁止されていない。致死性の毒であれば、相手を殺し失格になる可能性はあるが、麻痺毒ならば……。


今まで以上に、オスカーは神経を研ぎ澄まして戦い続ける羽目になった。






どれほどの間、剣戟が続いたであろうか。


時間としては、それほどではなかったはずだ。


数分か、あるいは十数分。


コロセウム中の観客が静まり返っていた。


そんな中、二人が剣を重ねる音だけが響いている。


いつも以上に神経を研ぎ澄ましていたからであろうか……オスカーは、ある異変に気付いた。


それは、決して大きくはない。


もしかしたら、ただの認識違いとすら思ったかもしれない。


音が、少しだけ、変わったように感じたのだ。


何の音か？


剣同士がぶつかり合う音だ。


（なんだ、これは……）


オスカーは、ボスコナの表情を窺うが、特に変化はない。


禍々しい笑みを浮かべたまま、オスカーに向かって斬りつけてくる。音の変化には気付いていない……。


（ただの気のせいか？）


それくらい、かすかな変化であり、隣で誰かが「気のせいだ」と断言したら、そう思ってしまうほど、確信の持てないものでもあった。


そんな状態のまま更に数合。


その瞬間、オスカーの脳に昨日の記憶がよみがえった。


エルフのセーラと戦った時の記憶……あの時、最後に、セーラの剣を折った……あの記憶。


（剣が……折れるのか？）


だが、どっちの剣が？


それは分からない。


何度も何十度も剣を折った経験のある者でなければ……いや、それでも、どちらの剣が折れようとしているのかは分からないかもしれない。


その辺にある有象無象の打った剣ならまだしも……オスカーの剣も、ボスコナの剣も、世が世なら、どちらも名剣と言われたかもしれない逸品なのだ。


どちらも、オスカーの鍛冶の師匠、ラサンが打った剣。


オスカーは六歳で村を出て十二年、流浪に流浪を重ね、各地を歩き、さらに多くの貴族との交流もあり、その中で幾振りもの剣を見てきた。


だが、その全てと比べても、二人の剣を明確に上回る剣は無かった……。いや、二振り……フィオナの宝剣レイヴンと、ルパートが現在腰に佩いている剣以外は。


ラサンの剣は、それほどの業物なのだ。


それが、折れる……。


その瞬間は、唐突に訪れた。


「なっ……」


ボスコナは、全く想定していなかったのであろう。自らが振るってきた剣が折れることを。


ボスコナの剣が折れ、オスカーの剣が脇腹をえぐる。


「ぐふっ」


ボスコナの口から、くぐもった声が出るが、オスカーはそれを無視して、そのまま剣を下から斬り上げた。


「ぎゃぁぁぁ」


ボスコナの右手首が斬り飛ばされる。


だが、ボスコナには左手からの投げナイフの攻撃がある。審判もそれを理解しているため、まだここでは止めない。止められない。


オスカーもそれを理解している。理解したうえで、剣を振り上げたまま口を開いた。


「お前を殺す」


「なっ……おい、待て」


事ここに至って、さすがのボスコナも焦っていた。


右腕を斬り飛ばされ、愛用の剣も折られ……確かに、左手からの投げナイフはあるし、つま先の毒刃もあるが、勝つのは難しいと理解している。


だが、ここで負けても二位だ。


記念大会の二位ともなれば、かなりの賞金と、大貴族の下での剣術指南役、場合によっては自分が準男爵などに取り立てられる可能性すらある。


だが、死ねば終わりだ。


そして、目の前の男は、自分を殺すと言う。このままなら、記念大会の優勝者という、最高の富と名声を手に入れられるのに。


「俺を殺せば、貴様は失格だぞ。分かっているのか」


「もちろんだ。だが、ボスコナ、お前は父と母、そしてご隠居様の仇だ」


「なんだそれは……」


ボスコナには全く理解できないこと。


もちろん、過去の記憶を失ったから……などという話ではない。あまりにも多くの者を殺してきたため、誰のことを言っているのか理解できないだけ。


「貴様が使っていた剣、どこで手に入れたか覚えているか？」


「あ？　村で……女をやり、その旦那らしい男が……。あいつらの知り合いか？」


ボスコナは思い出した。


だが、その傍らにいたオスカーのことは、さすがに思い出せないようだ。


「その四年後、貴様とボーシュは、シュク村でご隠居様、ルーク・ロシュコー前男爵を殺害した。育ててくれた俺の目の前でだ」


「……思い出したぜ。あの時の赤毛のガキか……」


今では、完全に白髪になったオスカーの髪の毛を見ながら、ボスコナの目には怯えが宿っていた。


確かに、目の前の男は、自分を殺すかもしれない。全ての名誉を投げ捨てても、仇をとろうとするかもしれない……そう思えたのだ。


「なあ、待てよ……あれだって、別の貴族に依頼されて……」


「黙れ」


気持ちが振り切れて、逆に冷たくなった声で、オスカーは、一言、そう告げた。


そして、剣を振り下ろした。


ブシャッ。


カキンッ。


見事に腰の入った、体全体を使っての振り下ろしで、ボスコナの左肩に斬りつけた剣……。


それが折れた。


鎖骨に当たって折れた。


ボスコナの剣だけでなく、オスカーの剣も折れた。


限界だったのか……それとも……。


ボスコナは、その衝撃で気絶した。


「それまで！」


辺りを圧する声が、コロセウムに響き渡った。


それは審判ではなく、もっと高い位置にある観覧席から……。


皇帝ルパート六世の宣言であった。


「勝者、オスカー殿」


審判がそう告げ、一瞬の静寂の後、コロセウムの観客席から爆発したかのように歓声が上がった。


「殺せなかった……。折れたのは、殺すな、ということだったのですか……師匠」


コロセウム中の歓声の中、オスカーのその呟きは、誰にも聞こえなかった。


◆


「オスカー、見事であった」


「ありがたき幸せ」


その日、オスカーは、皇帝ルパート六世により、ルスカ男爵に叙された。


ルスカ家は、帝国が未だ王国であった時代には、伯爵家として存在していた家門だ。その後、数名の当主たちの不祥事などにより男爵にまで落ち、数十年前に直系が絶えて断絶していた。


それを、ルパートはオスカーに与えた。


ルスカ男爵家は、れっきとした貴族。これにより、農民の息子であったオスカーは、まぎれもない帝国貴族となった。


同時に、皇帝ルパート六世のお気に入りであることも、周囲に示された。


貴族になったばかりであるにもかかわらず、その所作の完璧さは、帝城でも話題となっている。


どれほどオスカーを成り上がり者と馬鹿にする者たちであっても、その力と所作だけは認めざるを得ないほどの完璧さ。


「ご隠居様、感謝いたします……」


かつて、オスカーを育ててくれた前ロシュコー男爵ルークに、オスカーは心から感謝した。


オスカーが馬鹿にされれば、仕えるフィオナの顔に泥が塗られることになる。それはオスカーにとって許せないことなのだから。


ご隠居様に仕込まれた完璧な所作のおかげでそれを防げるのだから、どれだけ感謝してもし過ぎることはない。


◆


「師匠、今日も、いつもながらの完璧なテーブルマナーでした……」


「殿下、その呼び方はおやめください……」


今日も、帝城の離れでは、フィオナとオスカーのそんな会話が繰り返される。


「いいえ、師匠。私は、ずっと師匠と呼ばせていただきます」


「殿下……」


「以前、クルコヴァ侯爵夫人マリア様が、心から敬愛することができる人がいると人は成長するとおっしゃいました。私にとっては、マリア様と師匠がそうです」


「それは汗顔の至りですが……それと師匠呼びとは関係が……」


「……マリア様同様に、オスカー様の方がよろしいですか？」


「絶対におやめください」


そんなことになれば、皇帝ルパート六世からどんな目で見られるか……オスカーはそう考えて、小さく首を振る。


「では、やはり師匠と呼ばせていただきます」


「……はい」


満足して、嬉しそうに頷いた後、フィオナは真面目な顔つきとなってオスカーを見て問うた。


「師匠、お尋ねしたいことがあります」


「なんでしょうか殿下」


「師匠の復讐は、果たされたのでしょうか」


「えっ……」


さすがのオスカーも即答できない問い。


フィオナの目は真剣だ。適当に答えてよい質問でないのは分かる。


「正直、分かりません」


オスカーはそこで一度言葉を切った。ゆっくりと、考えながらと言うべきか、自分の心と会話しながらと言うべきか……どちらにしろ、真摯にフィオナの質問に向き合う。


「ボスコナにとどめを刺せていれば、復讐を果たした気持ちになれたのかもしれません。ですが、そうなったら……そこまで進んでいたら、私は、もうここには居られなかったのではないかと思います」


「それは……困る」


「はい、私も困ります」


フィオナが顔をしかめて言い、オスカーも苦笑しながら答える。


答えた後で、オスカーは確信した。


『この場所』に、自分はずっといたいのだと。


「復讐が果たされたかどうかは分かりませんが、少なくともこれだけは言えます。もう、復讐にとらわれてはおりません。私の全ての忠誠は、殿下に捧げます」


オスカーはそう言うと、片膝をついて礼をとった。


笑顔でそれを受けるフィオナ。


「その忠誠、確かに受け取りました。常に、私のそばにいてください。ここが、『師匠の場所』です」









あとがき






お久しぶりです。久宝　忠です。


「水属性の魔法使い　第一部　中央諸国編Ⅴ」をお手に取っていただき、ありがとうございます。






第五巻では、涼が三巻に続いて王国を飛び出して、ハンダルー諸国連動西部やインベリー公国へと赴きます。いえ、赴くでは表現が優しすぎますね。殴り込みをかけます……。


この『インベリー再び』の章は、かなり改稿しました。そもそも涼が殴り込みをかける理由も……。まだ本文を読まれず、こちらのあとがきから読んでいる読者の皆様のために、あえて詳しく書きませんが、ええ、いろいろと改稿を……。


『小説家になろう』に投稿していたものと比べると、原形をとどめていない気がします。


まあ、やむを得ないでしょう。この作品では、よくある事です。作者としては、それはとても楽しいことですし、何度経験しても嬉しいことでもあります。


一度、「うん、完璧です！」と思えるほどに作り上げた作品であっても、数カ月すると粗が見えてきます。仕方ありません。完璧ならざる人間が作りしものゆえ……。


書籍化は、その粗を取り除き、さらに面白く、楽しくする機会を与えてもらっていると考えています。


それは本当に、とてもありがたいことです。


原形をとどめていなかったとしても、物語全体の方向性は外れていないはずですし、より面白く、楽しくなっているのならいいかなと……ある種、諦めの境地に達しております。






本巻で、外伝「火属性の魔法使い」が完結いたしました。そこに出てきたキャラクターたちは、六巻以降で本編に出てきます。この辺りは、『小説家になろう』に投稿していたものには一切ありませんでしたので、完全にオリジナル展開になるでしょうね。


せっかく出したキャラクターたち、外伝だけで終わらせるのはもったいないですし。






さて、この第五巻は、約二十七万字超となりました。とっても多いですね！　多すぎて、さすがに怒られてしまいました！　ですので、次巻以降、ここまでの文字数にはなりません。最初で最後の二十七万字です。


まあ、『水属性の魔法使い』が、いつも二十二万字から二十四万字であることを考えると、それほど多い印象はないかもしれません。ですが、一般的な単行本が十六万字前後であることを考えると……プラス十一万字はボリューミーですよね。


皆様が、面白い、楽しいと感じてくださる時間が増えれば嬉しいのですが……。


これからも『水属性の魔法使い』を書き続けていきますので、応援よろしくお願いいたします。










    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
コナ村からの帰還後







「とりあえず、ニルスがヴァンパイアの眷属けんぞくにならなくて良かったです」


「俺？　なんで俺なんだ？」


涼を含めた『十号室』、勇者パーティー、ヒュー・マクグラスの十二人が、ヴァンパイアを退治し、魔人の飛翔を見送ってからコナ村に戻ってきた。


そして、コナ村の代官ゴローに報告を終えてからの、涼の第一声である。当然、対象となった『十号室』リーダーの剣士ニルスは、なぜ自分が名指しされたのか理解できない。


「それはもちろん、ニルスは将来有望だからですよ。その機会を失わなかったわけですから、良かったでしょう？」


「そ、そうか？」


涼が自信満々に言い切り、ニルスが照れたのか少し顔を赤くしている。


もちろん、涼の言葉には続きがあり……。


「今があれでも、将来的にはきっと……」


「おい！」


そんな二人の会話を聞いて、『十号室』の神官エトと剣士アモンが、クスクス笑いながら一緒に歩いている。


「だって……たとえばここにいる剣士、ヒューさんとかローマンとかに比べると、さすがにまだまだでしょう？」


「そ、それは、まあ……」


涼の指摘に、渋々ながら頷くニルス。


それは仕方のないことなのだ。そもそも、例として挙げられた二人が、普通の剣士とはかけ離れている。


かたや『大戦』の英雄、かたや勇者。


それと比べられればさすがに……。


「二人じゃなかったとしても、たとえば聖職者のグラハムさんの剣と比べて、勝っていると思いますか？」


「そ、それも、まあ……」


勇者パーティーの聖職者ローマンは、ヴァンパイア・カリニコスにとどめを刺した。その際に見せた剣閃は、驚くほど鋭いものであった。ニルスも剣士であるために、グラハムの剣がどれほど高いレベルにあるかは理解できる。


「聖職者ですら、あれなのですから。ニルスが、まだまだだというのは分かってもらえると思うのです」


「……認める。俺は、まだまだだ」


涼の説明に、ニルスは頷いた。


だがそれは、すでに、へこんでの頷きではなくなっていた。自分の力がまだまだであることを受け入れ、認めるが、だがもっと強くなるという意思が表情には表れている。


それを見て、涼は一つ大きく頷いて言葉を続けた。


「それです！　ニルスのその表情が見たかったのです。ニルスは、これからですよ！　まだまだ上に上がっていけますから」


「おう、任せろ！　俺はやるぜ！」


涼が煽あおり、ニルスが乗る。


はたして、涼が本当に最初から、ニルスのやる気の出た表情を見たかったのかどうかは誰も知らない。隣で見ながら笑っているエトとアモンにも、分からなかった。


だがその後、涼が少しだけニヤリと悪そうに笑ったのは、二人にも見えた。


「あの笑いは……」


「リョウが、悪いことを考えている時の……」


アモンもエトも、元ルームメイトだ。涼が悪い笑みを浮かべた時には何かある……。


「ニルス、ニルスを急成長させる提案があります」


「ん？　急成長？　マジか？　どんな提案だ？」


涼が提案し、ニルスが内容を聞きたがる。それを聞いて、エトとアモンは顔を見合わせる。二人とも同じ表情だ。「やっぱり」と。


「今すぐ、ヒューさんに襲いかかるのです！」


「……は？」


涼の過激な提案に、意味が分からず問い返すニルス。


もちろん、横で聞いているエトとアモンも理解できずに首を傾かしげる。


「襲撃が成功すれば、ニルスは強いなとなって、直々じきじきに鍛えてやるという流れになるに違いありません」


「そ、そうか？」


「襲撃が失敗すれば、ニルスはもっと強くならんといかんとなって、直々に鍛えてやるという流れになるに違いありません」


「そ、そうか……？」


涼の説明に、若干理解しがたい様子のニルス。


顔を見合わせたエトとアモンは、二人とも小さく首を振っている。止めるべきだろうか……そう考えて。だが、二人とも、ふと前を見た。


『十号室』の四人は、最後尾。


先頭に、ヒュー・マクグラスがいるのだが、ヒューが小さく首を振ったのが見えた。もし、ヒューの隣を歩く聖職者グラハムの位置からならば、軽く目を閉じて小さく首を振ったのが見えただろう。


ちなみに、そのグラハムは声を出さずに笑っている。『十号室』とヒューやグラハムの間に、勇者ローマンとそのパーティーがいるが、彼らも声を出さずに笑っている。


つまり、二人の会話は一行全員に聞こえており、当のニルス以外は、冗談であることを理解しているのだ。


それを見て、エトとアモンは少しだけ安心した。ニルスがヒューに襲いかかっても、誰かが止めてくれるだろうと。


いいのだろうか、それで？


最後尾では、扇動者が暗躍を続けている。


「ニルス、剣士が強くなるには、我流では限界があると思うのです。強い人に教えてもらうのは、いい方法だと思いませんか？」


「それは同感だな。ダンジョンに潜れば実戦経験は積めるんだが、やはり、もう一皮むけて強くなりたいんだよな」


「でしょう？　特にニルスとかは、我流で強くなってきたので、ここでしっかり基礎、基本を学びなおせば、さらに上を目指せるのではないかと」


「なるほど」


涼の言葉に、納得して頷くニルス。


扇動者は、明確な事実とあやふやな欺瞞ぎまんを織り交ぜながら、相手の意識をずらしていく。


「ヒューさんはギルドマスターです。普段は、冒険者ギルドの奥にいるので、話す機会すらあまりありません。ましてや、打ちかかって剣の実力を見てもらう機会など皆無です」


「ま、まあ、確かに……」


明確な事実。


「ですので、今がチャンスです！　剣を構え、ほんの数歩走るだけで、ニルスの剣が届く距離にいます！　もう、すぐ手の届く範囲に、ニルスが強くなる手段が転がっているのです！」


「う、う～ん……」


あやふやな欺瞞。


「ここでアベルなら、一も二もなく突っ込みますよ！」


「さすがアベルさん！　俺も……いや、俺にはアベルさんのようなことは無理だ。突っ込まない」


「なっ……」


扇動者涼は、最後の一押しに失敗した。


アベルの名を出したのが、まさか逆効果になるとは！


◆


一行は、宿泊所に着いた。


その入口で、涼は手を挙げる。


「ヒューさん、お願いがあります！」


「なんだリョウ。模擬戦ならやらんぞ？」


「なぜ……」


「そもそも、俺はもう、第一線を退いているんだ。しかも、ヴァンパイアの野郎に乗っ取られて動いたから、めちゃくちゃ体が痛い。ニルスとの模擬戦なら、お前がやればいいだろう？」


「僕は魔法使いなので」


ヒューの逆提案に、胸を張って答える涼。


「じゃあ、ローマンが代わりに」


「別に構いませんが……私、手加減は苦手ですよ？」


ヒューの更なる提案に、ローマンが答える。


そんな会話は、当然、ニルスにも聞こえた。


「いや、勇者の相手とか無理に決まっている……」


そう、ニルスはただのＤ級剣士。ルンの街では、期待の若手パーティーのメンバーと言われているが、それでも『大戦』の英雄や、勇者と比べればまだまだだ。二人の剣戟けんげきも見たために、その差が大きいのは理解している……。


だが……。


「あの……もしよければ、私と模擬戦をしていただけないかと……」


そこに、勇者ローマンとの模擬戦を申し出た人物がいた。


『十号室』のもう一人の剣士、弱冠十六歳のアモン。


それを、さすがに驚きの目で見るニルス、エト、そして涼。そう、涼ですら、アモンがローマンに模擬戦の相手をお願いするのは想定していなかった。


「アモン？」


「いえリョウさん、力の差が凄いのは分かっているんですけど、勇者と剣を合わせる機会なんて、一生に一度もないのが普通じゃないですか。そう考えると、体がウズウズと……」


心配そうに問いかける涼に、苦笑しながら答えるアモン。苦笑しながらも楽しそうだ。


『十号室』一の常識人であり、最年少なのにしっかりしており、バランス感覚にも秀でている。


だが、剣に関して非凡なものを持っている。


非凡なものを持っているのだが、同時に、涼も薄々感じてはいた。


アモンがそういう子であると。つまり、戦闘狂の気があると。


「即死じゃなければ、グラハムさんの〈エクストラヒール〉でなんとかなるでしょうか」


冷静な判断を下す涼。ニルスを煽っていたのと同じ人物とはとても思えない。


「俺に対するのと、だいぶ違わないか？」


「当然です。アモンは『十号室』の宝です」


「……俺は？」


「ニルスは『十号室』の……大黒柱です」


「まあ、それなら……」


涼の答えに、満足したように頷くニルス。


ニルスちょろい。


「絶対、あれ……」


「ニルスはちょろいって思ったよね」


涼が浮かべた笑みと、その心の中は、アモンとエトに正確に読まれている。伊達だてに長く付き合ってはいない……。






その後、結局、勇者ローマンはアモンだけではなく、ニルスとも模擬戦を行った。


ローマンは、決して技に秀でているわけではない。


ヴァンパイア・カリニコスの前でのヒューとの戦闘も、以前王都でのアベルとの戦闘も、パワーとスピードでは上回っても、技では二人に及ばなかった。とはいえ、それはヒューとアベルが剣士として尋常ではないからに過ぎない。


Ｄ級冒険者のアモンやニルスが相手なら、技でも圧倒する。それくらいのレベルにはある。


「手加減が苦手」と言いながらも、二人の相手では指導するような剣を振るった。それは傍はたから見ていても、もちろん分かる。


「うむ。さすがローマンです。勇者のパワーとスピードに頼るだけではなく、毎日努力してきたのが分かります」


「……なぜ魔法使いであるリョウが、そんな評価を下しているんだ」


涼が偉そうに論評し、それを隣に立っていたヒューが呆れるような口調で指摘する。


「魔法使いである僕にすら分かるほどに、ローマンは基礎、基本をみっちりと鍛えている素晴らしい剣士だということです」


腕を組んで、うんうん頷きながら、やはり偉そうに論評する涼。


それを聞いたヒューは小さく首を振る。


だが、その視線は、再び始まった模擬戦の方に向かった。何度目かの、アモンの挑戦回だ。


「アモンは……まだ十六歳だよな」


「はい。育った村に、ヒューム流を教えてくれるお爺ちゃんがいたそうで、そこで基礎を教えてもらったらしいです」


「そうか。あれは筋がいいな」


「おぉ！　やはり！」


アモンの剣をヒューが褒め、その評価で嬉しくなる涼。


元ルームメイトが、その道の達人に褒められれば嬉しくなるというものだ。


「アモンには剣の才能がありますかね？」


涼がワクワクした表情で問う。


「剣の才能とかは俺には分からん。もちろん、圧倒的な才能なら……俺だろうが誰だろうが分かるんだろうがな。昔のアベルのようにな」


「昔のアベル……。昔は、アベルも才能があったということですね」


「いや、誤解を招く表現をするな。アベルは、今も剣の天才だ。小さい頃、一目見ただけで剣の天才だと思ったという話だ」


ヒューはそう言うと、自分の腰に差した剣を見た。それは、聖剣ガラハッド。涼には、アベルと聖剣ガラハッドの関係性は分からないため首を傾げる。


「それにしても……」


ヒューはそこで一度言葉を区切ってから、再び続けた。


「アモンの向上心は凄いな」


模擬戦は、ニルス対ローマンに代わっている。端の方で、アモンは地面に寝そべっている。だが、その視線は、ニルスとローマンの模擬戦に向いている……何か少しでも吸収できるものがあるのではないか、そんな視線だ。


だが、ヒューの口から次に出た言葉は、アモンに関してではなかった。


「ニルスは我流すぎないか？」


「やっぱりです？」


涼は、王国で振るわれる剣を正確には知らない。アベルとは旅をして、その間、毎朝のようにアベルが振るヒューム流の剣を見ていたために、なんとなくは知っているのだが……。それでも、さすがに王国にはヒューム流しかないというわけではないだろう。


「いちおう言っておくと、下手なわけじゃない。逆に、完全に我流でこれだけ振れてるというのは、才能なのかもしれん」


「おぉ……」


「だが、ところどころ危なっかしいところがある」


「我流だと、受けが鍛えられにくいですよね」


涼の言葉に、少し目を見開いて驚くヒュー。


「やっぱりリョウ、お前さん、魔法使いじゃないな」


「いいえ。僕は立派な魔法使いです！」


本当に立派な人は、自分で立派とは言わない……とヒューは思ったのだが、賢明にも口からは出さなかった。立派かどうかは別として、涼が魔法使いとして優秀であることに異論はないからだ。同時に、剣士としても優秀であるとは思うのだが。


「ニルスは、もう少し受けを鍛えたいな」


ヒューが呟く。


それを聞き逃すような涼ではない。


「ヒューさん、ルンに戻ったら、時々でいいので剣術教室を開いてください！」


「剣術教室？」


「はい。ルンの冒険者向けの。強くなれば、今以上に冒険者たちの生存率は上がりますよ！　初心者講習会で、若い冒険者の死者数が激減したんでしょう？　そんな感じで、ぜひ！」


「ああ……。Ｃ級で引退した連中とかの再雇用か？　あれ、金かかるんだよな……」


ヒューが考え込む。おそらく頭の中では、日当の計算がされているはず。


「ヒューさんが教えればタダです」


「俺？」


「はい。書類仕事ばかりでは体がなまりますよ」


「いや……体がなまっているのは、さっき嫌というほど自覚したが……俺も、けっこう忙しいんだ……」


「午前中三時間、週三回くらいでどうでしょうか？」


「それは多すぎだろう？」


「では週二回」


「いや、せいぜい、週一回だな」


「では、それで決定で！」


涼が宣言する。


「なんか、上手く乗せられた気がするんだが……」


ヒューの言葉は、涼にも聞こえていたが無視する。


もちろん、剣術教室が開かれたとしても、涼には直接の利益は何もない。


だが、開かれれば、目の前のニルスやアモンは参加するだろうと思うのだ。他にも、向上心のある冒険者は参加するだろう。そうやって上がった腕が、自分たちの命を繋ぐことを、彼らは知っているから。


さらに……。


「『黄金の波亭』の食堂で本を読んでいる、Ｂ級剣士にも時々講師の側で出てもらいましょう」


涼はそう言うとうっすら笑った。


アベルに迫る涼の魔手……。


その時、アベルがくしゃみを連発したという記録は残っていない……。






その後、ルンの冒険者たちが、さらに強くなったらしいのだが……それは別のお話。
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